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ァ ィ ヌ 語法 槪說序 

アイヌ >rH こ 關 心 を 持つ 人が あって、 ネ ヒ々、 恰好な その 不リ iJf 
をと 求められ るのに、 丁度 手ヒ n な、 すぐ、 間に合 ふ アイス 文法の 
一冊 も 出 來てダ J ない とい ふこ と は、 何とい ふ 腑甲斐ない ことで 
あった ら う。 

知 里 眞志保 君 は、 アイ ヌ神謠 集の 著者 知 里 幸 遮 女史の 令 ift で、 
自ら 遜って、 頭 は ill も 妹に はかな ひません と 云 ふけれ ど、 姉 さ 

んは 生前に、 ift の 頭 こそ、 何 かきつ とお 役に も 立つ at かと 思 ひ 
ますと 推獎 して 居られた ものだった。 果せる かな、 室 蘭 中學か 
らー擧 一高へ 入って、 三年 問、 英語 ゃ獨逸 語で は、 さすが 一高 
の 秀才 を も 後へ に瞠' 若たら しめて 押 通し ブと。 それな のに 却って 
アイス 語の 方 は、 @ は 家庭で 話されない ものた、 つたから、 殆ん 

ど 一語 も 知らなかった。 偶に 私に fAj つて、 『アイヌ 語って どう 

いふ 言葉です か。 ー體 m 數 数な ど あるんで すか』 など 反問 

して來ることがぁ^)、 私から それ を說 Olj すると、 默 つて 「41 いて 

ねて、 『さう いふ もんです カヽ アイヌ 語と いふ もの は、 アン、 ハ 

--Jo 逆な ものお、 から D 分で G 分の 言葉に 失笑して グ J たもの 

た' つた。 

それ 力;、 どうで あらう。- 中 休暇で 歸せ f する 每に、 部落の 人 


人の 問へ 割み 込んで、 大部分 を その 中に 送る やうに なら、 一高 
を 出る 頃までに は、 驚くべき 上達？： し、 iii に- 大學へ 進んで から 
は、 ユーカラで も 何で も 解 ら な い も のが 無い 程 勘 能に なに 殊 
に アイ ヌ 文法に は 深い 典 を もって、 私 ft 身の 組み立てた アイ 
ス 文法 を 刻 銘に吟 I!J ミし、 火體 その 組織と その 観 方で、 私に 代つ 
て アイ ヌ 語法の 理想的な 敎科 書?: 書き下 7) して く れた。 

私 は 詳細に 閱讀 したが、 一字一句 も 改竄の 必要 を 認めな かつ 
たし、 ネセ々 私の 小過 を 是正して くれられた 處 もあって、 私の 名 
で 出して は まぬ と 忍 ふ 程だった のに、 君 はまた 謙遍 して、 私 
の體 系で, S: いて/ J るので あって、 何等新11^ミのぁる もので はない 
から、 ほ 分の 著と は 云 ひ 難いと 云 ふ。 そこで 二人で 責任 を ft ふ 
ことにして 二人の 合著と いふ ことにした。 一字一句、 知 里-戸 Z の 
書き起こ しであって、 その 爲 めに は 太 へんな 辛 勞と物 H 的な 
« さへ D  bi 'えう て出來 上った ものである。 

凡そ この 後、 どうい ふ アイス 語の 文法 力;、 若し 現 はれる こ 
とが あらう とも、 本^ は 永久に 特箪 さるべき 3t 耍性 を もつ もの 
である こと だけ は 信じて 疑 はない。 本,! I」 が 出来て、 これで 私 も 
人/； の, に 一部の 任 を * し 得て ホッ とする。 ち 欣然, fli 念 
すべ さ 水 ,1;: の 始め に その 次;: ri; を .ill し て ):t\\: t かにす と W 云。 

i- 一年 ムリ J 1-UI 

^^まから起きて 金 田 一京 助 識 
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W 里 早 E1 日 貝 iiim 

L 母 音 

1.  母音 は a,  i，  u,  e,  o の 五つで、 その 音 憤 は大體 日本語の 
に 近い 力;、 り アクセント ある 頭 音 ひ に 立つ 時 は 所謂 聲門 
閉止 i^glottal  stof) を 伴 ひ、 且つ JP: 則と して 短音で ある。2) 

2.  重母音に は ai,  ui，  oi,  aii, iu,  eu,  ou,  ei,  ae 等 力； あ h  3) 悉 く 
下降 式 {Jcscending) である。 

IL 子 音 

3.  破裂音： k,  t,  p,  g,  d,  b。 無聲音 k，  t,  p とそれ に對應 

する 有聲音 g,  d,  b と は それ どれ 同一の 音韻 、が wnhnc) に屬 
し、 兩者を 置換 へても 語義に 影響 は 無い。 tepa  =  deba  (揮）； 


1)  アイ ヌ 語の ゥは （本書で は 便宜上 U で 表 は して 置いた けれども） 日本語のに 
似て 辱の まるめが 少ぃ。 但し 日本語の に比べて 幾分 開いた 音で あるた めに、 屬！  0 

に聽 誤られる。 アイヌ （人） が アイ 丄に、 カムイ （祌） が 力 i ィに、 ィ ナウ （木 幣) がィ 
ナオに 書かれる 所以で ある。 

2)  開 音節の 單綴語 を 一つ だけ 取上げて 發音 する 時 は 幾分 長め に 聞え る。 ka' 
(絲 ）； mi' (着る）； nu '(聽 く）；  ya' (綱） 等。 併し乍ら 一語 を 取 立て 、發 音す る 時 は 
區別 意識が 發音 運動 を 特に 丁寧に 行 はせ るから 自然 長め に 聞え るので あって、 そ 
れを 意識的に 短く 發音 したから とて 些かの 不都合 も 起らない。 のみならず、 他 語 
と 結び付いた 際 は 必ず 短く 發音 しなければ ならない。 ka-eka  (絲を 緒る）； a-mi-p 
(着物）； nu-re  (聞かす）； ya-oshke-p  (蜘蛛） 等。 アイヌ 語に は 言葉の 區 別の 手段と 
な リ 得る やうな 獨立 音と しての 長音 は 存在し ない。 

3)  九 種の 重母音 屮 oil, ei，  ae の； 0 例が 極めて 少ぃ。 ou は kokou  (if ) の 一語 だ 
け。 ei は 短 母音 e を强 調した 時に 成立す る。 pene  (溶ける）〉 peine。  ae は 語頭に 
のみ 成立す る。 第一 人稱 接頭 辭 a- と指祁 の接辭 e- との 結合 を 急 言 すれば 大抵 こ 
れ に な る 。 aeumashnu  (我 それ を しま ひこ む）。 


( ュ ) 


ipokash  =  ibogash  (观 い)； kanto  =  gando   、天)。 併し乍ら 純正 

な發 音で は總 ベての 陂裂 音が 無聲 なるこ と を ISfllj とする 。り 尙 
末 音 {final) の k，  t,  p は 悉く 入聲 {implosivf) である。 

4.  If 擦 音： h，  F,  X，  9,  S,  sh,  y, 〜v。  h は i と 結合す る 時 
は 口蓋 化 i^palatalize^ して M に、 u と 結合す る 時 は 唇音 化 
{labialize) して [F] に 近づ く けれ ど も 音韻 として は 同じ も ので 
ある。 [X] -—— 位し i に 績く時 は M —— は 樺 太に のみ 存在す 
る。" f.'.I  -S と sh も 亦 同じ 音韻で 後者 は 前者の 少しく  口蓋 化し 
ブ 2 程度の ものに 過ぎない。 

5.  暴 音： m，n。    n は i の 前で は 幾分 口蓋 化する。 また k 

の 前で は になる。 併 し 乍 ら いづれ も 獨 立の 音韻 と して: S 識 

の 中 に ©在 す る ので はない から 語義に は無關 係で あ る 。 

6.  mtf  ： i-o 乙れ は 稍 ふ 5^ 殊で、 （ィ） 舌 尖 は 一度 だけ 齒槽 

に 觸れ、 （P) 1 より は r に 近く、  （ノ、 ） 頭 音に 立てば 「t，  d の 
問の 音」 と 1- との 中間 音に 間え、 （二）  n の 後へ 續 けば d に 近 
づき、 （ホ） 】、-， P の 後へ 来れば 無聲の r となら、 （へ） t の 後で 
は無聲 化する と 同時に 少しく 摩擦 をプ, も び、 ( ト ) sh の 後で は 全 


1)  女よ リは 男に、 子供よ リは 大人に、 丁寧な 發 音よ リは ぞんざいな 發 音に、 多 

nssr?- が 現 はれる。 醉った人の發音では^ど常に ミ蜀^？-でぁる。 之に 反して 女の 

丁寧な^17さでは必ず?ぉ昔でぁる。 强 ひて^き-の 介 を 求めるなら k,t，p が^ 音に 

績く場 合で、 これ はィ r— 耀音 m,  n がそれ にお まく 無聲昔 k,  t,  P を有萆 化する 順行 同 
ィヒ (^progresswe  assimilation) に {也 な ら な レゝ tampc  (これ)〉 tanibc  ；  ante  (i??  く）〉 
andc  ；  ranke  (1| え 下す) 〉 range 

2)  北'; (お |：1 方-ほの 末 音 を 構成す る 入聲の k，  t,  p  /えび sh，  r が 摔太方 ff では 悉く 
これになる。 tck  (手) >  tcx  ；  itak  (云 ふ) >  itax  ；  mat  (女) >  max  ；  at  >  ax  ； 
nup  (4' J-)  >  nux  ；  rup  (海 永) >  rux  ；  upash  (雪） 〉 upax  ；  rcpunkur  (外 [yS^/O  >  re- 
punkux  ；  shik  ( |  j  )  >  sliig  〉  shish  ；  nit  (,'('.)  〉  nig  〉  nish  ；  rit  (筋) 〉 ri?  〉  rish  ； 
chip  (； ij)  >  chiq  >  chish  -は。 《ロ.し^^?:昔が後ぉミする時は15(昔が^£ぉ-して北海,:!1方苜 
と 问 形に な る。 tcx  (丁  =•)  >  tc^umpc  (手 リヨ ) ； max  (女) 〉 ma/ax  (妹） ； chiq  (舟） ：> 
chipo  ( ^  jflf  く')  ；  rux い; は 永) >  rupush  (氷る)； r し、 punkux  (外 ト!^ 人） >  repunkur-atui 
(勝） CS ？。 


く 無" あ f 擦の 1- となり、 （チ） 末 音に 立てば 五つの 母音に よつ 

て 五樣: に ひ s: 、く  （P.  4)。 併し乍ら、 音韻と して は M じ もので あ 

る 0 

7.  破擦音 Uffricata)  ：  ch,  ts,  dz,  j(d5)。  ノレ 一 ス な發 昔で は 
ch 力； ts,  dz,  j 等に ひ s: 、く。 併し乍ら ノーマ ノレな 幾 音で は 常 
に ch である。 chacha  (老翁 ) =tsatsa  =  dzadza=jaja。 

m. 音 節 

8.  アイヌ 語に は閉 音節が ふんだん にある。 その 末 音 を 構成 
する もの は 入聲の k，  t,  p 及び m,  n,  sh，  r の 七つで ある。 こ 

れらは 母音で 始ま る 音節が 後續 すれば フ ラ ンス語 流に 連 音 
i^liaisou) して 開 音節に ひ 、、 く  。  shik-o  (生れる）； mat-ak  (妹） ； 
chip-o  (舟 を 漕く、、）；  hum-ash  (音が する）； an-an  (我 在 ) ； 
ash-aii (我 立て ら ) ； par^o  (生れる） 等。 尙 アイ ヌ 語の 音節が 頭 
音 或は 末 音と して 許容す る 子音の 數は 唯一つ に 限られ、 ch の 
他に 拗音 はなく、 且つ 濁音 は 無視し 得る から、 音節 構造 は 比較 
的單 純で ある ： 


a 

1 

u 

e 

o 

ka 

ki 

ku 

ke 

ko 

sa 

shi 

su 

se 

so 

ta 

tu 

te 

to 

cha 

chi 

chu 

che 

cho 

na 

11 i 

nu 

ne 

no 

pa 

pi 

pu 

pe 

po 

ma 

mi 

mu 

me 

mo 

\va 

we 

wo 

Kg) 

s(sh) 
t(d) 
ch(ts,  dz,  j ) 


b 

n  p  m  w 


y 

yu 

ye 

yo 

r 

ra 

ri 

rii 

re 

ro 

h 

ha 

hi 

hu 

he 

ho 

(注意り 單 母音と 子音と によって 構成され る 音節 数 は上揭 56 と、 それ 
へ 末 音 -k，  -t,  -p,  -m,  -n,  -sh，  -r の 7 が 添って 出來る 392 を 加へ た 
56+56x7-448 である 力く、  [y] が 中の 音節 末で n が k に 先行す る 
場合に 起り 得る から、 それ も 勘定に 入れる と 448+56  =  504 になる。 
重 母 昔と 子 昔に よって 構成され る 音節 数 は ai，  oi,  ui,  ei,au,ou,  iu，  eu 
の 8 に、 班に k-，  s -，  t-，  ch-，  n-,  p-，  m -，  w -，  y -，  r -，  h-  O  ii 力く 添って 出 
來る 88 を 加へ た 8+8x11=96 である 力';、 eu,  iu,  ou，  ei だけの 語 は 
實 際に 存在せ す、 また tiu,  wiu,  yiu，  wui も實 在し ないし、 ou は 
kokou  (M) の 一語に 现 はれる のみで あ り 、 ae の 成立す るの は 詰 頭に 
liU られる 力、 ら、 赏- 際 は 96—18  +  1  =  79 である。 從 つて アイヌ 語の 基 

本 的な 昔 節 數の限 は 504+79=583 である。 

(Vl5t  ii) アイ ヌ の r は 1 の 如き 給-き {continuant) でな く  、 舌 尖が 唯 
一 庞齒糟 に 觸れる だけで 直 ぐ 離れて 止む 音で あるか ら 、 聲が 幾分 尙 
核いて ゐ ると、 r に 先行す る 母音の 餘 FiH が 耳に 印象す る C それ 故、 末 
音の r は 五つの 母音に よって 冗 様に ひ ^  く。 例へば kar は kara に、 
kir は kir' に、 kur は kur" に、 ker は kerc に、 kor は kor° に 聞え 
る。 これ 末 音と しての r が_[4：くー般的11^?>識の外に{1き去られてゐた 
所以で ある。 從來 の文獻 に -ra，  -ri,  -ru,  -re,  -ro と 表記され てなる も 
の 、巾に は、 資 際に は 無い 母音が 上記の 理出 によって 有る かの 如く 
誤, 忍され た 場合が、 扪當に 多かった ので ある。 

IV- アクセント 

9. ァ ク セ ン ト は 【ウ】 - 低 アクセント [^や itch-ac"ut) で そ の 出 の 

位 i7i ソょ火 iffi 

(I) 語の 主耍部 ち 語根 又は 語幹に ある： 


nu-re  (閒 力、 す)， ya-un  (陸の)， an-an  (我 在 b  ),  ku-an 
(同 口語） 

(2)  最初の 閉 音節に ある： 

wakka  (水 リ， apto に horkeu  (jEl ),  ashke  、手) 

(3)  最初の 重 母音 又は 重母音 を 含む 音節に ある ： 
ainu  ( A  ),  taiki (き), oaikar        ；,  iiitek  、召使 ふ) 

(4)  前から 二番目の 音節へ 行く  ： 

menoko  、女)， nupun  ( jji  ),  netopake  (fg),  supuva  、煙) 

(5)  合成語に 在って は 規定 詞へ 行く。 但し 规定詞 多音節 
の 時 は 上記 諸 則に よ る ： 

ri-nupuri   、尚 lJ|)，  ku-sapa  、弓の _L 端）, kamui-moshir 
(^申#)，  ainu-nioshir  、入 間 Do 

Gi 意り 初めは 単なる 接尾 辭 又は 語尾に 過ぎなかった もの も、 全 體が熟 
成してー？^^位と感ぜられるに到ると、 ァク セン トを耍 求す る ことが 
ある。 例へば kaye  「折る」 «  kai  「折れる」 +  e)，  tuye  「斷 つ」 （く  tui 
「斷れ る」 +e) 等 は 上 则 （I) に よ つて 常然 kdye,  tuye と あるべき 害な 
のに、 實際は （4) の 支配 を 受けて kay さ， tuy さで ある。 合成き /Ft? も 同 
様であって、 それが 熟し 切って しまへば （4) に 支配され る。 例へば 
hash-inau  (條 やお) は （5) に よ つて 常然 Msh-inau と あるべき 害な のに、 
實際は hashmau である。 yak  a-ye  (Ger.  man  sagt,  daR) も 口 言 u で 
は yakdye 叉 は yakdi である。 閉 音節の) 綴 語が 具體 化した 場合 も 
(4) に 支配され る。 shik  (目) 〉 shiki'hi  ；  mat  (fe  >  machihi  ；  kap 
(皮） >  kapi:ihu。 [但し 開 音節の 單綴 語が 具體化 した 場合 は 依然 ァ ク 
セ ン ト は （I) の 支配 下に 在って 移 励 しない。 pa  (年） >  paha;  ko  (粉) 
>k6ho;  re  (名） >  rehe 等。] 以上に よって i [^後に 支配す る il え も 有力 
なる 法則 は （4) なること を 知る。 

(注意 ii) 以上の 法 IW に 合 はない ものが あったら それに は 何 か 仔細が あ 
る。 i) 語原に 溯れば 合法的な もの ： chdhi  (i^)  <  chi-ashi  (我々 が 建 
てた もの） ； wakataru  (水 汲路） <  wakka  (水） -ta  (汲む） -ru  (路 )。 ii) 


日本語から 入った もの ： tilki  (杯）； mSmi  (祈る） 等。 

(注意 Hi) アクセント に 依って 相互に 獨 立して ゐ る 若干の 單語。 hdi  (M 
麻) 一 hai' (疝ぃ ！）  ；  monak  ("^'めて ゐ る）一 mondk  (さ らで だに） ； nma 
(焚 木 こる）一 ninji  (揑 ねる）； ni'sap  (突然の)  一 nisdp  (陘 ） ； ikur  (木 尻 
|^)— utur  era])  ；  yairaike      |S する)一 yai'raike  (感謝す る） 等。 

V* 音韻 變化 

10. 母音の 脫落。 

(a)  同 母音が 重出す る 時： 

kera-an  >  keran      いしい \jiicc  to  caf) 

haina-are  >  hainarc 延糸 1 ま 勺 どす る (hama  (ょン 、へ ナン、 

の朿北 訛） 
shiso-otta  >  snisotta  tiJMl: 
liarkiso-otta  >  harkisotta  ZnBl^iC 

(b)  異母 音が 赏出 す る 時 - —— 前者が 落 ち る ： 
in^-an-kiir  >  inankur  A- の 人 
enr-an-kiisu  >  enankusu なる はと ！ 
noyr-a  novc-a.  >  noyanova 幾!^ も おそ る 

kam ，- an  >  kanan てあつ ブ (^I'as  m  the  state  of) 

kashn 、丫 -im  >  kashikun あまつ さへ 

epos^^-un  >  eposuii 道 ま! fi で' 

sh/-on-tak  >  sontak 嬰兒 

chz-ashi  >  chashi  ^ 

cli/'-c-p    、  chcp  jfx 
ヒ 'メカ サ ル 

H 高!^ 沙流 W の —人 fPUll 救 主格の 接頭 辭 ku- が 
k になる の も hi]  ti: の 場^で あ る ： 


k;/-aki  >  kaki 私の-": ^ 

k?/-ani  >  kani 私 

k//-o  >  ko 私乘 る 

k?^-eyomne  >  keyomne 私 懲り る 

(c) 重母音の 場^ —— 末 音が 落ち 易い： 
uwekatan'otke  >  uwekatarotke 睦合ふ 
yan-amkonio  >  yaramkomo せつな \ 思 ふ 
ya^shitoma  >  vashtoma      ち る 
shikasu/re  >  shikasure キ傳 つて i$ ふ 
ra^-chishkar  >  rachishkar 书哭 1 る 
erampe?/tek  >  erampetek 知らない 
hehe?/pa  >  hehepa  pjJJ  く 
kashi-opi?/ki  >  kashi-opiki 助 け る 
pashro/ta  >  pashrota 叱 る 
上の は 雅語と 口語の 差で ある 力;、 これが また 方言の 差 をつ 
く る ： 一 


ィ ブ リ 

(膽振 方言) 

ヒ ダカ 
(曰 高 方言） 

aoka? 

我等 

aoKa 

echiokaz 

汝等 

echioka 

okaz 

彼等 

oka 

shinnaz 

別の 

shinna 

kakencha^ 

衣析 

kakencha 

soya^ 

蜂 

sova 

U2tek 

召使 ふ 

utek 

uma 

灰 

una 

(d) 無聲 化し ブ 2 母音の 脫 落： 

mat-hekachi  >  matekachi  >  matkachi 女 童 
hekachi-utar  >  hekatutar  >  hek attar 子と も 


11. 子音の 脫落。 


(e)    h 昔の 脫 落： 

kom-//am  >  komam 枯某 
tok- 力 om  >  toKom 瘤 

hoku-kan- 力 au-ne  >  hokukanaune 男 * にて 
mat-kan-Z/au-ne  >  niatkanaune 女聲 にて 

c の倾ド >J は 北部 方言に 於て 特に 著しい ： 
/だ per  >  eper 熊の 1 寸- 
/fesuipa  >  esuipa      眠"^ る 


(0  y 音の 脫落 —— 拗音の 成立 を 嫌 ふ 結果と も 見られる： 

an-j/akne  >  anakne は i^QJj  0\) 


nep  ta  an  ya.  >  nep  ta  ana  ？ 何 义" ある 力、. 一 
ne  nankorjj'a  >  ne  nankora  ？ だら う 力、？ 


語幹が 1- で 終る 動詞に 使 《2 相 語尾 -yar が 結び付く 際 も 同 


樣の珊 由で y が 落ちる ： 

kor-rar  >  korar  ^4/2 1 
nukar-rar  >  nukarar 兒さ "5 


oshiA'/^ote  >  oshikote  '|S ォ I る 
nui///7uipa  >  munuipa 魔 を ほく 
iyoku 〃ノ /ure  >  iyokunure 驚 き ！ れ る 
yai\\  c////ukar  >  vanvonukar せつ は る 
ipc-ka//;/a  、、 ipe-kana なネ勿 を ねたる 
ka 〃ん' a-sui >  kanasui 乂候 ( araui) 


12. 子, やの 入 —— は {? の '化 出 を « ふ 結 果 とも ii られ る。 

語 構成の！) 係 上 新に お Mf が m 出 すると、 前の-は?^[- を 落して しま 


(g) 長子 "t の 短音 化： 


ふ 力、 又は フタ リの音 0// ヅ お"" め に 明確な 存在 を與 へて 重出 

母音の 成立 を 避けよ う とする。 それが 外見 上 子音 禅 入の 現象と 
なって 現 はれる ので ある。 

(a)  W 音の H] 入 ： 

u-at-te  >  urcatte 澤 山ね る 
u-e-peker  >  u ぽ oeker せ晰 
u-osurpa  >  urcosurpa 夫婦 另 Ij 才 1 
u-ok-ok  >  uwokok 縫れ る、 吃る 
意） W は U の ハナ レ (-0 か glide) である。 • 

(b)  y 音の ま fll 入 ：  •  • 

eihok  >  eiok  >  eirok  ^ る (hok,  Lrcr.  kaiijeii,  eihok,  uer. 

Tcrkaiifen) 
i-o-ikir  >  ij'oikir 寶歹 Ij 
i-uta  >  i ク uta 搗 きものす る 
i-utari  >  i ヌ utari 彼の 親 
('； t 意） y は i の ハナ レ である。 

(C)    h 音の 柿 入 —— 開 音節の 語 を具體 形に する に は 末 音節 
を 强く發 音す る。 その 際 語尾の 母音 は當然 長くなら うとす 
る。 それ を 更に 强く發 音す る 時 h が 現 はれる ： 
on  a  (父) >  ona'  >  onaa  >  ona//a 
unu  (母) >  unu*  >  unuu  >  unu/ju 

閉 音節の 語 を 具體 形に した も の を III に强 調す る 時 も 同様で 
ある： 

shik  (g)  >  shiki  >  shikr  >  shikii >  shiki/^i 
tek  (手) >  teke  >  teke*  >  tekee  >  teke/ze 
(d)    n 音の HI 入 ： 

(ta-okai)  >  ta;/okai これらの 
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(to-okai)  >  to;z6kai あれら の 
(ta-un)  >  ta/mn そちらへ 
(to-un)  >  t6〃un あちらへ 

(e)    m 音の も]] 入 •• 

shikari -pa  >  shikariwpa   く、、 る く" る' 迴る 
tepatepa  >  te ク〃 pate ク〃 pa まさ ぐ、 る 
i-oma  >  iwoma 寶歹 Ij  (  =  iyoikir; 
u-oma-re  >  u ク〃 omare 拾 ひ 集める 
(注意） 後の 二つ は 最初から m が 入る ので はな く て 
i-oma  ノ 卜 wMDirm 
u-omare  〉  u-«^-omare 
の 如 く  、  l.;i'J おに 於て は 力 力 リ ipn-glide)     ヽ また 後者に 於て は ハナ レ 
き- glide) の涉 昔と して、 W が 先づ入 り 、 次いで それが 後出の m に 
i 寸す る 先取 白 勺 同化 (yorgreifende  Assimilation) によって 
i-W'Oma.  ノ i-m-oma 
u-z ジ -omare ク u-m-omare 
となる ので ある。 
i3.    —  U  SSfTfM 匕 {(^ssiimlaiioii)^, 
(a)    r の M 化 

i)  n の 前で は n になる ： 
kotan-kor-nislipa  >  kotan-ko//-nishpa 
peker-nupe  >  peke/^-nupe      る M  (：^ く& の、;^) 
retar-nan  >  rc ね〃 -nan 白い 顔 

e-ror-ne  >  ero//ne  — Ii/S のブ/ へ 

ii)  t の 前で は t になる ： 

a-kor  totto  >  ako/  totto 孑 力 玎ゅ 
l)ck しァ -chikap  >  peke/chikap 白 
rcta/'-chir  >  reta/chir  「！， D 
ror-ta  >  ro/ta  — ヒ| ^に 


( II  ) 

(b) 破裂音の 同化 一 北 見 • 釧路 • 十 勝 *石 狩の 北部 方言に 

著しい 現象で ある ： 

a か pe  >  a 力 pe      とし （ " trap) 
ma/-kosanu  >  ma/'kosanu はっと） £ つ 
sa/-te  >  sa/te 持-出す 

膽 振' 日 高の] 有 部 方言で は 次の 一語 ： 
e/C'-te  >  e/te よこす 

(C) 鼻 昔に 績 く  W の m 音 化 —— 日 高地 方に 限る やうで あ 
る ： 

wen  rca  kusu  >  wen ク〃 a  kusu 惡カ） つ ァ ど 力、 
isam  rca  kusu  >  isam  nid,  kusu き P 、お） っブ 2 力、 ら 
an  Tca  hetap  >  an im.  hetap あっての 乙 と 力、？ 

(d)  n  »m 

i)  P の で： 

a;/-pe  >  a7;/pe ある 乙と、 本' 富の こと (" faci) 
po//-pe  >  powpe  /j 、さい もの、 亦ん 坊 

ii)  m の 前で ： 

ta/^-moshir  >  taw-moshir  lit の 世 
po〃-menoko  >  po ク〃 -menoko 少" $C 

(e)  t は i の 前で は ch になる （§19): 
ma/-i  >  ma<f/n 彼の 三ぶ： 

ku/-i  >  kur//i 彼の 帶 
ri/-i  >  x\ch\ 彼の 筋 

(f)  s は t の 後で は ch になる： 
pet-i-am  >  petr》am 川 i/j.i!} 
pat- 化 >  patr/^e ばつと 散る 
kitkit-j-e  >  kitkitr//e   くす く す 笑 ふ 


( に ) 

(g) 母音 の 無聲 化 —— 無 聲 子音に まれる 母音 は 無聲化 

し 易い。 乙の 傾向 は 北部 方言に 於て 特に 顯著 である •• 

chise  >  chise  >  chse  >  che  ^ 
shitaiki  >  shitaiki  >  shtaiki 撃つ 
pon  seta  >  poi  seta  >  poi  sta  >  posta 小犬 
14.    ^4 化 {dissimilation)  o 

(a)  r —— n\ 

i)    r の —前で ： 

rir-rui  >  ri//-rui 波 力； ひどい (波高し) 

ru;'-rui  >  ru;/-rui 潮 力、 ひどい (缠 辛し ゾ 

ar-ramasu  >  a;/ramasu 全く 夷-しい 

ar-rametok  >  a〃rametok      の |fj ネ、 

kor  rametok  >  ko だ rametok 彼の 男ォ; \« 

ku  -kor  ruwe-ne  >  kuko"  ruwe-ne. 禾ム 持って ぬます。 

ku-kar  rusui  >  kuka"  rusui. 禾ム作 りたく 忍 ひます。 
iO    t の 前で —— 梅 太 及び 北部 方言に ： 

kor-te  >  ko だ te 持 7 ど" 3 

nukar-te  >  nuka//te  さ" 3 

ar-tek  >  a;/tek 片手 

南部 方言で は 次の 一語： 

shi-ar-tokesh  >  shiaz/tokesh 全く の 日す;!; (I 

(b)  末 音 n の 母音 化 

i)    S 及び 》' の 前で は i になる： 
po だ suyop  >  \)Oi  suvop 小宫 
po//  shintoko  >  po/  shintoko  /j、 《亍ィ , も 
wen  shisam  >  we/  shisam 贫し ぃ禾 ロノ、 
\\  c;/-\-uk  >  we/-\'iik  tj^ 
ho"-yaku  >  ho/yaku 流 衰 する 

I 


( 13  ) 


Po//-yaunpe  >  Pozyaunpe  /j ヽ內 人 に で 曲の ヒーローの 


a"-ye  >  a/ye  (樺 太) 我 云 ふ 

ii)    W の 前で は U になる —— 主と して 棒. 太 方言に ： 
a" -〜 vante  >  a〃wante 我 知 る 
a;/-wente  >  a?Avente  ^i^'f' 
a;/-wen-tureshi  >  a/z-wen-tureshi 我惡妹 

15. その他の 音變 化。 

(a)  母音の 前進 的 同化： 
er〃m  >  ernn 風 
ont<^ro  >  ont(5>ro  :J\.^f^ 
oh^tu  >  oh ジ tu 水 を あける 
ohfwe  >  olif^vve  fbjj レナ る 
kosont<?  >  kosonti? 小袖 
men (？ ko  >  men^ko  OB 太) 女 

次の 諸 語に 於け る e,o の 對立は 上の 諸 例に 類推して 生じた 
もの： 

etop  >  。top 寧 
ど h ど we  >  ohowe  f 頃 け る 
h^topo  >  hd?topo 折返して 
neto  >  noto 

(b)  音 轉 f 到 iinetathesis) : 
ash え， e/et  >  ash/e/6et  \^ 
chu//'esh  >  chuZy^esh 下腹 
ichan/"  >  ichan///  i! 尊  ' 
puj'ar  >  pura/ 窓 

ク orpui  >  ； T)/pui 肛門  、 
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17 ぽ ka  >  r/>/ka 橋  ： 

(c)  m< ~~ >n  : 

ク〃 iyanke  >  ノ ziyanke  土篮 

(；; /imigane)  > ひ〃 imigani)  >  wingari 耳輪 

jieko  > クだ eko 猫 

;ntpo  > ク〃 itpo 孫 

mma  >  wima 木 鉢 

；/ imu  > ク" imu  7|C 登す る 

； nshmu  >  wishmu 叔 しい 

(d)  n* —— >r  : 

am  >  ari で 以て (zvitJi) 
me;/oko  >  meroko 女 
miniiga;/e  >  ningari 
shiroma  >  shi;/uma 彼 
eshiroma  >  eshi;/uma 汝 
ashiroma  >  ashi//uma 我 

(e)  p- — ch  (北部 方言に 於て）： 
/ar  >  r//ar  口 

/apush  >  <r/^apush 

ko/an  >  kor//an ネ g 否す る 

u/ashkuma  >  u^r/zashkuma  ら 

南部 方言で は 次の 一語： 
(sail -/a)  >  san-r/za 將 

(f)  s  — >h  : 

j-ennc  >  //cnne たい { not) 

jemash  >  //emash さ、、 つ とし ブピ {ji、isiiniificani) 

jemkoracni >  /'cinkorachi の 如 く  (Jiki) 


m —— >p 


makivi  >  /akiri  /1、 刀 

ク〃 an  a  >  /ana 廋 

クメ zasa  >  /asa      け る 
(h)   e ―" >i  : 

kdnc  >  kail/ 金 

k ビ putur  >  k/piitur 額 

mimigani:'  >  ningar/  If 愉 

noshk^r  > iioslik/ 中央 
•Ci)    o —— ni  : 

im。ma  >  in?/ma  列 

n<?yan<?ya  >  n?/yan?/ya 幾度 も 僚る 

(？ takararip  >  ？/ takararip ヒ ト デ (a  siai'fish) 

shir ひ ma  >  shin?/ma 彼 
(j)    u 一" >i  : 

h?/nak  >  hmak  f 可/慮 

mausoro  >  maus 〃： ro  >  maush/ro  口 笛 

sh?/tu  >  shztu 棍棒 

sh?/kup  >  sh/kup 成長す る 


第 II 章 名 詞 


抽象 形 、こ 具體形 


16. 名詞 は、 それが 純 粹に槪 念の み を 表 はす 場合と、 槪念 

を 人稱關 係に 於て 云 ひ 表 はす 場合と で、 形 を 異にする。 例へば 
「目」 とい ふ 槪念は shik なる 形で 表 はされ る 力;'、 それが 「我の 

目」 「汝の 目」 「彼の 目」 とい ふやう に 人 稱關係 を も 併せ 示す 場 
合に は、 shiki 又は sliikihi となって 次の 如く 人 稱接辭 * をと る。 

i) 雅語に 於て： 


さて shik の 如く  「純粋に概念のみを表はす場{^の形」 を 抽象 
形 、abstmct  jor"}) と 呼び、 それに 對 して shiki  乂は shikihi の 


* 人稱按 辭に就 いて は 代名詞 及び 動;;, の 幸參照 


我の 目 
汝の目 
彼の 目 


a-shiki(hi) 我等の 目 
echi-shikiChi) 汝 等の 目 
shikiOii) 彼等の 目 


ii)     口語 ( 


こ 於て ： 


( リ ) 


如 く  「槪 念?: 人 »B« 係に 於て 云 ひ 表 はす ^&合の形」 を- Jlffi 形 

{cjncrcte  jorni) と 呼ぶ ヽ。 

意 り shiki と shikihi と は發音 上の 少 差で ある。 アイ ヌ 語の 母音に は 
本 來 長 音 がない ので、 それ を 强調 すれ ば 長 くなる 代りに 直なる。 
takne  「短い」 〉 taakne  ；  tanne  「:lk: い」 ク ta な nne  ；  ponno  「少し」 ク 
poonno  ；  poronno  ' どつ さ り」 ク poroonno 《さ。 \v\ じ耍' |jJi で shiki 力く 
shiki/ とな り 更に 氣 音の h が现 はれて shiki み/ となる ので ある。 
(注意 i り m  III 人 稱には 「彼」 に he) のみでな く  「彼女」 "he) も 「それ」 
ijt) も ある。 從 つて shiki(hi) は 「彼の 目」 であると 同時に 「彼女の 
『3」 でも あり 「それの 目 (例へば 猫の目 だと か 網の 目 だと か)」 でも あ 
る 0 そ の譯語 は それが 具 體 的に 使用され る 環境に よって 決定 されて 
行 く べきで ある。 


II- 具體 形の 作 り 方 

17. 母音に 終る 語 は その 母音 を 特に 叮嚀に （結果と して は少 
し 長め に) 發音 すれば よい ： 

(抽象 形）  （具體 形） 


apa 

「戶」 

apa*,  apaha 

unu 

「母」 

unu",  ununu 

unarpe 

「伯叔 母」 

unarpe',  unarpehe 

etu 

「鼻」 

etu',  etuhu 

ona 

「父」 

ona',  on  ah  a 

ka 

「絲」 

ka",  kaha 

ko 

「粉」 

〇 1 
ぶ 
、〇 
ぶ 

〇 
ぶ 

kuvva 

「杖」 

kuwa',  kuwaha 

kera 

「味」 

kera',  keraha 

sa 

「姉」 

sa',  saha 

( is  ) 


18. 


we 


sapa',  sapaha 
supuya',  supuyaha 
tepa" ,  tepaha 
to*,  tolio 
toma',  tomaha 
noka',  nokaha 
pa",  pah  a 

pu'，  puhu  ■ 
pe'，  pehe 
po',  poho 
ra*,  rah  a 
re",  rehe 
hapo',  hapoho 
haru',  haruhu 
hura',  huraha 
hoku*,  hokuhu 
-e をと る OfA し i  +  e  〉  ye,  u  +  e  > 

aye,  ayehe 
saye,  sayehe 
taye,  tayehe 
naye,  n ayehe 
in  aye,  ni ayehe 
haye,  hayehe 
at  live,  atuyelie 
kuye,  kuyche 
suye,  su\'olie 
tuye,  tuyehe 


sapa 

「頭」 

supuya 厂煙」 

tepa 

「揮」 

to 

「乳 s -」 

toma 

厂苫」 

noka 

「像」 

pa 

「湯 氣」 

PU 

「庫」 

pe 

「水」 

po 

「子」 

ra 

「草の葉 」 

re 

「名」 

napo 

「母」 

haru 

「肉」 

hura 

「句 ひ」 

hoku 

「夫 J 

1： 母音に 終る 語 

ai 

「矢」 

sai 

「群-」 

tai 

「林」 

nai 

「澤」 

niai 

「響」 

hai 

' ^ir し」 

atui 

「海」 

kui 

「尿」 

sui 

「穴」 

tui  「腹」 


J 


J  J  J  J  Tu  s  J 

矢 群林澤 II:  海 
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tokui 

l~ 親友」 

tokuve,  tokuyehe 

nui 

「焰」 

c 

o 

piii 

厂孔」 

puve,  Duyehe 

mui 

「鬼」 

muye,  muyehe 

rui 

「砥石」 

ruye,  ruyehe 

soi 

「戶 外」 

soye,  soyehe 

toi 

「畑」 

toye,  toy eh e 

moi 

「入江」 

moye,  moyehe 

au 

「木 叉」 

awe,  awehe 

inau 

厂木あ 

in  awe,  inawehe 

kirau 

「角」 

kirawe,  kirawehe 

pahau 厂 P 簞」 

panawe,  panawehe 

mail 

「氣」 

mawe,  mawehe 

hau 

「聲」 

hawe,  hawehe 

keu 

「骸」 

kewe,  kewehe 

ikkeu 

「腰骨」 

ikkewe,  ikkewehe 

shikkeu に 隅 _j 

shikkewe,  shikkewehe 

kokou 厂婿」 

kokowe,  kokowehe 

子音に 終る 語の 多 く 

は- i をと る ： —— 

ak 

「弟」 

ぶ 
ぶ 

ap 

「釣針」 

"a. 
'a. 

up 

「魚の 白子」 

upi,  upihi 

utar 

「親戚」 

utari,  utarihi 

ur 

「皮」 

uri,  urihi 

op 

「槍」 

〇 

o 
で 

»— »  • 

otop 

「髮」 

otopi,  otopihi 

kur 

「蔭」 

kuri,  kurihi 

tur 

turi,  turihi 
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chep 厂魚 _| 
non  「唾 _| 
nok 厂卵」 
Pok  「下」 


niur 


nion 


—糠」 


手」 

yup  '—兄 J 

hum  ' 音 _) 
hon  「腹」 
但し t:  + に〉 chi  :- 
mat 厂女 J 
ramat 厂魂 j 


shit 
nit 
pit 
rit 

ut 


「纖 維」 
「串」 
「小石 


•J 


「筋 
「肋 


kut  「帶」 


set  「奥」 
-i を も -11 を もと 
腿 「爪」 
kani 「肉」 
yam  「栗」 
ham 厂 木の葉— 
ram  ram  j 
mini 「肉」 

議 「-颜」 
kotan 厂村」 


20. 


chepi, 

noni, 

noki, 

poKi, 

muri, 

morn', 

yupi, 

humi, 

honi, 


chepihi 
nonihi 
nokihi 
pokihi 
murihi 
monihi 
yupihi 

humihi 
honihi 


machi,  machihi 
ramachi,  ramachihi 
shichi,  shichihi 
nichi,  nichihi 
pichi,  pichihi 
ricni,  richini 
uchi,  uchihi 
kuchi,  kuchihi 
sechi,  sechihi 
6 得る もの： —— 


ami(hi),  amu(lui) 
kami(hi),  kaniu(liu) 
yami(lii),  yaniu(hu) 
hanii(hi),  haimi(hu) 
ramranii(hi),  rammmu ゝ hu) 
mimi(hi),  niimu(hu) 
nani(hi),  nanu(hu) 
kotani(hi),  k-otanu(hu) 
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por    「洞穴」  pori(lii)，  poru(hu) 

rar     「/f!j」  rari(hi),  raru(hu) 

次の g& 語 は 普通 -u をと る 力;、 稀に は -i をと る こと も あ 
る ： —— 


at 

「紐」 

atu,  atuhu 

kap 

「皮」 

kapu,  kapuhu 

kat 

「形」 

katu,  katuhu 

tak 

「塊」 

taku,  takuhu 

ras 

「木片」 

rasu,  rasuhu  , 

ram 

「心」 

ramu,  ramuhu 

rap 

「翼」 

rapu,  rapuhu 

sep 

「谷」 

sepu,  sepuhu 

21. 最後の 音節の 母音 を 繰 返す もの： 


sam 

「側」 

sama,  samaha 

asam 

「底」 

asama,  asamaha 

tumam  「胴 體」 

tumama,  tumamaha 

sermak 厂 「暴 ！ 

sermaka,  sermak  ah  a 

kisar 

「耳」 

kisara,  kisaraha 

ikir 

「列」 

ikiri,  ikirihi 

「足」 

chikiri,  chikirihi 

utur 

「間」 

uturu,  uturuhu 

turn 

「中」 

tumu,  tumuhu 

tek 

「手」 

teke,  tekehe 

kes 

「端」 

kese,  kesehe 

or 

「內」 

oro,  oroho 

etok 

厂ー、 丄 

etoko,  etokoho 

kotor 

「面」 

kotoro,  kotoroho 
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ipor 
torn 


「顔色」 
「中」 


('ま 意り 次の もの は 例外で ある 
chi  「^根」 
pi  「種子」 
ru       「路 • 跡」 
okkai  「リ L 
par  「门」 


iporo,  iporoho 
tomo,  tomoho 

chiye,  chiyehe 
pi  ye,  piyehe 
ruye(he),  ruwe(he) 
okkayo,  oKKayoho 
paro,  paroho 


(注意 ii) 意味に よって 具 體形を 異にする ものが ある 
「 も 〉 sara(ha) 
「三;^ 原」 〉 sari(hi) 
「口」 (jnctahfuf)  >  nochi(hi; 
「：額」 >  notu(hu) 
「11 母」 〉 shuchi(hi) 
「极元 一 I ン shutu(hu) 


sar 


not 


shut 


111. 抽象 形 及び 具體 形の 用法 


22. 槪念 のみの 表示に は 抽象 形 を用ヌ J る： 

s/ii/c  an  a-ye-p  ；  tck  an  a-ye-p 

n と いふ もの 手 と いふ もの 

fcaniiiL    ne    an-pe  ；    aunt    ne  an-pe 
神 として ある もの 人 として ある もの 

(祌 なる もの、 人なる もの） 

Jioii    ne    kor-pe   yaro    shinnc  an. 

腹 として 彼 もつ もの im.    o 如く ぁリ • 
(彼の 股た る や 宛然 ビー ノレお す） 

槪念を人稱關係に於て表示す る場<^には具體形5：用^る ： 

tckcJic    an    sJiikUu  novanoya. 
彼 〇 手 で 彼' つ H を 彼 はこす つた 


( " ) 


に- SILU"Ul 
汝 の 目に 


niana  ush. 

塵が ついて ゐる 


(汝の 目 は' S ってゐ る 


穴 然) 


2i-jL0)iiJu  arka.  (  My  stomach  aches —— I  nave  a  stomachache.) 
わ が 腹 fit; し 

23.  ^成語の 中で は —— 槪 念の みが 表 は れ るので あるか 
ら —— 當然 抽象 形が 闬^ られる ： 

ぶ》/ か kap        「目 J; 、た」 

「目尻」 
「目玉」 
「肓 目の」 


24. 


sJiik-\\v\m 
•5"/" か nak 
麓 >-pui 
•57〃 ん， -rap 
sJiifc-X-xam. 
/tVj-un-Kani 
なん- un-pe 
なか kotor 

な /l，-pisoi         {Iiypotnenar  emmeiice) 
tck-xw  厂手ネ 1^  I 

/r/C'-uwekik     「拍手す る」 
なか paruparu 厂牛招 く 」 

連語の 中 では 具 體形 を用ヌ 。) る 場合 と 抽象 形 を 用 ゐる場 


「瞳」 
「隨 毛」 
「目つ き」 

「腕輪」 
「手 甲 
「掌」 


J 


合と が ある 


iitat    turano    arki. = utariJu    turano  arki. 

部下 と共に 彼等 來た 彼等の 部下 と共に 彼等 來た 

ainu    utiir  wa   soikosanu.  =  ainu   uturii   wa  soikosanu. 

人々 'つ 間' から 彼 飛びし li した 

Poropet    6>r-\va    shirawoi ジ厂 -pakno  =  Poropet  oro-\\2. 

幌 別        から         白老  まで 

sliirawoi パリ- pakno 


( ^4  ) 


('ま 意） Ji: 體形に よ る 表现は 合理的で は あるが 散文的 だと され、 敍事 詩な 
ど で は 多く 抽象 形に よる 表現 を ffl ゐる。 

25.  天然 自然の も の —— 天 地 日月 星晨 風雨 养 S 秋 冬 等 —— 
は 特に 「誰の」 とい ふこと も 出来ず、 その 必要 もない ので、 普 
通 は 抽象 形の ま く用ヌ J られ る： 

kanto    orowa    erum    nep    ka  sohose. 

天        から ねずみが 何 か 借リた 

toitoi    kata  hachir. 

地 上に 彼は墜 ちた 

mata   an    ko   upash   ash  ；  paikar  an   ko   upasn  nin. 

冬 になる と 客が 降リ         春 になる と 雪が 消える 

vairaikep     anakne     kaviiii     otta    oman    ko,  fcaimii 

自殺した 者        は         神康 の ri -、 行く と 神漾が 

panakte  wa  terkepi ne   kar   hine,   hetopo  kan- 

罰し て        蛙 に 化し そして 折返し こ 

namosmr  orun  hoshippare. 

の は  へ  す 

但し これらの ものと 雖 も 特別 の 場合 は 具體形 をと M きる。 例 

へば 神が rififl の 天と 他領の それと を區別 して 云 ふや う な 場合 は 

a-kantono  ' 我 力 ぼ j 
e-kantoho  「汝の 天 , 
kantoho 厂 彼の 天 j 

等の 如く 具 體形を とら、 神 それ E^j4:r ふ 「我が 憑 神」 「汝の 憑 神」 

「彼の 憑祌」 など、 云 ふ 時 は 

a-kamuye  「我が 憑祌 」 
e-kaniuye 厂、 &のラ IS ホ中 i 
kamuye  ' 彼の 憑祌 」 

等の 如く 斤 ほ 一とる。 

26.  Iif ひ' 掛けの 「； /【は 一般に 抽& 形の ま 、 fJ]^J ら れる •• 

ekaslii  「通 父 さ ん ！」 huchi  「視 母さん ！」 


I 
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niichi  「父さん ！" 」 hapo  「 (ゆさん ！」 
敍事 詩な どで、 久しく 別れて7«^た兄^^が計らずもめ ぐ ら^^っブと 
時、 屹度 云ふセ リ フに 次の 如き ものが ある ： 

" akpo ト sampe  ！  "  "  yuoo  sampe  ！ ，， 

よ        ハー ト よ  兄よ ハー ト よ 

但し 敍:^ 詞の 「父よ ！」 「母よ ！」 は 

a-ona  「父 さま ！」  a-unu  「母 さま！」 

の 如く 具體 形が 用ゐ られ る。 それに 釣られて か 日 高地 方で は 口 
語で も 

ku'sapo  「私の 姉さん ！ 」 k'aki 厂 私の 弟 ！」 
等 の 具體形 を 用 た 呼 び掛 けが 開かれる。 

27. 抽象 形 を 用 るのと、 具 體形を 用ぬ るのと で、 文袁の 

變る 場合が ある ： 

ainu  itak  ' アイヌ 語」 {jhc  Ai/iu  langtiacre) 
ainu   itak////  「アイヌの 言った こと」 「アイヌ の 言葉」 
{zi'/iaf  an  Ainu  said) 
前者 は 寧ろ ainu-itak の 如く ツナ ギ、 {hyphen) を 入れて Vj^  く ベ 

き 合成語で ある。 

Risa  unarpe  ek. ' リ サ 伯母 力； 來 /2  ,。    、  At"it  Risa  has 
come?) 

Risa  imarpe/ だ ek.  「リ サのィ 白 母 力、 來ブと ,。 {Risa's  aunt 
has  come. ) 


1)  口語の 「父」 は 所に よって まちまち である。 雜川 では lyapo, 厚眞 では hapo, 
白 老'幌 別 '室 蘭で は michi, 有 珠* 虻 ffl'f^ 浦で は achipo。  「母」 は 大抵の 所で hapo 
であるが 鹉 川の 奧 では totto とい ふ。 touo はも と 「乳 5>」 を 意味す る 語で、 それが 
「母」 の 意味に 使 はれる の は 他の 地方で は 雅語に 限られて ゐ る。 

2)  -po はもと 「子」 の 意に 發 した 指 小辭で 「小さい もの」 「可愛い もの」 等 を 意 
味す る。 nienoko-po  「少女」 ； ku-sampe-po  「私の T'J 愛レ、 ひ と」 等。 ak-po  (よ 叙事詩 I こ 
のみ 許される 形で、 幌別 地方の 口語で- po を 親しい ものに 附 ければ 「死んだ」 （ィ 
ceased) の 意に な る。 ku-aki-po  「私の 死んだ' 弟」 ； ku-kor  oper-po  「私の 死んだ' 娘」 等。 
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前者 は M 格、 後者 は 所) ifi の關 係で ある。 

huchi  utar  ^jffl 母た ち」 {gf^cuidmothcr^) 

huchi  utar?'/"'  「|1  且母の 親戚」 {gmndmothcr' s  rclaiwns) 


28. 旣に見て來たゃぅ に具體形はその名1«^』がぃづれかの人 

稱へ 所; Hi して ヌ J る 關係を 示す。 こ の 所 fti の 關係は 所 ii される も 
のが 人格 を 有する 時に 限ら:'' ： ffi 格 代名詞 を 抽象 形に 配す る こ と 
によっても 表現す る ことが 出来る ： 

A. (具體 形に よ る 表現） B.  (5:a 格 代名詞に よ る 表現） 


29. 今 A，B 兩 表現 を 比較して 见 るに、 A に 於て は 一々 の 

名詞に 就い て そ の 具 體形ヒ ffi ひ泛 ベ、 そ れに よって その 名 を 

變 化させて 行かなければ ならない 而 倒が あるのに 對 して、 B に 

於て は 化 ひ '格 代 名ず 1 巧 を 機械的に 使用 す る だけ であるから、 遙 かに 

少ぃ勞 力で む。 そこで B の 方が よ 多 く 歡迎 され、 漸次 そ 

のま— 域 を擴 大して、 竞には 次の 如き 表現 を も 生む に 到った ： 


akor  aniachihi ' 我の わ 力、 ま:」 
ckor  cmachihi ' 汝 のな 力、 Ji:」 
kor    machihi  「彼の そ の ：；^'」 

* この こと から 次の 兩 表現の I,',0 川 も 叨 11)：? である。 

kamui-ckashi  kor  kotan  「,肿 翁の 釘 4- せ L  'Uj 
kotan  kor  kamui  「11!. を ^！：！—す る (^) 
前者 {3： 書换 へ" iUf  kamui-ckashi  kotan/7;/       kamui-ekashi  {ょ 主格に 立って ゐ るュ 
然るに 後者に 於て は kotan は; J|i 人格で あるから 主格に 立つ こ とが 出來 ず、 從 つて' な 
然 U 的 キ?^ である。 


IV. 具 


形の 崩壊 


akor  mat 厂我 力、 =^|：」 
ckor  mat  ' 汝 のき」 
kor  mat 厂彼 のま: —! 
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30.  然るに この iii 後の 例に 於て ぉ亂が 始まった。 kor  mat 二 
kor  niachihi なる 式に 於て、 ブ とま ブ とま mat  =  machihi なる (iJ 係 
が 成立す ると こ/:) から、 逆に 額 推 を 他の 人稱 にも 及ぼして a- 
kor  machi,  ckor  niachihi  (いづれ も 非)" の 如き 表現力；、 邦人の 
問で はもと よ b アイ ヌ ei 身の 問に さへ 用 られ やう とする に 到 
つた。 斯く て 今日の アイ ヌ語は 具 體 形の 用法に 於て 些か 破綻 を 
見せつ 、ある 力;、 古格 を 守る 故老の 言語に 在って はな ほ 絕對に 
そのこと がない。 

V* 名詞の 性 

31.  名詞に は 文法的 性 （ぶ r "みり の 現象 はなく、 あるの は 唯 

自然の 性 0 ュ-) のみで ある： 


ekashi 

「祖父」 

hucni 

「祖母」 

ona 

「父」 

unu 

「母」 

keusut 

「伯叔 父」 

unarpe 

「伯叔 母 

>'up 

「兄」 

sa 

「姉」 

hoku 

「夫」 

mat 

「審」 

kokou 

「婿」 

koshmat 

「嫁」 

nishpa 

「紳士」 

katkemat 

「淑女」 

okkai 

「男」 

menoko 

「女」 

ritushpe 

「男 兒」 

oper 

「女 兒」 2) 

shiyuk 

「牡 熊 J 

kuchaii 

「牝 熊」 

apka 

「牡鹿」 

momampe 

「牝鹿 」 

II machihi {ょ his  wije, 從 つて akor  machihi (i  my  nis  wije,  ekor  machihi j j 
your  his  wije で とんちん 力、 ん。 

2)  appe"a"i>e な 名稱と して は shion  (奠 )， sontak  shiontak) (—獎 の 槐), tennep 
«  teinep)  (-; れ たもの)， ieine-shi  (潘れ た奠） 等が ある。 す を 避ける ために 故 
意に 汚物 を 以て 赤兒 を 呼ぶ ので ある。 
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32.  若干の 名詞 は mat- を 冠して 女性 を 表示す る： 

ainu  ' 男」  ク〃 な/ ainu  「女」 

karku  ' 甥 ！  ク// ひ/ karku  ' 姓」 

ak 厂弟 J  ク// "/ak 厂女; (：- , 

hckachi 厂:? j 童」  ク〃 な/ kachi 厂女童 」 

33.  人名に 於て は 男性の 標識と して- km -、 女性の 標識と し 

て -mat を 用ぬ る：  - 

Kopisantok/f7/r  (53 名リ  Chish ク〃 (女 名) 

神 名に 於て も 同様で ある。 舟に 就て 之 を 云へば 
舳の羽 板の 上に 鎮座す る祌が 

Kochararse/fv/r  (さレ 、さ b 奇) 
Kochararse ク //ひ/  (さ レ、 さ ら女 p?) 

櫂 枕の 上に 鎮座す る 神 力； 

Kochichitche/6//r  (きしろ 奄) 
Kochichitche ク〃 、^し 6 女 

帆柱の 所に 鎮座す る 神が 

Koreweuse/Cv/r  (ブミ わ ゎ彥) 
K_ore〜veuse ク"" /  ( お わ ；^) 女 p?.) 

帆綱の 所に iUil き す る 神 力 ；  , 

Koshiwiuse/7/r  (ひう ひう 3) 

Koshiwiuse ク〃 《2：/  (  CA う う 女 Ri) 
權の 所に^ 座す る 神が 

1 ekkotcliakor/v/';' (牛兀 も ； 

1 ckkotchakor;;/^/  (手元 姬) 

m  mm きの 所に §ii 座 する 神が 

Kopechan/v/r  ( 水キ 僚 き ^) 
Kopechari 〃/ひ/  ( フ k 极 さ 姬) 
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艫の 羽 板の 上に if (座す る 神が 

Kopenoye/fv/r  (水 うね^  tS") 
Kopenoye;//^/  (tR  5  h  b 女 Pi!) 

34.  動物に 在って は 男性に pinne、 女性に matne を 冠して 
K 別す る： 

pinne  umma   ' 牡 ji^  i  matne  unima 厂^ ヒ R| 」 

pinnc  seta      「雄犬」  matne  seta 厂雌 犬」 

pinne  chikap  「雄, Ci」  matne  chikap 厂雌 X?j」 

35.  祌謠に 於て 或 種の 動物 又は 無生物が 擬人化 されて と る 
性 は 習慣に 依って 一定して ぬる ： 

pashkur  keusut 厂 牙]! 伯父 一 i 

eyami  okkayo  ' 力） けす 男 j 

shisova  okkavo  「大！ 各 男 i 
ivutani  cKashi ' 件 翁 ！ 

nimam  katkemat  ' 舟 失 入 i 

chipni  huchi  「舟 木 ffl」 

ape  huchi  「火 

nisu  huchi  '  H4^」 

shu  katkemat  「鍋 夫人 j 

(注意） nina-acha  「ミヅ クサ」 （蝶の 一種) ushi-acha 氺 「ャ マウル シ」 等 は 
その 化石し た 形で あるか も 知れ ない。 

VL 名詞の 數 

36.  名詞 は單 複に關 して 區別を 有しない。 man でも mcii で 

*  ushi く  usshi は 日 本 語 urushi の變 化で ある。 r が s へ 同 化す る 例 は 極 めて 稀 
に 存在 する。 ser-ser-ke  >  se^serke  「しゃく リ あげて 泣く 」。 tanto  turse  >  tanto 
time  「今日の 日 も 暮れ た」。 
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も 等しく  ailui で 表 はす。 一個の 石で も 十 個の 石で も 常に shuma 
である ： 


yavan  chashi 

izvan  chashi 

た 、"の 柵 

/ ヽン レン  ti'ij 

kani  chashi 

iivcm  chasm 

金の 柵 

六つの  tM 

7  、  ノ レン  1W 

iwan  cJiasJii 

も' -の  柵 

/  、つ の  m 

uworushi 

onnaiketa 

相 重 ね 

その 中に 

yavan  suyop 

iw ひ u  suyop 

た ヾの i4i 

六つ' つ li-i 

kani  suvop 

iwau  suyop 

金の L お 

六つの 函 

shirar  suyop 

izvan  suyop 

岩の 1^ 

六つし つ l4-! 

uworushi 

onnaiketa 

ネ II  m ね 

その 中に 

anil  ruwe-ne 

それ を s いたので ある 

37. 但し 特に 複數 なること を 示さう とする 時 は utar とい ふ 
助詞 を 用 る ： 

kamui  utar  「 神 々ブ 」 
ainu  utar      「人間 ど も 」 
seta  utar 厂犬 V も 」 
chiKap  utar  「鳥 y も 」 

W し 乍ら 必ずしも' おに fTfj 一物の " 倍 を 表 はすので はない。 
例へば 

acha  utar  arki. ' ィ l3 父 if 力； 來た j つ 

と 云つ て も 幾 入 も の 伯父が 來た と いふ: Sf* ではな く  、 伯父 及び 
その 迚-屮 力 ；來た と い ふ 禾?. の, £11^ である。 お この 用法 は 生物に 限 
ら れ、 無生物に 在つ て は そ れが擬 入 的 に考へ ら れ るので ない 限 
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b  、  shuma  utar  「石 ど も 」 ni  utar  「木 ど も 」 な ど 、いふ こと は 許 
されない。 

(ま 意） 「了'」 を, ほ 味す る hekachi に utar が附 いて hekattar  「イ- ど も」 と 
な り 、 今 づ ii:  utar が附 いて hekattar  utar  「了-ど もら」 となる。 

38. 'お に ftl 救 的 に 存在して ねる もの は7 攫 語法 （が""'""々》") 
に よ つて 表現され る ： 

chaichai ' 條」 (た んひ) 
I  fi^」  {hails ヽ 


39. 

れる ： 


kaukau 
kaikai 
kankan 
niennieri 
paspas 
pisepise 
ram  ram 
taktak 
tiintun 
toitoi 

名詞の 複數は 或 場^に は その 支配す る 動詞に 於て 示さ 


厂? ヌ>  I  {hreaRers) 
厂腸 I  {intestines) 
「火花」 {sparkles ヽ 
「消 炭」 ifiiidei's) 

「布海苔」 
' 麟 I  {scales) 

「塊」 0 ま） 

「絞の 胎子」 に embryos) 

「 土塊」 ijMs) 


ainu  arki.  「人々 求ぬ」 。 
ainu  at. '人 さ （よに あう 」。 
chep  ot. 厂魚 力く 多 l/^  |〇 
numa  mh. ' 毛深い jo 
然 る に 或 種の 名詞 は 常 に複數 動詞 を 支配す る： 

supuya  at.  「煙 力;' 立つ 」o 
pa  at. 厂湯' if 天 力く 立 0」〇 

hura  at.  「に ほひが する」。 

nupeki  at.  '      力； さ 1 」o 


( 32  ) 

V  ノ 

lien  at. 

厂 、レ 1 、、 ot» 

「光力 、さす」。 

nieri  at. 

' 火 明 1) かさす」。 

imeru  at. 

「 稻光 6 する」。 

keni ot. 

' 血 は しって ヌ J る」。 

pe  ot. 

つて 7j る」。 

ye  ot. 

「膿んで ^る」。 

kem  mh. 

「血が 附 いてぬ る」。 

〜 

Oh; 

「濕 つぼい」。 

ye  mh. 

「月 農に まみれて ねる 

asur  mh. 

「卩 尊が ある」。 

で 

'つ 

「煤けて ダ J る」。 

man  a  ush. 

「塵 か附 いてぬ る」。 

〜 i 

1 ~  I  r*    t  、、ぴ fL-       ^  *^  サ 

' i^iT? 、附 いてぬ る」。 

liau  ash. 

' 碧 かする」。 

hum  ash. 

厂_^    7  、、^4- ザ 

' -音 力、 する」。 

apto  ash. 

PttT 丄 、、 に な ブ 

' 雨 力、 降る」 〇 

meni  ash. 

r_v=r マユ 、、に々 ブ 

' 雨 力、 降な」 〇 

ruyampe  c 

、sh.  「雨が 降る」。 

upash  ash 

. 「雪が 降る」。 

rera  ask. 

「風が 吹 く 」 つ 

asur  ash. 

「f® が 立つ」。 

at,  ot,  ush,  ash- は いづれ も裕數 践 念 を もつ 動 1 お J であるから、 
それら を 支配す る 上記の Elf 名; lii) —— 悉 く 一個 二  W と數 へる こと 
を 許さぬ 抽&名 ilii] 又は 物 H 名 ilii] —— は!;; (始 的な 頭に はネ お数と し 
て ：さ：識 せ ら れブと ものと 考 へられる。 （ひ. Lat.  tcncbrac  「闇」)。 


*  ash が^ 數觀念 を もつ こ と は それが 第 I 人稱ダ iitS: の 接 iSt とな る こと に 見て 明 
かで ある。 
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40.  「互ネ n」 ひ""/""/ め'） の 接 at 辭 U- が 名； ii'i に附 いて 古い 厂 兩 

數」 に dualism ヽ の 名殘を S はしめ る ものが ある ： 
u-teM    ' 兩手 J  ；  u-kema 厂兩足 |  ； 

u-shik  「兩 I1U 」 ；  u-invak  「ニ人兄^^5 」 等。 

VIL 名詞の格 

41.  名詞 そのもの は 凡ゆる 格 を 通じて 遂に 無 鍵 化で あ b  、 

ブ e  く槪 念の みの 表示に 抽象 形 を、 人 稱關係 を も 併 示す る 時具體 
形 を、 その ま、 用ぬ るの みで ある。 
格の 機能 は 

(1)  主格 ( nominative)  • 對格 {accusative)  •  flf- 格 {vocative) では 

語 序 環境 等に よって 示される ： 

pashkur    kokko    kamihi  soisoye. 

m- が (主格） ゴッコ の 肉 を (對 格） ほじ リ 出す 

(2)  屬格 め では 所愿 すべき 名詞 を具體 形に 置く こと 
によって 示される： * 

kokko    kamihi    (kamihi <  kam) 

ゴッコ        の 肉 

(3)  與格 （ぬ だ r りで は、 i) 他動詞の 間接 目的なる 時 は 語 序、 
ii) 自動詞の 補語なる 時 は 助詞、. ん 動詞の 語頭に 於け る 接頭 
辭、 等に よ つて 示される ： 

1 】 tampe    huchi    ku-kore  na. 

こ れ 楓 fa- さんに 私 上げる わ 

ii) a.    huchi    matkachi    orun  upashkuma. 

祁母が 少 女         に         昔語りす る 

* 所屬 される ものが 人格 を 有する 時に リ kor を 以て 表 はすこと も 出來る （§ 

28) ：  , 

Sanjiro  kor  michi=-San)iro  michihi »  二-: 次 の 父 ， 

oanjiro  kor  hapo  =  ^an)iro  hapoho  ' 三 三 *^/cP,lS の 母， 

menoko  kor  konchi  =  menoko  konchihi  「女の 頭 ijl ， 
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b.    hue  hi    matkachi  ko-pashkuma. 

紐- 母が 少 女 に 昔語リ する 

(4) その他の 格 も ひ. 格 助詞、 ん 接頭 辭、 等に よって 表示 
される。 （め は 分析 的な あ 「t 法で 口語 は 主として これで あら、 （め 
は 綜合 的な 古めかしい 語法で 雅語に 多 く 用 ぬられる。 

42.  處格 {locative)  ^ 

a.  aj]  fluj  ta  ：  

poro    cruse    ta  horari. 

大 なる 家 に 彼 注め リ 

ru    pisnkani    ta    nupe  chiKka-p  ？ —— niatush. 

路 のト K 側        に 、お を こぼす も。 - T-- 涌 

lyoip?    nupeKi    chise-upsor    ta  maknatara. 

賓器        の 光        家 内 に 煌々 ぉリ 

b.  接頭 辭 e -，  0- ，  ko- に よ る 表現: —— 

Doro  chise  r-borari. 

ru  pisiiKani  ^;-nupe-chikKa-p  r 

iyoipe  nupeki  chise-upsor ズ' ひ- maknatara . 

43.  「へ」 の 格 {allath'c ヽ。 

a. 助詞 ta 及び un  ：  

Poropet-kotan    uii  arpa. 

幌别 村         へ 彼 行く 

Kanesanta    ta  arki. 

佥 ii け 1" -、 彼 來る 

lokyo  nil  hekomo. 

東京 へ 彼 去る 

1). 接 la'i 辭 e- ,  ()-，  ko- に よ る：^ひ：^: —— 
Poronet-kotaii  ^--arpa. 
Kanesanta ゾ -arki. 
fokv'o ん- hekomo. 

44.  お 格 （"M〃/:r)。 
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ひ. wa,  orwa,  orowa 及び その 齐々 に -no を 附しブ ご 形 力； 用 
ねられる ： 

ainu    uturu iva  soikosanu. 

人々 o 問 から ブ I》 出した 

sapa-kitaina    wano    wakka  a-chari. 

頭の てつ べん から        水 を ぶっかけられる 

Poropet    orzvano    shirawoi  orpakno. 

幌 別  か ら 老  ま で 

orowa,  orowano は f な 所 相 形式に 於け る 行爲者 （" ぶ ど" り を 表 

はすのに も 用ぬ られる ： 

meko    seta    orowa  a-noshpa. 

Viv;> 大        に         ill はれる 

b. 稀に は 接頭 辭 ko- も 用 7j られ る： 

mat    nevakka    ikor    tura i- え。 -uina. 

妻        さへ も 黉器 と共に 我から 楚 つた 

4b. 以格 ( instriiincntaT)^ 

a.  日 高地 方で は ani， その他の 地方で は ari  ： —— 

tek    avi  kar-pe 

手 にて 作れる も 0 

kem    ari  kar-pe 

針 にて 作れる もの 

kaya    an  terke. 

帆 にて 走る 

b.  接頭 辭 e- によ る 表現: —— 

tek- ど- karpe 
kem-r-karpe 

kava ど- terke.  、 
46. 共 格 {coviitative)^ 

rap    tiira    kikkik    wa  raike. 

m ぐるみ 叩い て 殺す 

ne    cheppo    pone    tura  kuikui. 

その 魚 を         骨 ま \  喷る 

nui    tura    tata. (火中 人 を 斬る) 

火^ と共に 斬る  . 
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f.'.j  and の: ffiPj^ で 物 を列擧 する 時には newa を 用 7j る： 

urki    newa    taiki  upaekoiki. 

3i\ と  蚤が  口論した 

erekusn  newa  samampe  nezi'a  supun  ukookai. 

と  蝶と 石班^^が M 接した 

b. 接頭 辭 ko- に よ る 表現 ： —— 
rap ん -kik. 
pone んジ -kuikui. 
mil /，ジ -ねね， 

47. 經 格。 

kari  (「廻る 」 ： なの 動詞から）： ——  ' 

purai    kari  ahun. 

窓 から 入る 

peka  (「目 さ、 す」 「  ffi] ふ」 意の 動詞から）: —— 
ya   peka  oman. 

くが ょリ 行く  . 
kari と peka と を 重用す る こと も ある ： —— 

pon    chikkappo    punkar    kari   peka  terke. 

小 鳥が  芟 を 傅って mi  二 

ekari  (「そこ を 廻る」 ：ff: の 動; If? から）： —— 
chise    ekari  oman. 

家 を迂 iQ] して 行った 

okari  (同上) ：  

pu    okart    ainu  apkasn. 

W.  o ま はリを 人が 歩 く 

akkari  (「過ぎる」 意の 動; 1^9 から）: —— 

\-akkari    kush    wa  oman. 

私 の そば を 迎っ て チ た 

kama  (「跨 ぐ、」 ：^の動；|^1]か ら ） ： —— 

iwan    kotaii    kama  apkash. 

多く  o       fj- お ill つて 歩 く 


( 37  ) 


tui-ashi  (「登る」 ：S の liilMj から）： —— 

pet    tumsJii  oman. 

川 に 沿って 上へ 行く 

pesh,  esor  (「下る」 なの 動 M から）： —— 

pet     pcsiL  san. 
川 に^って 下へ 下る 

48.  「迄」 の 格。 

pakno,  orpakno  ：  

PoroDet  orwano  Shirawoi  orpakno  (§  44) 

49.  「よ^」 の 格。 

kasuno,  akkan  ：  

menoko    kasiuio    ainu  okirashnu. 

女  ょリ         男が        强 い 

tampe    akkan    toampe  pirka. 

これ       ょリ  あれが 美しい 

50.  化成 格 ( trans lattz' Or, 

ne  (「 に 成る 」 ：Q: の 動; liij から）： —— 

shu    ainu    iie    yaikar    wa  rimse. 

鍋が 男 に 化け        て 踊る 

51.  不所 # 格 、囊 ssii'e、。 

sak,  sakno  (「を 缺く」 意の 動詞から）： —— 

epetchiu    sakno    paye    van  ！  yfareicell!) 
I ほ リ        な く いらっしゃい 

V1IL 格 類似の 諸 形 式 

52.  名 詞 に 附ぃ て その 位置 的 關 係 —— 內 • 外 • 前 • 後 • 上 • 下 • か 

み. しも 等 —— を 表 はす gJt 形式が あ る。 悉く 本來 は 名詞 で、 從っ 
て 抽象 形と 具體 形と に 分れ、 自づと 二種の 型を呈 する。 一は そ 
の 抽象 形に -ta 又は- im の附 いた 形で、 ：fe> もに 助詞と して 用ゐ 

られ る。 他 は その 具體 形に 上 言 じの 關係; liij が附 いた 形で、 助詞と 
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II 額 ( Jl. 體形) 


して 用 ねられる 他に、 副詞と して 句 頭に も 立つ。 今 その 關係を 

chorpok  (下） を 以て 示せば 次の 如 くで ある： 

第 I 类ぶ i (抽象 形ゾ  nisu  chorpok- ta  iyutani  an. 

「 曰の 下に柠 が ある」 
-nisu  chorpoki-ta  iyutani  an. 

「臼の 下に 杵が ある」 
 cJLort>oki-ta  ivutani  an. 

「 その 下に 杵が ある」 

この 關係は 次の 諸 形式に 於ても 同様で ある ： 

(第 II 類） 
oro(-ta) 

tuniu(-ta} 


(助 詞) 


or(-ta ) 
tum(-ta ) 
noshki(-ta) 
utun  -ta) 
kopak(-ta) 
ka(-ta) 
pok(-ta) 
rapok(-ta) 
sam(-ta) 
soi(-ta) 
tukar(-ta) 
kotcha(-ta) 
oshmak(ta) 
pa(-ta) 


I 類） 
「內 (に)」 
「中 (に)」 
「中央 (に)」 
「問 (に)」 
「方 (に)」 
「ま)」 
「下 (に) J 
「間 (に)」 
「侧 (に)」 
「外 (に)」 
「手前 (に)」 
「前 (に)」 
「後 (に)」 
「かみ (に)」 
「しも （に)— 


noshki(-ta) 

uturu(-ta) 

Kopakei  -ta) 

kashi(-ta) 

poki(-ta) 

rapoki(-ta) 

samake(-ta) 

soike(-ta) 

tukari(-ta) 


a) 


oslimake(-ta: 
pake(-ta) 
k€sekc(-ta) 


「その 內 (に)」 
「その 中 （に)」 
「その 中央 (に)」 
「その 間 (に)」 
「その 方 (に)」 
「その上 (に)」 
「その 下 (に)」 
「その 間 (に)」 
「その 側 (に)」 
I— その外 (に)」 
「その 手前 (に)」 
「その 前 (に)」 
「その後 (に)」 
「その かみ (に)」 
「 そのし も （に)」 


kes(-ta) 

53. これらの 形式 は總 ベて n 的 格 支? "iii である。 從 つて 人稱 
に 關 係す る 時 は 1 1 的 格の 人稱 接辭 をと 3 ： 
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i)  雅語に 於て ： 

{sing.) 

I.     i-chorpokta 我の 下に 
II.     e-chorpokta 汝の 下に 

ii)  口語に 於て： 

{sing.) 

I 

en-chorpokta 

!e-chorpoKta 
i-chorpokta  {/io}ior.) 


I. 


II. 


ひん） 

i-chorpokta 我 等 の ~K に 
echi-chorpokta 汝贫^5の1、ーに 


!un-chorpokta  (cxcl?) 
i-chorpokta  {iiicl.) 
echi-chorpokta 

i-ciiorpokta  {honor.) 


(注意） ^  III 人 m に は 人稱 接; さお'; ないから その ま、 用ゐ る。 
suma  chorookta  「不 下 （こ」 (11 力, i"]) 

chorpokita  「彼の 下に」 「彼女の 下に」 「それの 下に」 （副詞） 
54.   「內」 の關 係。 

i)    or  (本來 「內」 を： ffi* する 名 3"] で 合成語の 中で は その: S 
P ぶが 明瞭で ある）： 

ush-^r  kotan  「灣內 の 村」 —— 有 珠村. 宇 曾 利 村 （恐 山の 

原 名） 


vm^-or  kotan 厂 野中の 村 r 


ノ ッ ポロ 
-野幌 の 原 名 

次いで 「內」 の 意 * から 出て 單に 「そこ」 とい ふ 位 箧的關 
係 を 示す ：  ノ ト 

not-^r  kotan  「岬' そこ （にある）' 村」 —— 能 登 呂の原 名 

sham-^r  moshir  「傍' そ 乙 （にある ト國」 —— 隣國 （日本） 
or-ta  >  otta となって 依然 「內 に」 「中に 」 の 原義 を もつ： 

chikap  otta  iyotta  uatte-p  「ぶ 5 の 中で 一番多い もの」 
次 い で單 に 位-; を を 示 す 助 ； iii] となる： 

kampi  otta  anuye.  「$氏 (こ い 1<  ある 1。 
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副詞と して 句 頭へ も 立つ： 

otta  a-nuye-p  anak  ainu-itak  ne.  「そ こに 窨カ、 れて ある 
もの は アイヌ 語 だ」。 
or-un となって や は b   「中に 」 「 中へ」 の よ を 保持す る ： 

chise  cn'un  hum  ash.  「家の 中に 力、 する | 
次いで ''place  to  zvJucJl  " を 示す 助詞と して ： 

r.ndo  orim  oman. 厂 江 戶へ 行く  jo 

副詞と して 句 頭に も 立つ ： 

omn  oman-i ka is  am. ' そ 乙 へ？ T  くべき 所 もない i  (蹄 

るに 家な し)。 

oro と具體 化して 「 の 中に」 「の 中へ」 を: よす る ： 
shu  oro  oma-p  「 鍋の 中に 入って ぬる も の」 
shu  oro  wakka  o  ！ ' 鋼の 中へ 水 を 入れよ ！」 

原義 を 淸算 して 單に 位 m 的 關係 を 示す 助詞と して 用ヌ J られ 

る ： 

shik  on)  kush-tek.  「目の 所 を さっと 通る」 （目前 を 飛鳥 
の 如く 通過す る ）。 

句 頭へ も 立つ ： 

ph-ka- i  「そ こ （の）' 路 (の）' よ い' 所」 （路の よ い 所 )o 
oro-ta となって 「の 所に 」 「の 所へ」 を よす る ： 
a-yupi  orota  reushi. ' ； li^* 兄の 所に 泊つ ブご 」。 

句 頭 へ も 立って 「そこに」 「そ こへ 」 を する ： 

バ ナン ぺ 

orota  Panampe  ek.  「 七 こへ— ドの者 力、 來ブ ご」。 

ii)  tui  (K)  +  or  >  tuyor  (內 部） ： 

mosem  tuvor  a -。 - shiraye. ' 納屋の 屮へ 我仰 入る」。 

iii)  iipsor し し とこ/^): 

iyoipe-nupck  chis じ-〃/ iw'  Av-niaknatara.  (§  42.  0、 
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iv)    osh,  oshi,  oshkc  ([Aj  ]'{-(；) ： 

chise  osJikc-ta  an. 厂 家の リ 3 J こねる」 o 

ram  osJu  wano 厂 衷心 力: >  ら 」 

oshke  poro.  「內 部が 大」 （子供な ど 「R い」)。 

55.  「中」 の關 係。 
1 ) toni(o) ： 

atiii  tovi-ta 厂 、/^に |i i こ I 

ru     tom-ta  「、？ ^【卩 に 」 
ii)    tum(u) とも：  " 

yachi  tiLin-zva  soyoterke.  「泥の 中 力、 A 飛 出す」。 

kotan  turn  peka  hoyupu.  「村の 中 を 走る」。 
Hi)    hon  (腹) +  ton](o) ： 

ru  hontom-ta 厂 3 [^に | コ i こ」 

ipe  Jiontoin-ta  「食: 事 rf^i こ」 

「途端に」 「す る や 否や」 の MP よに もなる： 
shikiru  hontom-ta  「避ける 途ぉ ij パこ , 

rawoshma  hontom-ta  sovoterke.  「飛込ん た 力、  >思 ふと 
飛 出し ブ 2」。 

その他 attorn  i  <  ar  +  tom)  「"^つ 只 中 |、  kuttom  (<  kur  -f- 
tom) (中） 等の 形 も ある。 

56.  「まん 中」 の關 係。 
noshki,  noshkike  ： 

kotan  noshki-ta 厂ネ寸 の 【fi 央に」 
to  noshki-ta  '  'i 胡, じ、 【こ j 

57.  「間」 の關 係。 

utur,  uturke,  iituru  ： 

ainu  uturu-i い a  soiKosanu.  (§  24) 
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repa  chip  kai iituru え， ク -shikarimpa.        舟 (よ 波間に ク ノレ 
ク ノレ 廻った」。 

58.  「方」 の關 係。 

i)    §  54 の 形式が その ま、 用 ゐられ る： 

ya  oro  ekatta.  「陸の 方へ 引上げる」。 

kotani  onin  hosari.  「故! K の ププを 振 返る」。 
11 ) Kopak,  kopake,  kopaksam,  kopaksama  ： 

ainu-kotan  kopaktui  ek.  「人 の 方へ 來 な」。 
iii) 合成語の 中で は - na がその 意味 を 表 はす： 

rik -〃, 2^-puni 「上の 方へ 持 上げ る 」 

ra-""-ranke  「下の 方へ 取 下/) す」 

sa-" な- sanke  ' ほ ij の プゾへ 」 

mak-;/^-raye  「後 の 力- へま 甲 やる」 

au- ノ/" -raye  「內の 方へ 押 込む」 

soi-;/rt-raye  「外の 方へ 押出す」 

ya-;/^-yanke  「陸の 方へ あげる」 

sapa-kitai -""  wano  「《5il の てっぺんの 方 力 i レ、 ， 

kan""  moshir  「上方の 國 j  (現世) 

pok""  moshir  「― 方の 國」 (K'/f^f) 

59.  「上 J の關 係。 

i) 接觸 して 上 ifing.  on) の, な n ぶに は ka: 

nea    poshta    a-shiKe    fmta    a-ante    kane  ek-an. 

件' つ 小大を 我が 荷物 の 上に 載せ        て 來た 

kenashso-Zvi'    apka    topa  chi-^^-rapte. 

木 原 の 上に 牡鹿の ft お； 降 リて來 た 

sail    ka-wa    shito  iiachir. 

棚 'リ I-. から 菜が やか: 

具 體形は kashi  乂は kashikc となって： 

shu-puta  k'Luhik'c  kikkik.  「|^i 蓋の 上 を 叩 く 」。 
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ii)  (tap  '  /pj」  +  ka)  >  tapka,  tapkashi,  tapkashike  : 

kamui  esani  tapkashike  a-r-horari. 厂祌山 【|1 の 上に 我 住む」。 

iii)  (kur 厂 j^」  +  ka)  >  kurka,  kurkashi,  kurkashikc  (「表面 

ーブ, 'fr:」 の: gflJO: 

atuiso    kurkashi  tcshiiatara. 

\\m      一  な》 ^[]^リ如し 

poro  chikuni  ranke  teke  amtoi  kiirka  Zv-piraske. 

大 樹の 下 枝 地 に ひろがる 

tapan    ruvampe    nupuri    shinne    chip    kiwkasiii  ko- 

大  波  山        の 如く        舟  上  に 

tososatki. 

亂れそ 、 ぐ 

iv)  (tui  「中」 +  ka)  >  tuika,  tuikashi,  tuikashike  (「同上」)： 

tek    tiiika-zva    tek    tuipok-wa    kem  chik. 

手       の 上 から 手       の 下 から 血が 滴る 

kuwa  tnika-zva  nui   apto  shinne  chiranaranke. 

杖 の 表 から 火 «n 雨 の 如く 降り そ \ ぐ 

V) 比喩的に 「しな 力； ら」 の M になる ： 

apkash    tiiikata    usaokaipe  evainanokkar. 

旅 行 しながら いろいろの 事 を またぶ 

vi) 物から 離れて 上 {Eng.  over) の 意味に は en-ka,  en- 
kashi,  en-Kashike  ： 

inuma    enka    nishpa    mutpe ジ -ukaoma. 

費 列 o 上方に 首^{1[の 佩刀         相 if (れリ 

kotan    eiifcasJii    yatotta  /iv-shikariniDa. 

ネょ の 上空に ， おが         輪 を 描 'ヽ 

60.    「下」 の關 係。 

i)  pok,  poki,  pokke  ： 

kor-/ 。力-? き kur 厂路の 下の 人」 
nupuri  tiokta  「山の 下に」 
toi  pokun  「；！：也—ド；こ」 

ii)  chorpok,  chorpoki,  chorpokke,  chorpokike  : 
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rorun    puyar    chorpokta    shikche  ante. 

上座の 窓  の 下に  負 ひ 荷 を •  、た 

111)    kurpok,  kurpoKi,  kurpokke,  kurpokike  : 

ni-reu    kurpok わ- reukosanu. 

樹'; ゆ の 下へ         さっと 入る 

iv)  tuipok,  tuipoki,  tuipokke,  tuipokike  : 

tek    tuipok    wa    kem  chik. 

手' の 下 から 血が 滴る 

v)  mompok,  mompoki,  mompokKe,  moniDokike  : 

ishi    mompok  e-rorpa. 

の 下へ —^を さし 入れる 

vi)  empok,  empoki,  empokke,  empokike  {Eng.  belozv) : 

7m\2A\-€i]ipok    ampa  kamui 

梁 o 下方 を 领 する 神 

61.  「側」 の關 係。 

sam,  sama,  samake  ： 

apa-j^77;^  r-a. 厂 jj/cOfIWi こふ る jo 

hekachi  sama  seta  ^-hoyupu.  「 少^ 二の 側 を 犬 力； 走る」。 

62.  「外」 の 關係。 
S01,  soye,  soike  ： 

chise  soiketa  ainu  ash. ' 家の外に 人力 、立 つてね る 」 。 

63.  「手前」 の關 係。 
tukar,  tukari,  tukarike  ： 

sham  tukmd  kotan  「日本の 一つ 手前の 里 」 CM 曲に 出て 
來 る 「松 前」 らしい 城 下町） 

64.  「前」 の 11 係。 
kotcha,  kotchake  ： 

shu  kotchaketa  manaita  an.  '  ft4 の l:_J ばに^ fl め h  lo 

比 的に 「 の 代りに 」 「に つて 」 の XJ:" よになる ： 

kotan-kon-nislipa   kor  utari  kotcJiafce-iie  i-koyairaike. 

村 の は が その 部下 を 代 して 余に 謝辭を 述べた 
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michi    kotcJiakcta  oman. 

父         の 代リに  行く 

etok,  etoko  (「前」 「先」 「突端」 等の ^5： 味）： 

i- ど/ ジズゾ "petsankanaii. 「私の 行く  -丁-に 川 カミ' ん 十し ォ" L て 7j;^」o 

65.  「後」 の關 係。 

osnmak,  oshmake  ： 

cnise  osJuiiakta  ashinru  an.  「家の 後に 便所 力； ある 」。 
sermak,  sermaka  ： 

kotan  scrinakta  kamui  horari.  「村の 背後に $申 住む '。 
OKa,  okake  ：  ； 

aval kor  michi  ok  at  a  chish. ' 兒カ、 七の 乂を J^^O て く  i。 
sempir,  sempirke  : 

shi - j^;;/ pirketa  shikiru  wa  chish.  「薛へ 廻って 泣く 」。 

66.  「上座」 の關 係。 
ror,  rorke  ： 

\-rorketa  「我の 上座に」 

67.  「下座 」 の關 係。 
utur,  iiturke  ： 

\-tittirketa  「我の 下/!? に 」 

68.  「 かみ (の はづれ )」 の關 係。 

pa,  pake  ： 

kotaii- 「村の かみの は づれ」 （村の 束 端-) 
atui-/"  「海の かみの は づれ」 (束 海) 
moshir-/^  「國 土の かみの は づれ」 （束 國） 

69.  「しも （の はづれ )」 の 關 係。 
Kes,  kese,  keseke  ： 

kotan-/^ が 「村の しもの は づれ」 （村の 西 端） 
atui- え" 「海の し も の はづれ I  (西 海） 
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moshk-^es  「國 土の しも の は づれ」 （西 國） 


IX. 轉 成 名詞 

70. 第 11額 の 動詞 （§  115) は 多く その ま 、名詞と して 用 わ 
る て とが 出来る ： 


atu 

' PF.Rihl る」 

' 嚼吐」 

ipe 

厂 >tfss.  -At  ^A* サ 

' 食事す る」 

' 赏事」 

uimam 

「父 易す る」 

' 父 易」 

ekimne 

「バ, YjJ-*,  )       ノー  > 

' 山 狩に 行 く 」 

厂 111 《守」 

okuima 

「小便す る」 

「小便」 

osoma 

「大便す る」 

「大便」 

onne 

「老死す る」 

「老死」 

omke 

「咳 をす る」 

「咳」 「風邪」 

shinot 

「歌舞す る 」 

「歌舞」 

sush 

「沐 す る 」 

「沐浴」 

tarap 

「夢み る 」 

「夢」 

ね sum 

「病む」 

「病」 

a. 

「路 舞す る」 

「 路舞」 

tusu 

「巫術？： 行 ふ」 

「巫術」 

nuwap 

「帅吟 する 」 

「帥 吟」 

mina 

「笑 ふ」 

「笑」 

mokor 

「眠る」 

「眠」 . 

rai 

「 死ぬ」 

「死」 

rinise 

「踊る」 

「踊」 

hayok 

「:u;t 裝 する」 

「武裝 J 

71. I 額の Sillig  (§  1 1 5) も 【 1 的 格の 又は 接 1M 辭 と 結合 
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すれば、 ？ i て II 額に 轉 ずるから （《！ビり、 その ま、 名 ふ' j として 川 
わる こ とが 出来る ： 


I  mmo 

( a)    inau  a-ke. 

「木 幣を我 竹 u る 」 

(B)    sake  a-ku. 

「洒 を我飮 む」 
(u)    chip  a-nukar. 

「舟 を 我 見る」 
^D)    seta  a-raike. 

「犬 を 我 殺す」 
72.    (A)    「名詞 + 他動詞 


('Z 11 

inauke-an. 

「 木 «fj、iJ  b を 我す る J 

iKLi-an. 

「 我飮洒 す」 
Linukar-an. 

「我等 會 見す」 
vairaike-an. 

「我 自殺す」 


inauKC 
「木«削 b 」 

iku 

「飮 洒」 
unukar 

「他」 
vairaike 

「Q 殺」 


J 


hat-kar 
kutchi-kar 
mat-kor 
hoku-kor 
hon-kor 
po-kor 
wakka-ta 
toi-ta 
turep-ta 
shirka-nuye 
kamui-norni 


「葡萄 を 採る」 
「コ クヮ を 採る」 

「- m を もつ」 
「夫 を もつ」 
「姙娠 する」 
「出逢す る」 
「水 を 汲む」 
「畑 を 耕す」 
「姥 百合 を 掘る」 


「葡 ® 採 b 」 
厂 コクヮ 採ら」 
「：， 帶」 
「夫 帶」 
「姙 娠」 
「出 產」 
「水汲み」 
「耕作」 
「姥] 5 含 掘 b 」 
「刀 鞭 彫ら 
「獻 酒. 


J 


IJ 


73. 


「 刀 鞘、 を 彫る」 
「神に 獻 酒して 祈る」 

(B)    「接頭 辭 i  + 他動詞」 （§  114) 

i-uta  (>  iyuta) '—捣 きものす る」' 「搗き 物」 
i-oshke  (>  iyoshke)      「編み ものす る」 「編み物」 


i-ri 


厂 


皮剝 ざする 


J 


厂 


皮剝ぎ 


J 
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i-cha 
i-hiimke 
i-rara 
i-rushka 


「粟德 摘す る」 
「子守 PJJ を！] 只 ふ」 

「惡戯 をす る」 
「立腹す る」 


厂 


74.    (C)    「接頭 辭 U  + 他動詞」 （§  146) 

u-ekot  (>  uwekot)  「'| 靑死 する」 
u-epeker(>  uwepeker)  「昔噺 る」 
u-eneusar  (uwe —— ) 「四方 山噺 する 
u-koiki 
u-pa-ekoiki 
u-par-pakte 
u-kiror-pakte 
u-pashkuma 
u-chishkar 


J 


喧噪す る」 
「ロ喧 する」 
「口  く らべ する」 
「力 く らべ する」 
「昔 語う する」 
「相哭 する」 


「粟德 摘み」 
「子守 n 貝」 
厂 


J 

「立腹」 


「情死 」 
「昔 噺」 
「四方 山噺」 
「1® 啤」 
「口  嘩」 
「口 競べ」 
「力競べ」 
「昔 語ら」 
「相 哭」 


X* 名 詞 法 語 尾 


75. 動詞 • 形容詞から 名詞 をつ く るに は 次の 如き 種々 の 語尾 

又は 接 M 辭を 用ゐ る： 

i)    -i  (母音の 後で は -hi とも ひ 〈く。  「する -3?」 「する 處」 
「する 時 」 等の：??:）: —— 

sail 厂 下る」 「出る」 san-i  「子孫」 、、で mpe  sani  ' 惡 者の 

■  子孫」 

esan  「そこ を 下る」 「そ こへ 出る」 esan-i  「 下る 處 (坂)」 

「出ブ 2 處 (w)」 

shinean  「一つの」 「或る i  shinean-i  「一所 i  「或 時」 
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shirka-nuyc  ko-shineani-enitoniomo. 

U\ 1^3^ リ に 一所 を  見つめ' 二 

(刀 靴の 彫刻に 沒] S1 する） 

kar  「造る」 「爲 す」 kar-i  「爲す 乙と」 「仕樣」 

ene  a - kai'-i ka isam.    (Fr.  II  ny  a  rieii  a  f aire ヽ 

どう しゃう も ない  ' 

「曰く」 とい ふ 時 は 'おに この 形式 を 用ね る： —— 
nishpa  ene  itak-i  ：  「子 曰 く 」 

副 文章 を 乙れ で 結べば 「もの を」 「 のに」 と 反 意 的 にな 
る •• —— 

sennekasui   shiran   kuni   a-ramu   a-i Ol^ 耳に 水） 

よ も や 然 らん と は 思 はざリ しに 

somokaun   siuriki   kuni   a-ramu   rok-i に l5 力 棒) 

よも や さう しゃう と は 思 はな か つたのに 

ii)    -ike  (hike と も ) ：  

pirka  「よい」 pirka-ike    「よい こと」 「よい 物」 「よ 

い 者」 

wen 厂惡 い」         wen-ike 厂惡 乙と」 厂惡 レ、 物」 ' 惡 

い 者」 

poro  '大き 1/^ 」 poro-ike 厂大 き 1/^ 乙と」 厂大 さい 物」 

「大きい 者」 

poll I 小さい」 pon-ike      '小さい 乙と」 「小 ひ い 物」 

「小さい 者」 

副 文章 を えら: いて "ん 「ん、 1  践、 while 等の 意味になる ： —— 


111 

厂 


ramma-kane     katkor-kane     oka ト an  ik:e 

いつも  無事に 暮 して ゐる と 

-P，  -pe  (母音の 後に は -P, 子音の 後に は -pe.  「物」 「者」 


poro-p  「大きい もの」 
pon-pe       ' 小さい もの I 
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pirka-p  「よい もの」 
wen-pe 厂惡ぃ も の」 

副 文章 を これで 結べば 反 意 的と なる ： —— 

nam    a- mike    ko  pirka-p 

すぐ' 投せ ば よい に 

somoka    shiran    kuni    a-ramu  rok-pe 

まさか さうなら う と は 思 はな か つたのに 


IV 


-kur  ：• 


poro-kur  '大きい ひと」 （大人） 
pirka-kui- 「よいび と」 （君子、 長者、 美人） 

kotan-kor-kur  「村 を 領有す る ひと」 （曾 長） 

ya-un-kur  「陸の ひと」 （本州 人） 

rep-un-kur  「沖の ひ と 」 （外國 人) 

(注意） -p，  -pe は 動物に も 無生物に も 用 ゐられ るので、 それ を 「 人」 の 意 
味に 用 ひる 時 は 幾分 ぞんざいな 語氣 を 有して ゐ る。 それに 對 して 
-kur の 方 は' おに— tf: 敬の 氣持を 含み、 或 場合に は 「祌」 の 意味にまで 
な る。 

nupuripa-un-kur        「山の 端の祌 」 (狼 祌) 
nupurinoshki-un-kur  「山の 中央の 祌」 (W.PlO 
nupurikes-un-kur       「 山 の [^- 端の 神」 （羅祌 ） 
仏!  ainu とい ふ i/f が kamui  (祌） に對 して は 「人」 を 意味す るが 
menoko  (女） に對 して は 「男」 を: t 味す るのと い!) 様に、 -kur も -mat 

に對 して は '男性」 を 意味す る （§33): 

tush-erikm-kur:;:  「綱で 登る 男」 （雄 蜘珠） 

tush-erikin-mar'^  「綱で 登る /え'」 （雌 蜘蛛-) 
V) -11. - iu  (母音の 後で は -11, 子音の 後で は -iu.  「人」） ： —— 
shinc-n  「一入」 


* 日 ゥ;; では 次 0 如 く 云 ふ ：  

ka-erikin-kur  「糸 C 登 る 男」 （*jf 麟） 
ka-erikin-mat  「糸で 登る 女： ( ) 


( 


tu-n   「二 入- 1 
rc-n 厂 人」 
ine-n   「[Z9 ノ、  i 
ashikne-n 厂 人 j 
1 wan -111 厂ブく 人」 
anvan-iu  「七 人」 
tupesan-iu  「八 人」 
shineoesan-iu 厂九 人」 
wan-iu  I 十 人 J 
hcmpaK-iLi  「何人」 
pon-iu  ' ぶ」 
icnan-iii  「,is^  i 


第 m 章 代名詞 


し人稱 代名詞 


76. 雅語の 人稱 代名詞 


1. 
II. 
III. 


(sing.) 

a-shinuma 
e-shinuma 
shinuma  • 


我 
汝 
彼 


a-okai 
echi-okai 
okai 


(注意 り mm  0 ぬ 川 地方 を 除 く  ） では^  I 人 稱'' 'I' 【救に aokai， 第 II 人稱 f き. 

數に eani  (口語の 汝)、 第 III 人稱 m 數に ani  (ば 語の 彼） を用ゐ る。 
(注意 ii) 祌謠の 中で 祌が自 ら を 指 して 云 ふ 時 は aokai の 代 り に chiokai 

を用ゐ る。 

6t 意 出） 日 高 及び 1き: 振の iii 川 地方で は aoka,  echioka,  oka 等で ある 。 
(注意 iv)  f 隼 太で は anokai。 

意 v)  ashiroma (我) 、 eshiroma  (汝 )、 shiroma  (彼) 等の 开;^ も あ る (p.  14)」 
Gt 意 V り 近夂か ぽ では tr:;  II 人 fi ダみ きを eshiokai とい ふ。 

77.    口語の 人稱 代名詞 


I. 


II. 


III. 


ku-ani 不太 


e-ani 


(pn 

fchi-okai 私 (對立 的） 
I    a-okai 私 (包括的） 
['echi-okai  前 
I     a-okai あなた 方 (敬 稱) 
okai 彼等 


あ ヽほリ 

a-okai あなた (敬 稱） 
ani 彼 

(■it 意 り ロ;(；^の^  I 人稱俊 数に は inclusive  (包括的:） と exclusive  (：對 立 
的） の 川 が^じて ゐる。 卽 ちお IT- を も 含めて 我々 とェ; -ふ時 は aokai, 
相 T' を I おに (^いて それに 對 して 我々 とュ; -ふ時 は chiokai を IB ゐる。 


等等 等 

我汝彼 
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(注意 ii)    Mii/i^oO^II 人 fiij に は 敬 fjfi も卞 じて ゐて VfUU に aokai を II】 ゐる。 

78.  アイ ス こ は 別に 人 SjJ? 辭 ぐ pcrscmal  affixes) があって、 

そ れが 及び 形お, iiij に附ぃ て |リ] 確に 人稱 をお 示す るので、 K 
に S 立の 人稱代 名 lii'j なる もの を必— 'iii: とせず、 從 つて 稀に しか 之 
を用ヌ 《D ない。 アイ ス, irW; 人 ffif 弋名 lii'-j を 用? J るの は 「私なら」 「私 
と して は」 「S ^こそ」 など 、特に 主 ri?^ を 强^ する やうな JS^ で 
ある。 例へば 

kuani  ku-eraniaii. ' 私な らタ U つて （7j る」。 
な る 文？; £ は ラテンの ゆ sao. 佛 語の Aloi  je  sais. な どに 相當 し、 
英ぁ 吾で 云へば' ル for  VIC  I  knoiv. の 意" よで ある。 な"， ^loi 力； そ 
れ どれの 文に 於て 謂 は s:、 贅ふ&  {pleonasm) である 如く、  kiiaiii も 
亦 アイヌ 語の 文に 於て は資 語で あに 從 つて 之 を 4^ いて 

ku-eraman.    (^scio.  Jc  sais.  I  knozu?\ 

とだけ 云 ふ も 一向に 差 支へ ない のみ か、 寧ろ その 方が 斷然 普通 
の 形式で ある。 

IL 人稱 代名詞の 格 

79.  「は」 の 格。 アイス あやの 人稱 代名詞 はもと " to  be" を 
, お 1 よす る ail がそれ どれの 人稱 及び 数に 於て 名- 化した 形で あ 
る。 卽ち ku-an  「我 あ I) 」 e-an  「汝ぁ b 」 an  「彼 あ り」 等に 名 

詞法 語尾の -i が 添って 出来た 形で あに それが 

ku-an-i,    ainu  ku-ne. 

我 ある やう アイヌ にて 我 あ リ 

e-an-i,    shisam  e-ne. 

汝 ある やう 日本人に て 汝ぁリ 

an-i,       nucha  ne. 

彼 ある やう ロシャ 人に て 彼 あ リ 

等の 如き 構造に 於て 頻 用せられ てぬる 間に 一個の 軍 語と して 成 


( 54  ) 

立す るに 到った もので あり、 本來副 11 め 句と して 成立し、 現在 ま 
た 副詞 的に のみ 使用せられ るので あるから、 これらの 人 稱代名 

詞は 「力；」 の 格 {nominative) と云ス 、よ 6  、 —寧/)  「は」 の 格 に absolute 
case) と いふべ き も ので あ る 。 

80.  m 格。 アイス 措の 人稱代 名; iiij に は 「は 」 の 格の 他に 「の」 

の 格が ある。 前者が " to  be  "  V, な 1!^  くす る 動詞の 變 化で 出來て 


ぬる々 n  く  、  者 は " to  have 
7j る：  • 

i) 雅語の fia 格 代名詞 

い-/ 

I.         a-kor 我の 
II.         e-kor 汝の 
III.  kor 彼の 


を: き ゆする 動詞の 變 化で 出来て 


は、 

a-kor 我等の 
echi-kor 汝 等の 
kor 彼等の 


(注意 り 祌;; 語法で はお I 人 稱舉複 に chi-kor を 用 ゐる, 
(う 主意 ii) 


近 文 方 TT ではお n 人稱複 救に eshi-kor を ffl ゐる 


11 


II. 


III. 


rM?^ の 傾 格 代名詞 

ku-kor 
J  e-kor 

I  a-kor  (jLoiior.) 
kor 


は、 

j^clii-kor  (exc/.) 
\    a-kor  (//id.) 
|echi-kor 
[ a-kor  {iLOiior. ) 
kor 


III* 疑 問 代 名 詞 


81. ne  5：,}?^ 根と する 一群： 

ne-kotan-un-pe 厂 ど 寸の 
ne-moshir-uii-pc  「ジの 【p3^ の 者 , 
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ne-n  '「； 淮 j 

mm  c-kik  ya?   「誰が 汝を 打った 力つ 「, 淮を汝 は 打った 

' か」 

nen-ka*  「；^楚 力、」 nen  nc-yakka  「, [でも , 
iie-p 厂何 J 

nep  an  ya  ？ ' 和 J 力く ある 力、」 nep  e-kor  ya  ？  「何 を汝ィ f す 
る や」 

nep-ka 氺 「何 力、」 nep  ne-yakka  「ィ 可で も」 
ne-i 厂何處 J 

nei-ta  ' 何 に , nei-un  >  ne-un  ' ィ 《]" 處へ 」 neun-ka*  「何 
遞 かへ」 

neita-ka*  「小リソ^^カ：^に 」 neita  ne-yakka  「ィ hJ "處 にで も」 
ne-kon(a) 厂女 ロイ 可 」 

nekona  ikichi-an  ko  pirka  ruwe-ta-an  ？  「ふ、、 う" a" 才 1 は' い 
いのです」 

nekonka*  (newa)  「どうに 力、 して 」 nek(ma-an   「どの や 

う な」 
i-ne  「どの J 

ne  seta  ine  ？  「 その 犬 どう した ， 
ine  seta  「との 犬, 
ine-an  >  man 厂 どの j 

inan-pe  ' どの もの i  inampe  pirka  ya  ？  「どっち 力； さし 
い 力、」 

*  ka は本來 「も」 とい ふ 窓 味の 助 g,g である。 これが 疑問詞に 附 けば- -般に その 
意味 を 不定に する ： 一 

nen-ka  「—誰 力、—，  (Ger.  irgend-welcher) 

nep-ka 厂何 力、 J  {Ger.  trgend-was) 

neita-ka  「何 處 I こ 力、 ,  (Ger.  irgena-wo) 

neun-ka 厂 1 口 l')^ へ 力 >」         (G<fr.  trgena-wohin) 
nekon-ka  「何  >  力 、して」 f  Ger.  trgend-wie) 
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inan-hempar  「いつ 如 何 なる 日 寺に」 

82.  hem,  hum,  hun を ま 吾 根と する 一群： 
henipar  '何時 ！ 

hempar  e-ek  ya  ？ ' ィ可時 汝來た 力、」 
hempar-ka  「いつ カリ hempar  ne-yakka  「いつでも」 
hempak 厂何程 j 

hempak  rerko  e-reushi va  ？  「inj 曰 禾も汝泊っ ズ<^ 力、」 
hempakno  atai  ampe  ne  ya  ？   「どの位 値段の する もの 
か」 

hemanta 厂 何」 

hemaiita  e-nu  rusui  va  ？  「1 口/を 汝 聞きたい の 力、 」 
hemanta  an  a-ye-p 厂 lnj' と" V らい ^ ^もの」 

hem  ' 何 I 

hem-tasunii,   hem-shiyeye   「や リのゃ マ ひ」 「何の ゎづら 

ひ」 
humna  '  ii^」 

humna  ne  ya  ？  '  ji— まで 2b る 力、」 

hunak 厂何處 j 

hunak-un  e-arpa  ？ 厂何 處へ汝 行く  j 

hunak-wa  e-ek  ？  「何 處カ、 ら汝來 た」 

83.  niak を ふ 吾 根と する 一群： 

mak  a-ye-p  he  ？  「 何 と レ 、メヽ もの 力、 i 
mak-aii 「 どん な」 

makan  kat  kor-pe 厂 どんな 形 を した もの」 
niakanak  、 レ .7 しな」 

e-ki wa  makanak  ？ ' 汝カ、 して は とうた, 
iiiakanak-aii 厂 • しんな j 

niakanakampe  ' レ/ l な も の」 
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kaiiak  (makanak の apJieresis) 

kanak  kat  kor-pe  「どんな 形 をした もの 」 
kanakan 厂レ んな i 

kanakaii  kiini-p  ' とんな もの」 

84.  その他 雅 fi/H このみ 用^られる ものに inki  「どの」 が あ 

な 0 

inki  nishpa  '入の 人 i 
inki  moshir  「どの 國」 
inki-ne-p      「どの やつ」 
inki-an-kur   'との 人」 

IV. 指 示 代 名 詞 

85.  i) 近稱 te  「ここ」 ： —— 

te-ta  ante  ！        「乙 乙へ 置け」 

te-un  ek  ！  '乙 こへ 來 1/^ 」 

e-te-un  hosari ！  「乙つ ちィ问 け」 

te-or  arka.         「ここ ン處 力； 痛む 」 
ii) 中稱 ね 「そ こ」： —— 

ta-ta  「そ 乙に」 

ta-ta  otta  「そこで」 

ta  an  na  ！  「そこに あるよ」 

ta-n-un  terke.    「そっちへ 飛ぶ:」 

ta-n-ta  「そっちに」 
ii リ iMfft  to  ' あそ こ」： —— 

to  an  na  ！  'め そこに あなよ」 

to-n-un  inkar  ！ 厂 あっち 

to-n  -ta  Oman  ！     「あそこへ 《了、  i 
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V* 指示 形容詞 

86. 指示 形容詞 は中稱 及び ii£ 稱の 指示 代 名-; lij に " to  be" を 
意味す る 詞 an が 添って 出來 る。 乙の an は 複數に 於て は 
okai に變 ずる。 尙近稱 から 出来た 形容詞 は 無く、 屮稱 から 出來 
たもの が 之に 代 つてん >  る ： 


1 

(指示 

： 代名詞） 

(指示 形容詞） 

(近 稱） 

te 

こ 乙 

(ta-an)  >  tan こ の 
ta-n-6kai これらの 

(中 稱） 

ta 

f こ 

(ta-an その) 
(ta-okai それらの) 

to 

あそ Z 

to -an め の 

to-n-okai          ら の 

意 り 中稱^ 示 形容詞 は あま り 用 ゐられ ない C 併し 用 ゐられ る 場合に 

は アクセント は ta にある。 近稱 指示 形容詞 tan を强調 すれば tain と 
なって （§  i6， 注意 i) 偶然 中稱 指示 形容詞の tdan と M 形 を:^. する が兩 
. 者 は アクセント によ つて 嚴 道に Ir (も: 別 されて ねる C 複數で も 同様で あ 
る。 ta/26-kai,  to"(5kai の n は 音便 でんった ものである。 

('：4 意 i り 近稱キ 1t 示 形容詞に は tap-an  「この」 tap-okai  「これらの」 等の 
形 も 存在す る。 tap は 「今」 とい ふ 意味の 副け ifj である ： 

tapampe    「 こ の もの」 
tapokaipe  「こ. れらの もの」 

(注意 iii)  jli: 示 形容,; I'J の tan,  tapan 等に は 身 ま }i を 以て 「こんなに」 と 指 
示す る やう な H おナが あ 、 そこから 英語の so などに }丄 る やうな very 
のな 味 を ill 逮 させて ゐる： 
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tan  poro  chise  「とっても ノ くきな 家」 
tan  poro  pet     'ひ ど くで 力、 い 川」 
tan  rik  peka     「恐、 ろ し く  I'j; い 所 を , 
taoan  rui  rera  「ナ& ろ し く  ；^： リ 、しい 風 j 


87. 以ヒの 他に ft、  ne が ある。 場 {H こ應 じて 「この 'その' あ 
の' これらの. それらの. あれら の」 と fif せる 力;、 指さ して 示す 方 

向 的な, よはな く て、 以前に 何 か H  く があった 一 その 曰 く  t 
囘顧 しつ、 「その 何々」 と 指摘す る 場 IV にの み用ダ J る。 謂 はぐ 
定冠 的 威 じの する 語で ある ： 

lie  shinike     「その 翌日 i 
ne  seta  ne. ' あの 犬 72」。 
ne  ainu  utar 厂 j^lj の^ 巾 j 


一人の 男が あった その 男が か-'， 云った 
88.    ne は 單複を 通じて 用 ぬられる 力;、 また ぼ 別した 云 ひ 方 

も 生じて ねる ： 


尙 ne は 直接に 名詞 化する ことが 出來 ない ので、 名詞 化する 
際に は 本條の もの を 用ぬ る ： 


shine  ainu   an  ：   ne  ainu  ene itaki : 


「その」 （單) 


ne-rok  | 
ne-okai ) 


「それらの」 （&-) 


「そのもの」 「例の 者」 （單) 


第 IV 章數 詞 


：詞の 種類 及び 用法 


89. 數詞 は 之 を ^純 形 に simple  form) と 複合 形 {  complex  form) 
とに 分つ ことが 出来る。 前者 は數詞 本來の 形態で、 * ら 形容詞 
と して 附加語 的 、aUrlbutii'i) に 用 ゐられ る： 


shine 


ainu 


厂ー 


'人の 男」 
re  eruni  ' ヒ I 几: の 鼠 _j 

ashikne  suma  ' 五 個のお i 

後者 は 前者に 助數詞 を 添へ た 形で 

arwaii-iu  a-ne.  「私達 は 七 人で"^ 」。 

の 如 く 動;! i4 の 補語と して 用 ねられる 他に 
ainu  tu-p  an. ' 男 力、 二人ね る」。 
erum  ine-p  a-raike. ' ま を 四 P5 殺した」 〇 
suma  iwan-pe  e-yapkir.  「あ を 六ィ固 投げた 」。 

の 如く 副詞 的 修飾語と して 名詞の 後に i?t いて 用 なられる。 


IL 單純形 （形容詞 形) 


90. 


1  shine 

2  tu 

3 I'e 

4 inc 

5  ashikne 


6  iwaii 

7  arwaii 

8  tupesaii 

9  shinepesaii 
lO  wan 


( 6i  ) 


(注意） shi"e の は名;れ(1から形容詞を作る時の^|^^^でぁるから shi- に 
意味が あった こと は 察せられる。 shi- に は 「本, 「露」 「自身」 等の 意 
味が あるが、 【<^厂救へることはキ|^に 發）^するから、 この shi- は 或は 
ぶん' -mompet ひ!: お -ほ） に關 係が あるか も 知れない。 卜'] 樣に re も 成 は ri- 
mon-pet  (中 411) に關 係が あるか も 知れない。 tu の if/fflK は 分らない が、 
ine は;^ L 、ら く  inne  (多くの） に ft] 來 する もので あらう。 ashikne は 明 
かに ashke(T-) 力、 ら來て ゐる。 iwan,  arwan の -wan は 「十」 で、 i- 
は /ne に、 ar- は re に [#j 係して ゐ る。 tup-e-san，  shinep-e-san は それ 
ぞれ 「二つ 足りぬ」 「三つ 足りぬ」 である。 卽ち 「人」 から 「九」 ま 
での 數は 「十」 を 標準と して 6==10— 4，  7=10 — 3，  8  =  10-2,  9 二  10— 
I の 如く 減法 式の 頭で 計算して 行った ので ある。 「十」 の wan は 恐ら 
く  u-an  (兩方 ある） で、 兩 手の指 數 に由來 して ゐる ものと 思 はれる。 


1 1 

shine  ikashnia  wan 

i6 

iwan  ikashma  wan 

I  2 

tu  ikashma  wan 

17 

arwan  ikashma  wan 

13 

re  ikashma  wan 

i8 

tupesan  ikashma  wan 

14 

ine  ikashma  wan 

19 

shinepesan  ikashma  wan 

15 

ashikne  ikashma  wan 

20 

hotne 

(注意 り ikashma はもと 「剩 る」 とい ふ 意味の 動詞から 「あまり」 とい 
ふ 意味の 助; ？职 こ 化した もので、 shine  ikashma  wan は 宛 も 日本 H 癸の 
「と を あま りひと つ」 「はたち あま り ふたつ」 など 、云 ふのに 似て ゐ 
るが、 小數を 先に 大數を 後に する 構造 は、 寧ろ獨逸|{?^の 
zwanzig,  zwei-und-drei^ts な ど に类 バ し""^ ゐる o 

(it 意 ii)    hotne の hot は 「一 揃」 を 意味す る 名詞 （具 體形は hochih り で、 
人 fUj —人 分の 桁 數全體 (： 乎 足の キ 5 は 全部で 十） を 云った もので あら 

5o 


21 

shine  ikashma  notne 

6o 

re -hotne 

0 つ 

tu  ikashma  hotne 

70 

wan-e-ine-hotne 

30 

wan -e-tu -hotne 

80 

ine-hotne 

40 

tu -hotne 

90 

wati-e-ashikne-hotne 

50 

wan-e-re-hotne 

100 

ashikne-hotne 
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(注意） 「二十」 以上の 數 では 先 づ その 倍數が 生じ 

tu  hotne  「二つの 二十」 卽ち 「四十」 （20x2  =  40) 
re  home  「三つの ニニ 十」 卽ち 「六十」 （20  x  3  =  60) 
ine  hotne  「I 几 1 つの 二十」 卽ち 「八十」 （20x4  =  80) 

次いで その 各 々をお 準と して 中間の 救が 出來 るので あって 

wan-e-tu-hotne  「十で 二： つの 二： 十」 卽ち 「—-二十」 （20  x  2 — 10  =  30) 
wan-e-re-hotne  「十で 二つの 二十」 卽ち 「  /じ ド」 、20  x  2  — 10  =  50) 
wan-e-ine-hotne  「-卜で つの 二 -卜」 卽ち 「七 4^  (20x4—10  =  70) 

こ U こも 減法 式の 計算が 見られる。 （な -e- は 「で 以て」 「が あれば」 

{Eng.  with) の, ぽ味の 接; であ る。 

III* 複 合 形 （名; N 形） 


I 

shinep 

1 1 

shinep  ikashma  wampe 

tup 

20 

hot 

rep 

30 

wampe-e-tu-liot 

4 

inep 

40 

tu-hot 

5 

ashiknep 

50 

wampe -e -re -hot 

6 

nvampe 

60 

re-liot 

7 

arwampe 

70 

wampe-e-ine-hot 

8 

tiipesampe 

80 

ine -hot 

9 

sliinepesampe 

90 

wampe-e-ashikne-hot 

10 

、vanipe 

100 

ashikne-hot 

意 i この 形式 は 無生物に も 11) 物に も 人に も 川 ゐ られ る： 
ainu  shinep  「人- - 人」 
crum  tup     '       -- 匹」 
suma  rep      ' わ -. 偶」 

卜: S 意 ii)      •.  HO)':    は その上 にれ', レ pish をと る ことがある： 
crum  tuppish 厂ュ: k  -  \Ih  j 
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suma  reppish  「ィ i"  二: -f に '1」 

-pish はもと 「y ^へる」 ： ほ 味の if/i^ 根から 發 してなる。 M じ,; おから 

發し たものに 次の illfJ/i^ が ある ： 

kotan  pishno  shirkush.  「村 ごとに^る」。 (Wj.lii]) 
upish  iwan-sui  「十 身で、/'、' f[3」  司) 
pish\6  「敝 へる」 （動詞） 

これに 依って 觀れ ば、 上の 形式 はリ] a ま水來 「二 つづ 、 」 「― { つづ 」 

を 意味す る rit! 分数 ifiil  (distributives) であった かと も 思 はれる ので あ 


I 

shi aen 

I  I 

shinen  ikashma  、vaniu 

2 

tun 

12 

tun  ikashma  waniu 

ren 

20 

hotnen 

4 

men 

21 

shinen  ikashma  hotnen 

ashiknen 

30 

waniu-e-tu-hotiien 

6 

iwaniu 

4。 

tu -hotnen 

7 

arwaniu 

50 

waniu -e -re -hotnen 

8 

tupesaniu 

60 

1  で- hotnen 

9 

shinepesaniu 

70 

waniu-e-ine-hotnen 

IO 

waniii 

80 

ine-hotiien 

(注 意） この 形式 は 人に のみ 川なる ： 

ainu  shinen  ek. に 人力、' 人來 7 こ」 o 
arwaniu  a-ne.  「私達 は し' 人です」：） 

95. 反復 数 Uteratives) に は -sui を 用/ j る •• 


ar-sm 

「一 囘」 

iwan-sui 

「六 囘」 

tu-sui 

「二 囘」 

arwan-sui 

「七 囘」 

re-sui 

「三 囘」 

tupesan-sui 

「八 【も 

ine-sui 

「 四囘」 

wan -sill 

「十 EI」 

ashikne-sui 

「五 间」 ' 

hemDak-sm 

「幾 囘」 

96, 


97. 


98. 

て 
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n 救 を數へ る に は 特別の 形式が 發達 して ゐる 


shine-to 
tutko 
rerko 
ine-rerko 
iwan -rerko 


「一日 


J 
J 
J 
J 

ハロ  J 
hempak-rerko  「幾 日 」 


「二日 
「三日 
「四闩 


序數 {ordinal^) に は otutanu を 用ゐる ： 

hoshki  「最初の」 
tu-otutanu   '  二番目の i 
re-otutanu    ' 三番 目の j 
ine-otutanu  「四 番目の 」 

IV- 數 詞に關 する 若干の 注意 

iwan  「六」 は アイス の 神:^ i 數 {sacred 誦 nber); で、 極め 
—多 救 J  (> ""タ ） の 意味 を 表 はす： 

iwan    kotan    o-ush  nupuri 

六         ネ' 1' に 跨る iii 

(「多く の 村に 跨る 出」 の 意味） 

iwan   kotan   kama  liawe   a-nu-D  ？ー  — kakkok. 

六        村 越えて 聲 (つ 聞え る もの        カツ コゥ 

(「多 く の 村 を 越え て遙々 ききの 聞え て 來るも の」 の 意味) 

iwan  chikir  ush  korka  ramma  ash  wa  an-pe  ？  pu. 

ノく 足 あり たがら いつも 立つ て ゐ乙 も' リ  ゆ： 

('「^5《るほど多く の足を持ちながら」 の, 

no-iwan となって Ui に , な" ぶが 强調 される： 
no-iwan-siii  「幾 |Lij も 幾 fuj も , 
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99.  tu  「二」 及び re  「三」 も 相關 聯 して "画 y の X^flj ミ を 表 

はす こ とが 多い ： 

inau    tup    a-kore    rep  a-kore. 

木！^！^を 二つ 與へ 三つ 與 へた 

(「幾つ も與 へた」 の： P":" ぶ） 

tu  pinnai   kama  re  pinnai   kama  terke. 

二 谷      越え ：ぺ r> 越えて 跳ぶ 

(「 谷？: 幾つ も 跳び 越え る」 の： a 味） 

tu-wan,  re-waii ともなる。 仉し 「二十」 「三十」 の: ではな 

く て 「十 を 幾つ も」 の意【1^^でぁる ： 

tu-waii  wen-itak  re -wan   wen-itak  suipa. 

幾 十' つ 惡ロ 幾 百の 惡ロ をつ く 

tu-wan  onkami  re-wan  onkami  ukakushte. 

幾 十の 拜禮 幾 百の 拜鱧を 相 重ねる 

o-tu,  o-re ともなる。 ：ffiflft は 同じで ある ： 

nishpa  mutpe  o-tu  santuka  o-re  santuka  o-ukauiru. 

首領の 佩刀 幾 柄 も 幾 柄 も そこに a つて ゐた 

100.  アイス 語の 名詞 は 軍 複を 通じて 無變 化で ある 力;、 動詞 

に は 單裰の 別が あ る 。 從 つて 名詞の 數は 一般に そ の關 係す る 動 
詞に 於て 示される： 

ainu  an. '人力 ミゐ る」。 0 'ノ 《.) 

ainu  okai. 「人々 刀、 ねる」。 (/•/.) 

ainu  ek.     「人力； 來ブ ご.」。 

ainu  arki.  「人 冷 力く 來ズ ど」。 (//.) 
併し乍ら 名詞の 數が 數詞に 於て 明 か に 示されて ヌ J る 場合に 
は、 特に 動詞に 於て 複數を 示す 必要がない ので、 動詞 は その ま 
ま 單數に 止まる： 

tu  ainu  ail.         '  二人の 人力、 ヌ j る」。 

ainu  tiippisJi  an.  「人力、 二人ね る ！。 

re  ainu  ck.  「三人の 人が 來ブと 」。 

ainu  reppish  ek. , 人力、 三人 來た '。 


第 V 章 動 詞 
L 人 稱接辭 

101. アイヌ 語の 動詞 は 常に 入稱關 係に 於て 取极 はれる。 乙 
の 人 稱關係 は 人 稱接辭 （AV っ规7 によって 示される。 人 
稱接辭 に は 主格の ものと 目的格の ものと が ある ： 


i) 主格の 人 稱接辭 


雅  語 

"  till 

sing. 

pi' 

sing. 

pl- 

I. 

a- 1 , 

m 

-ani 

a- 1 , 、 

(我等） 

-an  J 

ku- 

, ] {excl.) 
-ash  J 

1  Unci.) 
-an ) 

II. 

e-  m 

echi- (汝 等） 

e- 

] [honor.) 
-an  J 

echi- 

a- ] 

( {honor.) 
-ani 

III. 

一 （彼） 

一 （彼等） 

(注意 i) 名詞の 具體 形の 場合 と 同 じ く 何 も つかぬ 形 に bare  form が あ III 

人稱 で'、 け MM 形で ある。 併し乍ら 特に 俊數 なること を 明示しょう 
とする 時 は- pa を 接/もさせる。 kar-pa  「彼等が il!!- る」 C   ki-pa「Wc' 等 
が爲 す」 （§  i2i)o         では に -chi を nj ゐ る。 kar-chio  ki-chi。 
(注意 ii) 祌；！ぉ^^法では雅；！な^  I 人 fPii' (【^に chi- を ffl ゐる。 
意 出） 近 文 方 Tf では^  II 人稱 に eshi- を 川 ゐ る。 

ii)     口 的 格の 人 稱接辭 
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m 

き fT. 

n 

Mil 

sing. 

Pl- 

pl. 

T 

i-  (^:fH こ を） 
1 乂づく  1* し， i  ノ 

i_  (ず ィ ^) 

1           乂づ人 -、 J に， t  ノ 

さ. さ 
a  -ム 

II. 

e- (汝 に， を） 

echi- (汝' ま; に， を） 

e- 

1- {honor.) 

echi- 

i-  (^honor.) 

III. 

一 （彼に， を） 

一 （彼等に， を） 

O 意） 祌裏 15^ 法で は雅 J をお I 人稱に un- を用ゐ る。 

II- 第 I 人 稱複數 形の 種々 なる 語法 

I.    a- の 種々 なる 語法 

102.  汎稱 {universal  person)^  「吾々」 「吾々 一同」 力、 ら 「人 

類 一般 」 の: 0：* に ： 

a-e-p  「吾々 が 食 ふ もの 」 「人 問が 食 ふ もの」 卽ち 「食物」 
a-mi-p  「吾々 が 着る もの」 「人間が 着る もの」 卽ち 「着物」 
a-e-ipe-p  「吾々 がそれ で 食事す る もの」 「食器」 
a-e-niiiui-pe  「吾々 がそ 乙へ 枕す る もの」 「枕」 

103.  不定 稱 {indefinite  persjn)o  「幸 ひ 住む と 人の 云 ふ」 な 
どの 「人」 に當る 力;、 日本語と して は强 ひて 譯 すに 及ばない。 
ihr.  0,1,  Gtr.  man ) ： 

wempe  an  yak  "-ye. 厂 ^、幸 力、 3t) つ ださ うな」 つ 
hemanta  ari  ^z-ye-kur  「何某と やら 申"^ 1 一」 
ene  "-kar-i  ka isam. ' と う し マう もない」。 
ene  "-ye- 1 ka  isam. ' と う 云 ひや う も ない」。 

104.  中 相 {middle  voice) 。 動詞の 形が 他動で: ffif* は 自動： 
hawehe  a-nu  korka  「その 聲は 聞え る 力；、 
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「我 (人に) 與 へらる 」 
「汝 (人に) 與 へらる」 
「彼 (人に) 與 へらる 」 


netopaKe  somo  a-nukar. その 姿 力く 見えぬ ,。 

105.  所 相 （かぶ •J んど 。/ごり。 所 相 は 不定 稱を動 主と する 抱 合 
形 （§  123) を 以て 示される。 すな はち 

第 I 人稱は 「(人) 我に 與ふ」 

第 n 人稱は 「(人) 汝に與 ふ」 
JiUn 人稱は 「(人) 彼に 與ふ」 
の 如き 構造に 於て 成立 した ものである： 

i)  雅語の 所 相 活用 

1.      a-i-kore  「我 與 へらる I 
II.      a-e-kore  「汝與 へ ら る , 
III.         a-kore  「彼與 へ ら る ， 

ii)  口語の 所 相 活用 

I.    a-en-kore 厂 禾ム與 へ られ る」 
II.      a-e-kore  「君與 へ られ る」 
III.        a-kore  「彼與 へ られ る」 

(注意 り 膽振 Gt な 川 地方 を 除く） では 抱 合 的 活用に 於け る m'l 人稱 主格 は 

接尾辭 -an で 示される が （§  123, 注意 ii) これ は 所 相 活用に 於ても 同 
様で ある ： 

a-i-kore-i-kore-an  「我 與 へらる」 「我等 與 へらる」 （雅語） 
a-en-kore ^ en-kore-an  「 ネ； yii ふへ ら L る」 (口  Sl0 
a-un-kore    un-kore-an に 私 jjt: 與 へられる」 C  口  Su) 
a-e-kore  -  e-kore-an  「汝與 へ ら る」 （雅 M' 及び 口 語) 
a-echi-kore  =  echi-korc-an  「汝 等與 へらる」 （雅語 及び 口語 •） 
(注意 神;]? IKIS 法で は 第 I 人稱 m 俊に a-un- を） Ij ゐる C 

106.  分;; li] 形？?;; 1>]  く!^ cn'ticlpial  adjective ヽ。 JiVII 頻の 動;! リはそ 
のま、 形 として 用^られる 力;、 ？ Ii  I 類の 励 詞は a- を附し 
て 川 られる ： 


ひん） 

a-i-kore  「我等 與へ らる」 
a-echi-kore  「汝 等與へ らる」 
a-kore  「や i 等與へ らる」 

ひん） 

a-un-kore  「私達 與へ られ る」 
a-echi-kore  「莉 達與 へられる , 
a-kore  「彼等 與 へられる j 
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ekatnu  「嗜好す る」 
eoripak 厂 （こ 1^ 才 1 る 」 
shitoma  「を' 怖れる 」 


aekatnu  「 好ま しき 」 
aeoripak 厂 12： れ 多き ， 
ashitoma  「恐/) しき」 


て の 形式 は 一般に 現在 分; lii] である 力 ；稀 に は 過去 分詞の 場 も 


107.  汎稱 

chi-mi-p  「吾々 が 着る もの」 「 着物」 
chi-o-ipe-p  「吾々 がそれ で 食事す る もの 」 「食器」 
chi-e-ninui-pe  「吾々 力;、 そ こへ 枕す る もの」 「枕」 
chi-nunuke-i  「吾々 が 大事に する 處 」 「陰部」 

108.  中 相。 

maknaraye  「後へ やる ！      cni-maknarave 厂 後へ 行く 」 
sanasanke 厂ほ ii へ 出す i      chi-sanasanke 厂 前へ 出る」 
riknapuni 「上へ 上げる |  chi-riknapuni     「上へ— ヒ る」 
ranaranke   ' 下へ 下げる 、 chi-ranaranke    ' 1^ へ る i 
乙れ' は 「自身」 を: a* する Shi- で 置換へ る ことが 出來る ： 
chimaknarave  =  shimaknarave 
chisanasanke  =  shisanasanke 
chiriKnaouni = shinknaDuni 
cniranaranke  =  shiranaranke 


109. 不定 稱。 アイヌ 語の 動詞 は' おに いづれ かの 人稱に す 

べきで ある 力；、 そ れが 所謂 prolatk'e  infinitive の 如 き 構造に 於 
て 用 ゐられ る 時に 限う 人稱は 不定で ある ： —— 
i) 第 n 類の 動詞 は その ま、 用ね る： 
chish  a-ki.  「泣く こと を 我す る 」。 


ある •• 


tomte  「飾る I 


atomte  「飾った , {ornate) 


2.    ch トの 種々 なる 語法 
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toiko  irushka  a-ki.  「烈しく 怒る こと を 我す る」。 
mina  ka  somo  a-ki. 厂笑ふ こ と も 我せ ず」 つ 
koshne  tcrkc  e-ki.  「輕 やかに 跳ぶ こ と を汝 する」。 
ash  poka  a  poka  e-eaikap.   「立つ こと も 坐る こと も汝 

IJ^  く せず」。 

riinsc  neyakka  e-ashkai.  「踊る こと を も汝能 く 1 」。 
anramasu  e-uwesuye. ' 好い な あと ffi ふこと を汝 する」。 
ii) 第 I 類の 動詞 は chi- を附 けて 用グ J る ： 
chi-kosunke  a-c-ekarkar. 

「欺く こと を 我 (等) 汝に する」。 
chi-kosunke  a-ecni-ekarKar. 

「欺く こと を 我 (等) 汝 等に する」。 
chi-panakte  e-i-ekarkar. 

「罰する こと を 汝我 (等) にす る」。 
chi-panakte  echi-i- ekarkar. 

「罰する 乙と を 汝等我 (等) に する」。 

110.  分詞 形容詞。 

kaye   「折る」 chi- kaye  (makiri)  「折れ ブど （ナイフ）」 

perpa  「割 る ' chi-perpa  (ni)  「割つ ブと （木)」 （「薪」） 
nuina  r~, す」 chi- nuina  (ape)  「隱 しブど (火ジ」 （' 埋み火」） 

Z の 形式 は 一般に 過 去 分 ひ) であ る が 稀に は 現す 乇分 も あ 

る •• 

omap  「愛する I     chi-omap  (pompe) , 愛ら しい (兒 )」 

3.    i- の 種々 なる 語法 

111.  主格 ift  I 人稱 数の a- の 代 ら に川ヌ J られた 例が ある ： 
i-kamiashi  ka  i-ronronke  「私の どこ やら 力； ヒ クヒク !&J さ 、 
i-sanipchc  ka  i-hochirkar. 私の 心 M も と る ける ばか b 」 
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本來 a-kamiashi,  a-sanipehe と あるべき もの 力く 後出の i- 
ronroiiKc,  i-liochirkar に： 1，^! して ト kamiaslii,  i-sampehc となつ 
た ものである。 が I  i-ronronke,  i-hochirkar は それ どれ 「私に ま 
で瘦攣 する」 「私にまで 溶ける」 の 如き fiftSMi で、 この場合の i- 
は 所 Hh  ethical  dative である。 

112.  主格 III 人稱 接頭 齚と して。 お III 人稱は 何も 附か 

ぬ 形で よいので ある 力に 稀に は i- が用ダ れる。 乙の i- は 
expletive である： . 

i-yupi^yupi  「彼の 兄」 
i-shiki  =  shiki  「彼の 目」 
i-teke  =  teke    「 彼の 手 」 

113.  以上 は 名 詞 に 附 く 場合で ある 力 ； ft 、動 詞 にも 附 いて 「そ 

れが」 の: S 味 を 表 はす。 ィ且 しこの 場合の 「それ」 は 環境 又は 惯 

用に よって 相互に 了解し キ; ムる 何物 かで ある。 i- pokash  (醜い） と 
いふ 語 は本來 「それが 劣って ぬる」 の: な 味で、 「それ」 は 此の 
場合 暗 默の裡 に 「容貌」 を 指して ねる。 又 i- o-ikir  〉  iyoikir は 
本來 「 iili が 詰って ねる 列」 の: ffiO^ で、 「それ」 は 暗に 寶 物の 
こと？： 指して ゐる。 f な iyoikir と 同 意の |m こ imoma  (>  inuma 
とも） が ある。 これ も 本來は i-oma  「 そ れが 詰つ て ね る （所) 」 の 
義で、 「それ」 は 矢 張 S 物の ことで ある。 

114.  上 來說く 所は總 ベて i- が 主格に 轉 用され ブ 2 場合で あ 

るが、 それが 本来の 位 f?: 卽ち H 的 格に 用 ゐられ た 場合 は當然 

「それ を」 の: 3^* になる。 例へば i-ku  (飮酒 する） は本來 「それ を 

飮む」 の: で、 この場^^の 「それ」 は 洒をネ ft してぬ る。 卽ち 

i-ku  =  sake  ku の: ffiOj ミ である。 ft 、例 を擧げ るなら ば、 

i-uta  >  iyuta  「お》 き も のす る」 （shito  uta  「爽 をす S  く」 な 
どの 意 )o 
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i-oshke  >  iyoshke  「編み物す る 」 （ya  oshke  「網？： 編む」 

などの 意 )o 

i-ri  「皮剝 ぎす る」 （kamui  rushi  r.i  「熊の 皮を剝 ぐ、」 な 
どの: ffi)。 

i-cha  「架 德 摘みす る」 （amam  pushi  cha  「粟の 德を摘 

む」 などの: S)。 
i-humke  「それ を 子守 Hfl で寢 かす」 （po  humke  「兒を 子 

守》13、 で寢 かす」 の M)o 

IE に 判然 と 何 を 指す とい ふこと も なく、 1 と く ぼん や b  「物 
を」 とい ふやうな ： き に な つ て 他動詞 を 自動詞 化する に 役立つ ： 
tak       「招く」 itak  「物語る」 
nukar    「見る」  inkar      「見物す る」 

rara  「力、 ら 力、 ふ」 irara  「惡戲 する」 
rushka 厂&る J  irushka 厂: i    する j 

尙 この種の 動詞 は 全部 名詞に 轉成 する ことが 出來る （§  73) ： 
mi        「着る」 imi に 服装」 
kor       「持つ」  ikor       「齊 物」 

charpa  「撒く」  kharpa  「酒、 煙草、 粢等 を 撒いて 

祖先に 供養す る 儀式」 
omante  「行かせる」 iomaiite  「靈魂 を 故 地に 送ら 還す 

•  ！^^式」 r 熊 祭」） 


. IIL 動詞の 種類 

115. 動 は その ffi 用の 开 f' れこ よって: 三つの fi- 額に 分 たれる ： 
I  ») 雅; if^tiV  I 人稱 主格の 接辭が 接頭 、prcfix、 する も 

の （a 一 型)。  . . 
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目 的 語 乃至 袖』 S を 要求す る 動;! li]" "~ IlliSy^ij 及び 不完全 
自動詞 -—— が 之に fii する。 

iit  II 額） 雅ぉ? it  I 人稱 主格の 接 辭が接 足 する も 


の （- 


an  ^、 


目的語 乃至 補^ を 要 求 しない 動詞 ——- 完全 0 動詞- 
が 之に  fii  する。 


？ it  III 額） 雅語 Jft'  I 人稱 主格の 接辭 が接屮 {infix) する も 
の （ —— a 一一 型)。 

合成 動詞 の 或 ものが 之に ffi する。 
116. 他動詞が 目的格の 語 又は 接辭と 結合して それ 自身に 於 
て 意 ？: 完結 さ せ 何等 目 的 語 乃至 補語 を 要求 しなくな ると 當然 
第 II  :gi の？ B 用 （こ從 ふ 〇 1 列へ むま' ku，  uta,  oshke,  raike,  nukar,  ke 
等 は 本來第 I 類に 屬 して A の 如く 活用す る 力;、 i-，  U-,  yai-, 
inau 等の 接辭 又は 語と 結合す ると？ II 類に 轉 じて B の 如く 
活用す る ： 

A)    sake"- ku.       「酒 を我飮 む」。 


shito ど? ■-uta. 
ya な- oshke. 
chip  -nukar. 
seta  <:?-raike. 
inau  a-ke. 
B)  iku-"〃. 
iyuta-a/i. 
iyoshke-<2//. 
unukar-*^;/. 
yairaike  - 
inauke-a/i. 


「棄 を我搗 く」。 
「網 を 我 編む」。 . 
「舟 を我兒 る」。 
「犬 を 我 殺す 」 つ 
「 木 幣を我 削る 」。 
「我飮 酒す」。 
「我捣 き 物す」。 
「我 編み物す」。 
「我等 會 見す」。 
「我 a 殺す」。 
「我 木幣 削らす」。 
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117.  完全 自動詞 も 種々 の接辭 を 取って 補語 乃至 目的語？: 要 
求す るに 到れば？ K  I 額の 活用に 從ふ。 例へば niina,  kira,  ho- 
shipi は 本來? 11 頻に屬 して C の 如 く 活用す る 力;、 e-  {at,  zcith, 
to 等の: gn 友） なる 接頭 辭を 取る と 31： I 類に 轉 じて D の 如く 活 

用す る： 

し） mma- ど？〃. " 1 laugi し" 

\K\X2i-an.  "  I  run  azvav. 

hoshipi-^r;/. に 1 return." 

D) ど？ -emina.  に I  laugh  at  

<^-ekira.  "  I  run  azvay  zvitJi  " 

^-ehoshipi.  "  I  j^ctiini  to  

118.  合成 動詞 は 一般に 「前 綴 + 他動詞」 の 形に 於て 成立し 
てぬる 力に アイ ヌ 語の 合成 動詞に 於け る 前 綴 は 名詞に 限られ、 
且つ それら は 後續の 他動詞 に對 して 目的語の 關係 に 立つ て ね 

る。 目的語?: 要求す る 動詞 は總 ベて 第 I 類に Si し、 ti^  I 人稱 

主格の 接辭は 接頭す るの が 原則で ある C 然るに も と獨 立の 目的 

語であった も の 力;、 漸次 動詞 と の 結 も、 の 度を强 めて 行って 遂に 
は 前 綴 と 化しな 力;' ら、 一方の 動詞 に 就 て はな ほ? I 類で あると 
の 意識が 殘っ てヌ J る爲 に、 人 稱接辭 は 合成 動詞の 語頭に 來 ずに 
他動詞の 語頭へ 來る。 これが 外から 見れば 「接 中」 の 現象と な 
る ので ある 。 卽ち 文法が 未た、 論理 を 征服 し I： 刀れ ない 段階に 立つ 

もので、 その 征服が 完成して しまへば、 この » の 動詞 はお' 

I 類に 還つ て 入 稱接辭 は 合成 動詞の 語頭へ 來る。 例へば etok(o)- 
tuye  「妨げる」、 tom(o)-oitak  「なお、 める」 はお' III 頻 である 力；、 
tom(o)-tuye  「横斷 する」 は? I 額に K して " Xupurpct  "-tomo- 
tuye  wa  ck-an  "  「 る 《 別 川 をお' パ;/ J つ て 俺 は來た 」 の 如 く 活用す る 。 
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IV. 動 詞 の 活 用 


119. 


1. Jit  I 額 動詞の 活用 

主格'/ Pi "用 \  subjective  conmQ-atio)i) ： 
雅語の 活用 


I. 
II. 
III. 


い 叫) 
a-kor  「我 も つ」 

e-kor  「汝も つ」 

koi- 「彼 もつ」 


口語の 活用 
(ぶん g.) 

ku-kor 


I. 


II. 


III. 


e-kor 

a-kor  ( /lonor?) 
j^kor 

[kor-pa  {Jiojior 


a-kor  「我等 もつ」 
echi-kor  「汝等 も つ」 
kor  「彼等 もつ」 


J  chi-kor  {^cxcL.) 

\   a-kor  iiiicl?) 
I  echi-kor 
\     a-kor  (^/lonor.) 
J  kor 

(kor(-pa)-pa  {honor.] 


(注意 り 上の は 他動; [Ml の 活用で あるが、 不完全 自動詞 （ 例へば 「に 成る 
意味の 動詞 ne) の 活用 も 全く 同じで ある： 一 


i) 雅語の 活用 


I. 
II. 
III. 


(—.) 

a-ne,  /  become 

e-ne,  thou  become st 

ne，  he  {she,  it)  becomes 


a-ne,    we  become 
echi-ne,    ye  become 
ne,    they  become 
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ii)    口語の 活用 


I.  ku-ne 


II. 


III. 


e-ne 

'a-ne  {honor^ 
[ne 

Ine-pa  {honor?) 


ひん） 
fchi-ne  (_excl.) 
I   a-ne  (incl.) 
f  echi-ne 

I     a-ne  {honor?} 
f  ne 

Ine  (-pa)-pa  {honor.) 

意 ii) この類に 露す る ものに 次の 諸 動詞が ある ： -一 
ama，  anu,  are,  ante  (以上 「ui  く 丄)， ashi 「立てる」， mtek  「f ^使 ふ」， 
unu  「H^ める」， uta  く」， e  「食 ヱ、」， ye  「云 ふ」， eiwanKe  「使用す る」， 
eihok  「資 る」， 0  '朵 る」， omap  「愛する」， oira  「'せ、 れ る」， osura  「捨て 
る」， kar  「造る」， kaye  「折る」， ki  「爲 す」， kik  「打つ」， ku  「砍 む」， ta 
「汲む」， kokanu  「11 く」， nu  「聞く 」， nuina  「0 す」， nukar  「見る」, 
nomi  . まる」， pum  「持 上げる」， ma  「'ぶ 3i!  く」， mi  ■  ziu "る」， raike  「ネ殳 i 」， 
ri  「剝 ぐ」， rishpa  「劣る」， ruki  「嚥 下す る」， rewe  「曲げる」， resu  「有 
てる」， hai は 「外づ す」， hewe  「傾ける」， hok  「：^' ふ」， hoppa  「殘 す」， 

等 力 0 

120. 目的格 活用 {objective  conjitgation) ： 


雅語の 活用 


i-kore  「我等に 與ふ」 
echi-kore  「汝 等に 與ふ」 
kore  「彼等に 與ふ J 


I.     i-kore  「我に 與ふ」 
11.     e- kore  「汝 に與 ふ」 
III.       kore  「彼に 與ふ」 

mW) 主格 を 示すべき 人稱; さ' ^ のない 場合 は ^  in 人 fil である。 從っ' 

i-kore に は       に i  )  He  {she,  it)  gives  me  (usj. 

( 2  )  They  give  me  {us^. 

e-kore に は       ( 3  )  He に she,  it)  gives  thee. 

( 4  )  They  give  thee. 

echi-kore に は に 5  )  He  {she,  it)  gives  yon. 
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( 6  )    They  give  you. 
kore に は         ( 7  )    He  (she,  it)  gives  him  {her,  it,  them). 

( 8  )    They  give  him  {her,  it,  them). 

等の 場合が ある。 但し 3?  II 人稱 では たまたま 卞 格と niv'j 格と が M 形 
であるから 

e-kore に は       ( o  ) 1 hou  gwest  him  (her,  it,  them). 
echi-kore に は (lo)    Ye  give  him  (Jier,  it,  them). 

等の Wj- 合 も ある こと 勿, flire ある。 


11 


口語の 活用 


en -kore 


II. 


III. 


e-kore 
i-kore 
kore 


{Jumoy つ 


|un-kore  iexcl?) 
\   i-kore  {incl.) 
echi-kore 

i-kore  {hoiior.) 
kore 


121. 目的物 複數 法。 

目的物 複數法 は 語幹に -pa を 添へ る。 但し その 際 語幹の 性質 
によって 多少の 變化を 生ずる ことがある •• 
(I) 他動詞の 語幹 に stem、 は 大抵 
語根 + 形成 素 (formant) 
の 形式に 於て 成立して ぬる 。 て の 形成 素が 母音 （悉 く 獨立性 
を 有せず） の 時 は、 それ を 落して -pa を 添へ る ： ——- 

(他動詞 幹）  （ ほ 動詞 幹） ( 目 的 物 祓數) 

kaye  (折る)  [kai  +  e]  kai  (折れる）  kai-pa 

kiru  (轉 ずる) [kii-  +  u]  kir-pa 

komo  (折曲げる) [kom  +  o]  kom-ke  (fjf] げる） kom-pa 

kote  (結び付け る ） [kot  +  e]  kot  (附 く  ）  kot-pa 

suye  (振る)  [sui  +  e]  (sui  「囘」 )  sui-pa 

soso  (彔 Ij  く、、)  [SOS  +  o]  SOS-pa 
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tuku  (突出す） [tuk  +  u] 
turi  (伸ばす） [tur  +  i] 

tuye  (切る)  [tui  +  e] 
teye  (押 清す） [tei  +  e] 
tesu  (反らす) [tes  +  u] 

chari  (撒く)  [char  +  i] 
chupu  (つぼめる) [cluip  +  u] 

nini  (fj^  く)  [nin  +  i] 

numu  C きす)  [num  +  uj 
iiuku  (しゃぶる) [nuk  +  u] 
nuye  (彫刻す る） [nui  +  e] 

noye  (駒 ふ)  [noi  +  e] 
patu  (はね 力、 す) [pat  +  u] 

piru  (拭 ふ）  [pii'  +  u] 
puni  (持 上げる） [pun  +  i] 
pusu  (押出す) [pus  +  u] 

pere  (割る）  [per  +  e] 

petu  (裂 く  ）  [pet  +  u] 
poso  (とほす) [pos  +  o] 
poye  (まぜる) [poi  +  e] 
maka  (開 ける) 「mak  +  a] 
muye  (束ねる) [mui  +  e] 

mesu  ( も く、、)  [mes  +  u] 

me  we  (缺 き碎く  )  [meu  +  e] 
moso  ('ili ます) [nios  +  o] 
yaku  ('？ ['えす） 「yak  +  u] 

yasa  (製 く  )  「yas  +  a] 
yupu  (緊 める) [y up  +  u] 


tuk  (出る） 

ぶ 

r-t- 
— > 
で 

tui  (斷れ る） 

tui -pa 

tei-ke  (崩れる） 

tei-pa 

tes-ke  (反る) 

tes-pa 

char-ke  (散 ら ば' る ) char- pa 

chup-ke  (つぼむ） 

nin-pa 

(num 厂 粒」) 

num -pa 

mil  -t^a 

noi-ke  (線れ る) 

noi-pa 

pat-ke  (i^     ^  ) 

"し 1\レ \      |[  CK ぺ 'Q^  J 

pat-pa 

pir-pa. 

pun-pa 

pus-pa 

per-ke ひ釗れ る) 

per-pa 

JJtTL   KC に^^ レ 7  ソ 

pet-pa 

pos-pa 

poi-ke  (まじる） 

poi-pa 

mak-ke  (fj|^  く  ) 

mak-pa 

(mui  「束」) 

mui -pa 

nics-ke  ( もげる) 

nies-pa 

nieu-ke  (力、 け る) 

nieu-pa 

nios  (S める） 

nios-pa 

yak  ('ほれる） 

yak -pa 

\'as-kc  (製け る） 

yas-pa 

yup-ke  ('强 い） 

>aip-pa 
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yom-ke  (ぎな ソ1 る) yom-i)a 

rar-pa 

mi  (死ぬ)  rairpa 

I'll  k -pa 

(rut-ke  「談判す る」) rut-pa 
(res-ke  「宵て る」) res- pa 
reu-ke  (曲 カミ る) n:u- pa 

ror-pa 

heu-ke  (傾 く  )  heu-pa 
an  (ある)  an -pa 

etai-pa 

ohet-ke  (こ （ま、 オ I る) ohet-pa 

osur-pa 

(2) 形成 素が 獨立性 を 有する 接尾 辭 又は 語尾なる 時 は そ 


のま ま -pa を 添へ る ： 

tukka 厂 g やす J     [tuk  +  ka]  tuk 厂^  i る j  tukka-pa 

satke  「乾 力、 す」 [sat  +  ke]  sat  「乾く」  satke-pa 

nure  「聞 力、 す」 [nu  +  re]  nu  「聞. く 」  nure-pa 

ette  「よこす I        [ek  +  te]  ek  「來る ,  ette- pa 


(3)  語根の 母音 は 落ちない。 從 つて 單 音節の 語 は 語幹が 語 
根で あるから、 其 儘 -pa を 添へ る ： 

ki  (爲 す） 〉 ki-pa  ；  ku  (飮 ひ） >  ku-pa  ；  ke  (削る） 〉 ke-pa  ； 
se  (負 メリ >  se-pa  ；  ta に 汲む)  >  ね- pa  ；  cha  ($Jf る) 〉 cha-pa  ； 
ni (殿る) 〉 ni-pa  ；  nu  (fifj  く)〉  nu-pa  ；  ma  、炎る リ >  ma-pa  ； 
mi  (着る) 〉 mi-pa  ；  ye  、云 ふ) >  ye-pa  ；  ri  (剝 くつ >  ri-pa,  etc, . 

(4)  二 音節 以上の 語で も 語根に AS し 又は 屬 すと 意識 せら 
れる 母音 は 落ちない： 

kupa  (fe へ る ) >  kupa-pa  ；  kusa  (舟で 渡す) >  kusa-pa  ； 


yomo きめる) 

[yom  +  o] 

ran" ける） 

厂 mr  + 1] 

raye  (殺す) 

[rai +  e  i 

ruki  (嚥 下す る） 

[ruk  +  ij 

rutu  (押す) 

[rut  +  u] 

resu  (存 てる) 

「i-es  +  u] 

re  we  (曲げる) 

[reu  +  e] 

rori  (沈める) 

[ror  +  i] 

he  we       け る ) 

\«1 つく， ノ     *^  / 

[heu  +  e] 

ani  (持つ） 

[an  +  i] 

etaye  (引く) 

[e-tai  +  e] 

ohetu  (こぼす） 

[o-het+u] 

osura  (拾て る） 

I  1 

+ 

( So  ) 

tura  (伴 ふ) >  tura-pa  ；  ramu  (,S ふ) >  ramu-pa,  etc. 
この 最後の 例 は" l/T^ (心） +  u'' で、 落ちても よい 母音で あ 

る 力;、 全體 がーつ の 語根と 意 a せられた 爲に 落ちない ので あ 

る。 また kari  (H す） とい ふ 他動詞 は と 意 g($ せ 
られる 時 は kar- pa となら、 i 'k^ と 識せ られる 時 は kari- 
pa 又は kad-m-pa となる。 e.g.  shi-karimpa  ' 自身 をたん と 
H す」 卽ち 「ぐる ぐ、 る H る」。 

(5)  子音で 終る 語 は 其 儘 -pa を 添へ る。 ィ ほ し アイス 語の 
他動詞の 大部分 は 自動詞から 派生 した も ので、 本來の 他動詞 
と 見られる もの は 至って 少ぃ。 且つ その 大多數 は 開 音節に 終 
る 語で、 子音に 終る 他動詞 は 極めて 稀で あに その子 音 も k， 
r,  t 等數 種に 限られて ぬる ： 

uitek  (召使 ふ) >  uitek-pa  ；  kik  (打つ、 >  kik-pa  ； 
nisuk  (^ji T /  )  >  nisuk-pa  ；  hok  (巧 ふ) 〉 hok-pa  ； 
nukar  (見る ソ >  nukar-Da  ；  niut  (佩びる) 〉 mut-pa,  etc. 

(6)  自 動詞 か ら 派生した ものに ft つて は その 動 主 複數形 
(§  124-128) を 其 儘 他動詞 化して 用 る： 

ahun  (A る ) ahup  (//.)  ahunke  (人 ォ I る) ahupte  (/>/.) 

ashin  (出る) aship  (//.)  ashinke  (出 す) ashipte  (//.) 

kar  (作 る ) karpa  (/>/.)  kare  (造 らす) karpare  (//.) 

kor  (|$0)      korpa  (//.)  kore  (狂 i': ブ す) korpare  (//.) 

Oman  (行 く  )  paye  (//.)  omante  (や る) payere  (//.)• 

(7)  ^fU によって, 幹 を 異にする 他動詞が 稀に ある ： 
uk  (収 る）  uina  (>/.) 

raikc  (殺す)  ronnu  (//.) 

122.     U 的 複數 法の -pa は 

(I) 主;!/ f のネ 1{ 救をも 示す： ——  ■ 
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kor-pa  「澤山 持つ」 「大勢が 持つ」 hey  have)^ 

大勢で 持てば 結^ 澤山 持つ ことになる。 

(2) 敬 相と して 用ね られる ： 
一つ 持っても 澤山 持って ダコ るかの 如 く 云 ひなす こ とが Jfe 稱で 
あつた。 

kor-pa.  「あの方が お持ちになる 」。 

nukar-pa.  「あの方が 御覽 になる」。 

f な ft 數の -pa と 敬 相の -pa とが 重用せられ た 際 は 後の が 敬 

相で ある。 

kor-pa-pa.  「澤山 お持ちに な る 」。 

nukar-pa-pa.  「渾 出御 覽に な る 」。 
123. 抱 合 的 活用 {incorporating  conjugation) ： 
i) 雅語の 活用 

sin^>  sing, 

一 II.       a-e-kore      (我 汝に 與ふリ e-kore-an 


stng.  pi. 

, >  II.       a-echi-koi'e  (我 汝 等に 與ふ) echi-kore-an 


pl-  sing.  _  一 

• 一- >  II.  a-e-kore  (我等 汝に與 ふ） e-kore-an 

.— — 11.  a-echi-kore  (我等 汝 等に 與ふ） echi-kore-anJ 

Sing.  sing, 

. 一" a-kore  (我 彼に 與ふ） 

Sing.  i>l. 

. - _ ~ a-kore  (我 彼等に 與ふ） 

//.  Sing. 

. 一 ~ .111.  a-kore  (我等 彼に 與ふ） 

.-- >ni.  a-kore  (我等 彼等に 與ふ） 


— >    I.       e-i-kore       (汝 我に 與ふ） 


：膽 振) 


St  71^.  pL 

.— >    I.       e-i-kore       (汝 我等に 與ふ） 


pi- 

sing- 

ll. ~~ >  I 

pi- 

pi- 

ll. ~~ >  I 

sing. 

sing. 

11. 一" JII, 

sing. 

Pl- 

11. "~ >1II, 

pi- 

sing. 

II. "~ AW 
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echi-i-kore  (汝等 我に 與ふ） 

cchi-i-kore  (汝等 我等に 與ふ） 

e-kore  (汝 彼に 與ふ） 

e-kore  (汝 彼等に 與ふ） 

echi-kore  (汝等 彼に 與ふ） 

echi-kore  (汝等 彼等に 與ふ） 


m.— 

I. 

i-kore 

(彼 我に 與ふ） 

sing. 
III. ~~ > 

I. 

i-kore 

(彼 我等に 與ふ) 

III. ― 

I. 

i-kore 

(彼等 我に 與ふ) 

pl- 
III. > 

pl. 

I. 

i-kore 

(彼等 我等に 與ふ) 

•r 

sing. 

II. 

c-kore 

(彼 汝に與 ふ) 

sing, 

III. ~~ > 

II. 

echi-kore 

(彼 汝 等に 與ふ) 

pi- 
rn.~~ > 

1— 1 

さ 

e-kore 

(彼等 汝に與 ふ) 

pl- 
III. -> 

pi- 
ll. 

echi-kore 

(彼等 汝 等に 與ふ) 

(注意 i)    「我が 我に 與ふ」 「汝が 汝に與 ふ」 「彼が 彼に 與ふ」 の關係 は再歸 
動詞に よって 表 はされ る ： —— 

irushka  keutum  a-yai-kore  「怒 り の 情 を 我自ュ >に與 ふ」 「怒りの 

情 を 我 もつ」 

ihoma  keutum  e-yai-kore  「憐悠 の 情 を汝に j 身に 與ふ」 「憐愍の 情 
を汝 もつ」 

rayap  keutum  yai-kore  「感 (？:)^ の 情 を 波!'』 身に 與ふ」 「感 の 情 を 
彼 もつ」  ' 
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(注意 ii)  iimMGtiyn 地方 を 除 く  ） では 抱 合的活 Jij に 於け る^ 一人 fii+j^ は 

接/も;^^'^  -an で 示される ： —— 

a-e-kore  =  e-kore-an  「我 汝に與 ふ」 「我等 汝 に!: li、L ふ， 
a-echi-kore - echi-kore-an  「我汝"^;に與ふ」 「我等 汝" やに 與ふ」 
これ は §ii6 に 述べた ものに 對 する 類推で ある。 

(•it 意 iH)  ) 二 )j、 f の 抱 合 的 f 力 iij 形 （雅 m 並に 【 I m は 次の 如 く であ 
る ： —— 


I. ―" 

an-e-konte 

(•?Jc- 汝に與 ふ：) 

I-H 

1  s 

an-echi-konte 

(： 我 汝 等に 與ふ) 

I. 

an-e-konte 

(我等 汝に與 ふ) 

pt-  pi- 
I.— 11. 

an-echi-konte 

(我 ォ汝^ に! ％ ふ) 

sin^,  sing, 

II. "~ >  I. 

e-i、n リ -konte 

(汝 我に 與ふ) 

e-i(n)-konte 

(汝 我等に 與ふ) 

く 

echi-i(n)-konte 

(：汝 等 我に 與ふ) 

pi. 

II. 一" ^  I. 

ech ト ifn)-konte 

(汝等 我等に 與ふ) 

ii)    口語の 活用 

si7ig.  Sin, ミ, 

L—  II. 

sing,  pi. 

I. 一" >  II. 

1. 一" >  II. 

pi.  pi. 

I. ~~ >  II. 

sing.         sin^Xhon. ) 

I. "~ >  II. 

sing,         か ISJwn. ヽ 

I. ~" >  11. 

pL  sifigSJion.) 

I. *  II. 

pi.  pi. リ ion. 、 

I. 一" >  II. 


echi-kore 

echi-kore 

echi-kore 

echi-kore 

ku-i-kore 

ku-i-kore 

chi-i-kore 

chi-i-kore 


e-kore-ash 

echi-kore-ash 

e-kore-ash 

echi-kore-ash 

i-kore-ash 

i-kore-ash 

i-kore-ash 

i-kore-ash 


sing,  sing. 

I. ~ >IIL 

sing,  pi. 

I. "~ JII. 

pi*  sing. 

I. JII. 

pi-  pi. 
I.— III. 

pI.{i7tcL)  sing, 

I. ~~ JII. 

pl.{incl.)  pi. 

I. ~~ >IIL 
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ku-kore 

ku-kore 

chi-kore 

chi-kore 

a-kore 

a-kore 


stn^.  sing. 
II. ~~ -  I. 

sing.  pi. 

II. ~~ ^  I. 

II. ―" >  I. 

i>l-  pl. 
II. -~ >  I. 

sing^.{ho7z,)sing, 

II. ―" ^  I. 

sing.{ho?t,)  pl. 

II. ~~ >  I. 

pl\hon.)  sing. 

II. "~ ^  I. 

pl.{hon.)  pl. 
II. 一" >  I. 

sing. 

II. 一" >III. 

sing.  pl. 

II. 一" 
II. ~~ >III. 

II. 一" >in. 

n. 二 III. : 


e-en-kore 

e-un-kore 

echi-eti-kore 

echi-un-kore 

a-en-kore 

a-un-kore 

a-en-kore 

a-un-kore 

e-kore 

e-kore 

echi-kore 

echi-kore 

a-kore 


II. 一" 
II. ―" JII. 

pi  Alton.)  pi. 
II. 一" >III. 
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a-kore 
a-kore 
a-kore 


III.- 


stn^.  Slug, 


III. 


sing. 


III. 


pi. 

m.— 

//• 
III. "~ > 

pi- 
rn.~ > 


III.- 


III. 


Sing. 


III. 


pi- 


III. 


pi- 


sing. 


III. 

sins:. 
III. 一"" > 

pi- 
rn.- ― 

pi- 

HI. 一" > 


J>1 人 L'JCCl* ヽ 


pi  {hicL) 


1. 


I. 


pl.{e.xcl.) 


I. 


pL{incL) 


II. 


sing. 


II. 


pi- 


ll. 


sing. 


II. 


pi- 


ll. 


U7Zg\hon.) 


II. 


pl.{hon.) 


II. 


sing.{hon.) 


II. 


pl.{hon.) 


eii-kore 

un-kore 

i-kore 

en-Kore 

uii-kore 

i-kore 

e-kore 

ecm-kore 

e-kore 

ecm-kore 

i-kore 

i-kore 

i-korc 

i-kore 


(注意 り 日 高 &び瞻 振の 武(》 川 地方で は 第 I 人 稱を動 主と する 抱 合 形 は 崩 
れて 次の 場合 を 悉く  echi-kore で 代用す る：  


Sing,  sing. 

I. ~~ >  II. 


echi-kore 


(私 お前に やる） 
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pi- 

I.~~ . 

ll. 

pi. 

I. ~~ > 

II. 

pi- 

pi. 

I. ~~ > 

II. 

echi-kore 
echi-kore 
echi-kore 


(私 お I ぬ 遠に やる） 
(私逑 お I まこ やる） 
(私達お I め-達に やる） 


(注 意 ii) 瞻振 (鶴 川 地方 を 除 く  ） では 口語に 於け る 抱 合 的 活用の 第 I 人稱 
主格 は 接尾 辭 -ash で 表 はされ る ： —— 


.  > 

II. 

e-ko  re-ash 

(私 お前に やる） 

sing: 

pi- 
ll. 

echi-kore-ash 

(私 お前 逹 にやる） 

pi- 

•  > 

sing. 

II. 

e-kore-ash 

(私達 お前に やる） 

が- 

II. 

echi-kore-ash 

(1^ 违ぉ 1 ぉ逑 にやる） 

sing. 

II. 

i-kore-ash 

(私 あなたに 上げる） 

sing. 

ミ 
え 

i-kore-ash 

(私 あなた 方に. 卜- げる） 

バ. 

々 

. き 

i-kore-ash 

(私達 あなたに 上げる） 

//. 

i-kore-ash 

(私逹 あなた 方に 上げる） 

2. 第 11 額 動詞の 活用 

(a) 访'11類'：]ジ秘活用 

124.      n 額 動詞の 内、 單 通じて, i/^ 幹の 變ら ない もの 

を 第 i 稱 とする。 その 全 活用 は 次の 如く である ： —— 
i) 雅語の 活用 


I. 
11. 
III. 


itak-an  「我 云 ふ」 
e-itak  ,  、/夂 云 ふ」 
itak  「彼 云 ふ , 


itak(-pa)-an     「我等 云 ふ 」 
echi-itak(-pa)  「汝等 云 ふ」 
itak(-pa)  「f も， 云 ふ , 
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ii)  の 活用 


I. 

II. 
III. 


ku-itak 
J  e-itak 

い tak-an  {honor.) 
Jitak 

|itak-pa  {/lojior.) 


ひん） 

|itak(-pa)-ash  [excl.) 
\itak(-pa)-an  {ificl.) 

iechi-itak(-pa) 
itak(-pa)-an  (Jioiiur:' 
itak(-pa) 
itak(-pa)-pa 


lonor. 


(注意） この種の 活用 をな す ものに 次の 諸 動詞が ある ： —— 

ak  「矢 を 射る」， arka  「痛む」， isu  「生きる」， ipe  「食事す る」， ihoshkf 
「醉 ふ」， uimam  「交易す る」， uekot  「情死する」， uepe  「親交す る」， 
uwokok  「吃る」， uwosurpa  「夫婦別れ する」， ekimne  「山 狩-に 行く」， 
ese  「諾 す」， eshna  「1^|£ する」， ewonne  「龜ゃ 于を洗 ふ」， okuima  「小便 
する」， osoma  「大便す る 」， onne  「老死-す る 」， opke  「放屁す る 」， omke 
「し はぶ く 」， oripak  「设れ る」， kira  「逃げる」， shmi  「憩 ふ」， shinu  「膝 
《1^ する」， shinot  「遊ぶ」， sukup  「成長す る」， sush  「、沐浴す る」, soine 
「外へ 出る」， takar  「夢見る」， tarap  「同」， tori  「逗留す る 」， tasum  「病 
む」， tapkar  「踏 舞す る」， tusu  「巫術 を 使 ふ」， terke  「跳ぶ」， topse  「唾 
棄 する」， nina  「焚 木 こる」， nimu  「木 登す る」， nisomap  「案じ 煩 ふ」， 
nuwap  「呻吟す る」， pash  「ilt ける」， pokor  「出產 する」， ma  「泳ぐ」， 
mina  「笑 ヱ、」， mokor  「ぼ る」， monraike  「働く」， mosh  '覺 める」， 
wakata  「水 を 汲む」， ydiraike  「自殺す る 」， yairaike 厂感 謝する」， yaiko- 
puntek  •  -K- ぶ;」， yaske  「洗而 する」， yastoma  '  f 鬼ち' る」， yayapapu  「諮 
びる」， yayashish  「 悔 む」， yomne  "きりる」， rai 「死ぬ」， rimse  「lt'rf) る」， 
hayok  「武裝 する」， hachir  「墜^す る」， hokush  「仆れ る」， honkor  「姙 
娠 する」， hotke  「寢 る」， 等。 


(b) 第 n 類 m'ii 種 活用 


1?5. 第 11 額 動詞の 内、 單複 によ i> 語幹 を 異にし、 複數語 
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幹 は單數 語幹の 末尾の 母音 を 除いて -pa を附 する もの をお ii 種 
とする。 その 全 活用 は 次の 如くで ある： 
り 雅 rl? トの 活用 


I ノ  z"g.) 

I.  I  hoshipi-aii ' 我歸る j 

II.      e-hoshipi  「汝歸 る」 
III.         hoshipi 厂 彼 © る」 

") n 語の 活用 

丄， kii-hoshipi 


II. 


III. 


hoshippa-aii 厂 我等 歸る」 
echi-hoshippa  「汝等 g 帚る」 
lioshippa 厂 我等 歸る 」 

ゆん） 

[hosmpoa-asn  {excL) 
1 hoshippa-an  (incl.) 
I  echi-hoshiDpa 
[hoshippa-an  {honor. ) 
f  hoshippa 

Ihoshippa-pa  {honor.) 


126. 


f  e-hoshipi 

[hoshippa-an  {/loiior. ) 
J  hoshipi 

[hoshippa  {honor.) 

の 種に する 動詞 は總 ベて §   121  (I) に列擧 した 類 


の 他動詞 を 根 と す る梭 介の 動詞で ある ： 一-- 


(複數 語幹) 

neashi 

、始まる》 

he 

(額 を:） 

ashi <^  asn  + 1 

(立てる） 

heashpa 

、リ XL. 

0      ashi <  ash  + 1 

(//乙 を） （—立てる） 

oashpa 

hechaka 

(啧れ る） 

he 

(颇 を） 

chaka  <  chak  +  a 

(ひらく） 

hechakpa 

liochaku 

、下裥 する ' 

〇 W 

― ュ 

ソ 

chaku  <  chak  +  u 

(？) 

hochakpa 

hechawe 

び：^统等が發出する） 

he 

0Ij5 を） 

chawe  く  chau  +  e 

い "J^  く） 

hechaupa 

c> ひ， 
& ズ 

he 

ぐ颇 を） 

hewe  く  heu  +  c 

に ftit ける リ 

heheupa 

shikari 

0!!!! る） 

shi 

kari  <  kar  +  i 

(廻す） 

shikarpa 
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hekatu 

(生れる） 

he 

紐つ 

katu  <  kat  +  u 

(形造る） 

hekatpa 

hekiru 

("そつ ほ' を (Ai く  ) 

he 

〔频 を） 

kiru  く  kir  +  u 

(轉 ずる、 

hekirpa 

shikiru 

(向き 變 へる） 

sill      kiru  <  kir  +  u 

(rt 身 を） ひ る） 

shikirpa 

nekomo 

(蹄る） 

ne 

を） 

komo  く  kom  +  o 

(rtti げる） 

iiekompa 

hekote 

(仆 へる） 

ne 

kote  <^  kot  +  e 

(おは:） 

hekotpa 

hematu 

(撥ね 上る） 

に、 
lie 

(ま を） 

niatu  <^  mat  +  u 

(巧 ける：） 

heniatpa 

homatu 

(j 究^す る） 

no 

rriciLU  ^  mat 十 u 

〔$ げる） 

homatpa 

hemesu 

(登る） 

he 

鎖 を） 

niesu ぐ iiies  +  u 
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(もぐ） 

hemespa 

S  hi  move 

(搖れ 動く） 

shi 

(自身 を) 

moye  く  moi  +  e 

(動かす） 

shimoipa 

1 

nenene 

(つっかけて 行く） 

he 

(額 を:） 

nene  <  nen  +  e 

(： 向ける） 

henempa 

henove 

(曲る:） 

he 

を） 

noye  <  noi  +  e 

(根る）  ' 

henoipa 

M  /~\  t、  /~VX  T£k 

noiio  V  c 

(尻 を 掘って 歩く） 

ho 

(尻 を） 

noye  <  noi  +  e 

し^る） 

11 り IlUlJJcl 

1、  ^^r~\^  1  — ， ， 

nepeku 

(燃える） 

he 

(額 を） 

peku  く  pek  +  u 

(？) 

l-\ ハ t"""\p  1  '  \~\ つ 

llcpcKpcl 

1， んゝ T 飞 1 1 つ 

〔發 出す る） 

he 

(額 を） 

pita  く  pit  +  a 

丄 ICjJA  LL/cl 

丄 Let 

ho 

(尻 を） 

pita  <  pit  +  a 

(解く） 

丄 1 し ドリ xvl 

(俯く） 

he 

C 叙 を） 

poki <  pok  +  i 

し 下げる） 

JL 量レ i-/v-'r\. 

hepuni 

(額 をえ？! げる） 

he 

賺） 

puni  <  pun  +  i 

(上げる） 

hepunpa 

hopuni 

し!! i つ」） 

ho 

(/尸し を） 

puni  <  pun  +  i 

(- ヒげ る） 

hopunpa 

horari 

(注む） 

ho      ran  <  rar  +  i 

(尻 を） （落つ ける 

horarpa 
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horipi 

ho 

dpi  <  rip  +  i 

horippa 

C 踊 る ） 

(尻 を） （上げる） 

horatu 

ho 

ratu  <  rat  +  u 

horatpa 

f 十' ォ 1;' 夂 ろつ 

(尻 を） 

(下げる） 

hesuye 

ne 

suye  <  sui  +  e 

hesuipa 

(fg を 振る：） 

り 

(振る） 

hosan 

ho 

sari  <  sar  +  i 

hosarpa 

(振 向 く  ） 

w 

(?) 

harupere 

haru 

pere  <  per +  e 

haruperpa 

み の リ 過 ざ て 力 ； 破れ る） ぐ 肉 を） る ) 


shiseipere        shi sei pere  <  oer  +  e  shiseiperpa 

(蝶 脫 する） し 自ら） 〔鼓 を） (破る） 


(C) 第 11 類お iii 稲活 f|1 

127.  ？ TV  II 頻 動詞の 内、 — 數語 幹が n に 終って fii 數 語幹 力: 
P に 終る もの をクぶ iii 稀と する。 その 活用 は 次の 如く である: 一 
i) 雅語の 活用 

(sing.) 

I. 1 ahun-an 厂ネ 人る j  aluip-an 厂ネ]^-さ^5人る_] 

II.  I    e-ahun  「？女 入る」  echi-ahup  ' 汝; ち 汀 入る」 

III.  ！       ahun  「 flld 入る J  ahup  「 彼等 人る」 


hetari 

(M を ずるつ 

hotari 

(仆れ る） 

hetuku 

(生ずる） 

hotuku 

0 ぐむ） 

hotuye 

(叫ぶ） 

hoyupu 

(走る） 

shivupu 

"、きむ;） 

shinewe 
(訪ねる） 


hetarpa 

hotarpa 

hetukpa 

hotukoa 

hotuipa 

hovuppa 

shiyuppa 

shineupa 


he      tari  <  tar  +  i 

(額 を） （上げる：） 

ho     tari  <  tar  +  i 

(^を） （上げる:） 

tuku  <  tuk  +  u 

(突出す） 

tuku  <  tuk  +  u 

(突出す） 

tuye  く  tui  +  e 

(切る） 

yupu  く  yup  +  u 

(緊 める） 

yupu  <  yup  +  u 

(自身 を） （繁 める） 

sni newe  く  neu  +  e 
(自身 を） （？） 


e を o を o を o を h 

h 領 h 尻 hl^h:^  s 

ひひ ひ c 
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ii)    口語の 活用 


1. 


II. 


III. 


ku-ahun 
J  e-ahun 

(ahup-an  {honor. 
ahun 

ahup  [^nonor.) 


ひ/.、 

Jahup-ash  (excl.) 
(ahup-an  (iiicl.) 


ahup-an  、Houor?) 
ahup 

ahup-pa  、liomv、 


(注意） こ の f'fR の 活 j をな す もの に 次の 諸 動; M が あ る ： ~~ - 

ashin,  aship  (ダト へ [fi る)。 san，  sap  (ほ ij へ i 屮 i る )。 ran,  rao  (降る)。 
nkin,  rikip  (界 るん yan,  yap しヒ 陸す るん 

(d) 第 II 類 第 iv 種 活用 

128. 第 11 類 動詞の 內、 單複の 語幹が 全く 異る もの？: 第 iv 
種と する。 その 活用 は 次の 如くで ある： —— 


雅語の 活用 


I. 
II. 
III. 


an-an  ' 我ィ土  h 」 
e-an  ' 汝ィ 七 h 」 
an  ' 彼 在 f)  J 

膽振 (武 (yn 地方 を 除く） では 複数 語幹に okai を jn ゐ る。 
口語の 活用 


(注意 ノ 


11 


ひり 

oka- an  「我等 在 b 」 
echi-oka 厂汝等 在 6 」 
oka 厂 b 」 


I. 


11. 


III. 


ku-an 


e-an 

oka-an  {Jionor. 
an 

oka  {^/ 10 nor.) 


oka-ash  (exc/.) 

oka-an  yiJicl?) 

echi  oka 
[oka-an  {Jionor}) 
|oka 

1 oka-pa  {honor.) 
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意） この の 活用 をな す ものに 次の 諸 動詞が ある ： —— 

ek  >  arki  (來る )。 oman,  arpa"^  〉paye  (行く) 。  a  >  rok  (坐る 儿 
ash  >  roshki  (立つ)。 un  >  ush  (附 いて ゐる) c 
お^  iC としての み 存在す る 動, 伺に at,  ot が ある。 これら は 通常 第 
III 人稱 にの み 用 ゐられ る ： —— 
ainu  at.  「人力く 澤山 居る」。 
chep  ot.  「魚が 澤山 居る」。 

(e) 形容詞の お )|J 

129. アイヌ 語に 於け る 動詞 と 形容詞の z、£ は 紙 一 m- で、 意味 

上前 者 は 主 として $ 力作 を 表 はすのに 對 して 後者 は屬 性？： 表 は 
し、 機能 上 後者に 命令法がない とい ふだけ で、 形態 上に は 何等 
の區 別がない。 形' ぉ詞が 人格に 關 係して 人稱 を と る 時の 活用 は 
動詞の 第 II 額 と 仝 く 一致 して 次の 如 く な る ： —— 


0 


雅語に 於て 

I.  ！  wen -an  「我 し」 
II.  I    e-wen  ' お i^; し」 
III.  ！       wen  「き し」 

H 語に 於て 


I. 


II. 


III. 


ku  -wen 
I  e-wen 

(wen -an  i^hoiior?) 
卜 veil 

[wen -pa  {honor. ) 


ゆ" 

weii-an  「我^ 惡 し 」 
echi-wen  「汝等 し」 
wen  「彼等 惡 し 」 


ま 

Jwen-asli ("丫 /.) 

I  wen -an  {iiicl?) 

|echi-wen 

(wen -ail  {Jio,h) ，'ヽ 

(Veil 

(wen -pa  (honor.) 


*    arpa は 日 高 方言に 限り、 その他の 地方で は專ら oman が 用 ゐられ る 
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3. 第 III 額 動詞の 活用 

(a)  類': ri;i 種の 活用  . 
130. お _  m 額の 動詞に 於て は 主格の 人 稱接辭 は 全部 接 中 

し、 目的格の 人 稱接辭 のみ 接頭す る。 次に その 抱 合 的 活用 を 祸 

げる ：——- 


i) 雅語の 活用 

I. ~~ >  II. 

C  Udri  (J  J  d.  UlKl 

l-ix.        汉ヒ憂 ふ) 

ec  hi  -par(o)  -a-oiki 

(我 汝等を 養 ふ) 

(—1 

'ヌ 

e-par(o)-a-oiki 

(我等 汝?: 養 ふ) 

I.—  II. 

ec  hi  -par(o)  -a-oi  k  i 

(我等 汝等を 養 ふ) 

sing.  sin^, 

I. ~" >III. 

paro-a-oiki 

(我 彼 を 養 ふ) 

si  fig".  pi' 

I. ~~ -III. 

paro -a-oiki 

m 彼等 を 養 ふ) 

pi.  sing, 

I. 一" >III. 

paro-a-oiki 

(我等 彼 を 養 ふ) 

pi-  pi- 
I. 一" >III. 

paro-a-oiki 

(我等 彼等 を 養 ふ) 

ぎ 

i-par(o)-e-oiki 

(汝 我 を 養 ふ) 

1— i 

i-par(o)-e-oiki 

(汝 我等 を 養 ふ) 

//.  sing. 

II. ~~ *  I. 

i-pai\o ゾ -echi-oiki 

(汝等 我？: 養 ふ) 

pi. 

II. ~~ >  I. 

i  -par(o)-ec  hi -oiki 

(汝等 我等 を 養 ふ) 

sing. 

II. ~~ 

paro-e-oiki 

な' 

か 

sing.  pi. 

II. >III. 

paro -e -oiki 

(汝 彼等 を 養 ふ) 
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pi. 

TT  , 
丄 JL.  » 

sing. 

TTT 
丄 J 1 . 

paro-ecni-oiki 

ぼ も- 似 r 赛ふ >i 

や I- 

TT 

丄丄 • —— > 

TTT 

111. 

paro-echi-oiki 

/  ,v/- やか ィ， f>  A"A" サ tf^     > ヽ 

(汝 等 彼 4 を 養 ふ） 

III. 一  ~ * 

I. 

i-par(o)-oiki 

(彼 我 ほふ） 

s  in^. 

III.— 

I. 

i-par(o)-oiki 

(彼 我等 を 養 ふ） 

力ん 
III. 一" > 

I. 

i-par(o  i-oiki 

(彼等 我 を 養 ふ） 

pi. 
III. 一" > 

/厶 
I. 

i-par(o  j-oiki 

(彼等 我等 を 養 ふ） 

sing. 

III. > 

TT 

1 丄 • 

p -■no i-( o  i-oilci 

レ VJOLl.  \  \J  t  V^XXVJl 

\VJ^          {tk  <L<^> ^ノ 

l-H 

11. 

echi-par(o)-oiki 

(彼 汝等を 養 ふ) 

pi- 
III. "~ > 

sing. 

II. 

e-par(o)-oiki 

(彼等 汝を養 ふ) 

pi. 
III. ―" > 

バ. 

II. 

echi-par\o 尸 oiki 

(彼等 汝等を 養 ふ) 

ii)    口語の 活用 


sing. 
I.— 

II. 

e-par(o)-ku-oiki 

I. 一" > 

II. 

echi-par(o)-ku-oiki 

/ん 
I. ~~ > 

II 

e-par(o)-clii-oiki 

pl- 

I. ~~ > 

II 

pl-' 

echi-par(^o  ； -chi-oiki 

I. 一- * 

11 

strnXhoi 

i-par(o)-ku-oiki 

， 

II 

pl\hon.) 

i-par(o)-ku-oiki 

//■ 
I. ~~ * 

II 

.) 

i-par(o)-chi-oiki 

I. 一" > 

II 

stns:'.{ho) 

'•)  . 
i-par(o)-chi-oiki 

I. ~~ > 

III 

paro-ku-oiki 
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I. "~ JII. 

I. >III. 

//.  //. 
I. ~~ >IIL 

pL{incL)  sing', 

I. >IIL 

pl.{incL)  pi. 

I. >III. 


sing. 


sing. 


II. ~~ > 

I. 

sing. 

//. 

II. ~~ > 

I. 

pi- 

sing. 

ll.  ― 

I. 

pi- 

/A 

ll. "~ > 

1. 

sing\hon.)  st7tg. 

II. ~~ > 

I. 

II. -> 

I. 

pi. {ho 

//.)  sing. 

II. —- > 

1. 

pl.{ho 

".) か I. 

II. ~~ > 

1. 

siHg* 

sing. 

II. ~~ ^ 

III. 

S:'! ミ. 

//. 

II. ~~ > 

III. 

pi- 

ll."~ > 

III. 

II. 一" * 

III. 

sing\hon?)  sing. 

II. ~~ ^ 

III. 

II. ―" ^ 

►III. 

pL{hi 

7n. ヽ sing. 

II. 一" ^ 

AW. 

paro-ku-oiKi 
paro-chi-oiki 
paro-chi-oiki 
paro-a-oiki 
paro-a-oiki 

eii-par(o)-e-oiki 
un-pai\o  ； -e-oiki 
en-par(o)-echi-oiki 
un-pari  o  j-echi-oiki 
en-Dar(o)-a-oiki 
un-par(o)-a-oiki 
en-par(o)-a-oiki 
un-par(o)-a-oiki 
paro-e-oiki 
paro-e-oiki 


paro-echi-oiki 
paro-a-oiKi 
paro-a-oiki 
paro-a-oiki 
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pl.{hon.)  pi. 

II. —— paro-a-oiki 


sing. 
III.—* 

I. 

en-par(o)-oiki 

pl.{excl.) 

I. 

un-par(oj-oiki 

si, は. 
III. 一" > 

pL{incL) 

I. 

•             パヽ       *i * 

i-par(oj-oiki 

III. 一" > 

I. 

en-par(o)-oiki 

III. 一" > 

pL{cxcL) 

I. 

un-par(oj-oiki 

ズん 
III. 一" > 

pl.iind.) 

I. 

i-par(o)-oiki 

sing. 

II. 

e-par(oj-oiki 

sing. 

III. "~ > 

II. 

echi-par(o)-oiki 

/ん 
III. 一" > 

sing. 

II. 

e-par(o}-oi.ki 

//. 

in.— 

//• 
II. 

echi-par(o)-oiki 

III. ―" > 

si7ig\Jton.) 

II. 

i-pai\o  j-oiki 

III. -" > 

pL{kon.) 

II. 

i-pano  )-oiki 

/>/. 
III. 一" > 

II. 

i-par(o)-oiki 

pi 

III. -" > 

f>l.{hott.) 

II. 

i-parro)-oiki 

iii)  PJl 卜. の 他 不定-法 は par-chi-oiki と な ら 次の 如 く 活用す 
る （§  I09,  ii) ： -― 

par-chi-oiki  a-e-ekarnar 

「養 ふこと 我 (等) 汝に する」 
nar-chi-oiki  a-echi-ekarkar 

「^ふこと を 我 (等) 汝 等に する」 
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par-chi-oiki  e-i-ekarkar 

「養 ふこと を汝我 (等) にす る」 
par-chi-oiki  cchi-i-ekarkar 

「^ふ こ と を 汝等我 (等) にす る j，  etc. 

(注意 り この 合成 ま li^ は本來 par(n) とい ふ fuiii] と oiki  (に 工作す） と 
いふ 動: M の 糸,',: 合よ り 成る。 卽ち 目的 活用に 於け る mi 人 稱': rni 人 
は それぞれ 「我-に 口 に 工作す」 「汝に 口 に 工作す」 《な; の 如 き 云 ひ 方で、 
「口に」 を 味す る par は その ま け [！] 象形が 用 ゐられ る。 但し 具體形 
paro を 川ゐる も f 出 遠 ひで はない。 然るに trUII 人稱に 於て は それ ['i 
身を示すべきィボ：^；の接辭もなぃので、 「彼]^ 口に 工作-する」 とい ふ 代 
り に 「彼 2 口 に 工作す る」 の 如 く 云 ふ。 從 つてり'！;  III 人稱の 時 は 規定 
詞は必 す 體 化して paro となる ので ある。 尙 この 點に關 して 特に 注 
意すべき は ka  (上） を规^ とする 一群の 合成 動詞で ある ka の 
體形は ka- 又は kaha となるべく して 際 は然ら す、 kashi の 形 をと 
る。 從ってこの^3^の合成11]«^の變化は稍不规則でぁる。 これら を特 
に tTii 種と する （§  131)。 

(注 意 ii)  m  III  %'Z  i 極に © する 合成 動詞に 次の 如き ものが ある ： —— 
anrapok(i)-kari  「负 ける」， ashke-uk  「招き 入れる」， etok(o)-tuye  「妨 
け、 る」， kat(u>kar  「ば 力、 す」， kes(e>ampa  「追 ふ」， kes(e;-kor  「fi!jiij ぐ」, 
par(o)-oshuke  「煮て:^ はす」， ram(u)-horkare  「斷念 さす」， ram'u)- 
shitnere  「t & ます」， ram(u>ye  'ねぎら ふ」， ram、uj-suye  「强 ひる」， 
sam(a>eanasap  「を '亡、,?, |： な く  jty>j、」， sam に a)-epash  「！；で'— 走 1 る」， tom(o ゾ- 
oitak  「なだめる」， tom(o)-kokanu  「はせ る」。 

(b)  suiijiii^ii^^'Ro^nj 

131. 第 m 額 動詞の 内、 ka(shi) を 规定詞 とする もの？: 第 ii 
種と する。 次に その 雅語に 於け る 抱^ 的 活用の 全形 を 示す ： ~~ • 

Sing.  si7ig, 

I.  一 —  II.  e-ka- a- opiuki  (我 汝を 助ける） 

Sing.  わ I. 

I. ~~ >  11.  echi-ka-a-opiuki  (我 汝等を 助ける） 
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I" 

く 

e-ka-a-opiuki 

(我等 汝を 助ける） 

ズん 

I. ~" >  II. 

ecni-ka-a-opiuki 

(我等 汝等を 助ける'） 

sing,  siwg\ 

1. ~~ JII. ' 

kashi-a-opiuki 

(我 彼 を 助ける） 

さ 
, や 

• 

kashi-a-opiuki 

(我 彼等 を 助ける:） 

> 

l-H 

I 

kashi-a-opiuki 

(我等 彼 を 助ける） 

//.  pi. 

I.— m. 

kashi-a-opiuki 

(我等 彼等？： 助け る、 

sing.  sing. 

11. "~ >  I. 

i-ka-e-opiuki 

(汝 我 を 助ける） 

sing.  pi. 

II. "~ *  I. 

i-ka-e-opiuki 

(汝 我等?: 助ける：) 

く 

l-H 

i-ka-echi-opiuki 

(汝等 我 を 助ける） 

が' Pl' 
11. "~ >  I. 

i-ka-echi-opiuki 

(汝等 我等 を 助ける） 

si ぽ.  sing. 

11.— m. 

kashi-e-opiuki 

(汝 彼 を 助ける） 

、- ^ 

• 、 

kashi-e-opiuki 

(汝 彼等 5: 助ける） 

pi.  sin^, 

II. JII. 

kashi-echi-opiuki 

(汝等 彼 を 助ける） 

pi-  pi- 
ll.~~ JII. 

kashi-echi-opiuki 

(汝等 彼等 を 助ける） 

sing.          sht す. 

III. "~ >  I. 

i-ka-opiuki 

(彼 ^^を助：ナる） 

III. "~ *  I. 

i-ka-opiuki 

(彼 我等 を 助ける） 

pi.  sing. 

III. *  I. 

i-ka-opiuki 

(彼等 我 を 助ける） 

pi-  pi- 
III. "~ *  I. 

i-ka-opiuki 

(彼等 我等 を 助ける) 

l-H 

c-ka-opiuKi 

(彼 汝を 助ける) 
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III.— ^  II.  echi-ka-opiuki  (彼 汝等を 助ける） 

III. ~~ >  II.  e-ka-opiuki  (彼等 汝 を 助 け る ） 

111.—^  II.  echi-ka-opiuki  (彼等 汝等を 助ける） 

('； i 意） tri;  ii ネ' R に is する 合成 f^O に 次の も のが あ る ： —— 

ka(shi)-opash  「救按 する」， ka(shi)-oshike  「物 を 持って 來て與 へる」， 
ka(shi)-huye  「着 辆 する」， ka(shi>eshina  「を カパ ま' ふ」， ka(shi>kik  「,'2/； 
魔拂 ひの 爲に手 草で 打つ」。 

(C)    tinn 類^  iii 種の 活用 

132.  以上の 他に、 主格 活用の 人 稱接辭 は 接 中す る けれども、 
意義 上 第三 人稱の 他に 目的格 活用 を缺 き、 從 つて 抱 合 形 をと 

り 得ない ものが ある。 乙れ を 第 種と する。 tum(u)- ourepuni 
「襲ね 着る 」、 etok(o)-oiki 等が これに Jg する ： 一- 

kosonte  patek  tumu-a-ourepuni.  「/J 、ネ ftl のみ- さ]^ - 襲ね 着る」。 
sakekar-an  kuni  etoko-a-oiki.  「酒 を 造る ベ く' 我 準備す 」。 

V* 動詞の 種々 なる 接頭 辭 

I. 充當相 、applkatk'e ヽ の接辭 
(a) 接 頭 辭 " e- " 

133.  位置？: 示す e -。 靜止 にも 運動に も 用 ぬられる： —— 
(I) 先行の 名詞？： 受けて 「（そ 乙） に」 に th 賺 t、  at,  therein,  in 

等） の 意味?: 表 はす。 

poro    chise    e-horari  =  poro  chise  ta  horari. 

大きな 家 （そこ） に 彼 住む 

「大きな 家に 彼 住む Jo 

harkiso    e-a  =  harkiso  ta  a. ' 左 jMi こ 彼べ^ る」。 

左 座 （そこ） に 彼 坐る 
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kotan-pa    e-kotan-kor.  「村の 束 端-を 彼 領有する」。 
村 の柬端 （そこ） に 村 を 彼 もつ 

Poropet    e-punki(yo)-ne.  「幌別 を 彼 統治す る 」。 

U 別 （そこ;) にて 泰行 と 成る 

utar    e-sapa-ne.    「連中 を や Jt 統率す る」。 

連中 （そこ） に 於て 頭と 成る 

0) 述動の 方向 を 示す。 「（そこ） へ」。 ///び どか， か 等の 意。 

Poropet    e-arpa  =  Poropet  un  arpa. ' 幌 別へ 行く 」o 

幌 別 （そこ） へ 行く 

sopa    e-hosari  =  sopa  un  hosari. 厂 上座の 方へ 振 向 く 」〇 

上/^ さ （そこ） へ 掘 向く 

134.  「(それ) に 就いて ，。 thereanent、  thereof,  of,  about 等の 

Mo 

^-mina.  「 それに 就いて 笑 ふ」 「それ？: 笑 ふ」。 
neampemima.  「その 事に 就い て 笑 ふ」 「その 事 を 笑 ふ」。 
f-yashtoma.  「それに 就いて 羞ぢ' る 」 「それ を羞ぢ る 」。 
chish  ^yashtoma.   「泣 く      に 就い て羞 ち、、 る 」 「泣 く 事 を 

ま b な 」o 

e-ashkai.  「それに 就いて 可能で ある」 「それが 出来る 」。 
ek  rashkai.  「來る ことが 出来る」。 

e-aikap.  「それに 就いて 不能で ある」 「それが 出來 ぬ」。' 
arpa  raikap.  「行-く こ と 力； 出來 ぬ」。 

hoshkino   ukorachi  opke  awa,   kamui-tono  hene  use- 

以 i お 'リ樣 に tm する と       お 樣も藩 

tono    utar    hene    tekehe     kikkik  kane  t'-nupetne 

士 たち も         手 を         扣 つ て それ を 喜 び 

^-uminare. 

それ をチ <  ひ 合った 

135.  「（それ） を 以て」 「（それ） に 依って」。 thcrczi'ith,  zvith, 
ihercby,  by 等の 意。 

a-e-ipe-p,  「我々 がそれ ナビ 以て する もの」 「食器」。 
a-c-iku-p,  「我々 がそれ を 以て 飮'; 1'^ する もの」 「酒器」。 
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a-e-shiko-p,  「我 々がそ れに依 て 生れた も の 」 「^^]^」o 

a-e-paro-p,  「 我 々がそれ に 依て 生れ 1 こ もの」 「親」。 

tek-c-kar-pe,  「手 も て 作れる もの」 「手工ん' i」o 

kem-c-kar-pe,  「針 も て 作れる もの」 「ii 物」。 

ka-e-rikin-kur,  「 絲 にて 登る J?j 」 「雄蜘 ll* 」。 

ka-e-rikin-mat,  「絲 にて ヌ さる-な」 「雌蜘 ft -」。 

shutu-e-koiki,   「 棍棒に て 鬧ふ 」。 

emush-e-koiki,  「-劍 にて HU ヽ」。 

pa-e-koiki,  「口にて 鬪ふ」 「口論す る」。 

shik- e-shitaiki,  「目に て擊 つ」 「 目擊 する」。 

hau-e-amkir,  '  5 華に て头ロ る 」。 

nukar-e-amkir,  「見て 知る」。 

ai-e-kot,  「矢に て 死す」。 

tashum-e-kot,   「ラ內 にて— クビす ,。 

shinki-e-kot,   「き: て 死す」。 

shinki-e-hoshipi, ' 勞れ て歸る ！〇 

shiiiki-e-riwak,   「 れて歸 る 」。 

emko-e-tup, 

「半分:^ 二つ」 「半分 あれば 二つ」 卽ち 「一つ 半」。 
shito  arke  e-tu  shito, 

「粢 半分 ：5 二つの 萊.」 「一つ 半の 棄」。 
emko-e-rep, 

「半分:^ 三つ」 「半分 あれば 三つ 」 卽ち 「二つ 半 JO 

emko-e-inep, 

「半分 2 四つ」 「率 分 あれば 四つ」 卽ち 「三つ半」。 
emko-e-ashiknep, 

「半分 五つ」 「 半分 あれば 五つ」 卽ち 「四つ 半」。 
emko-e-iwampe, 
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「半分 ：5 六つ」 「半分 あれば 六つ」 卽ち 「五つ 半」。 

sonko  emko  e-iwan  sonko, 

「消息 半分:^ 六つ の 消息」 「五つ 半の 消息」。 
wampe-e-tu-hot, 

「十 2 四十」 「十 あれば 四十」 卽' ち 「三十」。 

wampe-e  -re  -h  ot  ， 

「十:^ 六十」 '「十 あれば 六十」 卽ち 「 五十」。 
\vampe-e-ine-hot, 

「十ぶ 八十」 「十 あれば 八十 」 卽 ち 「 七十」。 
wampe-e-ashikne-hot, 

「十:^ 百」 「 十 あれば 百」 卽 ち 「九十」。 

136.  その他の e-o 

atu  「嘔吐す る」， atu-p  「嘔吐 者 」， e-atu-p  「吐瀉物」。 
osoma  ' 脫糞 する」， osoma-p  ' 脫歉 者」， e-osoma-p 厂大 

便」。 

kai  「 折れる」， e-kai  ni  「樹の 切株」。 

e-kai  chish 厂切 ^) 立っブご高ぃ山」。 
e-kai  nupuri 「同上 ,。 

hau  「3^」，  kasu 厂超 免る， 過ぎる」， e-hau-kasu 厂聲 カミ高 

い 」o 

hur 厂 (lj」，  turashi  「登る 」， e-hut-turashi  「tU を 登る jo 

pesh  ' トる I，  e-hur-pesh  =  hur-epesh  「山 を— ドる 」。 
ka 厂 絲」， e-ka  「結る」, ka  eka  「絲？ 差る」。 

137.  ^  II 頓の 動 詞 に 此の e- が 添へば、 第 I 頻に轉 ず 

る （§  11；,  C): 一 

akor  kotan  ta  shirepa-an. 厂 "i^; +寸へ 耳]^ '^^l^^: す」。 
akor  kotan  a-e-shirepa.  「我ネ寸へ我まリ^^す」。 
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fPoropet  uii arpa-an.  「R 別へ 我 行 く 」o 
IPoropet  a-e-arpa.  「lK 別へ 我 行く 」o 

アイヌ 語の 形容詞 はすべ て 2ft-  II 額の 勁 詞 である。 從 つて そ 
れに e- が附 けば' 當然 JiY  I 額の 動詞に 轉 ずる ： ——- 

pirka  「善い」 「 富む」， e-pirka  「（それ) で 儲ける」。 
Jpirka-an 厂我虽 'む」 。 
la-e-pirka  「我 それで 儲ける 」。 
wen  「惡 い」， e-wen  「(それ 力り し 兼ねる 」。 
I  wen- an  ' 我 惡 し」。 


Imokor  a- e-wen  「眠る こと を 我し 兼ねる」 「いねが て 

にす る 」o 

nishte  「固い」 「强ぃ 」， e-nishte 厂 （それ) に强 い」 「に耐 へる」。 
fnishte-an  ' 我强 し」。 
\sake  a-e-nishte  「我' に 虽 し」。 


hapur 厂柔 1/^」 「^^ レ つ」， e-hapur  ' (七れ) に 舅 ^V^」 「にもろ い」。 
niapur  an 厂$^-^^  Ljo 
Ichip  a-e-hapur 厂？ 舟 i こ 弱し 」o 


138. 位置 を 示す 0-0  「（そこ） に」， 「（そこ） へ」。 に thereyxt, 
{there)in,  {tJiere)to 等の 意。 

ru  pishkani  o-nupe-chikka-p  ？  niatush.   (ta で 置換へ 

路 の兩側 に m を ま' 各す も。 手桶 

得る。 §  42) 

Kanesanta  o-arki.   (un で 置換へ 得る。 §  43) 

金山 丹 へ 來る 

o-ainu-sakno  「人 まぜせ ずに」 「水入らずで」。 
そこに 人 無しに 

o-shik-sakno  「【"】 上」。 

そこに 目 無しに 


(b) 接 頭 辭 " 0- " 
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o-tek-sakno  「無一文で」'。 

そこに手カ1^;し；こ 

139.  出 發點を 示す 0- 。  「（そ こ） から」。 {piere、from の 意。 

tupesan  kamimanit  o-tumi-oshma.   「八本の 串 力、 原因 

八: や-つ 肉 ホ (そこ） から 戰が始 つた 

で 戰が始 つた」。 

newaampc  o-tumi-ne.  「そのこと が IS 因で 戰に 成った」。 

そのこと から 戰に 成った 

pet  o-hanke-ta  「川の 此岸に ,。 

川 から 近くに  . 

pet  o-tuima-un   ' 川の {1义 岸 

へ Jo 

川 から 遠く へ 

ni   o-pichi  =  o-ni-pichi.   「樹 夕 ト"^  ,。 

樹 から i/iS 外す 

shik  0-DOSO  inkar  =  o- shik-poso   inkar. ' 目をネ 田め に 開 

目 から 通 て 見 る 

【ナて る」。 

toi  o-poso  oman  =  o-toi-poso  oman.  '  J"lii を 潜つ 丄 行く 」。 

地 を 通して 行く 

chip  o-ika   turse  =  o-chip-ika   turse. '舟から あっこち 

舟 から 溢れ 落ちる 

る 」o 

140.  0 -  も 摘〜 II 額の 動詞 ヒ Jit  I  « にす る ：  —— 
Poropet-kotaii ta  ek- an. 厂巾 另 Ij 村に fl^* 來る 」。 
Poropet-kotaii  a-o-ck. 厂 同上」 。 
Kanesanta  un  oman-an. 厂 金山 丹へ 我 行 く  jo 
Kanesanta  a-o-oman. 厂 |"J 上 jo 

(c) 接 頭 辭 " ko- " 

141.  「(それ） と に」 「(それ） を 以て」 「〔それ) に 依て」 「(それ) 
の爲に I。  (thereyvith,  {thcrc)hy 等の 意。 

nea  chikap  a-rap-ko-kikkik  wa  raike. 

件の .U  k 我^ ぐ' るみ 叩い て 殺した . 
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'        nea  chep  a-pone-ko-kuikui. 

件の ズ 0、 を 我 せ ま \ 呦 つた 

koshne   terke   a-ko-yaishikurka-omare. (ヒ 'ヨン ビヨン 

輕 さ i^J 鬧 我 それ をば 身の上に 入れ る 

跳ねる）。 

kemeiki   patek    a-ko-Kipshircchiu. (針 仕' に IKii  「1 も ふ 

針仕^       りみ 我 それにて 俯いて ゐる 

ら ぬ)。 

shirka-nuve  ko-shineani  cnitomomo.   、ノ]^"ミ'|'の彫亥1】 (こ']^5_ 

m んぉリ の爲に 一所 を 見つめる 

頭す る）。  、 

ne  wen  hura  a-nu  aine  a-ko-wencKot. 

そ' つ 惡 臭 を （^いだ あげく そ 0 爲に 惡ク已 した 

142.  「(それ) に」 「（それ) に對 して」 「(それ） に rf>] つて AO に tkeri) 
to、  (thereyuito 等の 意。 

a-e-ko-sunke. '我 汝を 欺く  ！〇 

我汝に Pi をつ く  ' 

e-i-ko-sunke.   「汝我 を 欺く」。  • 

汝我' に 嘘 をつ く 

o-tu  shi-wenpa  o-re  shi-wenpa  i-KO-suyekar. 

幾 十の 太 惡ロ 幾 百の 大 惡ロを 我に 浴せ る 

mat-ko-iwaK. '赛；^万ひする」。 

m に對 して 行く 

iku-ko-shiyuk.  「酒宴に 對 して 裝ふ」 「酒宴に 對 する 裝 
酒 实に對 して 裝ふ 

ひ」 厂晴 衣」。 

kamui  ko-somo-yaikatanu-no,   「^申 を も iS: れす に 」 

神 に對 して -丄! aMfb ず に 

ainu   utar  a-Ko-imoki-kor. 

人々         に 土産 を 持って行く 

amipi  ne-yakka  i-ko-vashpa  i-ko-pet-oa. ' 我 着物 を も 

我:^ 物 を も 我に 對 して 裂き 我に對 して 破った 

彼 はズタ ズタに 引裂いた 」。 

143.  「(それ) に對 して」 の: ^るから 「（それ) から」 の: a 味 も 
出て 來る： ——- 
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shisam   ko-tuima-kur,   「日本 力、 ら 遠い 地方の 人」。 ' 

日 本 に對 して 遠い 人 

mat   ne-vakka  ikor  tura  i-ko-uina. 

妻 まで も 寶物 と共に 我から 楚 つた 

a-mi   、\'a  okai  petetke-p  i-ko-soshpa,  uKotaptapu  wa, 

我 着 て ゐた ぼろ を 我から 剝 ぎ取リ 一所に まるめ て 

tuima iwa  oshmak  ko-evapkir. 

遠くの 小山 o 後 へ 投げ捨てた 

144.  「（それ） に」 「（それ） に 於て」 ijnessk'e ヽ の 意味。 

iyoipe-nupek  chise-upsor  ko-maknatara. 

資光         家內に お ii 然たリ 

itak-ko-moyo,  「ロ數 が少ぃ 1。 

言葉 に 於て 少ぃ ' 

itak-ko-inne, 厂 口 數カミ 多い」 「多 辯の lo 

言葉に 於て 多い 

itak-ko-nitan,  「口早の」。 

首 菜 に 於て 早、、 

itak-ko-moire, 厂 口 の い 」。 

言葉 に 於て 遲ぃ 

145.  ko- も 亦 第 11 類の 動詞 を? i ャ I 類に する ： —— 
[sunke-an. ' 我喻 をつ 、 」。 

la-ko-sunke.  「我人に 嘘 をつ く」 「人 を 欺す」。 
Jonkami-an.  「我拜 禮"^ る」。 
la-ko-onkami. 厂？ £ 入 （こ #,11 する」 o 

2. 互ネ n の 接 辭 

146.  「兩 數」 {dualism) を 3 て-はす 接辭 u-  (§  40) が 動詞へ 附 
く 時 は、 その 動作 を兩 者が 行 ふこと になって、 そこから 「何々 
し 合 ふ」 Mfi^ が 出て 來る ： —— 

nukar  「兑 る」， u- mikar  「  S く トふ」 「相见 る」 「會 する」。 
oshikote  「惚れる」， u-oshikotc  「惚れ^ ふ」 「相 惚れる」。 
osura  「棄 てる」， ii-osurpa  「3^:て {^ふ」 「夫 « 別れす る 」。 

koiki  「搫っ I，   U-koiki  「5^ きち 合 ふ」 「IK* する Jo 
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chishkar  「^哭 する」， u-chishkai- 「哭 き仑 ふ」 「相哭 す 

る 」o 

pakte  「競べ る」， u-pakte  「競べ^ ふ」； 
ii-niipur-pakte  '  #i 競べ す る 」。 
u-kiror-pakte  「力ず 虎べ する」 。 
ii-par-pakte  「口 鼓べ する 」。 

三人 以上に 對 しても 用^る ： —— - 

Kamui-tono  bene  use  tono  utar  nene  tek  uwekik  wa 

お H さ 様 も 藩士 達 も 手 を 拍ち 合つ て 

e-u-nupetnere  e-u-minare. 

それに 興じ 合 ひ それ を 笑 ひ 合った 

ainu  utar  menoko  utar  u-tomta  terke  kane  u-kirare. 

男 達 女  達 相互の 中に 跳び つ X 逃げ 合った 

(男女 入ら 亂れて 逃げ惑つ プと） 

(注意 i) 上例に 於て ま 動詞 は 之 を 特に 他動 化して U- を附 する ことに 注 
意を耍 する。 

Gi 意 め U- は 第 I 類の 動詞 を^ II 類に 變 する （§ii6)o 
147.    u-ko の 結合。 

(I)    U- 力; 動 主に 關係 する 場合。 「一所に （なって)」。 

shinrit  uko-kor,  「先祖 を 一所に も つ 」 「先祖 を 共有す る」 

「同じ 先祖 を もち 合 ふ」。 
uRo-re-kor  =  re  uko-kor, ' 名 を 一所に もつ」 ' 名 を まさち 

する」 「同名 を もち 合 ふ」。  - 
uko-po-sak  =  po  uko-sak,  「子 を 一所に 缺く  i  「お 互の 間 
に 子が 無い 」。 

0)    U- が 動作の 目的に 關係 する 場合。 「一所に （して)」。 
uko-nukar,  「一所に して 見る」 「兄く ら ベる 」。 
uko-poye,  「一所に まぜる」 「まぜ あはす」。 
uko-raye,  「一所に よせる 」 「よせ あはす 」。 
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148.  u-e  (>  inve) の 結合。 

uwe-kote,  「結び 合 ふ」 「結々 する」。 
uwe-neusar,  「歡談 し 合 ふ 」〇 
uwe-shinoye,  「力、 b> み 合, ふ」。 
uwe-shikarimpa, 厂 互に \ るく る 廻る」。 

ukotetterke  wa  tu-sui  re-sui  uweshikarimpa. 

互に 組ん で 二度 三度 ぐるぐ ると 廻った 

3. 再歸 相の 接 辭 
(a)  yai-. 

149.  yai- は 名詞に も附 いて （i)  「たた、 の 」 の 意味 を 表 はす。 
yai-itak  「ただの こ と ば」 「ただごと」 「そ ら ご と 」。 yai-ramu  「た 

た、 の考へ 」 「さ 想」 「想像 」 等。 （2)  「た if ひとつの」 「自分 だけ 

の」 の 意味。 yai-invak  kor,  shine  turesh-nu.  「男の 兄弟 は 自分た、 
けで、 妹が 一人 ある」。 （3)  「自分の」 の 意 *。  yai- utar  「:fe^ のがう 
から」。 yai-kotan-or  「おのが 古里」。 (4) 動詞に 附 いて 「自身に」 
「自身 を」 の, を 表 はす。 但し 中 相になる こと も 多い。 

150.  mike  「殺す 」， yai-raike  「に1 殺す」。 

rikotte  「上から 吊す」， yai-rikottc  「【'1な を 上から 吊す」 

「s 死す る」。 

ari  「に;: く 」， yai-ari  「【さ ■ ^を;！  く」 「住む」。 

shinna  chise  e-vaiari.  「ヌ Ij の 家に 彼 住 ,。 
ashkannere  ' ぼ- める」， vai-ashkannere  '         を il? めな」 

「顔 や 手 を 洗 ふ」。 

Sm.  yashke,  cwonne. 
ewcn  ' そこな ふ I，  yai -c  wen  >  }'aye\ven 厂 fl 身 を そ こな 

ふ」 「不 jUft に 跛) になる」。 
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chiniani  「：^' 《リ li をォ い て 小 i^Ji させて やる 」， yai-chiniani 

「n 分で 小便す る」。 

kamui-ne-re  ' 神に な h しむ」, e-vai-kamuincr し' 「それな 
以て f^PJi^ を- なら しむ」 「それで 以て 1 ヶばれ て 
る」 「それ？： 矜 として ゐ る」。 Cf.  shikamuincre  「 :fc、 
高く 止まる」 「萵慢 である」。 

kai- 「爲 す」， yai-kar  「「|4：1^ を爲 す」 「化ける」。 

seta  lie  yaikar  、va  nosnpa.   「-たに 化けて 追つ； 0、 け 

る 」o 

koi-e  「氨 1 へる」， yai-kore  「 自身に へる」 「持つ」。 

irushka   keiitiim   a-yaikore.   「怒 f) の' | 靑を 我-抱 く 」。 
Cf.  shi-korc  「 自身に 生じさす」 「子な ど 逢む」。 
nuina 厂隱す '， vai-nuina 厂 る j〇 
nu  「聽く  ，  nftC", 感ずる」， yai-nu  「0ふ：^ こ 感ずる」。 
omap  「愛 る」， yai-omap  >  yayomap  ' 自分 ど 愛 1 る」 

「情無く a ふ」 「口惜しが る」。 

pusu  「出 1 」， ya 卜 pusu 厂 出る 」。 shi-pusu も ある。 flfj 者 

は 意志 的 で 後者 は 無: S 志 的 。 

lieKachi Det  orun  raukushte  aine  yaipusu. 

童兒が 川 の 中に く ぐって やがて 浮び 出た 

rai ainu   shipusu   ranke   shiDusu   ranke  mom, 

死 人が び 出で つ \       ネぴ 出で つ、 流れる 

yai-snitoma  >  yashtoma  '      身 を 1 布れ る 」 厂羞 ちる 」。 
yai-weii-nukar  「0 身をァ if パ 見出す 」 「せつば 詰る 」 「進 
返 谷 まる」。 

150.    yai-ko の 結合。 「自身に 對 して J  「CI 身に KiJ つて」 「自 

分 ひと りで」。 

yaiko-ta  「自分で」 「自ら」。 

yaiko-an  「自分 ひと りで ぬる j  「獨 居す る」。 
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yaiko-i ね k  「自分に 向って 云 ふ 」 「ひとら ごつ」。 
yaiko-noye  「自分へ 卷 きつける」 「纏 ふ 」。 

earkaparoe   e-yaikonoye.    「只 一枚の 薄 衣！： 身 《 こ 纏: 

ふ Jo 

yaiko- ranke  「自分 ひと ら で 落す」。 ぐ ん〉' ai-ranke  ' 落る」。 
yaiko-sanke  「自分 ひと らで 出す 」。 ごァ. yai-sanke 「出る」。 

151.  shi- も 名詞に 附 いて （I)  「本當 の」 「眞 の」 の 意？: 添へ 
る 0  shi- pet  「本、 流」。 shi-so  「本 H^」 「右 座」。 shi-chupka  「眞 朿」。 
shi- chuppok  「具两 」。 〈2) ' 大 なる」。 sm-apka  「大 牡鹿」。 shi-soya 
「大黄 蜂」。 (3)  「自分の」。 shi- etu-uina，  shi-par-uina  「おのが 鼻 を 
摘み、 あ、 のが n を摑 む」 （驚嘆の 身 振)。 （4) 動詞に 附 いて 厂自 
分に」 「自分 を」 の: ffi^r 表 はす。 中 相に なって しま ふこと も 
多い。  - 

152.  shi-etaye  「自身 を 引 く 」 「引返す る」。 

shi-suye  「内 身を搖 ぶる」 「搖れ る 」。 

shi-moye  「自身 を 動力、"^ 」 「動 く 」。 shir-shimoye  「大地 

が 動 く 」 「地震」。 
shi-kasui-re  「 自分に 手傳 はす」 「手傳 つて 貰 ふ」。 
shi-ka-opiuki-re  「自分 を 助けさす」 「助けて 貰 ふ」。 
shi-nomi-yar  「自分 を 祭らす」 「(神が 人間に：) 祭って K 

ふ Jo 

ainu  otta  shinomiyar.  「 人間達 に^；-ま ら れ る 」。 
shi-nukar-e  「£|分を^せる」 「(？ ？貌 服装, 入口 を惹ぃ 
て る」。 

in し kamui-shinukare  「祌 に 分？：  ； i せ る 」 「'； ？ f '木 

幣等を 以て' 帅を 祭る」。 
roruiiip じ etokta  \  aikanuii-shinuKare  '  ^COf«]iJ     fl  lL 

の 神 を 祭る」。 
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153. 使役 助詞に 附 いて 「云々 の ふら をす る」 「云々 のまね 

をす る」 「云々 を裝 ふ」 の, なを 表 はす。 

shi-ashpa-re  「  @ を裝 ふ」 「閒 えぬ ふらす る 」。 
shi-ihoshki-re  「["1 、ト: つた ノ、 りする」。 
shi-rai-re  「死んだ まね する」。 

shi-hachir-e  「さ ちる まわす る」 「わ ざ と-漆ち る 」。 
shi-chish-re  「泣 くまね する」 「わざと 泣く」。 
shi-ne-re  「を裝 ふ」 「に 化ける」。 
shi-nishpa-nere  「(贫 者 力；) 長者 を裝 ふ」。 
shi-wempe-nere  「(:k 者 カリ S 者を裝 ふ」。 
shi-okkai-nere  「ぃ义 力り 男 を 裝 ふ」。 
shi-menoko-nere  「(：!?} 力 ；) 女 5： 裝 ふ」。 


154. 


VL 態 ゆ pect) 

I. 動作 態 を 表 はす 動詞 語 足 

ー囘態 {instanianeous  aspect) ^  -kosanu  \pL.  kosampa^ 
humkosanu  「 フンと 一つ 者つ、"^ る」 
kitkosanu     「キ チッと 一つ 音力； 1 る 」 
maikosanu   ' 力 チン  >  一つ 音; 0、  3 る」 


naikosanu 
patkosanu 
putkosanu 
rimkosanu 
serkosanu 


「チヤ リ ンと 一つ 昔が する」 
「パッ と 一つ— がする」 

「プッ と 一つ 音が する」 
「 リ ンと 一つ 音が する」 
「ズ ブリ と 一つ 音が する」 


shiukosanu  'シ ュクと 一つ f 刀、 ^ る」  - 
hum,  kit,  pat,  put,  rim,  shiu はそォ I どれの -音。 niai,  nai 


は 金！; の 觸れ^ ふ 音。 ser は 横っ腹へ 七 首?: 立て る 力; 如き 音。 以 
上 全部 擬聲語 \pnoinatopoeid). 

hetarkosanu 广 つと 顔 を 上げる」 

matkosanu    ' ばつと ノ E つ」 

raikosanu 厂 さっと- f^f さ、、 める i 

reukosanu     「すつ と 飛び 下 ら る」 

teshkosanu    'くつと 反る i 

tuikosanu      ' フ。 スッと [新 れる , 
{J\f.B ヽ hetar-  <  hetari  「ま1( を あげる」。 mat-  <  matke  「起つ」。 
mi-  <  rai  ' 夕 6 ぬ」。 reu-  <  reu  ' とまる 」。 tesh-  <  teshke  ' 反る」。 
tui-  く  tui 厂斷れ る Jo 

15b. 維き) 態 {successive  as わ cct ヽ。 -rototo,  rototke. 

humrototo,  hunirototke 厂 ブ ンブ ンと頻 h に 卩 A る 」 

kaurototo,  kaurototke 厂 力、、 ラ 力、、 ラと 頻^に 口 為 る 」 リ、 餅 

など） 

chairototo,  chairototke  「ヮァ ヮァと 頻らに 鳴 る j  (赤兒 
の 泣聲） 

meshrototo,  meshrototke  「 グ ゥ グ ゥ と 頻 ^) に 鳴 る 」 (鼻 千 
聲） 

156. 多 fOJ 態 {iiiultiiiidious  aspect) ^  -atki. 

humumatki  「プンプン 多量に _1 ['がする」 

kururatki  「まつ 陪に 雲な どかぶ さって 7j る」 

piwiuatki  「ヒ ゥヒゥ 風な ど 吹 きつの る」 

shiwiuatki  「 シ ゥ シ ゥ M« な ど 吹 きつける 」 

sepepatki  「ハ タ ハタ はため く 」 

tununatki  「チ チチ チンと nX!j ら しきる 」 

tususatki  「 ブ ノレ 力 レ ブ ノレ 2 きへ て ゐる' i 


huni-uni く  hum  「ブン と l/、 ふ 音」。 kur-ur ぐ kiir  「陰」。 
piu-iu  <  pill  ' ヒ ゥ とレ、 ふ - U」o    shiu-iu  <  sniu  ' シゥ と レ、 ふ f 」。 
sep-ep  <  sep  「ノ、 タ めく  '^？」。 tim-un  <  tun  'チンと いふ 二 きつ。 
tus-us  {C/.  tus-us-ke  「プソ レフ' ノレ 震へ る リ。 

157.  お" Pfe お. 旨 \duraiiTe  aspcci)。  -natara,  -(h)jtara. 

humnatara  「 ブ ン ブ ン t> 烏 つて 7j る j 
kitnatara  「キ チキチ "总 つて 7j る 」 
kinnatara  「キラ キラ 光って 7j る」 
kurihitara    「欝 然と 暗くな つてぬ る」 

maknatara  「はる ば る 打 問 けて ぬる , 

モ？ ァカ" 

matunitara  「持 上つ てぬる」 
turihitara     「ずう とのび てぬる」 
tununitara   「チン チン 鳴って 7j る , 

GV: 及） 子音に 終る 語幹に は -natara  ，母音に 終る 語幹に は -(h)- 
itara を附け る のが 原則で あ る が 例外 も ある。 matunitara,  tunun- 
itara 等。 

158  -a …… -a. 

chish"-chish"  「泣きに 泣く」 「泣きつ づける」 
e な- e な 「食 ひに 食 ふ 」 「食 ひつ づける 」 
Oman"- Oman"  「行き に 行く 」 「行き つづけ る」 
kik^-kikrt:  「打ちに 打つ 」 「打ちつ づける」 
noye な- noye" 厂拔 みに 拔む」 「掭 みつ づける」 
レヽ 了. B:) 動詞の 反復 形式に 就て は §  223. 

159.  瞬間お, ま ( vioiiiciitary  aspect ヽ, -oshma. 
rik-oshma  「急に 上る」 

ra-oshma  「急に 下る」 
soi-oshma  「急に 出る」 
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au-oshma    「急 I 乙 入る」 

160.  輕微態 {trivial  aspect),  -tek. 

ash  「立つ」， ash-tek  「ちょっと 立つ 」 
nu  「聞く」， nu-tek  「ちょっと 問く」 
nukar  「見 る 」， nukat-tek  「ちょっと 足る」 
terke  「跳ぶ」， terke-tek  「ちょっと 跳ぶ」 

161.  ^ 虽勢, 態 (intensive  aspect),  -ekatta. 
rik-ekatta  「ぐ、 つと 上る」 「ぐ、 いと 上げる」 
ra-ekatta   「く、、 つと 下る」 「く、、 いと 下げる 」 
soi-ekatta 厂 ぐ' つと 出る 」 「 ぐ、 つ と 出す」 
au-ekatta  「く、、 つと 入る i  「く、、 つと 入れる」 


i 


2. 態 の 助 詞 

(a) 將 然 態 

162.    anki  (曰 高)， anke  (膽 振)。 「將に ...... せんとす」 「 今に 

も ...... しさう だ」。 


tane  chish   anke  humash. 

今にも 泣き さう  だ 

anke を 繰 返す こと もよ く ある ： -一- 

tane  tane  ku-rai  anke  anke  ku-vainu. 

今にも 今にも 私 死に さう に さう に 思った 

lb3.    etokoiki,  etokush. 

tane  chish  etokoiki.  「將に 、; 立かん と して ァ J る 」。 
tane  rai  etokush.  「將に 死なん と して^る」。 

(b) 始 W]    W:  (inchoative) 

164.    oashi  (曰 高)， heashi  (膽 振)。 

tane  ukoiki  oashi.  「今 リ立嚷 力； 始った ，。 
tane  chish  heashi.  「今、 泣 5j 出した 1。 
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165. 


166. 


167. 


168. 


169. 


(c)    t'j^    Wl 態 {durative) 
kane,  kane-an,  kane-okai. 

a  kanc{-an). 厂 る!^ O て 7j る 」。 a  /cane  okuima-p, 厂坐 O て 

ヌ J て 小便す る 者」 （女)。 
ash  kail  a  -mi).  「:、'£ つて <7j る i。  asli  kauc  okuima-p,  '  二、'/: 

つて ゐて 小便す る 者」 （男)。 
mina  kanc、-cui),   「笑って ぬる ,。 mina  kanc  iki. ' 笑つ 

てす る  Jo 

(d) 進 fr  (progressive) 

kor，  kor-an,  kor-okai. 

rayayaise  kor-an.  「泣 n 斗び つ 、 ある」。 

ukoiki  kor-okai. 厂 ft 皮 等 )11'1'|：嚷 しつ 、ある」 〇 


ravayaise  kor  ukoiki  kor-okai.   「(彼等) 泣き叫び 乍ら I 直 
嚷 してね る  Jo 

(e) 完了 態 {perfective) 

nisa. 

Oman  7nsa  ？ ' 行って しまった 力、 い ？ 」 
Oman  nisa  ruwe-ne. ' 行って しまつた よ」。 
wa-isam. 

Oman  zva-isain. ' イ 了って しまつ 7 ど」 〇 

a-ku  wa-isam,  「(我) 飮 んで しまつ/ 2 」。  • 

( wa-V)kere. 

kampi  a-nuye  okcrc.  「手紙 を 書いて しまつ ブ c ！」。 
opittano  a-raike  zva-okcrc.  「全 やっつけて しまった 」。 
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(£) 反 復 態 (^iterative) 


1 /0.  ranke. 


sail   kata  an 

棚 の 上に ぁリ 

keshto  Oman 

—毎 曰       行 さ 

keshto  Oman 

毎日 行き 

keshto  Oman 

每日  行つ 


ranke. (きまって 棚の 上に あつた ）。 

あ リ した 

ranke. (每日 行く のがき まう であった） < 

行き した  ' 

ranke  ko  san  kata  shito  an  ranke. 

行きす る と 棚 の 上に 菜が ぁリ ぁリ した 

ranke  hoshipi. 

て は  歸る 


shinep  pishno  uk  ranke  nukar. 

—つ       每 に 手に 取 つて は 眺める 


VII* 動詞 法語 尾 

I. 名詞から 動詞が 出來る 時の 語尾 

171.  -an. 本來は 「在る」 を よす る 動詞。 時の 名詞に 附ぃ 

て それ を 動詞 化する ： - 

kunnewa 厂 朝」， kunnewa— an 厂 朝に なる」 厂朝 力く あけ る」。 

to-noshki  「—ま t  ,，  tonoshki-an 厂晝 になる，。 

onuman  「夕 プノ」, oniiman- an  「夕方になる 」。 

ancnikar  ' 仅 い anchikar-an  ' 权 4， になる 'o 

nisat ね 「翌朝」， nisatta-an  「翌朝になる 」。 

ashir-pa  「|rp,ji」，   ashirpa-an        年になる」 厂 ff 年 カミ來 

る 」o 

paikar 厂 赛」, paikar-an 厂翁 にな る」 ' 泰カ、 I る 」〇 
sak(-pa)  「夏」， sak(-pa)-an  「夏になる」 「H 力; 來 る」。 
chuk(-pa)  「 秋」， chuk(-pa)-an  「秋になる」 「秋が 來 る」。 
mata(-pa)  「冬」， mata(-pa)-aii 「冬になる」 「冬 力； 來 る」。 

172.  -ash,  -ush,  -at,  -ot.  (§  39)。 
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173.  -o. 本來 「入る， 附く， 乘る， 入れる， 附 ける， 乘 せる」 

等 を S 味す る 動詞。 

i ね k  「言葉」， itak-o  「云 ふ」。 

chip  「舟」， chip-o  「^ff  く、、」。 

shik  「目」， shik-o  「目が 附く」 「 生れる 」。 

par    「口」， par- 0  「门 が附 く」 「生れる」。 

174.  -kar. 元來 「作る， 打つ」 意 n よの 動詞。 
etu    「鼻」， etu-kar     「鼻 を かむ」。 
sapa  '  g|」，  sapa-kar  '  ^^^！をカ^る」。 
sake  「酒」， sake-kar  「酒宴 をす る」。 

(.v. 及） nukar  「見る」 はこれ の 化石 {fossilise) しん > 形 であら 
う。 nu は 「目」 を 意味す る 語根。 Cf,  "?/pe  「涙」， e""hup  「目 
が 泣き 腫れる」， e""tomomo  「見つめる 」。 

175.  -kor. 本來 「もつ」 意味の 動詞。 
mat  「妻」， mat-kor  「妻 ブ,' fr: する」。 
hoku 厂^  J,  hoku-kor 厂^ i こなる  一 ！。 
hon  「腹」， hon-kor  「姙娠 する」。 
po  「子」， po-kor  「分 挽す る」。 
kat     「形」， kat-kor     「振舞 ふ」。 

一 tumi 「诚」 ， tumi-kor 厂诚ふ 」〇 
{N.B)  mokor  「眠る」 も 本來は 「静け さ を もつ」 である。 Cf. 
monak  「靜 けさ を缺 く」 「'fi: め てぬる 」。 

176.  -ne.  「である」 「に 成る」 意 n ぶの 動詞。 
sapa 厂 IHj,  sapa-ne 厂ま f^i する jo 

soi 厂^ J,  soi-ne 厂夕 | ^へ！ ±1 る 」〇 

shumau  「)ii 申の 死 體」， shumau-ne  「Oii 申 力 0 死ぬ」。 

marapto  「客」， marapto-ne  「客と なる j  、神が 人 界を訪 

れる ）。 
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177.  -亂 

kern  「血」， ke 謹〃 厂 悼む」 「同情する」。 
shik  「目」， shik;/?/  「蘇生す る」。 

chop 厂 チュッ とい ふ 音」， chop 〃？,  「チ ュッと 音を立て 

る 」 （接吻)。 

rim  「 ド シンと いふ 音」， rim  〃？,  「 ド、 シンと 音力； する」。 
turesh  「タ 末」， turesh""  「妹 力、 ある」。 

178.  -ma. 

kui  「尿」， oku し〃〃 厂方之 尿す る 」o 

shi  「糞」， osovia  '  くそ まる」。 

ka  「上ル ka"/"  「上 を 越す」 「跨ぐ、」。 

osh  「巾 I，  oshma  「入る」。 

hak  「ni 聲」， hak^a  「さ、 やく」。 

0  「入る」， 0 クノ 、入る」。 

ika  「溢れる」， ikash ク〃" 「剩 る」。 

179.  -se.  「云々 の 音を發 する」 意。 

(I) 擬聲 動;!' i] をつ く る ： ——- 

aiai^^  >  ayaise  「アイ アイ 泣く」。 アイ アイ は 赤ん坊の 泣 

聲。 Cf.  ayai  「赤ん坊」。 
chani、"' 「チヤ ム チヤ ムと音 を 立てる」 「  & 鼓 を 打つ」。 
charar^.'  「サ ラサ ラと 流れ る」 「サ ラサ ラッ とすべ る」。 
chopj ビ 「チ ュッ とせ を 立てる」 「キスす る.」。 
esc  「ェ ヽ と 答へ る」。 e-ese  「然； 」。 
hakak\9r  「ヒ ソヒソ とさ、 やく」。 
hap."'  「hap! と 云 ふ」。 hap は 威 1>^：；1") 「ィ f 難う」。 
hcsr  「ズ』 、する」。 he は 呼 氣の 音。 

heLv  >  hctche  「へ イツ！ ヘイ ッ ！ と{^の手を入れる」。 
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^osc  「ホウと 應答 する」。 

horop^s-^  「ホ Ti ホ p と 粥 な ど を る 」。 
huim ど 「フ ム！ フム！ と 云 ふ」。 
i、"，  「(鬼 力り ィ と啼く 」。 isepo  「鬼」。 
pai ぽ 「(狐が) バウと 啼 く」。 

wejY，  「(熊 カミ) we  ！  we  ！ と 吹え る」。 cnvewe  「能!。 

woj ど 「(犬， 狼 力;) ウォーと 吠える」。 wose-kaimii  「狼」。 

yaiLT ふ， 「(猫 力;) ャ ゥと啼 く」。 

kakjf  「カツと 疲を P 土く 」。 

kitkit5Y，  >  kitkitche  「タスク ス笑ふ 」。 

oiou^  >  oyoi^^  ' オイ オイ iji  く」。 

rim ぶ ど 「ドンと 音を立てる」 「iffi る 」。 

sap ふ ど 「チ エツと 舌 打す る」。 e-sapse  「あさ、 笑 ふ」。 

tops^  「 ト ッと唾 を 吐 く 」。 

tunun ぶ ど >  tunuLf ど ' チン チン 口 鳥る」。 

以下 は 最早 擬聲 ではな く て擬容 である ： ——- 

karkar ぶ ど 「コ コロ 乙ろ 力 、る」。 Cf.  kar\  '廻す」， kcui- 

kai\ 厂ク ノレ ク ノレ 妪 す」。 
parar ぶ ど 「(怒 氣 力り ム ラムラ と 起る」。 Cf.:pani 「あ ふ ぐ、」。 
reweiuf  「クワワに 橈んで ゐ る」。 Cf. ズ Y"ke  「曲る」, 

reive  「曲げる」。 
taktakj^  「マ ノレ マ ノレして ゐ る」。 Cf.  tak  「:t 鬼」。 
tokrf  「凸 出す る」。 Cf.  tokoxn  「瘤」。 ^tok  「先端-」。 
ninn ヒ W  「(螢光な ど) 明滅す る」。 Cf.  nin  「ffi える」。 

tawauj-^  「ガ タカ、、 タ震 へる 」。 

ァカ ギレ 

yawauj^f  「膝 力、 きォ I る」。 Cf.  yajiV^  ' 冷める」， ヌな" tek 
「冷める」。 
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180.  -ke. 

(1)  -se と 同じく 擬聲 及び 擬容の 動詞 をつ くる： 一一 

char んど 「(鈴な ど） チヤ ラッと P ズぁ る 」。 
hum/vC,  "  to  luU."    Cf. ihumke  "  bihaby. 
oxwke  「し は j くく 」。 
op/v  「放屁す る」。 
patZv 厂 ノ、。 ッ と 撥ね る 」。 

purpur/fr  「猫が ブ ノレ ブ ノレ 鼻 を 鳴らす」 「水が ボ コボコ 噴 

出す」。 二  Purpurse. 
sesser/T 厂 シャク リ めげ な 」。 
tuntun/T  「タスク ス笑 ふ」 0 
tusus/v    「プノ レフ 、、ノレ》 へる」。 
uyui/Y'     I 同上」 0 

pispis/T  「粥な ど煑ぇ かけて 表面に 泡が 立つ」。 C/.  pise 
' 泡」。 

yawau ふ ど 厂 0 力く さォ I る 」。 =ya へ vause. 

(2)  語根に 附 いて 自動詞 又は 形容詞 をつ く る。 §  121,  I. 

(3)  Q 動詞 を 他動詞に する。 §  iSi- 

2. 他 動 詞 語 尾 


-k じ. 

ahuii 

「入る」， 

ahun/r 

「入れる」。 

ashiii 

「出る」, 

ashin/r 

「出す」。 

ran 

「下る」, 

ran/r 

「下す」。 

rai 

「死ぬ」， 

rai/r 

「殺す」。 

sail 

厂 前へ 出 

る」， san ム， 厂|: 川へ 出"^ 

sat 

「乾 く 」， 

sat ム， 

「乾かす」。 

182.  -ka. 


183. 

ものに) 


hure  「-赤い 」， hure ム z  「赤 くす る」。 
rctar  「白い」， retar ズ'" 「むくす る」。 
isam  「if| も-い I,  iscLmi^a  「乂 n 、【- くす る」。 • 
sak 厂無' い」， sak ふ" 「無く す」。 
ush  「(火力;)、; ほえ る」， usMa  「、消す」。 
nin  「(雪 力;)、; え る」， nin/ca  「fft 、す」。 
mom 厂 'む る」， momZ' な ， '/^tl 」o 
tuk  「生える」， tuk お 「生やす 」o 

-re  (語幹が 母音で 終る ものに）. -te  (語幹が 子音で 終る 


184. 


pirka 

wen 

arpa 

Oman 

ahup 

aship 

rikip 

rap 

-a,  -i, 


「善い」, 
「惡 い」, 
「行 く 」， 
「行 く 」, 
「入る」， 
「出る」， 
「上る」， 
「下る」, 
-U,  -e, - 


pirka;Y  「善くす る」 「益す」。 
wen/.'    「惡 くす る」 「毀す」。 
arpa;r  「やる」 「送る」。 
omantc  「やる」 「送る」。 
ahup な ， 入れる—」 0 
aship な 「出す」。 
rikip な 「上げる 」。 . 
rap な ' げ る」。 

0.     \、    121.      S  126. 


3- 使 役 相 語 尾 

185. 語幹が 母音で 終る ものに は -re を附 ける 

一 ふ」， e;r  「食 はす」。 

む」， ku;r  「飮 ます」。 
ふ」， kore/'f     「|ii へしむ 


ふ 


sc;r 


負 はす 


Jo 


食 飮 與 負 

—厂 厂厂 


e 


U  0 

k  k 


e 
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ta  「汲む」， tare  「汲ます」。 
nu       「開 く 」， nwr  「聞かす」。 

186.  語幹が r で 終る ものに は -e を附 ける ： 一-一 
kar      「作る」， kar^  「作らす」。 

kor  「もつ」， koiT  「 もブ どす」 「與へ る 」。 
nukar 厂 る j，       nukair 厂 せる」 厂 JI さす」 〇 

187.  語幹が r 以外の 子音で 終る ものに は -te を附け る ： 
ek       「來 る」， ek な〉 et な 「來 さす」。 

Oman  「行く  '，       oman な' fr 力、 す」。 
chish  「泣く」， chish な 「泣かす」。 
kush    「通る」, kush な 'fe ら す」。 
mut     「佩ぶ、」， mut な 「佩ば しむ」。 
uk       「取る」， uk な 「取らす」。 

188.  使役され る 者の 複數を 表 はす 形式に - yar が ある。 
の -yar は r で 終る 語幹の 後で は y を脫 落せし めて （§  i 
-ar となる ： 一一-  . 

e-yar  「(人々 を して） 食 は しむ」。 
ku-yar  「(人々 をして) 飮ま しむ」。 
chish-yar  「(人々 を して） 泣かしむ」。 
kar-yar  >  karar  「(入々 を して) 作 ら しむ」。 
kor-yar  >  korar  「(人々 を して) 持た しむ」。 
nukar-yar  >  nu  karar 厂、 人 冷 ど して) ふ i し LTjo 


第 VI 章 形容詞 

I- 形容詞の 用 法 

189. 形容詞 に は 附加語 的 {^attributk'e) 用法と 述語 的 {pre- 
dicative) 用法と が ある。 

A.  附加語 的 用法に 於て は 形容詞 は 必ず そ の 修飾す る 名詞 
の 前に 來る ： 一一 

rui  apto  ' 烈 しい 雨 i 

yupke  rem  「强ぃ 風」 

pirka  keutum  ' 齊ぃ心 ！ 

wen  puri  「惡ぃ 根性」 

toan  ri nupun 厂 あの 尚い 山」 

tan  ram  chikuni  「この 低い 木 」 

B.  述語 的 用法に 於て は 形容詞 は繁辭 、copida、 なしに その 
ま 、述語と なる ： ~~ - 

apto  rui.  「雨が 烈 しい」。  ： 

rera  yupke. ' 風力く 强 い」。 

keutum  pirka.  「心 力 、きい ,。 

puri  wen.  「根' 力く? い 」。 

toaii  nupuri  ri. 厂 あの (ま 高 V^」o 

tan  chikuni  ram.  「乙の 木 は 低い」。 

IL 形容詞の 人 稱變化 


190. 述語 的に 用ぬ られた 形容詞 は 主語の 人 稱に應 じて 次の 

如 く 變 化す る ： —— 
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雅 

二 111 

PP 

P 

IIP 

pi. 

sing. 

P" 

I. 

pon-an 
「我 幼 し」 

pon -an 
「我等 幼 し」 

ku-pon 

， /               7  \ 

pon-ash  \excl.) 
pon-an  {incl.) 

II. 

e-pon 

echi-pon 

e-pon 

echi-pon 

「汝 幼し」 

「汝等 幼 し」 

pon-an  ( /ion.) 

pon-an  {hon.) 

III. 

pon 

「彼 幼 し」 

pon 
「彼等 幼 し」 

pon 

pon -pa  {ho)i.) 

pon 

pon -pa  {hon.) 

{N,B.)    §  129. 


IIL 分詞 形容詞 

191.  ？ I 類の 動詞 は a- 又は chi- を附 して 形容詞に 用ね る。 
§  io6.    V\  1 10. 

192.  お II 類の 動詞 は その ま い 形容詞と して 用ぬ る こと 力; 

出来る ： ——- 

hetuku  「出る」， hctuku  cluip  「さ し いづる 朝日 」 
rikoma 厂 高く ダト る」， rikoma  chup  「高 く  — 3"ト^>ブ し) 曰 j 厂眞 
晝の 太陽」 

honkor 厂 孕む」， honkor  nienoko  「孕み ！ 
mokor 厂眠る i，  niokor  humpe 厂眠ネ 1 る j& ？、」 
ipe  「 食事す る」， ipe  tarn  「食 刀」 （村 正） 


193.    -an. 本來は 「 ぁ る」 ：^^:の勁ふ1 


尾 

一 1 コ n 

容 

V 
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kera  '  (jj^  、，  kcra.-a/i  >  keran  '         な , 
me 厂^^ J,  mea/i 厂^ l/^  j 
ramu 厂 |，  ramuau 厂 "gf い | 

指示代名詞から 指示 形容詞 をつ く る。 §  86. 
ta  「そこ」， tartvz  「その」 
to  「あそこ」， toau  「あの」 

疑問代名詞から 疑問 形容詞 をつ く る。 §  81-84. 
nekona 厂女ロ 何 j，  nekonaa^i  ' と/ L な i 
niak  「ィ 5T  ！，  maka/i  「ふんな i 

194.  -ash. 


kut 

「喉」， 

kutas/i 

「聲 のよ く 出る」 

moil 

「手」， 

mon  a  s/i 

「手ば やい」 

pa 

「口」， 

pa.\V(7s/i 

「雄 辯な」 

turn 

「力」， 

tumas/i 

「大力の」 

195.    -un. 本來 「はまって ぬる I  「ついて ぬる」 意の 動詞, 


rik 
ra 


厂 


「下 


上」， 
J' 
J» 
J' 
J' 
」， 
」， 
_i， 
J' 

」 ， 

, ぐ 


「上の」 
ra 〃だ       厂 下の J 

md.k?//i 厂 3^ の I 
soy 〃だ 厂 外の J 

au?///  >  aun 厂內の j 
kim///i 厂 iJl の I 
pis 〃だ  「 
ya.?/;i 


「濱 の」 
「陸の」 


-un 


rep//// 
. §  39. 


厂 


沖の」 


前 奧外內 山濱陸 

厂 厂厂厂 厂厂厂 


中 ん 

リ 力 


k 

a  T  o  u  i  -1 ^ 

a  n  ^  a  k  p  y 


1 


p 

e 


s 


6 

9 

1 
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asur 厂 asun^sA 厂!^ の j 

kem 厂 jfil I，  kern なぶん 厂 rfil のつ いた i 

numa 厂 g  i，  numa?/j// 厂 ' 
pe      「水」， pei/s/i 厂濕 っぽい」 

197.  -o. 本來 「はいって 7j る」 「ついて ゐる」 意の 動詞。 
ik    「節」， ik リ 「 有 節の」 

ipe に 赏」， ipe。  「ft の 入った」 
ki  「虱」， ki ジ 「虱た かりの」 
kes  '      紋」， ke が ' ょ；^1 紋 ある」 

198.  -nu. 

chep  ' ズ ひ、」, cliep 廣 ' ズ U 力 ^ 多い ， 

rur    「潮」， run""    「壟氣 多き」 「鹽 からい」 

乙れ 力； §  194 の 形容詞に ついて その 意 を强 める ： —— 
kutash  〃ノ,   「音吐 朗々 ブ ごる 」。 
monasivm  い iq 

pawasl 丽 「雄 辯な 」o 
tumash //な ' ^ 虽 l/"vi〇 

199.  -ne. 本來は 「である」 意味の 動; 1リ：1。 

mat  「女」， mat-ne  seta  (女で ある 犬） 「女の 犬」。 

chi.se  「家」， chise-ne  shir  (家 をな せる 山） 「家 狀の山 」。 

「 …… 狀の」 「 …… の やうな」 の よから 廣く 形容詞 語尾に 
なった ので ある。 


し 

「長い」。 

tak  「塊」， 

tak/ だ 

「短い」。 

ir  「列」， 

in だ ど 

「多い」。 

sup 厂卷ぃ 7 に > 

もの」 

, supne  「うづ まける 

ko  「粉」， 

「粉末の」 0 

( I" ) 

pe 厂 tRj,  pe 〃ど 厂べト ベ 卜 の」 o 

phvie  ,  'MCO Jo 

ram/ だ 「まる ま 、の」。 

200.  -kor. 本來は 「もつ」 の 81； 詞。 

pa  「n  I,  pawetok  「口 さ き」， pawetok/Cw^  「雄辩 の 」o 
shiretok  「美貌」， shiretok/Cw^  「美る f もの」。 
teketok  「手 さき」， teketok/w  「針 仕 のうまい」。 
turn  「力」， turn /^ど,;^  I 弓 虫い」 0 

201.  -sak. 本來は 「を缺 く」： S の 動詞。 

apa  「身 內」， apa ぶ "え' 「身內 なき」 「よるべな き」。 
po 厂 子」， pcxsvz ん 厂ニ のない」 0 
turn 厂 力」， turrLfrt/C， 厂元 のな 」。 

tur    「：^」， tmsai^  「きれいな」。 

202.  -nak.  <  -sak. 

shik  「目」， shik""/C'  「盲目の 」。 
mo    「靜 」， mo 〃"ふ 「覺め てぬる」。 

203.  -ke.    §  i8o. 

kap  「皮」， kap えど 「秀 げた」。 

pop  「沸騰す る （音)」， pop^e  「暑い」。 

ス 

n^pop^e  「镜 え:^」。, 
han^e  '  a/rV»  i。 
iwan^e  「逢 者な」。 
sunZr  「いつはり の」。 
(A っ^.)  kat/vmat  「淑女」 の kat ん ， も 恐らく はこれ である。 
kat  「形」。 

204.  -no.    「よく」 の: a を 添へ る。 
itak  「云 ふ」， itak" ジ 「能辯な」。 
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ipe  「食事す る」， ipe;/^  「美食の」。 
pash  「走 る 」， pash だ。 「よく 走る」 厂疾 き」。 
tuk  「 成長す る」， tukno  「すくす く とのび たる」。 
205.    -ko. 反 對の意 を 添へ る。 

hanke 厂近 1/^」，  hanice ふク ' 近く ない」 「i^ い」 〇 

tuima  「返い」, tuima/ [，ジ ' く ない」 ' い」。 

setak  「暫 ら く の」， setak ん 「久 しき」。 

ohor  「久しき」， ohorko  「久しから ざる 」 「暫時の」。 

sep  「廣 き」， sep わ 「廣 からざる」 「狭き」。 

hutne  「狹 き」， hutne ふ。 「狹 から ざ る」 「廣き 」。 


第 VII 章 副 詞 

L 畐 IJ 詞の 成立 

206. 副詞 は 一般に 他の 品詞 か ら 轉成乂 は 構成 される。 
A. 名詞から。 

i) 時に 關 する 名詞 は 多く その ま 、副詞に 用 ぬられる。 


tanto  「本 曰 I，  numan 厂昨曰 」, hoshkanuman 厂 一 fr}-: 曰 」， 
hoshkanuman-etokoannuman 厂ー昨 々日」， ukuran  i 昨 
仅 I，  taiiiikuran  「今 仪」, shimke  「翌闩 い ishimke  ' その 
翌日 」， oyashim  「明後日 ,， ovashimshimke  「B 力々 ザ g 闩 」, 
keshto  '每 【3  I,  kesukuran  「每仅 ]> -, kespa 厂 -"[i^ 年 j，  irukai 


' 時」， eshir  「先- glj     tane  (<  taiii)  「今 ,, sui  「ソ ，， etc. 

ii)  時に 關 する 名詞の 或 ものに は -ta「 に」 を附 けて 副詞に 

用 7o) る。 

shmeanto/rt  '或 曰 '， tanoa/ な ' 本年 リ tee/ な 「昔- い ottee/'a 
「大昔」， nisato  「明日」。 

iii)  所に 關 する 名詞に は -ta  & び- un  「へ」 を附 ける （§  52)。 

iv)  形容詞 をつ く る -ne  (§  199) が 副詞 を もつ く る。 

or 厂內 I，  kesh 厂末 j,  orkesh;/^? 厂 p^V^: に ,， ar-orkesh// ど 厂全 

く 內密 に」。 

ir  「ひとつく き」， to  「日 」， itto;/^  「日 歸らに 」。 

sem  「無」， sen〃^  「決して  ない」。 

shimke  「翌 日 」， ishim 〃ど 「その 翌日」。 
nisat ね 「明日 」， nisatta/ だ 「明日 ,。 
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ekesh" ど 「あちこち」， e; な 「然 う， 斯う， 何 ラ 」， chiki- 
po;/^(wa)  「あや^  く  一'，  kooha;/rpo  ' チ 止 や 」〇 

V) 方向 を 示す  - na  (§  58，  iii) が や は ら 副詞 をつ く る。 
rik  ' —ヒ」， rik〃^z-pum  「上の 方へ— ヒげ る」。 
ra  ' 下 I，  ra〃<?-atte  「下の 方へ き：、 」〇 
kush  'li る I，  kush//"  nukar  ' ミ 良して! るノ  7§:'Ml る」。 
ka  '—上」， kan""  「その上に」 「又」。 
kaii;/<7-kan;/«  ' 冉三與 四 、。 

kan""-sui  「乂 候, (kanna も sui も [H] 義  tautology  、ろ 

mata-sui の 形 も ある。 mata は 邦語 「乂」 —— hybrid. 

nekon  ' 女 ロイ 可 j，  nekon//^? ' 女 口 f 可に 」〇 

ekushkon""  「た しぬ けに」。 
vi)    -ko  (§  141). 

shir わ otke  「 地面と 典に 突 刺す」 「ぐ' さ と 刺す」。 
shivA'o  kikkik   「さんざんに 打据 ゑる」。 

toi ん niunin  「土と-化に 腐る」 「腐^)はてる 1。 
toiko  irushka   「かんかんに 怒る」。 
toiko  nupetne  '"^つ 力、 に 入る」。 
toiko  mina  ' につ 乙 J) 笑 ふ」。 
toiko  01 ra け ノ：） り （Kjt 、才 L る」。 

207.  B. 代名詞から。 

i)  人稱代 名;] rfJ は 全部 副詞 的に 用ダ られる （§  78-79)。 

ii)  指示代名詞の 中稱 及び 遠稱 は. その ま 、副；1"1 に 用 ねられ 
る （§  85  ；  ii,  iii)o  - 

iii)  指； r く 代 名； liij に はお -ta 及び -1111 V 附 して 副詞に 用ね 
る （§  85  ；  i,  ii.  iii)o 

208.  C. 數詞 から。 
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i)  數詞の 裕介形 （名詞 形） は 全部 詞 的に 川 わられる （§ 
89)。 

ii)  -ne をつ ける もの。 

sninen//^ 厂 ひとら で」， tun/ だ 厂メ、 プレ） 6 で '， ven/^c 厂 三人 
で」， etc, 

209.  D. 動詞から。 

i)  その ま、 用 ぬられる もの。 

rai  (「死ぬ J から 「非常に」 の: Sr* に; )。 

rai-ayaise  >  rayayaise  「大^^で'?立 き "'にに」。 

rai-paraparak  「同上」。 

rai  patukukii 「ひどく 拗ね て ,7j る 」。 

rai nimakaka  f 同 上 ,。 

rai  irushka  二 toiko  irushka       200,  vi)。 

rai  mina  =  toiko  mina  (同上)。 
hetopo  (「引返す」 から 「折返して J の, £'i ぶに)。 

hetopo-horka  「同上」 の 形 もま） る。 horka  「逆に 」。 

ii)  -no によって 句 をつ くる。 

kamui-ei-aman- 〃ジ (「神 力； 知 ら つ、」 力、 ら 「い、 あんば- 
いに」 の 意味に ）o 
o-ainu-sak- ノ  W  (「あん） りに 人な く して」 力、 ら 「水入らず 

で」 の, fi" よに)。 
o-shik-sak- 〃リ 「fiJ し ヒ」。 
saina-shik-sak" ジ 厂 [Ti'l ヒ」。 
o-ikkeu-sak" ジ 「チき 1 も な く 」 「チ' R 不 まに 」。 

210.  E. 形容詞から。 

i) 形容詞 は 一般に その ま、 副詞に 用 7J られ る。 これ は雅 
語に 於て 特に 著しい。 
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fhoshki  tuki  「最初の 杯」 （主賓に 獻 ずる）。 

Ihoshki  ek  ainu  「最初に 來た 男」。 

I  koshne  sum  a 厂輕ぃ 石 

Ikoshne  terke 厂輕 く  f 兆ね る 」。 

|pirka  menoko  ' 美しい 艾 jo  . 

litak-an  chiki  pirka  inu.  「我物 申 さんに よ く 聞く ベ し」。 

ii)    -no を附 して 副詞 をつ くる。 口語で はこれ が 副詞の 標 
識 として 意識され て^る。 

hoshki 〃ジ ek  ainu.  「最初 i こ 來ブど 男」 。 
koshne" ジ terke.  '      く    ヒ る 」〇 
pirka だ。 inu  ！  「よつ く 承 はれ！」。 

shiuo 厂 多扒, も;' に， 本' M "に」， son だジ 「同」， mashkbio 厂' |% ら 
に」， okamkiw ジ 厂故： S に」， earniatki 〃ジ に 一一 直 |5i に 卜 
poron"。 ' どつ さ り」， pon" ジ ' 少し」 等。 

211. 指 小 辭 の - PO  (§  219) 助 詞 の ka  (厂 も 」） ,"nlj 詞 の sui 
(「乂  J) 强 勢の -un 等 は！:； 副詞に 附ぃて その ミ 5： 强 める。 

i)  -po の 例。 

aneno/ ジ ' 辛-う じて」 

annokio/t^ 厂そ 0  く  () もの まゝ に」 

ene /ジ 「- j!rf う， 然ぅ， あ、」 

koohaneyV  「笑 丄ヒに も i 

puinc/c)  「S)  f) で'」 

sliiiienne カリ ' \u]  ！：」 

tanncnoyV  「 -上 丄- ィァ しく/ 

tane/'6>  「今 1 

tam/^;ta  ' 今间」 

ii)  -ka の 例。 
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nani   '- すく * に， すぐさま」， nani/vz に すんでのことに」 
「危 く」 

moteki 厂折 ff，  I,  moteki/vz  「：fff;ffj」 

nionak  ' さ らで たに 」， monak- ズ'" 「さ らで だに」 

chikipo ズ'" 「すんでのことに 」 「危 く」 

senne  '  ない ,， senne/^vz 厂 よも"^  なレ' i 

somo  '  なし、」， somoy{ ，な 「よ もや  ない」 

iteki  「ゆめ …… （する 勿れ)」， itekU-a  「ゆめ  ('する 勿 

れ)」 

iii)  -un の 例。 

naniKa?/;/,  motekika 〃だ， nionak-ka "だ， chikipoka//;/,  sen- 
neka な〃, somoka?/;/,  itekikaiv//, 等。 

iv)  -sui の 例。 

na.mka.sui,  iianikaunj///,  niotekikajv"',  inotekauiu?^/,  mo- 
nak-ka«$7"',  monak-kaunj///,  chikipokajv"',  chikipokaun^sv"', 
sennekasin,  sennekaun.9///,  somoka ぶ〃/,  somokauiij-///,  ite- 
kikaj///,  itekikauiij///,  kaakinamjr?// 厂く く も  のく せ 

に」 等 々o 


212. 

ある 0 

A. 


1L 特殊の 形 態 

相對 立す る 方向 を 示す 副詞に 一 對づ、 の 特殊の 形態 力: 

第 i 種の 型。 

rik  (上， 高處） ： —— 


henkashi  「上 力へ | 
horikashi 「-ヒ 方 力、 h  i 
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ra  (下， 低處） ： —— 
herasni 「下方へ」 
horashi 厂 卜 力-力、 ら」 

karma  (  1:7;):  

hekannashi 厂上ブ j へ」 
hokannashi ■ — [i ブゾ 力、 ら」 

pokna  (> 方) ：  

hepoknashi 厂 ドガへ」 
hopoknashi ' (^ノ ゾ; 0、 ら」 

sa  (前， 家の 中で は爐 ばた 外で は a 手）: 
hesashi  「]: 川へ」 「マ ぉキ へ」 
hosashi  「前から」 「『お 手 力、 ら」 

mak  (後， 家の 巾で は 奥， 外で は 出 手）: 一 
hemakashi  「奥へ」 「山 牛へ」 
homakashi  「奥 力、 ら」 「山手 力、 ら」 

rep  (沖) ：  

herepashi  「沖へ」 
horepashi  「沖 力、 ら」 

ya  (陸） ： 一 - 

hevashi 厂 陸へ」 

hoyashi  「p_ ^'力、 ら 」 

pe  (川 かみ）： —— 

heperai  '  上へ」 
•  hoperai ' 川 卜-力、 h 」 

pa  (； 川し も.)： —— 

hepashi  「川下へ」 

hopashi  「川下 力、 ら」 
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at  ii 稀の 1' し 

ror  (も' ひ ：  

erorun,  eronne  「     鹿へ j 
ororun,  oronne  「tiWik:XJ、  」 

utur  (木 尻) か:) ：   • 

euturun,  eutunne 厂木り^^/坐へ」 
outurun,  outunne  ' 木 J5t!jM 力） ら」 

shiso  (ズま ) ：  

esnisoiin ,  esbisone  ' 右 fM へ j 
oshisoiin,  oshisone  「ォ T だお 力、 h  • 

harkiso  (左 鹿) ：  

eharkisoun,  eharkisone  「左 へ i 
oharkisoun,  oharKisone  ■ 左/坐 力、 ら 

soi  (外） ：  

esoyun  'タトへ , 

osoyun 厂クト 力、 ら i 
kirn  (山) ： —— - 

ekimun,  ekimtie  '山へ i 

okimun,  okimne  「jll 力、 h  i 
pish  (j'fi) :  

epishun,  epishne 厂 j おへ」 

opishun,  opishne  ' 'ィ 力、 ら i 
chupka  (ijt) :— 

echupkaun  「束へ i 

ochupkauii 厂] JX 力、 ら 」 
chuppok  (西) ： —— ― 

echuppokun 厂— 【可へ」 
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ochuppokun 厂西か ら j 
koika  (北） ： —— 

ekoikaun 厂 4 匕へ」 

okoikaun  「4 匕 力、 ら」 
koipok  (葡 ：  

ekoipokun 厂 『f まへ j 

okoipokun  '  [{g' 力、 ら 」 
pesh  (川上に ある j^): 一  , 

epeshne 厂川 上へ j 

opeshne 厂川ヒ 力、 ら 」 

(•:t 意 り he-,  e- は 「顔」、 ho-,  0- は 「； え」 を 意味す る接頒 辭で、 お I 極 は 
he-kanna-ashi  「顔 を 上方へ 立てる」 （尻 は 下） 
ho-kanna-ashi  「尻 を 上方へ 立てる」 （顏は 下） 
he-pe-rai  「顔が 川上に ある」 （尻 は 川下） 
ho-pe-rai  「)/ [力く 川上に ある」 （顏は 川下） 

第 n 種 は 

e-soi-un  「顔が 外に ある」 （尻 は內） 

o-soi-un  「lii< が 外に ある」 （顔 は內） 

e-soi-ne  「顔が 外にな つて ゐる」 （尻 は內） 

o-soi-ne  「尻が 外にな つて ゐる」 （顔 は內） 
の 如き 構-造に 於て 成立した も ので ある。 
ひ: t 意 この 他に f な專ら 北部; [； 言に 於て ffl ゐられ る ものに enon  (「何) t 
へ」） 及び onon  (「何 慮から」） が ある。 

enon  e-oman  ？  「何 rj^ へ汝行 、 力、 r」 

onon  e-ek  ？  「化 l^!^ 力、 ら汝來 た 力 ヽ-? 」 


第 Vm  j^r 助 詞 

I. 體言 につく もの 

213.   (I)  ta. 

本來は 「そこ」 を^3：'^^ミする屮稱の1}1,丁バ弋名；1|^  (§S5，n)。 この 
指示代名詞 は I'r;— iJIi め にも 用 ゐられ る ： 
ta  an.  「そ こに^る」。 

それが 更に 

chise  ta  an.  「家^ 乙に ぬる 」 「'家に ねる」。 

の 如 き 用法に 於て 格 助詞 化 した も のと/ cLl はれる ： 

i)    「に」 に local) 。    ^  42. - 
11) 「へ I  、wmmal ヽ。 §  43- 

iii)  「の 」。 慣用 的な 句に のみ 許される 用法で ある ： 
chise-/"  turesh  「家の 妹」 、血$|^ の 女 未) 

au-/"  weishisam  「| 雜 のま J "乏禾 口 人 i 

\dvc\-ta  chikoikip  「山の けた、 もの 」 

rep-/Vz  chikoikip   「沖 のけ だもの」 

iv)  MlJ 詞 をつ くる。 5  2o6,  ii.  iii.    §  207，  iii. 
V) 願望の 係と なる ： 

chikap  ku-ne. 厂; K 、はぶ ち である 」〇 
chikap  ta  ku-ne  ！ 厂ぶ 5 にな b1l^  ！  1 
rera  ku-ne.  「私 は 風で ある 」。 
rem  ta  ku-ne  ！  「JIL になり たや！  i 
okai を PJl て 結ぶ こと も ある： 
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chikap  ta  ku-ne  ok ひ i  I 
rera  ta  ku-ne  okai  ！ 

V) 感動の 助詞と なる ： 

nen  ka  aerannakoe  isam  ruwe-an  ？ 

—— 「何 か 心 f"k! な こ とが 無 かつ ブ どので ある 力、」 
この rmve-an に は 「^J^ 何 か 凶い こ とが 無かった: ^し _^  ？」 
とい ふ 程の Aii 、ひ 入れが 旣に こもって る。 今 此の 中に ta  ？: 割 
込ませれば 感" ぶの 氣 持が 愈 ； 表面に 確立 し' て 「本當 に ま あ •••••• 

なのか」 「一 體全體 •••••• なのか」 とい ふやうな 氣持を 表 はす。 次 

の例も[»^]樣でぁる ： 

nekona  iki wa  ene  nishpa  ne  rinve- /"-an  ？ 
一一 「一  體ま あ 何 うして 斯ん なに 奴ニ 者に なつ た の だ 
らうつ」 

この ね は 副詞 及び 感動 iiiij の, な を强 める ことが 多い： 

nep- 々？ -ail?  「 ー體 f"J だい ？ 」 

nekon-/"  ne  ？  「な， なんた、 つて ？」 

nekonka- 厂 ぜひ 何と 力、 して」 

kashi-mW"  「その上に まあ」 「:fe^ まけに まあ」 

lietak-/v?  11 sa  ' さあ さ阜 く」 

achikara-/.?  ！  ayakanna-A?  ！  「うたて やな！ あ、 どまし やな!」 
chopara  ！  chopara-/" 1 「さ、、 まァ は 7)  ！ 好い 氣味 た、 ！」 
(2)  un. 

本來は 「はまる」 「はまって/ J る」 ： さ:' Ij^ の 動詞。 

tek-////-pe  「 手に はま る もの」 （手 甲） 

sapa-////-pe  「頭に はまる もの」 (冠:） 
iJi に 「にある」 「にゐ る」 の に 移って 

Tul、yo  wi  nishpa  「― iU 京に ヌ」 る 那」 「束 京 ^  ^ 那」 
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の 如 く 助;! ひ] 化 しブ？ ものと Ml はれ る ： 

0  「の」。 

kmi- 〃〃 kaniui  「|l|C?),lil|l」 （"u 诠) 
rq)- kanuii   「沖の) ji 巾」 (f 虎) 
ya- "//-km-         「陛の 人」 （内地 入） 
rep-?///-kur        「沖の 人 」 (夕 トト 巧 人) 
»)    「へ」。 §  43. 

iii)  i'r;l 卜 をつ くる。 §  2o6,  iii. 》 207,  iii. 

iv)  感動の 助 fi"] となる ： 

" ru\ve-he  ？' '' lanve -〃〃  ！ " 

—— 「さう かい ？」 「さう だと も ！」 
" tampe  he  ？       toampe  wi  ！ 

「これ かい ？」 「それよ ！ 」 
乙 れ が 副 詞 について そのん を 强 め て^る こと は旣 に 述べ 
プビ。 §  211，  iii.  - 

(3)  ne. 

本來は 「である 」 「 に 成る」 味の 動詞で ある。 

i)  「に 成って」 「をな して」。 {in) 

tup     ne    arpa,    rep    ne    arpa.    (J;^ で 目 力、 つて 4 勿; 0、 

二つに 成って 行き 三つに 成って 行く 

幾つに もな つて 见 える）。 
hokukanau-;/^  「男聲 をな して」 「男聲 にて」 
matkanau- ノだ ' 女き きをな して」 厂女5^ に て」 
shinen//^,  tun ズ/ ど， xtwiie 等 2o6,  11)。 

ii)  「に」 （/".) 

chise  lie  patek  an.  「'豕 に は 力、 ら 7j る」。 

shiso  ne  a.  「； {i7 坐 （こ 坐る Ja 
arorkesh//^','  ishim 〃ど 等 (§  2o6,  iv\^ 
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iiO    「に」 （化成 格)。 {into) 

suma  lie  yaikar.  「石に 化ける 」。 

iv)    「として」。 （"^O 

sapa  nc  an-pe   「頭と して る もの」 

hon  ne  kor-pe  「腹と してや J{ もつ もの」 
(4.)  kor. 

本來は 「所有す る」 ： な 味の 動詞。 

i)  「の」。 れ I し 所; される ものが 人格 を 有する 時に 限る。 § 
28, 註 I. 

ekashi  kor  amip  「祖父の 着物 | 

huchi  kor  shinotcha  「祖母の！ ^11」 (祖母の 十八番) 

。aryiro  kor  hapo  「三次 J^lp の 母」 

ii)  領格 代名詞 を つ くる。 §  8o. 

(5)  ani,  ari.    「で」 （以格 )。 

ani は 本來は 「 手に 持つ 」 意味の 動詞。 ari は ani の變 
化で ある。 §  15,  d. 

(6)  wa,  wano.  「力、 ら」 （奪格)。 §  44. 

(7)  tura,  turano.  「と」 （共 格 )。 §  46. 

(8)  J  n  newa. 

ne は 「 に 成る」 の 動詞， wa は接續 助詞 「て」， 「に 
成って」 が IS 義 である。 

i)  「と、 ふ」 0 

tun  iic:、'a  Oman.  '二人と も 行った」。 

ii)  「と」。 §  46. 

urki  iiciva  taiki 「ノ ミ  >  シラミ j 

(9)  pakno. 

pak は 「量る」 ， き 味の 動詞， no は别詞 法語 尾。 
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「迄」。 §  48. 

neita  pakno  「どこ "St でも」 


ii) 


「程 
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hem  pakno 厂和 J' ほ ふ、、 i 
MIJ 詞 にも。 

pakno  pirka-p  isam.  「それ ほ ド 类 しい も の はない」。 

10)  peka.  「を 通って」 （§  47)。 

11)  kari.  「同上」 （§  47)。 

12)  ekari.  「を迥 つて」 （§  47)。 

13)  okari.  「の 周 ^に」 （§  47)。 

14)  akkari.  「を 過ぎて」 （§  47)。  「よ b も」 (§  49)。 

15)  kama.  「を 越えて」 「を 通って」 （§  4ん)。 

16)  turashi.  「に 沿うて 上へ」 （§  47)。 

17)  pesh.  「に 沿 う て 下へ」 （§  47)。 

18)  esor.  「に 沿 う て 下へ」 （§  47)。 

19)  kasuno.  「よら も」 （；》 49)。 

20)  sakiio.  「まもし に」 (§  51)。 
2  1)    ikashma.  「剩 ら」 (§  9!)。 
22)    pishno.  「ごとに」 （§  93)。 
2  T,)  otutanu. 

i)  ruveashkepet  otutanu  ashkepet  「親ネ の 次の 指」 (人 差)。 

ii)  「 …… 番目の」 （§  97)。 
( 24J  neno. 

{2'^ )    neokor,  nepekor. 

(26)  shinne.  } ( の 如く) 

(27)  kuiine. 

(28)  korachi 


( 142  ) 

(29)  unno. 厂に 力、 けて  _ Iq  sapa  iDifw  ai Ka. 厂!? に 力、 け 1^フ おむ lo 

(30)  epitta(no).  Kail  over.)  kotan  cfyitta  「村す;、 ゆうに ,。 
(31、    opitta(no).  ainu  opitta  pave. 厂男 （ま 行つ ブ ど」。 
(3-)    patek.  「のみ」。 nienoko  patch  okai.  「女ば' 力、 6 ゐ る」。 

(33)  takup(i)  「同上」。 menoko  takupi  okai.  「同上」。 

(34)  ka. 

類似の 形式 {qnasi-postposition) の ka  「上」 (§  59) 力； 「その 

上に 」 から 「も 亦」 の 意 nja こ 移って 行った ものと AL' 、はれる。 

i)  「も」。 

ona  ka  asak,  unu  ka  asak.   「父 も 無 l/^、  」。 
raian  kuni  ka  akopan.  「死ぬ の も 嫌 だ」。 
ene  akari  ka  isani. 「どう しゃう もない」。 

ii)  「か」。 疑問 及び 否定の 語に つ く。  P.  54 泰 照。 

nen  ka 厂誰 力、 い neu  ka 厂 イリ 了 力、 ；, neita  ka  ' inj. 踢に 力、」, 

neun  ka  「4可^へカ\|，  hempara  ka 厂ィ nJB. き 力、 i.  nekon  ka 
「 ど う に 力、」， senne-zC-rt   「まさか …… しまい」' somo- ズ'" 

「同」。  ' 

iii)  詞 について な f!^ を强 める。 §  211， 

(35)  kaiki  =  ka. 

(36)  poka.  「だけで も」 「な ら とも」。 

shito    arkc    poka    a-e  rusiii. 

-ぉ 'つか けら たリ とも 我 食べ 度し 

(37.)    ne-yakka.  nakka.  「で、 も」 厂 も」。 

kaniui   iicyakka   kon   rusiii-pe   mat   ne  kusu  

神様        で も 持ち 度い も、 リ ：4* である から 

ainu   iicx'cikka  nienoko   iicvakka  okai. 

男  も  女  'も  f: 

(38)    bene.  「でも」。 
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eani  heiie  ne  kuni  patek   ku-ramu  awa  

汝 でも であ る t"— はかし 私 A! 人つ たら 

kamui  Jloic  ainu  aoic  pirka-p  pirka,   wen-pe  wen. 

神様 でも 人間 でも 好い 者 は よく     .\み、 1*^ は m い 

139)    heniem.  「も」。 

tampe  hemcm  e-kore-ash. ' こ才 I も： fe^  |： 川に—]! ける」。 

(40)  moshma.  「の 他に」。 

巳- moshma  nen  ene itak  ya  ？ 

汝 'つ 他に 雄が さ う ：^；^ ふ か 

(41)  kus(u).  「(の) 故に」。 

tampe   kiisn   ukoiki  heashi. 

此 の 故に ゆ: 啤が 起った 

(42)  koekari(no).  「 に 限って 」。 

to   at  pon  、va  hetapne,  tanto  koekari  

日 數が 少ぃ でも あるまい に 今日 に 限って 

(43)  eashir. 語勢 助詞。 e- は 充當相 （§  133-137),  ashir は 
「新しい J とい ふ: ffinj ミの 形容詞， 「やっと …… した-」 とい ふやう 
な 氣持を 含む： 

tanto  eas/iir  shir-pirka. 

今日 やっと れた 

ekasni  ku-koitak  ko  casJdr  mina. 

老人 は 私が 話しかける と はじめて 笑 ふ 

e-ki  yak   cashir  nekon   hawash-pe  ta  an  ？ 

おがし たら それ こそ ど：' 彼等 は 云 ふの だ らう 

(ZL4)    easntaDne  =  eashir. 
(45)  he. 

i)  疑問の 助詞。 

tampe  lie  ？  「こ才 L 力、？」 

ii)  反語の 係。 

rai  niukesn-pe  a-ne  he  ki ？ 

死に たくない 者 で 我 ぁリ や はする 
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(46) 


(47) 
(48) 


(49) 
(5o) 
i) 


ii) 


(52) 
(53) 
(54) 


amun. 
somun. 

hetap,  hetapne. 


(反語の 係） 


raipe  amun   itak  ? (死んだ もの 力； ロを禾 Ij  く 力、) 

ク Ii 者 や は 物ず ふ 

e-rai  somun  e-ash  ？ (死ん た、 とい ふ: &前 力く そんな 所に 

汝 死し て や は 汝立 てる 

立って ぬる 力、） 

ainu   hetaime  ene  pirka  ？ (人間と も 思 はれぬ 美し さ》 

人 かこれ かく も 美しき 


tashi.  , , 

1. (ノ  、 （語勢 助詞） 

nesni,  nesun  (<  nesni-unj.  J 

推量の 係。 an-ne  {sing>) 又は okai-ne  (//.) で 結ぶ ： 

pon  horkeu  sani  e-ne  ruw  e  tashi  an-ne. 

—— 「 小 狼 子に てこ そ汝は あんめれ 」 (アイ ス神謠 集 P- 
78)。 

Avakka  eA\'en  hawe  nesun  okai-ne. 

—— 「水が 無く て 苦しんで /o) るんだ な」 （同上 書 p. に2)。 


日萵 地方で は 反語の 係と して 結びに は nek を用ヌ J る 
ampe  tas/ii  a-ve  hawe -an  ne/c  ？ 

—— 「本當 のこと なん ど 俺 は 云 つたので ない のに」。 
a-e-oira  、va  tashi  iki-ati  nek  ？ 

—— 「我汝 を 忘れて や はかく せん」。 
tap. ' 

(語勢 助詞） 「ど」 「な/に」 「こそ」。 


taptap. 
tapne. 

anakne. ' は」。 
iseDo  kisara  tanne. 
この 文が fi: し 「鬼 は 耳が- おい」 の, SfiJ ミ であるならば isepo 
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の 次に 休止 を ffii いて 

isepo,  kisara  taime. 

兔は IP が 畏ぃ 

の 如く 發音 される。 然るに それが 若し 「 鬼の 耳!^: K い 」 の 
意 * であるならば 

isepo  /cisaray  ianne, 

鬼の 耳 は 長い 

の 如く  isepo  kisara は 一 总に發 音し、 kisara と tanne の 間 
に 休止 を 置く  。 この 休止 を はっき ！) させる ものと して anakne 
が ある ： 

isepo  anakne  kisara  tanne.  「兔は 耳 力、 長 I/*  i。 
isepo  kisara  anakne  tanne. ' 屯の 《よ 長い i。 
anakne は對 格に もつ く こと 勿論で ある ： 

sake  anakne  somo  a-ku.  「•/ 酉 は 我 飮ゅザ '。 

意） 體言 につく ものに はこ の 他に 尙格 類似の 形式が ある。 （§  52-69) 

IL 用言に つく もの 

I. 接 續 助 詞 

214.    (I)  wa. 

奪格の wa(§46) 力； 「それから」 の 意味 を 以て 時間 關 係に 
轉 用せられ たもの かと 考 へられる。 

i)    「て」。 或 動作が 終って 他の 動作が 之に 績く こと を 示す： 

Oman  zva  nukar  ！  '  frO て 見 X  ！ j 

nukar  zt'a  ek  ！ ' 貝, て來ぃ ！」 
北部 方言で は 之 を tek で 表 はす ことがある ： 

Oman  tck  nukar  ！ 

nukar  tek  ek  ！ 
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乙れ は 機 太に 於ても 行 はれる ： 

Oman  icx  nuKara  ！ 
nukara  iex  ex  ！ 
wa は 一般に 異時 並列の 關係 である 力;、 次の 場合 は 同時で 
ある ： 

kotan  epunkine  zva  an.  「村 を 守って ゐ る」。 
膽振 地方の 口語で は 次の 場合に 限って wa をお く  ： 
rai  (wa)  oman.  「死んで 行く 」。 
kor  (wa)  oman. ' 持って行 、 」。 
kor  (wa)  ek.  「持って 來る 」。 

ii) 感嘆の 助詞と なる ： 

pirka  7i<a  ：  pirka  ： い a  ！' ぃゝ よ！  1/^ ゝょ!  i 
Kuani ne  7c>a  ！ ' 俺た よ ！  i 
{ 2)    hine  =  wa. 

nea  itanki uk  wa  e  hiiic  hoshipire. 

その お ii を 取って 食べ て おした  • 

(3)  aine  (a-hine). 動作が 若干 時繼續 しブ2 その 結果 を 示す。 
「 …… する ほどに」 「あげく に」 等の 意味で ある ： 

oman  aine  kotani ta  shirepa. 

行く ほどに おのが 村 へ 着きに けリ 

ipe-a  ipe-a  aine  honihi  yaro  shinne  an. 

べに おべ た あげく 腹が 入 0 如 し 

(4)  kor. 

i)  「つ、」 （同時 並列)。 §  166. 

ravayaise  kor  ukoiki  kor  okai. 

泣. き 叫び 乍ら iiA 碑し つ \ あり 

ii)  「と」 （條件 )。  =  ko.    p.  147(11). 

(5)  kane.  「ながら」。 §  165. 

niina  kanc  ene  itaki  :    「笑 ひな 力 くら 云 ふやう i 


(6) 


11 


11 


111 


10 
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yak. 

「なら」 （假 定條 件)。 

poronno  e-kor  yafc  ponno  en-kore  ！ 

たくさん 君 もって ゐ るなら 少し 僕に くれ 

厂と i  =  sekor,  an. 

wemDe  an  vak  a-ve. 

不 Hi が あった と いふ 

yakun  ] 

/  =yak. 
yakne  J 

chiki. 

厂 なら」 =  yak. 

poronno  okai  cJufci  ponno  ette  ！ 

たんと       ある なら 少し よこせ 

厂  する 力、 ら」 =  kusu. 

itak-an  cJufci   pirka  imi  ！ 

我 云 ふ から よつ く 聞け 

) 厂  ブ 2 力、 ら」 =:wa-kusu. 

amset  kata  shine  okkaipo  shirka-nuve  ko-kip-shirechiu 

高 床 の 上で 一人 グ J 靑 年が 刀 鞘の 彫刻 に 夢中に なつ 

kane  okai  cJiiki   chi-rara   kusu   tonchikamani  kata 

て ゐた ので 我惡 し ようとて 敷 居 の 上に 

rok-ash  kane  "  tororo  hanrok  hanrok  ！  "  an  rek-ash. 

坐つ       て       トーロ ロノ ヽンロ クノ、 ンロク        と 我 鳴いた 

ita.  「 …… 時に」。 

e-ekimne  if  a  tan  seta  tura  wa  oman  ！ 

汝山 狩に 行く 時 この 大を つれ て 行け 

ko.  「 …… すれば」 「 …… すると」。 
paikar-an  fco  upash  nin 〜va  mun  tuk. 

春され ば 雪 -m え て 草 萌ゅ 

awa.  「 …… したと ころ 力;」 「 …… したら」。 

Panampe ipe  kor  an  aiva^  orota  Penampe  ck. 

パ ナン ぺが 食事し て ゐ たら そこへ ペナ ンぺが 來た 

ainu  ne  kuni  a-ramu  awa,   seta  ne  awan. 

人間 だ と 思つ たら 犬 だった 


( 148  ) 


(13)  ike,  hike.  ， 

(14)  aike,  ahike. 

(i  5)  akusu  (Iji)  rokkusu  (複) . 
(1 6)    korka.  「 けれども」。 

tan  hekachi  pon  korka 

？ --o 少年 は /J 、さい けれども 


(19) 

(20) 
(21) 


(22) 
(23) 


(24) 
(25) 


awa. 


(17)  yakka. 


r, 


しても 


Jo 


ne-pakno  yainita  yakka 

どんなに がまんし て も 

a-kikkik  yakka  irushka 

た \ かれ て も 怒 リ 


ramuan. 

かしこい 


wen. 

だめ 

ka  somo  ki. 

も しない 


apKusu. ) 
kokusui. I 
kotonn^no)| 


noine 


yakka. 


( …… らしく） 


wen-kur  polio  ne  kotouDW  yarpeshit  mi  kanan. 

貧乏人 の 子 だ と 見えて ぼ ろ を 着て ゐた 

teeta  nishpa  ne,  tane  wenkur  ne  kotoin  sliiran. 

むかし は 金 持 で 今 は 貧乏人 である らしく 見える 

tuima  apkash-pe  ne  noinc  shinki-ipor  eun  kane. 

说く 步 いて 來 たもので あるら しく 疲勞' つ 色 を 浮べ てゐた 

pokor,  apkor  (膽 振) ] ( 
pekor,  apekor  (曰 高) J 

 an  itak  pjkor  v^aiiiu-an  awa  mosh-an. 

と 彼 云った かと 我 思った ら 目が さめた 

apto  ash  apkor  nupe  rapapse. 

雨 ふる 如く       お       ふ る 


かの 如 く  ） 


ari  (膽 振） 
sekor  ( 闩 ^ 


と） 


Poropet      an  a-ve  kotan ね 

m 別  と いふ . ォ' j に 

nishoa  an. 

お 勢が わる 


::5ampe      an  a-ve 

： 二 牛  と 巾す 
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terkepi  anakne  "  tororo   hanrok  hanrok  ！  "  avi  rek. 

虫 1;  は  トーロ  口 中 六        牛 六  と な く 

(26)  manu. 

i)  「 …… と」 （問 接 叙 法） 

ail  manu  a -ye  awa  nupetne. ' ある と 我 云った ら 彼よ/^ 

こんだ」。 

ii)  expletive. 

di-w^-viaim  Poropet-kotan  、名に し ふ  ) 

人の 云 ふ 別 の 里 

(2；)    kimi.  (p.  194) 

(28、    kunak  (<  kun-vak)  =  kuni  (iv) 

("20)  kusu. 

i)  「 …… から」 「 …… ので」 OS 因 又は 斑 由） 

kamui  ne  kiisit  kamui-ipor  eun  kane. 

神樣 である から 神 もミを 備へ てゐる ， 

ii)  「 …… せんと して」 「 …… する ために」 

ekashi  nina  kusu  ekimun  oman 

爺さん は 柴刈リ に        山へ 行き 

hucni  inuraye  kusu  pet  otta  san. 

婆さん は せんたく に 川 へ 行った 

iii)  感嘆の 助詞  ' 
ene-an  kusu  >  enanZ7/j?/  ！ ' なるほど ねえ」 
ine-ap-Z'usu,  ine-ap-/^/,'su-un  >  meapA^z/sun 厂 ^iH" てまめ ••• 

…」  ― 
inkar  kum  !  =  inkar  ！  「乙れ これ！」 「もしもし」 「ちょい 

と 」 、Eng.  lo  ！) 

iv)  命令の 間接 敍法 

" alimi ！  "  ari   itak.  =  z-ahun-/ (，ど kusu  ye. 

(汝) 入れ と 彼 云った 我 を 入れる ベく 彼:^ つた 

" Oman に， an  itak.  = ト oman- な fciisii  ye. 

(汝) 行け と 彼 云った 我 を 行かす ベぐ 彼 云った 

(30)    katu.  「様子」 「有様」 「狀 態」 


( 150  ) 

tarn   eok   katu  oarar-isam. (縱橫 無 盡に刀 を 振 廻せ ふ、、) 

刀の ひっか \ る樣子 更に たし  、'  一 

(30    ruwe. 事實に 就いて 確說 する （確說 法）  ■ 

ek  ruiije  oarar-isam. 

彼來る 形跡 更に たし 

Oman  nizve  ka  a-eramishkare. 

彼 行った こと も 我 知らたかった  ' 

(32)  humi. 主觀 的な 判斷を 示す （感說 法） 

ek  huim   ka  isam. 
彼來る け は ひ も たい 

orun  vaishikarun-an  ；   wentarap-an  Jmvii iie  awan. 

とたんに        目が さめた  夢を見た  0 で あ' つた 

(33)  hawe. 聞いた ことに 就いて 述べる （聞說 法） 

ek  Jiaive  a-nu. 
彼來る 由 我 聞いた 

ene  ne  haive  ne  yakun,  i-tom-kokanu  yan.  ！ 

さう いふ ^ でした ら 私に ま か せた S い 

(34)  shiri. 目で 見て ゐる樣 子に 就いて 述べる （見說 法） 

Oman  si  an  a-nukar. 

彼 行く のが 見える 

ene  a-raike-p  orake  sum  oarar-isam. 

あんなに 殺された のに 減る 樣子 更に たし 

厂 …… のに」 

chisautari  shinki  shin  suke  ki  wa   unkopunpa.    (in J 

我 姉た ち 疲れて ゐる のに 炊事 し て 我に 捧げた ' 

謠集 86 頁) 

wen -ash  siiiri  chi-wen-chisehe  koshirepa  sJuri  iyairaikere. 

我々 貧乏して o る' つに 我々 o 粗末な 家 ； こお 出で のこと つ 至 り 

2. 終  助  詞 

215.    (0    ya. 疑問の 助詞 

ail V"  somo  ra  ？  「あら や なし や？  | 
nen  ene  itak リ'" ？  「誰が さ う 云った 力、？」 
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hani  (sin^.)] 

ノレ 命令の 助; 


yan 

Oman  hani\ 厂 行けよ ！  j  {sin^^ 

paye  yan  ！ 厂同 .j 二」 (//.) 
單數に は hani 裕數に は yan を 用ぬ るの が 原則で ある 力;、 
丁寧に 云 ふ 時 は 唯一 人に 對 しても yan を 用 7j、 又 大勢に 對し 
て も yan に' 添へ て hani を 用ぬ る： 

echi-eaikap  chiki  Kamui  tomo-kokanu  ya"  hani  ！ 

—— 「貴方が たに 出來 ない 時 は 神様に あ、 委せなさい ！ 」 


I'o. 第一 人稱複 數に對 する 命令。 ん /  "•f …… 
paye-an  ro  ！  「行き ませう ！」 
hokure  ipe-an  r 。！  「さ あ 食事 しませう ！」 
rusui 願望の 助詞  ' 

kerampe  ne  yakun  a-e  Tiisui. 

うまい ものである なら 食べ たい 

pirka-p  ne  chiki  a-kon  rusia. 

よいの である なら 持ち たい 

nankor 
想像の 助詞 

e-kikkik  ko  nam  rayavaise  nankor. 

汝 叩け ば すぐ 彼 泣く だら う 

ainu  somo  ne,  kamui  ne  nankor. 

. 人 では なく 神 である だら う 

柔 かな 命令 
echi-ki  nankor  na.  '     前 達す るんで す よ」。 

in; 反語 

" achikara-ta   wenkur   hekachi   toan   chikappo  kamui 

あら を かし や 貧^の         子         あの         小. f;5i  神樣の 

chikappo  akor  konkani-ai ka  somo  uk  ko,  e-nepkor-an 

小鳥 は 掩 達の 黃 金の 矢で さへ も お 取 リ にならない のに お前 の やうな 

wenkur   hekachi kor   yayan   ai   munin-chikuni-ai  toan 

貧乏人の        子        の た^の 矢 朽ち       木の 矢 を あの 
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chikappo  kamui  chikappo  shino  shino    uk    nankor  na  ！ 

小. 〔も 神樣の 小 J:!) が さぞ さぞお 取リ になる だら う よ 

(7)  kasui. 厂 …… し 過ぎる」 

pon  kasia. 厂/j、 さすき る 1。 
wen  kasiii.  「感 ~^ きる ,。 

(8)  raike  「 …… しすぎる」 

nishmu  raike .  「さびしす さ る 」。 

(9)  na 指定 （或は 感嘆） 

teta  an  na.  「こ、 にある よ」。 
ek 鶴 ek  na.  「來た \ 來た よ ！。 

(10)  kus(u)-ne  (P.  195- 197) 

(1 1)  ruwe  ] 

(12)  ruwe-an  {pi.  ruwe-okai)  \  (確說 法) 

(13)  ruwe-ta-an  (//.  ruwe-ta-okai)  J 

i) 疑問 め 感嘆 
pirka  riizve  ？ 
=  pirka  ruwe-an  ？ 

= pirka  ruwe-ta-an  ？ 

美しい の か い 

11 ep  pirka  nm'e  ！  • 
― nep  pirka  ruwe-an  ！  • 

=  nep  pirka  ruwe-ta-an  ！ 

何と 美しい ことよ 

(14)  ruwe-ne    (確 說法) 

^fi に 就いて 念？: 押す « 持で ある ： 

tanipe   ku-kor-pe   ne  riizve-Jie. 

これ  禾:/ 、の もの       な' つよ 

uk  lira  11 ek  mzve-ne. 

昨 fk' 彼來た （つで ある 
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(15)  humi-ash  ' 

(16)  humi-an     i  (感； Ift 法) 
(i  7)    humi-ne  , 

apto  ash  humi-ash.  「 【:|5 が 降って るが だ」 （傍観 的） 
keran  hitini-an. 厂まづ く もない やうた、」 (一口食べて 

て） - 
ukoiki  /i?mn-ne.   「リ2嚷 だよ、 きっと」 （想像） 

( 1 8)  hawe 

(19)  hawe-an  (//.  hawe-okai)  (PxT 說法） 疑問 （或は 感嘆） 

( 20)  hawe-ta-an  [jh.  hawe-ta-okai) ■ 

a-kore  ko  nekon  ne  ha  we  r 
二  a - kore  ko  nekon  ne  hawe-an  ？ 

二  a-kore  ko  nekon  ne  hawe-ta-an  ？ 

我 彼に 與 へたら どう だ とい」、 のか  ' 

(21 )  hawe-ash  1  , 

\    i 1  (聞說 法） 「 -…' とい ふ 話で ある」 

(22)  hawe-ne  J 

lyochi-un-kur  tureshi  turano  a-tak  a  hawe-ash. 

余 市 人 が        妹         と共に 招かれ た 由 

hattar  oro  oshma  wa  rai Jiawe-ne. 

淵 へ はまつ て 死んだ とさ 

(23)  shiri  ' 

(24)  shiri -an  (//.  shiri-okai )         ) (M/ 說法リ 

(25)  shiri-ta-an  (//.  shiri-ta-okai) , 

問 又は 驚き を 表 はす ： 

nep-sui  pom-menoKO  pirka  sJuri  r  ！ 

=  nep-sui  pom-menoko  pirka  sJuri-an  ？  ！ 

= nep-sui  pom-menoko  pirka  sliiri-ia-an  ？  ！ 

何と まあ 少 女の ：义; しい ことよ  • 

(26)  shiri-ne    (見說 法） 

目前の 現象 又は 事赏に 就いて 厂 •••••• である」 「 …… した 所 
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である」 と 乙と わる 氣持： 

:3hinutapka-un-kur  a-ko-asur-ani   kusu   ek-an  shiri-ne. 

シ ヌタゾ 力び とに  我 知らせん        とて 我 來れる ji 听たリ 

(27)  okai. 强ぃ 願望 を 表 はす （pp.  137-138) 
「鳥に成^)たゃ」 なる 文 は 三つの 形式に よって 表現され る ： 

I )  cnikap  ta  ku-ne  ！ 

II )  chikap  ta  Ku-ne  otcai  ！ 

III )  chikap  ku-ne  okai  ！ 

(28)  an-ne  okai- ne  (//.) 推量の 結び (p.  144) 

(29)  nek. 反語の 結び （p.  144) 
(注意） この 他に 尙 態の 助詞が ある （§  162-1フ0)。 


第 IX 章 感歎詞 


216.    ayo  ] 

(苦痛） 

ayapo  J 
ainupata  \ 

ainupotaunj  (~MW.)  「い 、な あ！」 
ampotauii i 

achikara  (厭 惡) 「きたない！ けがら はしい！ - 

ayakanna  (愕 さ) 

ayakatcha  (厭 惡' 意外） 

chopara  「ざま ァ 見ろ ！ 好い 氣 fij^  ！」 

hai  (苦痛）  ， 

hai ku-sapa  ！   「g|| カミ涌 ！ 」 

hai  ku-shiki  ！  「眼力く 痛い ！」 

hai  ku-teke  ！ ' 手 力、 痛い ！」 

hai  ku-ramu  ！  「ァヽ びつ く ら した ！  | 
hap  (食物の 感謝） 「 ご馳 ^；： さま！」 
hetak  ' 

keke-hetak      誘 ひ) 「さ ァ！ いさ、 ！」 
hokure  ' 
kanna  =  ayakanna 
katcha  =  avakatcha 
mamta  (愛撫） 

(ko)  nepkeukatalf  (なさけな や 
(ko)  nepkashita 
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oi  Oi  (物 を贳 つた 時の 感謝） 

oyoyo  (苦 惱） 「苦し や！」  . 

ononno         ' ばんざい ！ j 
shipakar        (愛撫' 憐憫） 
2i 7. iram(h)ayaisere  「力、 あいさ う に ！」 
iramasure      「きれいた、 な あ！ 」 
iramishka(re)  「知 り ません ね え ！」 
iramkittarare,  iramkittarara 厂氣味 力、 惡 いな あ ！ ' 
iramkursere  「おそろし や！  i 
iramkoiki      「氣の 毒な ！」 
irammakaka  「'じ、 地 よ や ！  j 
iramnukuri    「ぉ氣 の 毒な ！」 
irampatekka  「51'；1 まづ 1/7 な あ！」 
irampekamama  「4^'|irK: ブ c  -  < 
iranipottarare,  irampottarara  ' や 力、 ま しい ！」 
iramsarakka  「 せつな さ よ ！ やるせな や ！」 
iramshitnere  「うるさい な あ！」 
iramtuipa       「おど/:) いたな ！」 
iramtoinere    '    "どろい ブ とな ！  i 
ichakkere      「きブ ごない ！」 
ikarashki       「惜しい な あ！」 
inunukashki ' 力、 めい さ うに ！」 
irankarapte    ' なつ 力、 しゃ！」 

isshirkuran(tere),  isshikan  「たまげた ！ あきれた ！ 

lyainumare  「^?^とろ、へし！」 

iyairaikere      ' あり 力、 と ！」 

iyosserkcre 厂あヽ どろい ブと！ あきれた！」 


第 X 早 fS.7inm  (tvord-jormcuion) 


!•     iJk 牛、 法 (derivation) 

218. 接頭 辭 


•  0 

雅語 第- 

-人 稱 主格 單數 及び 複數 （§  IOI) 

口語 第- 

-人 稱 主格 祓數 包括 形 （§  IOI) 

Hi) 

口語 第: 

二人 稱敬相 主格" 41 數 及び 核' 數 （§  101 

iv) 

汎稱 （§ 

I02) 

v) 

不定 稱 

(§  103) 

vi) 

中 相 （§ 

104) 

vii) 

所 相 （§ 

105) 

Vlll) 

分詞 法 

(§  I06) 

(2)  am- 平面 狀の 物に 附 いて 「ひろ やかな」 とい ふ氣持 を 
添へ る ： 

なク〃 -set  =  set  「<%H^-j  ■ 
ain-so  =  so  「休 i 
<37/z-sokkar  =  sokkar  「敷 藤」 
rt7 だ- toi  =  toi  「大 j "也」 

(3)  an-  =  a- 

(4)  ar-    i)  「一」 

ar-sui 厂ー 1 已] j 

ii)    「半」 「片」 

な 尸- nan  >  anna.n  「半 

^r-shik  「片目」 
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111 


IV 


"r-tek  >  ""tek  「片手」 （北部 方言） 
「反 對侧の 」 

ar-rur  >  a/irur  「反 對侧の 海」 (日本海 力） ら云 

へば 太平洋、 及び その 逆） 
ar-so  「反對 側の 座席」 （右 座から 云へば 左 座、 
横 座から 云へば 木 尻座、 及び その 逆） 
厂 I  く  J  (intensive) 

"r-onuman  「全く の 日暮れ」 （名詞） 
ぼ- ramasu  >  ""ramasu  '全く 好い な と 思 ふ , 
(動詞） 

"r- wen  「全 く 惡ぃ」 （形容詞） 
"r-ekushkonna 厂 全く た、 しぬ けに」 (副 g5J) 

(5)    Chi-  i) 雅語 第一 人稱 主格 （神 謠） （§  101) 

"、 口語 第一 人稱 主格 複數對 立 形 （§  101) 
汎稱 （§  I07) 
不定 稱 （§  I09) 
中 相 （§  108) 
分詞 法 （§  no) 

JIT 二人 稱単數 主格 及び 目的格 （§  101) 
指 相 （§  133-137) 
(8)    e-  =  he-  「顔」 （§212，  B, 注意） 
(q)    ear  =  ar  (i, ii, iv ) 

f な rsaineno  「 ー卷 き i こ」 

rrrmiatkino  「一 M 線に」 「どこへもご^^らずに」 
-  r^^z-kaparpe 厂ー 枚の 簿物」 

eanw-SiW  「半] filj 

(10)  cchi-  ?i 卞 二人 稱 fii 救 主格 及び n 的 格 （§  101) 


chi- 1 ) 

Hi) 
iv) 

V) 
vi) 


((II: 

(i2 


(13) 
(14) 

(15) 


(16) 
(17) 


en- 
en- 


he-  i 


11 


ho-  i 
ii 
iii 

i-  i 
ii 
iii 

iv 

V 

vi 
vii 
viii 

in- 


ir- 
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rUft お 一人 稱) Td^ 口 的 格 （§  loi) 
隔を 示す 

ka   「(接 觸 して） 上」 0"):   en-\<^  「(離れて） 上」 

(over)  (§  59) 
pok  「(接 觸 して） 下」 —der): 〃た pok  「(離れて） 

下 1 {below)  (§  66) 


IJ 


:§  126) 


方向？: 示す 副詞？: つ く る （§  212,  A) 
「尻」 （§  122) 
「陰部」 

方向 を 示す 副詞 をつ く る （§   212,  A) 
雅語 第一 人稱 目的格 單數 及び 複數 （§  101) 
口語 第一 人稱 目的格 複數 包括 形 （§  IOI) 
口語 自 S  二人 稱敬相 目的格 軍數 及び 複數 （§  IOI) 
汎稱 目的格 （感歎詞の 接頭 辭） （§  217) 
第一 人 稱單數 主格 （§  III) 
第三 人 稱領格 （§  112) 
「それが」 （§  113) 

「それ を」 （§  114) 

第一 人稱 目的格 （樺 太 方言） （§  123,  i, 注意 iii) 
「ひとつ 义、 き」 

か- humse  hau  「ー齊 に hu5  hum  ！ と 雄 誥びを あげる 聲」 
か- hetche  hau  「ー齊 に ヘイ ッ！ へ イツ！ と 和す る聲」 
/rpe  (ひとつ 、、 きの もの) 「兄弟」 machzVpe  (<  mat-irpe) 
「姉妹」 

2«rur-peka  (ir-rur-peka )  「海ば' 力、 ら 通って 」 
zrwak  (く ir-u-ak)  「兄弟」 
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1 8)    kan-    「上 音に' 表面」 

^an-ipor 厂 顔色」 

Jtan-kap 厂皮」 

ズ， な〃 -ki ね i  「頭の てっぺん」 

んな" -pasui  「箸の 上 SP」 

ふな〃 -toi ' i 也 Jcj 
〔19)    ku-    口語 第一 人稱 單數 主格 （§  IOI) 

(20 )  kur- 

y^?/rka  =  ka  「上」 （§  59) 

y^2/rpok  二  pok  (§  60) 

え?/ Kom  (く  kur-tom)  =  tom  「中」 55) 

(21)  ko- 指 相 （§  I4I-I45) 

(22)  kot- 

ん/ cha  (<  kot-sa;  =  sa  '  niijj 
/'^7/pok  =  pok  ' ト」 

(23)  no-    I 美稱」  . 

7ioyuk 厂良 t 旨」 

;/^?shki  (<  no-oshke)  「まん 中」 

nonuksii'  「よ く 見る j 

；/^ hankeno  「すうと 近く」 

(24)  0- ネほ相 （§  138-140) 

(25)  0- 二 ho-  (§  212,  B, 注意） 

(26)  oar- 二 ar- い i, iv) 

i)    「半」 「片」  ' 
oar-nsiii  >  oaniian  '  '\-Mj 

oar-sh\k  '  )\ 目」 

。"产 tek  >  oattek  「パ 牛」 


( I" ) 

u)  intoishe. 

oar-isam  「全然ない」 
oar-oira    「すつ 力、 り 忘れる」 
oar-wen 厂 とても 駄目」 

(27)  oarar-  =  oar-  =  or  -  =  ar- 

(28)  or-  intensive. 

or-hetopo      「す ぐ、 折返して」 
or-oyachiki    「全 く 案に 相違 して」 
or-setakko     「隨分 永 ら 、 \ 
or-teeta        「大 十 爷 」 

(29)  pi-    「微」 「小」 

pi-chish  「忍び泣き （する）」 
pi-itak    「ひそひそ 話 (する）」 
pi-mina  「忍び 笑 ひ （する）」 
pi-opke  「かすかな 屁 （を ひる）」 


(30) 


(31. 


(32) 
0 


ru-  「一半」 

ru-chi  「半熟の」 

ru-haita  「半 馬鹿の」 厂 一寸 足 ら ない」 

ru-mokor  「半眠 ^) ( う とうと してぬ る）.. i 

san-    「出て ぬる もの」 

san-cha  =  cha   '口  1 

sail -nan  =  nan  '  0  , 

san-par  =  par 厂ロ  ！ 

san-ota  =  ota 厂砂濱 j 
sem- 

■M'n'cmi で. 

setakno  「暫時」， 

sem-setakno 厂久 しく」 


I 
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ohonno  「久 しく」， sem-ohonno 厂暂時 j 
1 リ pejorative  (或は expletive) 

•5Y7"-iporkan   toine   kane   「面色 土色に なって 」 申 IS 集 
86 頁） 

kanantano-kane  a-ir 〃ハ shiKsama  chikurure. (ュ 一 カラ 

ふと  我  目の前  陰った 

の 研究 875 頁） 
(前者 は 「顔色ったら まるで 無い」 の氣 持、 後者 は 「見る と 
もな く 見ない ともなく」 の氣 持） 
sem-korachi 二  korachi 

(33)  shi- 

i)  「本當 の」 「眞 の」 （§  150 

ii)  「大 なる」 （§  151) 

iii)  再歸相 （§  151- 153) 

(34)  shir- 

i)  「 天候」 「氣 候」 

shir-pirka  「天氣 力、 よい」 (晴天) 
shir-wen    「天 51'；\« が惡 い」 (嵐) 

shir-peker  「夜 力く 明ける」 shiH<uime  「曰 力； 幕れ る」 
shir-sesek  「時候が 翁い」 shir-nam  「時候 力； 冷い」 
shir-apa     「雨 力く 漏-る」 

ii)  「大地」 

shir-shimoye  「 大地が 搖れる 」 （地震） 
sliir-rupush  >  shinrupush  ' 大地 力、 凍てつ 、 , 
-shir-uhui  「大地が 燃える J  (野 '尺' 山 火） 
shir-uwante  「阈 Jri ど"^ る」 

iii)  「口前の ダぶ 問」 

shii-hutne  「場所が 狹ぃ」 「 ま狹 な」 「て狹 な」 
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shii'-sep  「場所が 廣ぃ」 「ま/ A: い 」 「て) Jl い」 
iv)    intensive , 

shir-kupa    「がぶ f) と喷 みつ く 」 
shir-kuta  「ぶちまける」 

shir-oterke  '  2; ち!? おむ i  • 
shir-otke     「ぶち 刺す」 

(35)  tui- 

tui-ka  =  Ka  ' 上」， tui-pok  「下 i  =  pok,  tui-sam 厂 侧 |  =  sam 

(36)  u- 兩數 （§  40) 

互 相 （§  146-148) 

(37)  un- 雅語 第一 人稱 目的格 （神 謠） （§  IOI) 

口語 第一 人稱 目的格 複數對 立 形 （§  IOI) 


(38) 

vai- 

「た 《の」 （§  149) 

再歸相 （§  149-150 

(39) 

kes- 

kes-to  '毎日 1,  kes-ukuran  「每夕 」， kes-pa 厂每年 

219. 

接尾 辭 又は 語尾  、 

(I) 

-a 

形容詞' 接尾 辭 （§  88)  ■ 

(2) 

-a 

他動詞 法 接尾 辭 （§  121,  126) 

(3) 

-a(ha: 

) 名詞 具體形 語尾 （§  21) 

(4) 

-an 

人稱 接尾 辭 （§  IOI) 

(5) 

-an 

動詞 法 接尾 辭 （§  174) 

(6) 

-an 

形容詞 法 接尾 辭 （§ 193) 

(7) 

-asn 

人稱 接尾 辭 （§  IOI) 

(8) 

-ash 

動詞 法 接尾 辭 （§  39) 

(9) 

-ash 

形容詞 法 接尾 辭 （§  39)  ■ 
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(10)  -at 形容詞 法 接尾 辭 （§  39) 

(11)  -atki 動詞 多 |IU 態 語尾 （§  156) 

(12)  -Chi 複數 （§   IOI, 注意 0 

(13)  -e 他動詞 又は 使役 相 （§  186) 

(14)  -e 他動詞 法語 尾 （§  121,  126) 

(15)  -e(he) 名詞 具體形 語尾 （§ ヮ， i8,  21) 

(16)  -ha 名詞 具體形 語尾 （§  17) 

(17)  -hi 名詞 法語 尾 （§  75,  i) 

(18)  -hi 名詞 具體形 語尾 （§  17) 

(19)  -hitara 動詞 持績態 語尾 （§  157) 

(20)  -hu 名詞 具體形 語尾 （§  17) 

(21)  -he 名詞 具體形 語尾 （§  17) 

(22)  -ho 名詞 具體形 語尾 （§  17) 

(23)  =       名詞 法語 尾 （§  75,  0 

(24)  -i(hi) 名詞 具體形 語尾 （§ 19，   20,  21) 

(25)  -i 他動詞 法語 尾 （§   121,  126) 

(26)  -ike -hike 名詞 法語 U  (§  75, め 

(27)  -i ね -a-hitara 動詞 持續態 語;！  （§  i57) 

(28)  -ka 他動詞 法 接尾 辭 （§  182) 

(29)  -ka       Mlj 詞接 Jfi 辭 （§211) 

(30)  -kar 動詞 法接ズ (§ 174) 
に 3O  -kar  cxplctiTc 

nuina/(w  =  nuina  「  |5i く"^  i 
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hotaiiu ムび 二  hotanu 厂 訪ねる」 
hotuye/'c?^= hotuye 厂 llf-j ミ、」 
tunVv?;'— tiiri  「ィ 巾 ば' す 」 

(32)  -ki 動; 13 法 接; i 辭 

hap  「感謝」 hap-ki  「hap  ！  hap! と 感謝す る」 
saimon  「探 f 為」 saimon-ki  「探 する 」 
tasum  ' 病':;！'; \<」 tasum-ki  ' タ 內: '；1ミ\« する」 
hau  ' 聲 J 1 確- ki 厂云ふ I 

(33)  -ke  (he)  .  - 

i) 語根に ついて 名詞 をつ く る 
ar-ke  「半分」 
Kim-ke  '山 I 
or-ke 厂處 J 
paii-ke  「力、 み」 
pen-ke  'しも」 
rep-ke  「  < 中 ！ 

(の 抽象 形 及び 具體 形） について 「處」 の 意味?: 


li) 名詞 
表 はす 


(34)  -ke 

(35)  -ke 

(36)  -ke 

(37)  -ko 


chorpoki  =  chorpokiAv 厂に そ) の T」 
kashi=:kashi/r  「(そ) の 上」 
kotcha  =  kotcha/{r  ' 、そ) の Rjijj 
sama  =  sama/r  「t そ) の 仰 j  1 
tukan  =  tukari/r  ' (そ) の 手 ほリ」 
tumu=tumu/(r 厂 (そ) の 中」 
動詞 法 （§  i8o) 
他動詞 法 （§  i8i) 
形容詞 法 （§  203) 
形容詞 語尾 （§  205) 


■% 
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(38)  -ko 副詞 法語 尾 （§  2o6,  vi)  • 

(39)  -kor 動詞 法 接尾 辭 （§  175) 

(40)  -kor 形容詞 法 接尾 辭 （§  200) 

(41)  -kosanu  ] 

1  ー囘態 （§  154) 

(42)  -kosampa  J 

(43)  -組  ' 

i)  名詞 法語 尾 

nwia  '  yfc'itf  J に 111 厂:^  i) 

tes ク〃" 「カン ヂキ」 (tes-ke  「反る」 tes- u  「反らす」) 

ii)  形容 lii'J 語尾 

tuwia  '  i3i^ い」 

xdimvia 厂, 吊-住の i    ram 〃/ひ- kane  '  '？^ よ 住 (こ j 
moslw/a 厂^ の J 

iii)  動詞 法語 尾 （§  1/8) 

(44)  -na 形容詞 法語 尾 （§  58,  iii)  • 

副詞 法語 尾 （§  2o6，  V)  . 

(45)  -nak 形容詞 法 接 辭 （§  202) 

(46)  -na ね ra 持續態 （§  i57) 

(47)  -ne 動詞 法 接愿辭 （§  176) , 

形容詞 法 接/る 齚 （§  199) 

副詞 法 接/ i 辭 （§  2o6,  iv;  20S,  ii) 

(48)  -no* 形容詞 法 接/ S 辭 （§  204) 

副詞 法 接 辭： （§  209，  ii;  210,  ii) 

(49)  -nu 動詞 法 接足辭 （§  177) 
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形容詞 法 T ぶ 辭 （§  198) 

(50)  -o(ho) 名詞 具體 形^; 2  (§  21) 

(51)  -0 動詞 法 接 ill 辭 （§  173) 

形容詞 法 接 iS 辭 （§  197) 

(52)  -0 他動詞 法語 S   (§    121,  126) 

(53)  -oshma 瞬 問 態 （§  159) 

(54)  -ot 動詞 法 接; g 辭 （§  39) 

形容詞 法 接尾 辭 （§  39) 

(55)  -P 名詞 法語 尾 （§  75,  iii) 

副 文章 （§  75,  iii) 

(56)  -pa 目的物 祓數法 （§  121) 

動 主複數 （§  122) - 
， 敬稱 語尾 （§  122) 

(57)  -Pe^-P  (§  75,  iii) 

(58)  -po       ネ旨 zj 、辭 Kjiiiimmitive) 
厂 


i)    「小 さい もの」 
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chep 

「あ 

chep/ ゾ 

chikap/6> 

menoko 

「女」 

menoko/'6' 

okkai 

「男」 

okkai /ひ 

「小 ズな」 
「小鳥」 
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「可愛い も の」 （愛稱 又は 親稱) 

achi/ ジ 「父さん」 
ha/^  「母さん」 
y^po  「兄さん」 
kaka /ひ 「姊 さん」 
感歎の 接尾 辭  ， 
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IV 


(59) 


(60) 

(61) 
(62) 
(63) 


" aya/。  ！  oyoyo{po)  ！  wakka po  ！ " 

—— 「:fe "、痛！ 苦しい！ 水よ！」 （アイヌ 神謠集 
123 頁） 

副詞に ついて 意 n ょを强 める （§  211) 
-ram 抽象名詞 

kemraw 厂錢娥 I 
Y^onrain   ' 幼' レ」 

-re 他動詞 化 接尾 辭 （§  183) 

使役 相 接尾 辭 （§  184) 
-rototo,  rototke 繼起態 (§  i55) 
-sak 形容詞 法 接尾 辭 （§  20I) 
-sni  intensive 

ka^///  「（そ） の 上」 
neV//  「こそ」 (§  213,  50) 
taj-///  ' こそ」 (》 213，  46) 

-se 動詞 法 接尾 辭 （§  1/9) 
-ね 形容詞 法 接尾 辭 （§  213,  I,  iii) 
副詞 法 接尾 辭 （§  213，  I，  iv) 
感 M' の 接尾 辭 （§  213,  vi) 

(66)  -te 他動詞 化 接尾 辭 （§  183) 

使 K ネ n 接; S 辭 （§  184) 

(67)  -tek 輕微態 （§ 157) 

形容詞 法 

kut なえ' 「黑 い」 
sat/W，   「瘦 せた」 
ret な/，    「老ぷ した」 
yau/W:'  「冷却 した I 


(64) 
(65) 


( ) 

(68)  -u(hu) 名詞 體形 (§  20,  21) 

(69)  -u 他 助; liiHU5iS  (§  121,  126) 

(70)  -un 形容詞 法 接; g 辭 （§  197) 

副詞 法 接/ i 辭 （§  206) 
inteiisr に' C       21 1 ,  111 ) 

(71)  -ush 形容詞 法 接 M 辭 （§  197) 

(72)  -yar 使役 数 接/ li 辭 （§  188) 
220. 末 音 -k,  -m,  -n,  -p,  -r,  -s,  -t : 

ra  「下 」， ra ク" 「下の」， ra"  「下る」， ra/  「下る」， ho-ra/^ 
厂 崩れ落ちる」， ra^machitke  「垂れ 下る」， I'a/ki  「同」， 
ho-raMi 「 ずれ 下る 」 等 

ri  「上' 高」， ri え' 「高み」， rild  〃「上る」， rild/ 「上る」， ho- 

n/-i  「踊る」 （尻 を 上げる） 等 
sa 厂前 • 仰 J—i,  sam 厂 仰】」， saw 厂 前へ 出る」， sa/ 厂 同」， ho- 

sar-i  「振 向 く 」 （尻 を 前へ やる） 等 
mak  「後」， maka"  「後へ 行く  (歸 る）」， maka/  「同」 
ya  「陸」， ya"  「—ヒ P 室す る」， ya/ 厂同 」 
po 厂"; F  I，  po/i 厂 /j ヽさ し"》」 
pa  「"1 口」， pa"  「しもの」 
pe  「水源」， pew  「力、 みの」 

ka 厂 上」， ka"  「上の 」， ka/  「皮」， ka7〃- u  「力、 せる」 

pok(i) 厂 下」， poki〃  「劣れる. 易 弓い」 

tope 厂 十 J,  tope だ 厂 1t い J 

iso  「 山 幸. 海 幸」， iso,7  「獵 5^ めでた き 」 

0  「入れる 」， or  「 內」， os/i  「同」 

0 厂 尻」， 0 ふ 厂ネ 今— -」， 0 ん a 厂ィ g」， osh 厂同」 

0  「ある I,  0/  「澤山 ある I 
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a  「ある」， a"  「同」， ^sh  「同複 數」， a/  「同 複數」 
「附 いてぬ る 」， U ぶ》 「同 複數」  - 
ni  「木」， ni/  「棒」， 111/  「柄」 
te る 「手」， te;;/  「同」 
pe 厂 tRj,  pe/ 厂 JIl_j 

isaw,  se;;/,  so ク〃 o，  sa/-  (l/^ づれも 「無 l/^ 」) 

rok  「坐る 」， xosh-V\  「立てる」 

ma か a  「開ける」， ma ぶ- a  「同」 

c\\\k 厂 滴る J,  chir 厂滴 （る）」， clirs7z 厂 泣く  一 I 

oya 厂' 他の」， oya え， ホ 厂 ffi 所」 

II. 合成 法 {composition) 

221. 「名詞 + 名詞」 

所謂 對等關 係 や 一致 關 係の もの は 無く、 總 ベて 先行 要素が 
後績 要素?: 修飾す る 主從關 係の も のば か b であ る ： —— 
kamui-kotan  '神の 國 i  . 
ainu-moshir  「人間の 國 i 
ape-huchi 厂 ycCD'^jji 申」 
wenkur-ekashi  「貧しき 老爺」 
kaparpe-itanki 厂ぉま 竹： f) の tej 
repunkur-atui 厂夕 ト^^^ ノ v の' ぶ-」 (夕 H 羊) 

先行 要素 は槪念 を 表示す る だけで あるから 一般に 抽 ^形で 
あ る 0 從 つて 或る 合成 名；! めが 何等かの 人稱に Mi して ゐる場 
に は 後績耍 素の み を具體 形に する ので ある ： —— 

*    -k に は ig 所の^ 多 し ： —— 

ri/<  「]^]み」， po々 厂下」 ， ma ん 「後」， kopn/< 厂 f;5」，  huna々 「 何虚」 统、 
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shik-kap//(hii) 「彼の 臉」 


shik-kes  「目尻」 
shiK-num  '  03?  | 
shik-pui 厂 DM 孔」 


shik- k に s ベ he)    「彼の f—IKj 

shik-nuni/Oii)  「彼の 0 玉」 
shik-puyt<he)   「彼の Big 孔」 


222.  「名詞 + 動詞 （又は 形容詞)」 

先行の 名 が 主格で 後總耍 素が? 11 « である 場合に は そ 
の 名詞 は 一般に 具 體形を とる。 か、 る構成の^？^成語に於ては 
對 象の 一部分に 就て そ の 性質 を 述べる ま JJ 公 が 多 いか ら であ 
る ： —— 

kew.'-ram  「短嫗 の」 （體が 低い） 

kew-ri  「長身の」 （體が 高い）  " 
kuchZ-ashkai  「聲 がよ い」 （喉が— ィ j* 能） 
kuch ん kanna  「饒舌の」 （喉が 頻繁） 
par^-rui  「饒舌の」 （口が 烈しい） 
ram"-an  「賢い」 ('じ、 力、 ある) 
•  nan? ひ wen  「トクべ ッ カジ 力」 （JR カミ惡 い) 
shik/-poro  「カズ ナキの 一種」 (目 力； でかい )- 

先行の 名詞が 目的格で 後續耍 * が 第 I 額で ある 場合に は そ 
の 名詞 は 抽象 形 又は 具體形 をと る （§  I30-I32)。 

111* 反復 法 ^rediipLicatton) 

223.  動詞 （又は 形容詞） の 反復 

I. 語幹 を 反復す る もの {gemination)  反復 態 

chik-chik  「ポ タポタ 滴る」 
herkai-herkai  「ピ カリ ビ カリ 光る i 
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kik-kik  「ポカ ポカ！ ^る」 

kui-kui  「胆 ヌ 爵す る 」 

paru-paru  '  ノ、 、、タ ノ、、 、タ あふく」 

pka.pita  「幾重に も 縛って ある もの を 解く 」 

shina-shina  「幾重に も 縛る」 

shinu-shinu  「11 ^行"^ る 」 

shiru-shiru  「 ゴ、 シ コ、、 シ る」 

ta ね 厂 ブ ッ ブ ッ 切る」 

terke-terke  「ビヨン ビヨン f 兆る i 


語根 を 反復す る も の —— S 復態 

char- char- 1 >  chatchari 「パ ッパ と 撒、 i 

chim-chim-i  「指で 探る」 

e-tai-tai-e  >  etaitave  • グイ クイ 弓 1 く  i 

kai-kai- e  >  kaikave  ' ホ。 キホキ 折る 」 

kom-kom-o  「 ゴ キ ゴ キ 折曲げる」 

kos-kos-o  「手で 持って 重さ を 量る 」 

sui-sui-e  >  suisuve  ' ゆす ふる」 

tur-tur-i  >  tutturi 厂 仲ば し 伸ば しする」 

tui-tui-e  >  tuituve  「凝る」 

pat-pat-u  「パ ッパッ と 撥ね 力、 す」 

pun-pun-i 厂 グ ングン 持— ヒげ る」 

pet-pet-u  「 ベリ ベリ 裂く」 

moi-moi-e  >  moimoye 厂 ら 5 力 力、"^ 」 

ran-ran-i  「 ゲ ィ ゲ ィ 押 し 忖 け る 」 

rut-rut-u 厂 グイ グイ 押し進める」 

rui-rui-e  >  ruiruye  ' ヒシヒ シ/^  tfi きしめる 

tcr-ter-ke  >  tettcrke  「ヨロ ヨロす る | 
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pat-pat-ke 厂パ ッ パ ッ と 撥ね る」 
moi-moi-ke 厂 うごめ、 i 
sesserke  「 シ ャ ク リ 上げ る j 
tuntunke  「タスク ス笑 ふ！ 
kar-kar-se  ' ゴロ コ 口 轉る j 
tok-tok-se  「 鼓動す る」 

III.  語根の 頭 音 以外の 部分 を 反 ffl する も の —— 持續態 
chir-ir  「ポ ト ポ ト； 商ら つ 《ける 」 

pash-ash  「先 6 つくけ る 」 
char-ar-ke  「サ ラサ ラと鳴 らっ义 、ける 」 
heu-eu-ke  「{1：]| いてなる」 
mai-ai-ke  >  mavaike  ' 力き い | 
pat-at-ke   「パ タパ タと 音が する」 
pet-et-ke   「ぼろ ぼ/:) に 裂けて ヌ<0 る」 
per-er-ke   「 ビ リ ビ ！； 破ける」 
pur-ur-ke   「コン コンと } リ j  \  i 
put-ut-ke    「 ブ ッブッ 音力； 出つ ベ け る 」 
reu-eu-ke    「橈んで ゐ る」 
tes-es-ke     「ヒ ク ヒ ク ii 力いて ぬる」 
sum- 画- ke  ' 婆んで ぬる」 
char-ar-se  =  chararke 
rap-ap-sc  「 ホ、、 口 ホ、、 口 こ (まれる」 

IV.  語幹の 最後の 音節 を 反復す る も の 一一 持績態 
chupu-pu      「つぼ、 めて 7j る」 

echiki-ki  「したむ」 
enitomo-mo  「ii^ ク める」 
liarutu-tu      「探る I 
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hepoki-ki    「俯い てぬる」 
maka-ka     「開けて ぬる」 
masa-sa      '同上 《 
moso-so      「榣 起す」 
pirasa-sa     「ひろげて ねる」 
putu-tu       「突出して ぬる 」 
toko-ko       「飛び出 さしてぬ る」 
tuku-ku      「突出して ぬる」 
yonkoro-ro  「待 伏せて ぬる」 

224.  名詞の 反復 

I.  聽覺 的に 反復され る 表象 —— 擬聲語 
aiai >  ayai 「赤 兒」 ' 

chakchak  ' ミソ サ、、 、ィ , 
kararat  「ン、 シホ、 、ソ 力、、 ラス | 

owewe  「熊の 仔」  , 
tutut  「ッヽ ド、 リ 」 

II.  視 f え 的に 反復され る 表象 

A.  反復され る 動作 —— 擬容語 

esoksoki  「啄木 £る」 （顔 を 振り 板ら する， Cf.  shisoksok 

「^を ゆすぶる」） 
erairai  「プヨ」 (Sfi 力； 下 力； ら下カ 《る) 
mosospe  「蛆」 （ う こ、、 め く も の）  • 
ochiuchiu  「鶴 118」  （Jii が 下が b 下が ら する） 

B.  集合 乂 は複數 （§  38) 

in. 心 刑 的に 反復され る 表象 

oyashimshimke  「明々 後 日」 、Cf.  oyashim  「明後日」) 

225.  vm  (又は 助; iliJ) の 反復 —— 


I 
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shino-shino  pirka. 

It に K に よい 

tane-tane  chish  anke-anke  iki. 

今にも 今にも 泣き さう に さう に する 

kikkik  aine-ame  konere. 

叩き 叩き して して 粉に した 


第 XI 章 文章 論 


L 文の 形 式 

ム 2b.    "fi 卩' 令 文の 开:^ & 

動詞に 主格の 人稱接 辭の附 かない 形が 命令形で ある ： 一一 
ek  ！ 來れ ！ 
inkar  ！ 兄よ！ 

ek  \\'a  inkar  ！ 來 ^) て ii よ ！ 
eii-nure! 私に 間 かせよ ！ 
en-kore  ！私 に： fe^  くれ！ 

en-nure  wa  en-kore  ！ 禾ゾ、 に閒 力、 せて お く れ ！ 
單數に hani, 複數に yaii 等の 助詞 を 添 へても 云 ふ： —— 

inkar  hani  ！ (汝) 见ょ ！ 

inkar  yan  ！ (汝 等) 见 よ ！ 
但し 丁寧に 云 ふ 時 は 一人に 對 して も yan を用ダ J 大勢に 對し 
て も yan に 添へ て hani を用グ J る ：  

inkar  yan  ！ (あなた） 御 S な さ い ！ 

inkar  yan  hani  ！ (あなた 方) 御 f ぎな さ い ！ 
感唤 -詞 hokurc,  hetak 等が 往々 命令文 を 導く  ： —— 

hokure  oman  ！  ；:? ^め ネ亍 け！ 

hetak  rai! とつと とく たばれ！ 
柔カ、 な 命令に は naiikor  (p.  152),   kus-ne   (p.  195),  kuni-p 

(P.  193) 等 を 用ゐる ： —— 

cchi-ki  nankon  na  (あ、 |:jiJj[Bl るんで"^ よ)。 
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echi-ki  kusu-ne  na  (汝犷^^なす^べし)。 
echi-ki 】 く imi-p  ne  na  (汝 等すべき ものな り)。 
227. 否定文の 形式 

お 定には 1別 はめ somo,  senne  (<  sem-ne) 等 を用ゐ る ：  

ek. ォ) fJr 來 る。 sonio  esk. 彼來 ない。 

Oman. ォ [fcff  く  。    sonio  oman.  fjJd 《ナカ、 ない。 ■ 

movo 厂少ぃ I,  senne  moyo  ' ル、 く ない」 

somo-ki は强調 的な 構文に 用 ゐられ る ： —— 

ek  ka  somo-ki 厂來 もせす」 

an  ka  somo-ki  'あ!） も せず 」 

en -til ni am  ka  sonio-ki  en-hoshipire  ka  sonio-ki. 

—— 「抱い て寢も せず し 、とま もく れず」 
senne  (< sem-ne) は seni となって 動詞に ぎ!： ぐ ト する ：  

senne  a-kottanu  =  a-seni-kottanu  ' 我不 88：!:、：；」 
樺: ズ 《では ham,  haiic  (< lianne  <  hamne) 力； 用ね られる ：  

ham  chi-wante  「我知らず j  、タ ライ 力) 

hane  auwante  「私 は 知 ら ませぬ」 （南方 方言） 
否定 命令 卽ち 禁止に は itek,  iteki,  itekki を 用ぬ る ： —— 

itek  chisli I 泣く んぢ、 やない ！ 
丁寧に 云 ふ 時 は yaii を 添へ る ： —— 

itek  chish  \'an  ！ 泣きな さんな！ . 
楝太 では hanka  (<  hamka) を 用 7j る ： —— 

hanka  chish  hanka  chish  I  : ぼ く んぉ' やない， 泣 く ん ぢ 
やない ！ 

ika を 用/ J る 場合に は 動詞 は 主格の 人 稱接辭 をと る ： —— 
ika  e-ikka  (na)  ！ 汝盜 むな かれ ！ 
ika  e-en-oira  (na)  ！ あなた、 私 を 忘れない でね ！ 
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ikia,  ikianepheka,  ikianepeka,  ikanepeka 等 は をの 强調 形で 

ある 0 

228. 疑問文の 形式 

疑問文 は 肯定文 を rising  intonation で發音 す る だ け で よ 
い ：  

e-kor.  「汝 も つて/ J る 」。 e-kor  ？  「汝 もって ゐ るか ？  j 
乂 助詞 he 及び ya を 添 へても 云 ふ。 但し 前者 は 名詞. 代 名 
詞 '助詞 等の 後に、 後者 は 動詞' 形容詞の 後に 用ヌ J られ る： —— 
e-kor-pe  he  ？ 汝の もの 力、？ 
e-kor- pe  ne  ya  ？ 汝の ものである 力、 つ 

疑問代名詞 は 一般に 文 頭へ 來る ： —— 
nep  e-kor  (ya)  ？ ィ 可を汝 もつ 力、？ 

その他 確說法 (p.  hi), 聞說法 （P.  142), 見 說法 （P.  143) 等 
の 助詞 も 疑問文 をつ く る。 


り 

Gt 意 ") 


感歎文は疑「^^]文にー致する 一 
反語 文 も 大體 疑問 文に 一致す る 。 尙 次の 助詞 を參照 ：- 

hetap,  hetapne 


amun,  somun 

tashi I  1 

•   nek 

nesni J 


' (P.  144) 


IL 法 


fUOOl 


229. 文の 內容 に對 する 話者の 態度が 陳述の 形式に 现 はれる 

もの を 「ik」 とい ふ。 アイ ヌ 語の 「法」 に は 「確, お 法」 「昆說 法」 

「聞說 法」 「感 rift 法」 「豫彻 法」 「意志 法」 等が あ に 悉く 助 司に 
よって 示される。 

(a) 確 j も 法 - -一 义の內 容を旣 定のノ I^IS として 確說 する も 
の ： 
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hapo  rai  ri き m つ、 「彼のお J: は 死んだ のて る」。 
(b) 見說法 —— !IU 前の ヌ に 就いて 確, (おする もの ： 

apto  ash  shiri-)ie.  '      力 《降つ ブ どと こ/) である」。 
(C)     fl[] mk —— J'|V な る f# は H として 述べる もの： 

hapo  rai  hazi'c-ner^  「や i の やま は 死ん た、 のお、 さ うだ」。 
(め 感說法 —— 話者の 「感じ」 として 述べる もの： 

apto  ash  humi-u に 「雨 力； 降って 7j る ら しい 1。 
(e) 豫期法 —— 「當然 (乂は 必然) …… の^」 とい ふ 話者の 期 
待 を 示す： 

an  hiui  ku-ranui. 「當然 ある 1^ と 私 ふ 」。 

(0 意志 法 —— 話 * の 意志 を 表 はす： 

ku-oman  fcusu-nc.  「私行 くつ も ら である」。 
(a)  (b) は 文の 內容を 事實と して 述べる ので あるから 事赏 法と 
名附 け、 （c)(d)(e) は それ を 軍なる Ay 、惟と して 述べる ので あるか 
ら 思惟 法 と 名附け る こと が出來 る 0  (り t も 加へ て 岡 示 すれば 次 
の 如く なる であらう。 

一 確說法  (a) 

一- 見說法  (b) 


アイ ヌ 語の 法 


—事 ® 法 {Jcict-mood) 


一 開說法  (c) 

一 Aa 惟 法 に thought-moo(I) ！ー 感說法  (cl) 

'一 豫期法  (e) 

— 意志 法 ic^vill-mood)   (f) 


(a) 確 說 法 

230,  ruwe. 

i-uwe は 樺 太で は rCihe と 云 ひ、 本來は 「跡」 「足跡」 「痕跡」 

1 )  Gei\  Seine  Mutter  ist  tot. 

2)  Ger,  Seine  Mutter  sei  tot. 
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「路 J 等 を: リミ する 名詞 ru の 具 體形 である。 「何々 の 痕跡が あ 
る」 「何々 の :1； 赏がぁ る 」 の 如く 事赏法 に 轉 じて 行った ものと MJ、 
はれる。 

pisun  kiroru  arpa  ru  ko、nna)  maknatara. 

濱 への 大路 行く 痕 ぞ  け ざ やかたる 

= pi  sun  kiroru    arpa  riizce  ko(nna)  maknatara. 

ほへ o 大 5 き 行く さま ぞ  け ざ やかたる 

さて rmve は 先 づ接續 助詞と して 用ヌ J られる ： 

Panampe  chip  sliik  kane  kamui-chep  kusa  wa  ek  aike, 

パ十ン ベが 舟 いつば、、 に鲑を 舶' a えし て來る と 

pet   Darurketa    shine   sattek    kusan    seta    an    wa,  chep 

川 jT: に        一匹の やせ つぼの 大が お て 魚 

eikoituipa  noine   Panampe  kor  chip  orun  inkar  wa  an 

欲し  さう に バ 十ンぺ -' 舟 -っ方 を JI  一    0 る 

n に' e  Panampe  nukar  awa,  ar  ne  seta  erampoken  kusu, 

o を バ ナンべ が 見        て 大變 そ' つ 大を 哀れに 思った 0 で 

chip  otta  ivotta  mimush  pirka  poro  kamui-chep  uk  wa 

舟 ：，） 中で 一番 肥えた 美しい 人き た 鮭 を it^. つ て 

ne  seta  samakun  ante. 

その 犬 o そばへ 置いた 

乂終 助詞と して 疑問文 をつ く る ： 

pirka  nizi'c^-din)  ？  pirka  ruwe-ne. 

美しい のか •  XT- い ん だ 

231.  ruwc-ne. 

「云々 したので ある」 とい ふ 斷定に ffl^ られ る。 

.' ~ ヽ 

shineanto-ta    Panampe    pish   ta   san    wa   inkar  aike, 

'あ 乙 に  バ ナン ペペ \fi へ !1； て 化;: と 

huinpc-huchi  van ine  an  nn" - m'.     ki-kusu  Panampe  ene 

U 婆さんが |;)^-、上づて なた ので ある         そこで つ' ナン ぺが 云ん 

itak-i ： " humpe-huchi,  a-Komui  kusu-ne  ！    sekor  Panampe 

' リこは %K       ； ささん .【'\r と リ ませた  と ペ' -ンぺ ぶ: 

hawean  kor  humpe-huchi  okshutuhu  kotuk  hinc,  hunipe- 

云 ひ ながら H 京 婆さん 'つお、 頸' に 寄つ て  嫁 

huchi    okshutuhu    e-a   e-a,    okakean    kor,  humpe-huchi 

、ぎこ.、 •jY^ms^'^^ なべに なべ それが 終る と ％K  ^さんに 
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repun  riiu'c-iic.  yanke  kaipc  kaipc-ok  kata  luimpc-huchi 
冲へ 出た ので ある '八': 近 さ 波の 波の： m     ^0  !-.;  ：     ftv  ^^さんが 

arpa  kor,  PananiDc  one  hawean-i : " hokurc  arpa.  okshutu 

行く と パ ナン ぺが ム-ふ ことに は  さあ 行き や がれ 頸 

" ho  makanaKe 


'た たつ 

*ciiiainpc  one 

パ ナン' くが' 云 ふ 


chimesu  ！  '   seKor  Panampe  haweaii  akusii, 

もげ 野郎  と パリ- ンべが ュ;: ふ  と 

ta  ？  "  sekor  liumpc-huchi  hau  caii  ruzvc-iic. 

て  と  Kt お ^さんが 云った ので ある 

itak-i ： " hokure   arpa  ！   sekor    itak-an    run'c-iic  sekor 

ことに は         さあ ぉ]^^れ        と  つた        ん- てす  、-- 

Panampe    hawean    akusu,    luimpe-huchi enc liawean-i 

パ ナ ン ぺが  云 ふ  と  ft!;':       ^さんが ぶ-二  、 ことに は 

" ashpap  ka  somo  chi-ne  awa,  e -hawean  kiisu,  a-e-raike 

つんぼ でも た V、  な のに ぉぉ;】はさ ぅ云ふ から{<1^はぉ1.;;1を^^殳して 

kusu-ne  na  ！  "  sekor  humpe-huchi  hawean  kor  Panampe 

やる ぞ  と  ！ 》i な ； ささん は /ぐ ふ たズに パ チンべ を 

keshi-ampa  ruwc-}ie.    Panamoe  kira  wa  ekimnc へ va  arpa 

追つ かけた ので ある       パ ナンべ は 逃げ て 山 のん-へ  行った 

rwcve-ne.      humpe-huchi   i^anampe   keshi-ampa  wa  pave 

ので ある  ^さん. 土 パ ナンべ を        ダ 11 つか, 二         て \ r  ； 

aiiie  Panampe  etokolio-ta  ni kata  eyami  shmep  an  hine 

うち バチンべ       つ 行ぐ 手の 樹 の 上に カケスが 一羽 ろ て 


ene  hawean -i ： " hutne  pinai kan  ！     sekor  evanii  hawean 

云 ふこと に は  /お、 、 -ft き  と カケスが ム- つた 

kusu,  Panampe  hutne  pinai  kan   kira  、va   arpa  nizcc-jie. 

ので パ ナンべ, よ ，さ、 r>r  ijJQ つて 逃げ て むった 'つで ある 

humpe-huchi  Panampe  keshi-ampa  wa  hutne  pinai  kan 

fi;i\ 婆さん は バ ナンべ を ill つかけ         て "おい '一 一 


awa,   nai    ru-oro   hutne  ine   arpa  eaikap, 

たら ：'f 問 つ??^ が W ミく て 行く ことができず 

hoshipi  7'inv£-}i€. 

引返した ので ある 


谷 を 通つ 

irushka  kor 

おり ながら 


232.    ruwe-aii  、pl.  ruwe-okai). 

疑問文 又は 感 I 炎: 义 をつ く る ： 

nep  ka  aerannakpe  ka  isam  ruive-ati  ？ 
何 か 心配な こと でも 無い 0 であるか 

poro   oni   nea  pise  orota  ek   wa  ene  itak-i  :    "  akor 

大きた 鬼が その 浮袋 'つ 所へ 來 て かう 云った の 
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akpe  iyush  ruwe-an  ！ "  . 

わなに ほ I があった ぞゃ  - 

間投 助詞 ta が 接 中 すれば 疑問 及び 感嘆の 氣 持が 强 まる ： 

nep  ne  rivuje-ta-au  ？ 

(一^) 何で ある の か 

nep  ka  aerannakpe  ka isam  ruzce-ta-an  ？ 

(本當 に） 何 か 心 ffi たこと でも 無い 〇 かい 

" uneiio  wen-an  awa,  akor  Panampe,  nekona iKi \va 

M 樣に 我等 贫 しかった のに わが パ ナンべ の 君よ どう して 

ene  nishpa  ne  rivive-ta-an  ？     an  Penampe  itak. 

かう 長者 になった ので あるか        と ぺ ナンべ が た 

wenkur  patek  okai  ruwe-ta-okai  ！ 

(げ にも） 貧者 のみ' もく 居る ことかた 

tap が 接 中 すれば 强ぃ斷 定を表 はす： —— 

kuani  ne  ruwe-tap-an  \ 

すお だ ぞ よ 

tap-an の 代 り に im を 以てす る こと も ある ： —— 

ruwe-an  ？  ruive-tui  ！ 

さう かい  さう だよ 

(注意） ta 及び tap は も と 中稱 指示代名詞 （§  85 - 86) が處 格の 助詞 （§  4》 
に轉 じ 、 次いで 問投 助詞に なった ものである。 

an は本來 「が ある」 (there  is) を 意味す る 動詞で あるが、 處格 助詞 
ta 或は tap と 結合 すれば 「：^' ある」 （/力 の: な 味に なって、 励 詞 ne と 
问じ く ゲ|' 【に copula と して 川 ぬられる ： —— 

nep  an   ya  ？ 

何 が ある か 

nep  ta-an  ya  ？ 

何 である か 

(  —  nep  ne  ya  ？) 

何 である カュ 

shisam  an. 

曰 7| に 人 ベ、 bo 

shisam  tap-an, 

日本人 である 

V  =  shisam  ne^ 

H 本人 である 
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233.    a  (//.  rok). 

a は本來 「み 1 たって 7j る」 とい ふな の ©Jiiifj である。 これが 
助詞 化して、 iF 力作 を 確定した ものと して 述べる のに 用 むられ 
る。 從 つて それ は 動作の 完了 又は 過去 を 示して る ことが 多 
い ：  

Oman  a  ？ i =oman  mwe?) 
^t^ たか 

Oman  a.  (  =  oman  ruwe-ne.) 

行つ たよ . 

修飾語に 附く    -a ひん- rok) も本來 はこれ である ： —— 
ne マ？  menoko  '「その 女 ， (§  88) 
ne-iw ズ， ainu  「それらの 男」 (§  88) 
akor-^z  nishpa  =  akon  nisiipa  「わか 主 入 i 
akon-r ジぇ' nisnpa 二 akon  nishpa  '  1^3 上」 、ぬ） 

持續 態の …- a …- a  (§  158) も本來 はこれ である ： —— 

Oman- な oman-<:7  aine  inne  kotan  an. 

行き        行く ほどに 大きた ネ'] ■ が あった 

ipe-a  ipe-a  aine  honihi  yaro  shinne  an. 

it べに 食べた あげく 腹が moA  o 如くに 成った 

次の諸助1!^5】に於ける語頭の a- は 本條の a 力； "clitic に 他 
の 助詞 と 結合 し 1 と も ので あ る。 從 つて それ らが 用言に のみつ 
く 理由 も 明かで ある ： —— 

nemoar  pakno  emush-ukoiki  a-ki 《？ chiki  

いつ まで 太刀 討 を 我等し たと て 

net  otta  san  wa inkar  mke  shu  mom  wa  ek. 

川 へ 出 て たら 鍋が 流れ て 來た 

ipe  mne  honihi  yaro  shinne  an. 

食べ た あげく 腹が mk の樣 だ 

Oman  <:zkusu  chise  orowa  menoko  some. 

たし 家 の屮 から 女が 出て 來た 

kemeiki  patek  nepki ne  a-ki kor  an -an  ^wa  

, 針仕事 o み 仕事と して 我し つ、 我ぁリ しに 
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234.  a-(w)an  (//.  rok-okai). 

意外な 事 又は 結果に 對 する 驚き を 示す。 ' 

(nep  ka  wempe  liene  ne  kuni  a-ramu  aw  a,  orovachiki) 

何 か 恶ぃ者 でもで あるに ちが ひたいと 思って ゐ たのに 意外に も 

Penampe  kamui  poho  ne  azcan. 

ぺ ナンべ は 神       の-了- で あった 

l^sennekaiinsui ene  ne  kuni  a-ramu  awa.   orovachiki ) 

よも や  だ と は 思 はたんつ たのに ：(；^ホこも 

Panampe  kor  seta  utar  ne  I'ok-okai. 

バ ナンべ の 大 ども で あった 

括弧內は^*^/、て もでひょは同じでぁる。 
(b) 見說法 

235.  shir-. 

も說 法の >^hiri は shir の具體 形で ある。 shir はもと land" 
又は//"^) を 意味す る 名詞で ある 力;、 現/にで は 一般に 接頭 辭 
の 如く 用 ゐられ て、 種々 の： ぶ を 表 はす： —— 

i)  「大地」 

j///r-shimoye      「大地が 搖れる 」 （地震） 
5》 び- rupush  >  shmrupusli 「大地 力" 朿 てつ く  i 
shir-\A\m  「 大地 が 燃える」 （野火 •  m  ' 尺） 

ぶ/"' r-horak  「大地が f おれる 」 

shir-ww  diWtii 「 ト]^ 1 见を する」 

ii)  「 目前の さ 問」 （「あた ら」 「そこら」） 

まぜ ま 

.f/"',-hutne         「あた h が狹 い」 「間狹 な 」 

ま び' ろ 

-ゾ" /'-sep  「 あ た I) 力 ； い 」 「  |?|]  1$1 な 」 

5///r-chashnui-o  「そ こ ら を かたづける」 「:bff 除す る」 

1)  moshir  (國 土)，  pokna(mo) ぶん 'r  (地 下界)， repun-_f/"r  (冲の 島 ー磴文 島、， ri- 
shir  (高い 岛 一利 尻お)， shir-ctok  (；岬 ）。 

2)  to ぶん V  (川;; ちの ゥ 口），    tiu/"r  (；?^- 穴 )0 
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clii-jr///>-canu 
.^////'-kuiinatara 

iii) 時 {time) 
V/Zr-peker 
j/z/r-kunnc 
^///r-oiiLinian 
ponno  j///r-an  ko 

時代 {age) 


「そ こ ら にに;: いて ある」 

「あた 6 叫 fi ほつ (な 入 US り」 

「夜が njj ける 」 

「日 力; f/: ねる」 
'晚 になる 」 
「少し 經 つと I 


IV 


teeta-kane  sJun-xwx^wx ita  tapan  petpo 

に 'f: 代が 偉かった 14 は この 小川 は 

an  aye  a  korka  tane  s/iir-pan  kusu 

と 云 はれ た が        今 II な: 代が 袋へ た ので 

an  aye  ruwe  tashi  anne 

と 云 はれ てゐる の だ よ 


Jvanchiwetuiiash 

^れ' つ 【ふ、、 川 

<  Kanchnvemoire 

流れ- リ 、、川 


(アイ ヌ神謠 猿 p.  70) 


V 


VI 


VII 


天候 *氣 候 

ぶ》 zr-pii'ka 

s//ir-sesek 

s/ar-nani 

s/ar-apa 

intensive. 

•y/"r-kupa 

s/iir-kuta. 

s/a'r-oterkc 

s/ar-otke 

見說法 


「天斌 がよ い」 
「天 载が惡 い」 
「 時候が 愚い」 
「時候が 冷い」 
「雨 漏」 

f がぶ b と喷む 」 
「ぷ' ちまけ る」 
「ぶち 踏む」 
「ぶち 刺す J 


apto  ash  aiike  s/ur-SLn. 

雨 降らん とする ネ兑 木チん ぁリ 

(「雨が 降 b さ う だ」) 
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apto  ash  anke  s/iir-ki. 

雨 降らん とする 胃 なリ 

(「雨が 降ら 3 としてね る」） 

aoto  ash  anke  s/nr-iki. 

雨 降らん とする さ う した 投: # た り 

(「雨で も 降らさう だ」） 
G 主意） shir-ki は 動作 狀 態の 前の 一語 を 受けて、 それだけ について 云って 
ゐ る。 雲が 動いて 雨が 降りさう だと 力、 風が さあと 來て 雨に なり さ 

うだと 力 ュ0 

shir-iki レ っノ; /は、 iki は 「物す」 とい ふこと で、 漠然と 包括的に 全體 
を 受けて、 さつい ふ雰 圍氣、 さう いふ 環境 だとい ふやう に 指す。 

shir-an は ji 力作で なしに、 やはり 靜 的な 狀 態の 存在 を 云 ひ、 それに 
對 して は shir-ki も shir-iki も 動的で ある C 

^36.  shin. 

接績 助詞と して 用^ られる C 

ne-pakno  a-raike  vakka  ainu  orake  suiri  oar-isam. 

どんた に 殺され 'て も 人数の 减る 樣子 ^^に 無し 

nea  seta  nea  cheo  ekupa  wa  sar  suve-suye  kor  oman 

そつ 大が そ ■ つ 魚 を て /Sir   fSl^ ぉリ したがら 行く 

shiri  nukar  aike,  anihi  nakka  oshi  oman  rusui. 

樣子 r 彼;！ る と 自っ >       も ついて 行き たくた つた 

oman  sJiin  nukar  wa,   konkani  poshta  neike  "  konkani 

彼 行く    ： つ を 見 て  金' つ        小 穴 は  ^ 

wo  \\  o  I  '   ari  mik.  snirokani  poshta  neike  "  shirokani  wo 

ワンワン         と え 銀の  小大 ii  mHi ヮ ン 

wo  I  ari  mik. 
ワン        と 1}^ えた 

tane  anakne  Penampe  toi  parkoat  wen  parkoat  shiri 

今 こそ ペチ ンぺ; こ ひどい 罰が^ リ いま, よ し、、 ：|15 が?: やった 0 を 

Panampc    eranian    wa,    shino    ehese   hine   ene iiak-i : 

パ ナン ぺ r:: 知つ  て 人い に ■ ^も啧 れ て かう 云った 

" hokure  iiikar,   Penamoe  ！     ko-nep  wen  itak  a-ki  wa- 

そら        ilo        ベ ナンべ         何 リ 惡 n を f 奄が した. つで も 

kusu,  ene  e-i-ko-yaikire  ichakkere  e-iki  awa,  tane  anakne 

たい o にあ 〇 樣に お前; お ife- を, 巧 鹿に して 汚い こと を した つけが 5-1：  m 


( め ) 

kamul  panakte  shiri-tap-an. 

神樣; リ 111) 仑 たす つた 'リ だよ 

又 「：^;-々 して ヌ J るのに J  「云々 して るのに も拘 はらず'」 と 

いふ： £1' よに 用/ J られる こと も ある •• —— 

wen -an  sniri  a-wen-chise  ko-shirepa  shiri  iyairaikere. 

我々 贫 乏して ゐ るに も不拘 我々 の 粗木' な 家 にお 出で （つ こと 感,; 牝っ— ャ: i) 

a-sa-utari  shinki  siuri  suke  ki wa i-ko-pumpa. 

我 姉 たち 疲れて ゐる のに 炊事 し て 我に 捧げた 

237.  shin-ne. 

眼前の 事實に 就いて 「云々 である 」 「云々 した 所で ある」 と 
確說 する のに 用 ぬられる。 

ashir  pirka  chep  e-i-kore  kusu,  a-utari  opitta  enupetne 

新しい よい 魚 を 汝 我等に 與 へたので 我が 一族 殘らず 喜び 

uwekarpa  wa,   ene   shito  uta   sJiiri-ne   kusu,  tanukuran 

築つ         て 斯く 粢を 扱いて ゐ るので ある から  今や/ 

anakne   teta   e-reushi   wa,   e-ipe-rusui  pakno  e-ipe  wa, 

は 此 所に 汝 泊つ て 汝 食べたい だけ i ほべ て 

nisatta  e-unilii  e-ko-noshipi  Kusu-ne.  * 

明日 汝 o 家に 汝 歸 り なさい 

Shiiiutapka-un-kur  a-ko-asurani  kusu  yan-an  shiri-iie. 

.  シヌ クプカ の 人に 我 )\\ ら せん と て 我の', r リ —米れ ると ころな リ 

paro-chi-osuke  a-ekarkar  kusu  ran-an  sJuri-iie  na. 

炊玲? をして  我 彼 を 養 はん とて 我 下りた る ところなる ぞ 

" etoko-ta  pasc  kamui  a-ko-onkami  orowa-un  hoshipi- 

； づ      大 神 V 我 j^a ズ それから 我 U 

an  kusu  ek-an  shir い nc     sekor  itak. 

らん とて 我 來れる ところた リ        と 彼 云 ふ 

shirar  kata  poro  unr  tuDDish  usamta  okai  wa,  reku- 

岩 上に 大きな m が 二 羽 並び て tr 

chi turpa    yomoa    kaiie     ikichi smn    rametok  utar 

を 'つ はし ちぐめ し つ、 ものして ゐる 樣子を ^ネ  逢が 

uniwente    shin-ne    kuni    chi-raniu  ruwe-ne. 

ゥニヱ ン テの辏 醴 を 交 して ゐ る のに 違 ひない と 我 思った ので あ る 

('ま 意） その他に shiri-ne は體 言に つ く 助詞と して 次の 如 き 意味に も 川ゐ 

られる ： —— 

(I)    「の 代り に」 「に 代って I 
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hapo  shiri-ne  i-resu. 

n に 代って 我 を $t ；、 

(2)    「の々 n  く に 」 ( = shinne) 

po  shin-ne  i-omap. 

f  'つ 如くに 我 を 愛す 

238.  shin- an  (//.  shin-okai). 

疑問 或は 感" の 意 を 表 はす ： 

uneno  wen-an   awa,   eaiii  patek   nekoiia  e-iki へ va  ene 

[ri] じ 樣! こ 我々 は贫 しかつ たのに 汝 だけ  どう  し て さう 

nishpa  e-ne  wa  e-ipeiio  sJnri-an  ？ 

長者に 成つ て 美:^ して ゐる のか 

. ko-nep   wen   itak    a-ki    wa-kusu  ene  ichakkcre  e-iki 

何の        惡 n を 我し たと て さう i ぢ いこと を 汝 する 

sJuri-ta-an  ？ 

のか 

tane  aiiakne  kamui  chi-panakte  e-ekarkar  shr 卜 ta-an\ 
今 こそ 神 嫌が 罰 を 汝 にお 常て たす つた 'つ だ 

so -ene   Penampe   vairenkap   ki wa   iramasurc  epirka 

.  何と まあ ペナ ンぺが 自分の 思 ふ 通 リに し て みごとに 儲けた 

sniri-aiL-x  ！ 

ことよ 

(C) 間 說 法 

239.  hawe. 

hawe は hau  「聲」 の具體 形で ある。 「云々 の聲が ある」 「云 

云の P 尊が ある」 の 如く  liH 說 法に 轉 じて 行つ た も の と ALl はれる。 
in  lie  chironnup  utar  Panampe  sapaha  henieni  netopake 

'《くめ 狐       ども. ベ ペチ ンぺ を も {fs 

hemem  ukoruiniipa  kor  rai-chishkar  hawe  pepunitara. 

を も         ^ぶリ         ながら お 5^ する f おが 騒ぐ しかった 

michi  irushka  \va  an  liazve  nu  chiki  toiko  ishitoma  wa 

親 爺が おつ て ゐる と 聞いたり で 十ん -"で おつ て 

kira  wa  isam. 

逃げ てし まった 

疑問文に 用 ねられる ： 一 
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hunakoro  ark  a  Jiaive  ？  . 

f"nt;' ■ 力? j い とい ふ o 

240.  hawe-ne. 

hunak-oro  ark  a  haice  ？ 
どこが 痛い とい ふの 

 te-oro  arka  hazcc-ue. 

ここが fifi い んだ とさ 

husliKone  kamui-tono  chori  an  a-ye-p  ush.      Ne  chori 

むかし       お (I は樣は と いふ もの を 履いた その や! 5i 

an  a-ye-p  kamui-tono  ushte  rata-tono  an.  shineanto-ta 

と いふ ひリを お 殿樣に 腹 かせる 下 f よ 人が あった         或 日 

chori  ante  katu   wen  an   kamui-tono  irushka  hine,  rata- 

^£履0 おき 様が 惡ぃ と お！! は 様が         立腹し て 下 

to  no   rekuchi   tuye  、va  osura.     ne   shiriki   kamui  nukar 

^人 o 卞' f を 斬つ て 捨てた そのこと を 种樣ヌ H 

wa,   shino   erampoken   、va，   karkatchiu  ne  kar.  tampe- 

て 大 へん あはれ に 思つ て カラ 力' ノチゥ に した  それ 

kusu,  karkatchiu  anakne   "  chon  ！  chori ！  chori      an  rek 

故に カラ カツ チウ は im.     '"M な '.^-:fft と 啼 く 

の だ と 、 、ふ 

241.  haw(e)-ash. 

lyo-chiunkur  tureslii  turano  a-tak  a  Jiazvasn  ； 

ィョ- びと        その 妹 と共に 招かれ た さう だ 

Rupettomunkiir  tureshi  turano  a-tak  a  JiaivcasJi  ； 

ルべ ツトム びと そ o 妹 と共に お J, かれ た さう だ 

bhamputunkur  tureshi  turano  a-tak  a  haweash  ； 

シャン ソ-ツ びと その 妹 h 共に 招かれ た さう だ 

Ruwesaniunkur  turesni  turano  a-tak  a  kaz^'as/i. 

ルヱサ 二 びと そ の 妹 と 共! こ 招 かれ た さ う だ 

242.  ha\\e-an  (/>/.  hawe-okai). 

疑問 (或は 感嘆) を 表 はす。 
hunak-oro  arka  ha: 、'し、 ？ 


= hunak-oro  arka  haivc-aii  ？ 
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=  hunak--oro  ark  a  Jian^e-ta-an  ？  , 

どこが         痛い と、 ヾ wo 

a-kore  ko  nekon  ne  har ふ、 e  ？ 
= a-kore  ko  nekon  ne  haw e- cm  ？ 

= a-kore  ko  nekon  ne  Jiazve-ta-a)i  ？ 

我 彼, こ與 へたら どう だ とい ふの か 

： ま 意) hawean  (pi.  haweokai) 及び haweash 力、； itak  (「云 ふ」) と 同義に 

パ j ゐられ る ことがある。 その場合には 何れも 3'!； n 類の 動詞で、 口語 
に 於け る その 全 活用 は 次の 如くで ある ： 


I. 


ku-hawean  「私 ム- ふ」 


II. 


III. 


Pl. 

haweokai-ash  「私さ J! (對 3>ニ) 云 ふ」 
ha\veokai-an  「私 包括) 云 ふ」 
echi-haweoKai • 君 ふ」 
haweokai-an  「あな た 方 云 ふ 」 
haweokai  「彼等 云 ふ」 


'•e-havvean  ' 君: ふ」 
haweokai-an  ' あな 7 こ 云 ふ」 
hawean  「彼 云 ふ」 

お a?f が 重出す る 場合 は I ぬの 母 W が^ち 易い ので、 次の 如き 形 も 

存在す る ： -—— 

nawean ク hawan. 
haweokai ン havvokai. 
haweash  ノ  hawash. 


感說法 
24*3.  hiinii. 

luim はもと 「音」 とい ふ 語。 humi は その 1 も體 形で 「…の 

昔」。 /や: 義 「マ や」 の M  "よの あら はな 例 は： —— 

Snirarpetunkur  motu-orkc  Iiopuni  /mini  turiniimse. 

シ ララべ ッ びと （っタ lilg が # リ 行 く       ^i-       n& リ とよむ 

chiiiuina  apa  kan  ahuii  mum  ash. 

かく  \  n  iy 、に きる "ff が した 

1^の,£|'ょから轉じて、 "よで も 色で も i^J でも、 「の 様子」 「の 
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け は ひ」 とい ふやうな ものに 至る 迄、 「判じて 」 ぃメつ i 吾 $U こな 
る。 「…と 感じる」 とか 「…と AU^ ふ」 とかい ふやう に、 丄 {1:1 え を 
あら はし、 從 つて 「…らしい」 とい ふやう に 小 確かな 判斷を 
あら はす。 

humi は 

i)  接續 助詞 として 用ヌ J られ る： —— 

hotke-an  kor  mokor-an  ranke,  sui mokor-an  wa  an -an 

我 床に 就く と 我 1 ぉリ 眠りして 乂 我 ^リ て 我 ありた リ 

awa,  wentaraD-an  humi  ene  oka-hi : 

しが 我 夢見し  こと 力べ ありき 

(我 横にな つてう つら うつらして 又寢 入って あつた 力;、 
夢を見た の だら う、 それ はかうた、 つた)。 

ii)  感嘆の S を 表 はす： ——  • 

sake  pirka  hiunt  ！    (  v»  ^  ^i^')Z  ！) 
酒の よい ことよ 

rapokita  oni omukeii  wa  okimun  san  wa,   "  hai kii- 

その 間に 鬼に -m-- で 山から I 足っても て 'ち - 

shinki  humi\"  an   itak   kor  alum  awa,   pon   oni utar 

くたびれた た あ         と 云 ひ ながら 這 入る と        小 鬼 どもに 

smnen  ka isam. 

一人 も /?} たかった 

244.    numi-an  (//.  humi-okai). 

nep-kush-ta  a-oKsutuhu  sesek  humi- an  ？ 

何 う して  我 ぇリく びが あつ、 、 0 だら う 

eashka  me -an  J  mini- an  ！ 

ひ ど く き 、 や ク' だぞ 

Penamoe  enc-hetapne  mat-kon  rusui  hiuni-aiL  awa，  tane 

ベ ナンべ は あれほど にも        妻帶し たく 感じて ゐた oic 今 

anakne  shino  pirka  pon  menoko   mat  ne  kor  eashkai 

こそ すてきた ）：； し、、 少 女 を  '-' おレ） にょい 

kusu,  sonno  nupetne. 

の だか b 人い に 富んだ 

okimuii  san  wa  inkar  aike   nea   seta   Kurihi   ka  isani. 

山 かし 歸 つて JL る と 先刻 〇 大 力 影 も なかった 
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" ene   hetapne   a-yupke-shinashina   humi-an    a-p  ！"  ari 

あわ ほど  瑕- 厭に 縛って 化  1： いた つも リた のに  と 

hawean  kor  ekesnne  hunara  yakka  oarar-isam. 

云 ひ たがら 諸方 を たづね た けれども 党に 居たかった 

245.  hum(i)-ash. 

ukuran  moireno  hoshippa-an  mum-ash. 

昨 衣-、 i おそく おも |',： り； こたった や う です ね 

(眠って ねて S つた 音 を iz  s: 聞いて 73 ブ との を 翌日 云 ふ 
や う な 語 氣)。 

" tane  anakne  ene  a-kar-i ka  ene  a-ye-i ka  isam  noine 

今 とたって は どう 'しゃう も どう いひ やう も ない 樣に 

Jininash     an  itak  kor  vairamkikkar  wa-isam. 

思 はれる と 云 ひ ながら        諦め         てし まった 

246.  humi-ne. 

fane  toiko  shir-peker  kane  kokekko  an  Panampe  itak 

もう すつ かリ 夜が 明けた ヒな コ ケッコ と バ ナンべ が 云 ふ 

awa,  oni  utar  "  aa  sanpanton  ne  ；  tane  hoshippa-an  ro  ！ 

'i % ビもは あ'、 三番 ま S だ い        ]>^|^ら- よ 

ari  haweokai  kor  esoyun  inkar  aw  a  niashkino  sliir-peker 

と        云 ひ ながら 戸外 を 見る と あんま リ 夜が 明け 

kasui    kusu    sonno   uhomatpare   hine   nerok   ichen  neno 

すぎ てんた ので すっかり        狼 5U て  て それら 'つ ぉ佥を そ' つま - 

ante  kane  ne-un  ne  Jmmi-)ie  ya  kira  wa  paye  humash. 

i ない て W 處へ で あらう か 逃け' て 行く 音が した 

Penanipe  kisaraha  kursutuhu  pakno  toiKO  kittek  kane 

ベ ナン ぺ        の iji        の 附け极 まで も すつ かリ 堅くな つ て 

rupusli  JniDLi-ne  a  wan. 

R つて ゐた ので あつ た  . 


(e) 豫 期 法 


247.  kuni. 

「當然 …の？?」 又は 「きっと… にち が ひない」 とい ふ 話者 
の 期待 を だくす ： 一 
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an  kiini  ku-ramu. (當 然 あ る ^^i^ と /も！ i 考 する）。 

あると 私 Ail ふ 

kamui ne  kiini  a-raniu  awa. i てっき ら神 様と つた 

祌 だと 我 A? 、ひ しに 

ら)。 

shirar  Rata  poro  urir  tuppisn  usamta  okai wa,  rekuchi 

3f'r 上に 大 二 羽         並び W て 竹 を 

turpa  yompa  kane  ikichi  shin  ranietok  utar  uniwente 

のばし ち、'、 め しつ \ ものして ゐる樣 子 . 男 者       たちが ゥニヱ ンテの 

snin-ne    /cum    chi-ramu  ruwe-ne. 

儀 jfiH を 交して ゐ るに ちが ひない と 我 思つ たので ある 

ravayaise  Kor  kira  wa  ek  ko,   machihi  iiiKar  wa,  hure 

泣き叫び ながら 逃げ て來 ると        妻が それ を 見 て 赤い 

kosonte  mi  wa,  shinotcha  ki kor  cr  hawe-ne  kiiiii  ramu 

/J4 由 を 彼が 辯 て 歌 を  歌 ひながら 來る のに ちが ひない と, 、つ 

wa,  mi  yarpeshit  opittano  hoka  o,   atusa  kane  an  awa, 

て 箫てゐ た. ぼろ を そっくり 爐に 入れ 裸になつ てゐ ると 

oroyachiki  hokuhu  tam-pir  an  kemnu  wa  hure  ruwe-ne 

意外に も  未 は         刀傷 のために 出血し て 赤い ので あつ 

awan. 

に 

248.    kuni-ne.    「... する やうに , 、in  order  that  ...may  ")。 

a-kor  tennep  tunashno  pirka  kuni-ne  esanniyo  wa  en- 

私の 赤子が 早く         快癒す る やうに 勘考し て 下 

kore  ！ 


pirka  kiim-ne,  esaman-kamui  lyoira  kushkeraipo,  tane 

い、 あんばいに 川獺 神が 物忘れした おかげで  今 

okai  ainu  utar  katu-wen  ka  somo  ki-no  okai  eashkai 

ゐる 人間 たち は 耻 しい 姿 もせ ず にゐる ことができる 

ruwe-ne.  - - 

ので あ る  '  J  、 

249. 未來 又は 柔 かな 命令に 用ぬ られる ： 一 

apa   uk   hull   kotcnaotno   tu-imerukur  chi-aworaye. 

戶に 手 を かけよう とする に 先立って 数多の 光が 內 へさし こんだ' 

tane   anakne   a-arpare   kum   Ka  hankep  akor  kamui 

今         は 熊 送 リナる こと も 近い 私つ ilH 
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ne  awan. 

だつ た 

echi-ki  kuni -》 ne  na. (厂汝 等すべし」)。 

す べき こと ぞ かし 

echi-ki  kimi-》  somo  ne  na. 。 汝誇 すべ 力、 夂 ず」) 

汝等 すべき こと に 非ざる ぞ かし  ' 


M  志 


法 


250.  kus(u)-ne. 

i) 第一 人稱に 於け る 意志 

hoshkino  oman  、va  enkore 

先に        行つ て おくれ 


kuani  oshi  ku-oman  kusu- 

矛ム 後から 行く つも リ 


ne  na. 

だ から 

Kamui-moiremat 

神        女 は 


ene 

かう 


haweokai-i 

云った 


inkar,  Panampe, 

これ 


earn  anakne  sonno  keutum  pirka  pun  Dirka-p  e-ne  ruwe 

汝 は        本で; やに 心つ        よい 氣 前の よい 者で ある こと を 


usetara  a-eraman. 

はっき リ 私 は 知って ゐる 

よ う ' 


tampe-kusu  e-koinkar-an  e-pirkare-an 

それ ゆ ゑ 汝に 惠み を與へ 汝, こ 福 を 授け 


oni  utar  sonno  irushka  wa  "  konoyaro  ！  tan  Penampe 

鬼 ども は ひどく 怒つ て         こ 0 野郎       この ペナ ンぺ 

ne  awan  teeta  ne-vakka  i-kosunke  wa  a-kor  ichen  eikka 

で あった 先 U も  我々 を 欺' ッ て 我々' つ Ml^^ 盜ん 


awan-pe 

であった 奴 は 

Panampe  ene 

パ ナン ぺ 


tane  e-raike-an  kiisii-ne  ！     an  hawokai. 

さあ お前 を 殺して くれる         と 云った 

itak-i ； " hokure  tane 

N  く  さ あ  今 


anakne  umurek 

こ そ         夫^^', こ 


ane  kiisii-ne  na. 

f お^は たるの だ ぞ 

lie  na. ， 

よ 


丄、 U  sotki kar  wa  ikore  ； liotke-aii  kusu- 

二つ 〇 お 床 を illi つ て おくれ /おこ 入 らう 


iresu-sapo  harukesh  poka  okai  chiki  sake  suipa  yan  I 

まュ な i|i 樣 っ殘リ にても ある ならば ^を かもし ^へ 


( 195  ) 


tanepo  poka  rorumpe  iituru  wempe  uturu  a-e-shini  ita 

たった今 にも         いくさ の ひまに た \ かひの あ ひだに われら 休む P!ji 

Don  tonoto  ooka  a-kar  wa  a-nomi-kaniui  a-nomi,  ikir-kese 

少しの 洒 なりと われら 造りて 我 祭 神 を われら 祭り 式の はて 

ta  a-ekashi-utari   a-shinrit-utarorke    a-ko-shinnurappa  ki 

に われらの 翁 たち ゎれらの先^^ たち へ われ b 1 几 5^ を  し 

ktisii-ne  na. 

ませう よ 

251. ii) 將然態 或は 未來 

Penampe  hopiini  kiis-ne  ko  hoDuni ka  eaikap  pakno 

_ ベ ナンべ が 起 上ら うとす る と 起 上れ も しない ほどに 

hemanta  an.     yayeni  aine  hopuni   wa  inkar  aike  chise 

何 か あった 奮 張つ て 起きて 見る と 家 

shik  kane  seta-shi  an. 

いつは 'い に プ くの 爽が あった 

oni Kisara  uheupare  kane  yaikoshiramse  kan  an  aine 

鬼 は 耳 を         かしげ        て         考へ  てゐ たがやが て 

ene itak-i ： " peure-kampo  tane  nam  a-suve  wa  a-e  kusu- 

かう 云った 5^ い 肉        今 すぐに 煮 て はう と AS 

ne  awa,  oar  kirap  kusu  onuman  pakno  hoka  enka-ta  a- 

つ たが いやに やせて ゐ るから       晚        まで 爐の 上 に 

ratkire  ktisti-ne  na. ' 

つるして iS かう よ 

naa  ponno  shir-an  ko  te-ta  oni utar  poronno  uwekarpa 

もう 少し U! おず I? つ とこ こへ 鬼 どもが 大ぜぃ  J (^つ 

wa  pakuchi  ki  fciisu-ne.     itekki   e-humiasnte-no  mo-no 

て ばくち を する だら う 決して 汝 音を立てず に 靜 かに 

e-an  aine  tane  shir-peker  ehanke  chiki  Kokekko  an  e - 

汝ゐ てもう \x 明け に 近くな つた ら        コ ケッコ と汝 

hawean  kusu-ne.     om  utar  sonno  uhomatpare  wa  kira 

云 ひ たさい       鬼 ども は ひどく 狼 in し         て 逃げ 

wa  Dave  hisu-ne.     okaketa  kor ichen  opittano  e-uk  wa 

て 行く だら う  その後で その お金 を そつく リ 汝 取つ て 

shino  nishpa  e-ne  kusu-ne. 

本^^〇 長 悉に 汝 成る だら う 

252.    iii) ： な 志の 表示から 第二 人 稱に對 する 柔 かき 命令と な 
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e-ko-yairaike-an    kusu,    tan    a-kor    nitpo  e-kore-aa 

贵 力-に 禾人' i^: 謝して ゐる ので こ-つ 私 の 孫 を； a 方に 私 差 上げる 

kusu-ne.     e-tura  wa  e-oman  chiki,  oro-ru-oirka-i ta  tan 

のです         連れ て 行く         際         路の よい 所では この 

a-nitpbho  e-apkashte,  ord-ru-wen-i  ta  e-shike  kata  e-ante 

私の 孫 を  步 かせ  路の惡 V 、所 では お 荷物の 上， こ のせ 

kane  e-oman  kiim-ne  na.     orowa  ru  hontomo-ta  tan  a- 

て ^^^て 下さい  な そして 途  中  で この 5^ の 

nitpoho  ipe-rusui  wa  chish  cniki,  e-snike  e-Dita  wa,  shito 

孫が ひも じくな つて 鳴いた 際; よ お 荷物 を 解い て 菜 を 

e-sanke  wa,  earn  ramne  shito  e-e  chiKi,  tan  a-nitpoho 

出し て 貴方が まる まバっ 菜 を 食べたなら この 私 0 孫に 

shito  arke  e-ere  kane  e-oman  kus-ne  na. 
菜の 半分 を 食べさせながら ^？^て 下さい な 


III* 語 序 

253. 修飾語 は 被 修飾語に 先行す る。 

從っ て 形容詞 は 名詞 に 、 副詞 は 動詞 に 先行す る 。 

目 的 語 及び 補足 語 は 動詞 に 先行す る 。 

助詞 は 悉く 後置 詞 である。 

主語の 位置に 關 して は 二つの 場合が ある 。 

A.  主語が 単語 （名詞' 代名詞） として 現 はれる 場合 

乙れ は 第 ni 人稱の 場合に 限る。 この場合に は 「主語 + 
動詞 （？ itn 額)」 或は 「主語 + 目的語 或は 補足 語 + 動詞 （第 
I 額)」 の, 噴 序で ある。 

seta  mik.     seta  meko  noshpa. 

犬 队ゅ 大 を ill ふ 

抱 合 的 活用 に 於け る 人 稱接辭 も 矢 張 乙 の 順序で あ る 。 

a-e-kore.    a-echikore.    e-i-kore.      echi-i-kore.  etc. 

我汝； 乙 ゆ、 I へ る 我 汝 ま,' こ 與へ る 汝我 (等）; こ 與へ る 汝ま 我等,' ：與へ る 

B.  主語が 人 稱接辭 として 現 はれる 場合 

乙れ は^  I 人稱 及び 第 II 入 稱の場 である。 
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ct. 第 I 人 稱の場 

？ I 頻の 動詞に 於て は 接頭 辭と して "fli はれる。 從 つて そ 

れが 目的語 或は fflrlS をと る 時 は 「H 的, ift 成 は 補足 語 +  (主 
語） 動詞」 の顺序 を もつ。 


3( なを （我） 近 ふ おは ぐ 我 ft" さは） ある 

第 n 頻の 動詞に 於て は 接尾 辭と して？ a はれる。 


(泣く）— (我） 

も. 第 II 人稱の 場合 

この場^ は 動詞の 第 I 額た ると 第 n 類た ると に關 せず 
常に 接頭 辭と して 現 はれる。 從 つて それが 目的語 或は 補足 
語 をと る 場合の 順序 は Ji?  I 類の 動詞に 於け る 第 I 人 稱の場 
合と 同じで ある。 


人 稱接辭 の 中で は 主格の も の 先頭に 立 ち 、 目 的 格の も の 
それに 次ぎ、 補足 語 を 代表す る 指 相の 接辭は 更に それへ 續 

<  0 


(そのこと） （に 就て X 汝 X 我に) ひ  1^ を 云 ふ） 

接尾 辭に 在って は 數を表 はす もの まづ 出で、 使役 それに 
次ぎ、 相の 接辭は 最後に 來る。 

kor-pa-re-pa. 厂; f 睪 山:^ へ へ i こなる」 。 

(繊 X 使役 X 翻） 


meko  a-noshpa.    meko  a-ne.  et に 


meko  e-nosliDa.    meko  e-ne.  etc. 

猫 を 汝 iE ふ         3m- o 卿 は ある 


254. 指 相 • 互 相' 再歸 相の 輯合。 

人 稱接辭 の 主格の ものと 目的格の ものと が 同時に 動詞に 抱 合 
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する 現象に 就いては 旣に 述べた が、 其の 他に 指 相' 互 相 • 再歸相 
及び 時と して は 副詞' 名詞の 類まで も、 意義 上 必要 ある 時 は 動詞 
の 語體へ 結び 附 いて 來る 所謂 輯合 性が アイ ヌ 語に は 存在す る。 

例へば pirka は 「善き 」、 chi-e-kuni-p は 「食物」、 resu は 「育 
てる」、 a-1-resu は ' 吾]^ て ら る、 pirka  chi-e-kuni-p  ari  a-i-resu 
は 「善き 食物 を 以て 我 育てら る」 である 力;、 乙れ を pirka  cW-e- 
kuni-p  a-i-^-resu と 云っても 意味 は 同じで ある。 卽ち a-i- ど- resu 
の C は 先行の pirka  chi-e-kuni-p  「善き 食物」 を 受けて 「それ を 

以て 」 の 意味 を 表 はして ぬるので ある。 

usa-orushpe は 「色々 な 事」、 itak は 「話す」、 u-ko- itak は 
「お 互に 話す」 「話し合 ふ」、 a-u-ko- i ね k は 「吾々 が あ、 互に 話し 
合 ふ」、 usa- orushpe  a- ど- u-ko-kak は 「色々 な 事に, 就いて 吾々 力； 
^fe^ 互に 話し合 ふ」 とい ふこ とであって、 乙の e が や は ら 先行の 
usa-orushpe  「色々 な 事」 を 受けて 「それに 就いて」 とい ふ 意味 
を 表 はして ぬるので ある。 

wakka は 「水」、 koradii は 「の 女 口く」、 notaku は厂 その 39o、 
een は '鋭い」、 poro は 「大きな」、 mukar は 厂 鉞」、 shi-sempir 
は 「自分の 背後」、 ta は 「に」、 a-aiii は 「吾 持つ」、 以上 を績 けて 
wakka  korachi  notaku  een  poro  mukar  shi-semoir  ta  a-ani と 云へ 

ば 「水 も 垂れる 様な 匁の 銳ぃ 大鉞 を 自分の 背後に 吾隱し 持つ」 
と ふこと "X"  3^ る 力、、 乙れ を wakka  korachi  notaku  een  poro 
mukar  a-r-shi-sempir-ani と も 云 ふので あって、 この f もや は h 
先 ィ了 の wakka  korachi  notaku  een  poro  mukar 厂 フに の垂ォ I さ う な 
匁の 鋭い 大鉞」 を 受けて 「それ を」 とい ふ, な を 表 はして る。 
shi は 「f'j#」、  ram は 「心」、 sui-pa は 「幾 同 となく  tSi- ら 動か 
す」、 shi-ram-sui-pa で 「とつ: f つ、 いつ Ji! 、ひめく、、 らす」 とい ノ、： ： と 
である。 yai は 「自身」、 yai-ko は 厂 [14^にま】して」 「みづ から 」、 
yai-ko-shi-ram-sui-pa と 云へば 「みづ 力、 ら とつ あ、 いつ £?、 ひめ ぐ ら 


( 199  ) 


す」 とい ふ こと、 a-yai-ko-shi-ram-sui-pa と 云へば 「マ やみ づカ、 ら 

とつお いつ A1? 、ひめく、、 らす」 とい ふこと である。 それ を 「何々 に 
银 1^— ："^ 吾と つお いつ ffi 、ひめぐ' らす」 の 如く 云 はう とすれば、 や 

は^>  e を 柿 入して その 「何々」 とい ふ 語 を 受けさせる。 例へば 
「色 冷 な 事に 就い て 吾み づか ら とつ いつ All ひめ ぐらす」 は usa- 
orushpe  a-r-yai-ko-shi-ram-sui-oa  > 云 ひ、 I ['に まブ と' 色々 な 事に 
就いて 吾み づ から ^ とつ: £>、 いつ 思 ひめぐ、 らす」 の 如く 云 はう 
と"^ れは tuima とい ふ Y  入 して usa-orushpe  a-e-yai-ko- 
///wz"-shi- ram-sui-pa とい ム。 

f.'J  o-，  ko- 等に 就いても 同ネ I- である。 例へば huchi  upsoro  ta 
a-i-resu と 云へば 「祖母の ふところに 於て 吾 育てら る」 とい ふこ 
とで ある 力、、 それ を huchi  upsoro  a-i-^-resu 又は huchi  upsoro 
a-i- わ- resu と 云っても 意味 は 同じで ある。 

255. 副詞の 輯合。 

大抵の 副詞 は その ま k の 形で 動詞の 語體へ 嵌入す る。 例へば 
a-kik-kik は 「吾 彼 を 打ち 据 ゑる」、 toiko  a-kik-kik は 「さんざん 
に 吾 彼 を 打ち 据 ゑる 」 である 力;、 これ を a-toiko-kik-kik と 云つ 
て も: ffi 味 は 同じで ある。 

但し 形容詞に -no が附 いて 出来た 副詞 は その -no をお いて 動 
詞に輯 合する。 

kewe-ri-kur   a-ruki    ko    urepechi    patek   ponno  etuk 

丈の 高い 男 を 我 吞め ば その 足 指 だけが ちょっと 出る 

korka,  kewe-ram-kur  a-ruki  ko  a- 〃な 7/ ん'/ ど- ruki wa isam. 

が 丈の 低い 男 を 我 吞め ば そつく リ ^下し て しま ふ 

( d,-hainne-x\xV.\  wa  isam  =  hai}ine-no  a-ruki  wa  isam) 
輯 合した 副詞に はよ く  -km- が附 く。 この- kur は よの 無い 
虛辭 である。 

pis-un   yakura    nikat-tuikashi  e-yai-ri^i-^ur-hopuni-rf^,. 

濱の やぐらの 梯子 の 上 へ 自身 を 高く あげた 
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(a の 機の 梯子の 上へ 登つ/ 2)0 

au-ta  keusut  yuk-chikoikip  chep-chikoikip  au-o-rura-kar 

隣の 小 父が 鹿の , 魚の 難 を 內へ 運んで 來て 

i-e-/ か な- ム/ 产 resu-itara. 

我 を それにて よく 育てて ゐた 

(i-e-jyir^a-/^//r-resu-itara  = pirka-no  i-e-resu-itara) 
256. 名詞の 輯合。 

我 水 を 汲ま す 

= wrt'/6/6^-ta-re-an . (膽 te 方 目) 

水 を 汲ま す （我） 

=  wakka  a-ta-re. 

水 を 我 汲ます 

/to な- e-rusin-an. (膽 方言 リ 

草 を なべ 度し （我） 

=  kina  a-e  rusui. 

草 を 我 食べ 度し 

ikupa-an. (膽振 方言) 

1\ を嚙み 殺す (我） 

=ki a-kupa. 

虽 V を 我 み 殺す 

カ丽 -ke-an. (膽振 方言) 

木 幣を削 る m) 

=  inau  a-ke. 

木チ を 我 削る 

kina-tui-hoshi  2.-e-vai-pokisJiiri-\i2xV2X . 

草の は、'、 き にて (我） 脚 を  卷く 

=  kma-tui-hoshi  an  yai-pokishir  a-karkar. 

草に リ は、 へき にて         脚 を 我 - おく 

Ti-niiczi'an pe-ka-souio-n e  awa  

我 つんぼ にても な かリ しに 

=  nuevvempe  ka  somo  a-ne  awa  

つん ほ にても たき 我な リ しに 

e- 力な 7z-kasu.  =  nau  e-kasu. 

が 大なリ に 於て 大たリ 


e-;/2-ika.  =  ni e-ika. (樹上 力、 ら る) 

樹を if2J 外す 樹に 於て 外す 
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o ィ /〃/-ika.  =  chip  o-ika. (海 巾に き》 55^ する) 

舟から 踏 外す 舟 i-bim-y  " 

o-/oi-poso.  =  toi o-poso. 

地 (中)？: く ぐ' る 地 (中) をく ぐ' る 


T 


索 引 


I- アイヌ 語 索' 引 
11. 事項 索 引 
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凡 例 


I.  數字は ページ を 示す。 特に 說明. $:rri が ニ页に 跨って ゐる際 は ハイ 
フン を 入れて 示す C 例 67-68. 尙三頁 以上 に^って ゐる際 は 中 問の 數字 
'ど 省いて 示す 〇 例 99 一 =^99— IO0— 101— 102— 103- 

II.  アイ ヌ語 索引の 見出 項 は 代名詞 • 數詞 • 副詞 • 助詞 *接辭 に 限った 
が、 兄 出: rnrt の 派生語に は 名詞' 動; M' 形容詞 を も 加へ た。 

III.  fufi^ の 語末に は （ ） を 以て 具 體形 語尾 を 示して いた。 但し それ 
に よって ：れ 體形を 作る 際 t-i  >  chi，  u-e  >  we,  i-e ン ye なること に 注意 を 
要する。 例へば am-setC- り， am-toi(-e) の 具 體形は それぞれ am-sechi,  am- 
toye である。 尙 IITeT ば I'i に 終る 語の 具體形 は その ま & でよ いので ある 力';、 此 
^では 特に その 强, M 形 を 示して S いた。 例へば am-soC-ho) と ある もの \ 
:A 體形は am-so  乂は am-soho なので ある。 

IV.  Iljjiil には必 すその 所 嵐の 變化を 示した が、 その 際 次の 如き 略號を 
ffl ゐた： ——— 


vw  ^  II     i  ¥mm  vm. 

viv  ^  II  %(m  ii  nmM  vm. 
vw  m  11 1)1^  iii  Mii'ii ジ ni. 

V. 以 ヒの 他に 用ゐ た略號 は 次の 如 く である ： —— 

adj.       adjective  pi.  plural 

adv.      adverb    -  pref.  prefix 

end.      ending  pron.  pronoun 

interj.    interjection  sing,  singular 

n,  noun  suf.  suffix 

num.     numeral  v.  verb. 


第 II 類 第 iv 種 動詞 

m  III  tm^  i  ^動詞 

%  III 類お ii  も III 詞 

tn;  III 類お iii  mm 


I. アイヌ ,リ も索リ 


A 

a' 人 稱接辭 

(名 1で 及び 第 I 類励§「(1に接頭し^}^ぶ HI 
類 動詞に: fif 中す） 

1)  雅語 第 I 人 稲-甲- 複 主格 66. 

2)  口語 第 I 人稱複 包括 形 主格 66. 

3)  口語 第 II 人 稱敬相 甲- 複ホ格 66. 

4)  '； 凡稱 67. 

5)  不定 稱 67. 

6)  中 ffl  67-68. 

7)  所 相 68. 

a- (第 III 人稱 單複） 
a-e- (第 n 人 稱單） 
a-echi- (第 11 人 稱複） 
a-en- (口語 第 I 人 稱單） 

a-i- (雅語 第 I 人稱 單複， 口語 第 n 

人 稱敬扣 單複） 
a-un-  (口語 第 I 人 稱複， 神謠第 I 

人稱 軍複） 

8)  分 i,g 法 （第 I 類の 動 ii'/J に附 いて 主 

と して 現 fi: 分 iMI をつ くる ） 68- 
69. 

a ひ/,  rok) 助詞 （確說 法） iSj. 
'a    0/. -rok) (分詞） 形容 giU 語尾 i83, 
59. 

'a  —  =a    {pi.  -rok...-rok) 持 續態を 表 は 

す 接尾 辭 113. 
a=chiki 助詞 （反: S 的 條 ff- 接續） 183. 
a-e 鳙 P ぽ J. 


1)  抱 介 「我- 汝 に， を」 「我' ぶ; 汝に， 

を」 8i. 

2)  所 相 II 人稱? |?.)  「汝. られ 

る」 68. 
a=e=    pfcf. 1， 100-101. 

(a- 人稱， c- 指お n 

a«echi=  prej. 

0 抱 合 「我 V" に, を」 「"J ヒぉ ik- 

ク や-に， を」 8i. 
2) 所 相 （第 II 人稱 ダ义) 「汝 等.. ら れ 
る」 68. 
a=en=  prcf. 

1)  抱 合 「あなた 私に， を」 「あなた 

方 私に， を」 84. 

2)  mm  ( 口 語 第 I 人稱 'や H 私… ら 

れる」 68. 
a=hi^a-i    Jftgnl  49- 
a=hike  =  aikc 助 giij    148,  183. 
a=hine  =  ainc  ji)}^u]    140,  183. 
a=i=  pre;. 

所 相 （雅 第 I 人稱? f^^，  n  n/^fi  n 人 
稱敬 相-甲- fJi)  68. 

a=i ゆ/,  rok-i)  jyj«i,^J  (中反：^：^设續） 49- 
aike 膽 I'J  148,  183. 
aine 助； i"]    146,  183. 
akkari 

0   「…傍 を iiD つて」 ゆ""） 36. 

2)    「…よ リ も.」 リ hcm、  37- 
a=kor 人 代 名 „;J  (1st 格） 


( 

2)  口語 第 I 人稱複 包括 形領格 54. 

3)  口語 第 n 人 稱敬相 單複领 格 54. 
a=kusu  {pi.  rok-kusu) 助 g-g  148，  183. 
air.'    pref.  157. 

am-kir    v\.    1 01. 
am-set い 1) n.  157. 
am-so(-ho)    n. 1 57, 
am-sokkar(-i)    n.  157. 
am-toi(-e)    n.    43，  157. 
amuQ 助 = ほ J    1 4. レ 

an=  =  a-    personal  pref. (樺 太 及 北部 方 

言） 

an-e-konte    v.  83. 
an-echi-konte    v.  83. 
an-okai    pron,  52. 
an-wante  〉  au-wantc    t'.    1 3. 
an-wente  〉  au-wcnte    v, 1 ん 
an-vvcn-tureshi  〉  au-\ven-tureshi  tj. 
13- 

an-ye  〉  ai-ye    v.     1 3. 
-an^    personal  suf. 

(第 II 鎖 動 及び 形容詞に 接尾す） 

1)  雅語 第 I 人 稱單複 主格 66. 

2)  口語 第 I 人 稱衫』 包括 形 主格 66. 

3)  口語 第 11 人稱敬 相舉複 主格 66. 

4)  抱 合 的' て-川 (腊报 方言） 83. 

e-  -an  i  =a-c-  1 

cchi-   ...-an  ( =  a-cchi  ) 

5)  所 相 沾川 （腊扳 力 68. 

e-  -an i =a-e-  ) 

cchi-    ...-an  (  =a-cchi-  ) 

en-   -an  (  =  a-cn-  ) 

i-  -an  ( =  a-i-  ) 

un-   -an  ( =  a-un-  ) 
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■=an2  suf. 

1)  動詞 法 ii6. 

2)  形容詞 法 に仁 125. 

aiiak 助 |<g  144-145- 
anakne 觸"; j  144-145. 
anenopo    adv.  132. 
ani(lii) 人代名詞 （第 in 人稱單 ）52-53. 
am' 助詞 （以 格） 35. 
anke 助詞 （將然^|)  114. 
anki 助訶 （將然 態） 114. 
an=kor  =  a-kor  (擔太 及び 北部 方言） 
ao=oe  {pL  okai-ne) 助 |,i[J  154. 
anookippo    adv.  132. 
anokai  =  aoka(i) (樺 太/太び 北部 方言 ）5ム 
aoka(i) 人代名詞 

1)  雅語 第 I 人 稱單複 52. 

2)  口語 第 I 人稱複 包括 形 52. 

3)  口語 第 n 人稱敬 相草複 52. 

a=p  {pi.  rok-pe) 助詞 50,152. 
apekor 助 i' で （日 高 方言） 148. 
apkor 助 g";J( 膽报 方言） 148. 
apkusu 助 雾 fij  148. 
ar=    pref.  157—158. 

ar-ekushkb(n)na    adv.    i  s8. 
ar-ke(-hc)    n.    1 96. 
ar-nan  〉  annan い u)    n.  157. 
ar-onuman    n.  158. 
ar-orkeshnc    adv. 1 29. 
ar-ramasu  ^  anramasu  z  ll.'    12,  70. 
ar-ramctok  >  anramctok(-u)    n. に. 
ar-rnpoki-kari  >  anrapoki-kari  rlll.' 
ar-rur  >  anrur い 1) n.  158. 
ar-shik いり n.  157. 
ai-j>o(-ho)    fi. 1 58. 
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ar-sui    ntitn.    63, 1 5 フ. 
ar-tek  〉  antek(-c)    n.    1 2. 
ar-tokcsh  〉  antokcsh(-c)    n, 1 2. 
a r- torn  〉  attom(-o)    n.  41. 
ar-vven    adj.  158. 
ari 助 ふれ 扳方 甘） 

O    「…で」 （以 格） 35， 14. 

2)  「…と」 （誘- 5^ 接 in  148. 

arwan 數 61. 

ar\van-iu  63. 
arwan-pe  62. 
arwan-sui  63. 
■ashi    personal  suj. 

(第 n 類 動 及び 形^ M に 接 M す） 

1)  雅語 (神 謠) 第 1 人稱 複 主格 66. 

2)  口語 第 I 人 稱複對 立 形 主格 66. 

3)  抱 合 的 活用 (膽振 方言） 86. 

e-   -ash 

echi-  -ash 

1-  -ash 

•ash2  sttj. 

1)  動 gig 法 3：^- 

2)  形容 gig 法 125.  , 

ashikne 數詞 6i. 

ashiknc-hot  6i. 

ashikne-n  63. 

ashiknc-p  62. 

ashiKnc-sui  63. 
ashiauma  [ashiroma] 人代名詞 (笫 I 人 

稱單） 52，  14. 
ashiroma  [a-shir-oma 我 でに リ ] ゾ、 代名詞 

(第 I 人 稱單） 52,14. 
-at    s"f. (励 g>n 法） 31-3^- 
-atki  end. 


I       i) 多 您 I に.  . 

2)  mm 

samatki  rll.' お {( に な つて ゐる. 
shikanatki  vll.i まるくなってん 
る， 

attoin(  »o 1 [a  r-tom]    4 1 . 
(「巾」 の 關係を 表 はす 格 lil 似の 形式） 

attom-sani(-a) 
a-un-  pre/. 

1)  抱 合 （口語） 「あなた （方） 私達に， 

を」 84. 

I  2) 所 相 (神 謠笫 I 人稱^1^-複） 「我 (等) 

しる」 68.  • 

3)  所 和 （口語 第 I 人 稱複） 「私達… 
I  しれる」 68. 

i    awa 助 g"]    147，  183. 

I    a(w)an  (pL  rok-okai) 助言 iJJ  184. 

I  c 

I   chi= 人 稱接辭 

I      (名訶 及び 第 I 類 励 むこ 接頭し 第 III 

！ 類 動詞に 接 中す） 

； 0 雅語 (神 謠) 第 I 人稱 単複 主格 66. 

2)  口語 笫 I 人 稱複對 立 形 66. 

3)  汎稱 69. 

4)  不定 稱 69-70. 

5)  'I'll!     69. ' 

I       6) 分 法 （過 i 分訶） 70. 

=chi    plural  stif.  66. 
I    Child 助訶 147. 

chikipo-ka  、 

chikipo°ka°sui   

j  chikipo=ka'!ap   

chikipo°ka=tap*sui  
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chikipo^ka^un   (  adv. 厂 すんで' 

chikipo=ka=un=sui    のこと に.， 

chikipo=ne   133. 

chikipo=ne=wa   j 

ch し kor 人 代 名 g"] は il 格） 

1)  雅語 (神 諮) 第 I 人稱單 Ik  54. 

2)  口語 第 I 人稱 j40t な 形 54. 
chioka(i) 人 代 名 で 

1)  雅! お 祌謠) 笫 I 人 稱眾複 52. 

2)  口語 第 I 人 稱複對 立 形 52. 

chorpok  (-e,  =i)    43—44，  38-39- 

(「下」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形式） 

E 

e=i 人 稱接辭 

(名訶 及び 第 I，  II  Si 動 も •] に 接頭し 第 
III 類 動 g 巧に 接 中す） 

0 笫 II 人稱" f. 主格 66. 

2) 第 n 人稱舉 n 的 格 67. 
e=2 指 相 接頭 辭 99- 1(ふ 
e=-= 副詞の 接頭 辭 136. 
=ei    suj. (使役お 1) に I. 

end. (他 if jj    法） 77-79. 
ear=    prcj.  158. 

carkapjrpc(-hc)    n.     1 58. 

carmatkino    adi\     1 58. 

car-nan  >  cannan(  -u)    n.  158. 

cjrsaincno    adv.     1 58. 
earar=    p>cf.    ( =  car-    1 58.) 
eashir 麵, ■]  147. 
eashka    adv. ゾく レ、 | こ. 
eashtap 11 力,;" J    1 47. 
eashtapne 11 力,;" J  147. 

ech し Kmm 


(名 H'j 及び ayig^y の 第し II 類に 接頭し^ 

in 類に 接 中す） 
I  ) 笫 n 人稱複 主格 66. 

2)    fill 人 稱複！ ：1 的 格 67. 
echi=kor お' 1' 格 人 代 名 g'TI  (. 第 11 人 稱^) 

54- 

echioka(i) 人 代 名; で （第 II 人 稱複） 5 二 

echupkaun    aav.  135- 

echuppokun    adv.  135. 

eharkisone    adv.    1 35. 

ebarkisoun    adv.    1 35, 

ekari 助 g,'] ( 經 ぼけ? f)  36. 

=ekatta    end. (强 勢?！）  114. 

ekeshne    adv. あちらこちら. 

ekimne   adv.  135. 

ekimun    adv.  135. 

ekoikaun    adr.  136. 

ekoipokun    adv.    136.  - 

e=kor 瓴格人 代 名 も/]  (#>  II 人稱 甲〜 54- 

ekushko(n)na    adv.    130,  1 58. 

ekusun    adr. 川の 此方に. 

emko(=ho)    nutn.  loi. 

emko-c-tu 厂- -っ 牛の •】 

emko-e-rc  「二つ 牛の 」 

emko-c-ine  ■ つ 牛の」 

criiko-c-ashiknc  '  I'q つ 牛の」 

cniko-c-iwan  • ：に つ 半',）」 
empok(°i )  44- 

(「下」 の 關係を はす 格 M 似の 形式） 
en=i    p。's(、,uU  prcj.  (  n  ,.7j^r>  I 人稱? fUl 

的 格 1 67. 
en に jucf, 1 59. 
cn-ka(  -shi)  43. 
cn-pok      cni|)ok(-i )  44. 
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ene    adv. 力、 ら， さろ， あ , ヒ' ラ . 49， 
67，  130. 

cnc-an    ctaj.  、： such- ヽ 
ene-an-kusu  >  enankusu    intcrj.  6. 
enka(-shi)  43. 

(「上」 の 關 係を丧 はす 格 あ  1 似の 形式） 
enon    adv.    1 36. 

epeshne   adv.  136. 

e=pishne    adv. 1 35. 

e-pishun    adv.    1 35. 


etokush    Ujj^nj  mfHiM)    I  I も 
eutunne    adv.    1 35. 
euturun    adv.    1 35. 

H 

ham ぉ定詞 （棒 太 方- i む 177. 

hane  <  hannc  く  ham-n し' adv.  1 77 
hanka      ham-ka    adv.    1 77. 

hawe  mmiX)    188- 189,  179. 

hawe-an  (pi.  hawc-okai) 1 89-190, 


eposo    adv.  6. 

havv(e)-ash  i 

89. 

cposo-un  〉  eposun    adv.  6. 

havve-nc    i  8q. 

eronne    adv.  135. 

he=    V,  prcf. 

erorun    adv.  135. 

hcashi  rll, 

88. 

esbi=  =  cchi- (近 文 方- H-)  66. 

hcchaka  rll. 

2  88. 

eshi-kor  =  echi-kor  (近 文-力-言) 54. 

hcchawc  tW 

2  88. 

eshinuma 人代名詞 （雅語 第 II 人稱. ず-) 

88. 

ぶ 

89. 

eshiokai  =  e;:hioka")  (i 斤 文 方言) 52. 

hekiru  rll; 

89. 

eshir    adv.  129. 

hekomo  rll. 

'J  89. 

eshiroma  [e-shir-oma 汝仅 リ ] 人 名- g"] 

hckotc  rl. 

89. 

(狼 第 II 人 稱-， -) 52,  14- 

hcmatu  f'll. 

89、 

eshisone    ach'.    1 35- 

hcmcsu  v\ir 

89. 

eshisoun    adv.  135. 

hencnc  rll." 

89- 

esoine    adv.  135. 

henoyc  HI." 

89. 

esoiun    adv.    1 35. 

ぶ 

89, 

esor 助/ i'ij  (纏 山 格） 36. 

hcpita  z'II.2 

89. 

etarka(iki)    adv. やみくもに. 

0 
ぶ 

89. 

eteun    adv.  57. 

hcpuni  rll.2 

89. 

etok(=o)  45. 

hesuyc  vl\.'^ 

90.- 

(「前」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形式） 

hctari  HI, 

90. 

ぶ 
0 

〇 

hctuku  rlL- 

90, 

ctok(o)-tuye  rlll. 

he=    adv.  prcf. 

etokoiki 助詞 （將 然? 2^)  114. 

hckannashi 

adv. 】 

( 

hemakashi    ad  v.    1 34. 

hepashi    adv.  134. 

heperai    odv.  134. 

hepoknashi    adv.  134- 

herashi    adv.  134. 

herepashi    adv.  134. 

herikashi    adv.  133. 

hesashi    adv.  134. 

hey  ash  i    adv.    1 34. 
he 助 M  (疑問， 反語） M3,  178. 
beashi 助詞 （始動 態） 114. 
hem  - 疑問詞 56. 

hem-anta  56. 

hem-pak (リ 50. 

hem-par(a)  56. 
hemem 助 iii]  143. 
bene 助 guj  142-143- 
hetap 助 i リコ 144- 
hetapne 删 i7】 144. 
hetopo    adv.  131. 

hetopo-horka    adv.  131. 
-hi--i    end. (名詞 法). 48-49- 
hike  二  ike 助ん ij  148. 
hine  =  inc 助 g'ij  148. 
hita-ita 助 で 148. 
4iitara    end. (す H き 態). 
bO'    t'.  pref. 

hochaku    rll.^  88. 

homatu    rll."  89. 

honoye    rll,  89. 

hopita    rll.2  8g. 

hopuni    HI.2  89. 

horari    rll,  89. 

horipi    rll/  90. 
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horatu 

90. 

hosari 

tUr 

90. 

hotari 

90. 

hotuku 

,11.2 

90. 

c 
ぶ 

rll.- 

90. 

hoyupu 

rll  ノ 

90. 

I    ho=    adv.  pref. 

hokannashi    ad に 1 34. 

homakashi    adv.    1 34. 
[        hopashi    adv.  134. 

hoperai    adv.  134. 

hopoknashi    adv.  134. 

horashi    adv.  134. 
I       horcpashi    adv.    1 34. 
I        horikashi    ad に 1 33. 

hosashi    adv.     1 34. 

hoyashi    adv.  134. 
hokukanaune    adv.    8,  139. 
hontom い 0)    41 . 

(「中」 の 關係を 表 はす 格 5^ 似の 形式:) 

hoshKino    adv.  132. 
I    hoti=i)    tU^l 62. 
}        hotne  61. 
j        hotnc-n  63. 
I    humi 助詞 （感 3i 法） 190-19 に 
I       humi-an  {pL  humi-okai)  191-192. 
: hum(i)-ash  192. 
j        humi-ne 1 92. 
'I    humna 疑問 代 名 g";!  56. 

hunak 疑問 代 名ュ, 】 56. 

hushko(n)ne    a(!t'.    「も 力、 し t; 力、 し」 

I 

レ 人 fi^j さ辭、 II 的 格） 


( "I ) 


O 雅ぉ第 I 稱? f?- 核 H 的 格 6フ. 

2)  口 語笫 I 人稱複 包お 形 n 的 格 67. 

3)  口 語 第 11  K 稱 敬 +11  m  m  1 1 的 格 

6フ. 

4)  汎稱 n 的 格 （感 iu"] の 接 i/K ほ f;) 

iramayaiserc   |_ バ- 人の ，|1、 を 泣 力、 し 

む] 156. 
iramasure    [せ 人 をして 女 了- いな あ 

と 思 はしむ] 156. 
iramishkarc    [  /\- 入 の 'じ、 を 塞が ら 

しむ] 156. 
iramkitcarare  150. 
iramkurserc    [■ バ- 人の 心 を ！！ク,: 力、 ら 

しむ] 156. 
iramkoiki [- 吾-人の, 亡、 を. も： く"]  156. 
irammakaka   [や？ 人の 心 を 開かし 

む] 156. 
iramnukuri 1  =;o. 
irampatekka    1 56. 
irampekamama    i  so. 
irampottararc  156. 
iramsarakka  156. 
iramshitnere  [否 人の， [1、 を き速 れ し 

む] 156. 
iramtuipa    [吾- 人の 心 を寸斷 す] 

156. 

iramtoincrc   [TV- 人の *ll、 を 泥に す] 
156. 

irankarapte  156. 
lyainumare  150. 
lyairaikerc     1 56. 
iyosserkere    1 56. 

5)  主格 第 I 人稱 a- の 代リに フ0- フ1. 

6)  主格 第 III 人稱 接頭 辭 として 71. 


=i  fimm.iJiJri  48-49. 

ika    "ゾに は"？ 止） 177-178. 

{iK\:i,  ik(i  lancp, ik (リ: inepcka、 
ikashma 删 "1 6i. 
ike 助 ふ i]  148, 

=ike 名ら (J 法語 hi 49. 
in=    personal  pref. (笫 I 人稱? |1 複 目的 
I 格） （f 难太 方言） 83. 
' ine 數 60. 

ine-n  63. 

inc-p  62. 

ine-icrko  64. 

ine-sui  63. 
i    ine  55- 

ine-an  >  inan    adj.  55. 

ine-an-ikc      inanikc    pron.  55. 

inc-an-kur  〉  inankur    pron.  55. 

inc-an-pe ン inampc    pron.  55. 

ine-an-hempar  〉  inanhempar  pron. 
55- 

ine 助 d:,']  146. 
inki    ^f.\\%i]  57- 

inki-an-kur    pron.  57. 
j        inki-nc-p    pron.  57. 
1 ir=    prej.  159. 

ir-humsc    rll.'  159. 
ir-hetche    rll.!  159, 
, ir-pe(-he)    n.  159. 

ir-rur  〉  inrur(-i)    n. 159. 
！        ir-to-ne  〉  ittone    adf.  129. 
I       ir\vak(-i)  [ir-u-ak]  107. 
irukai    ad に 129. 
isam 助 i"J 115. 
ila    ]\)m    1 4 フ- 
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=itara 持!^ 態 it?^/id  nS- 
itek  (ka,  -ka-un,  -ka-un-sui ) adi\  \  ti^  \\\ ) 
177- 

( itcki,  itckki ) 
-ill ぶ"/. (名 jii,] 法） 50 - 51，  63. 
iwan 數 liii]  6o. 

i  wan-iu  63. 

iwan-pc  62. 

iwan-rcrko  64. 

iwan  sui  63. 
iyotta    iidr.  39. 

K 

ka い sh】)  42—43. 

(「上」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形式） 

ka(shi)-esnina    till.'-  99- 

ka(shi  i-huyc    vlll.'^  99. 

ka(.shi)-kik    rni.2  99. 

ka(shi)-opash    z'lll.s  99. 

ka(shi)-opluki    rIII.2  99. 

ka(shi)-oshikc    r\\\}  99. 

kashi-un-ta    adv.  138. 
ka lyjiM    142,  55，  132-133- 

kai-ka  (北部 方 "R) 

kaiki    ka  142. 
•ka    causative  sti] .     121,  79. 

opuni-ka  U 匕 吉ぉプ ゾ, hopuni-:c  Ufj 

部 方 首） 
kaaKinam(sui )    adv.    1 33. 

kama 助,;, ij  (お Ul| 格、 36. 
kan-    pre].  160. 

kan-ip()i(-())    "-     1 60. 

kan-kap(-u)    n.    1 60. 

kan-kit;ii( -c)    n.     1 60. 


kan-pasm い c)    n.  160. 

k.an-toi(-j)    n .  160. 
kanak  57- 
kane  1 1 5. 

kanc-an  :■:、'  kanan     1 1 5. 

kanc-okai  115. 
kanna    adr.    1 30. 

kanna-kanna    adi'.     1 30. 

karma- sui  〉  kanasui    adr.  130. 
=kar    ill) 歸法 接/ 辭 117. 

他動詞 接 /^尾 164-  ' 
kari 助詞 （經由 格） 36. 
kasui 助 g"]  152. 
kasuno    lyjgi.j  37- 
katu  150. 
=ke  cTid. 

1)  名 に附 いて 「所」 の 意 を 表 は 

す 16=5. 

2)  動詞 法語 /tl 

3)  他動き 1(1 法 3^；^  1^0. 
a) 形お SliJ 法語 127. 

kes，  prcj. 

kcs-anchikar    ".     1 29. 

kcs-pa    n.     1 29. 

kcs-to    n.     1 29. 

kcs-ukuran    n.     i ig. 
kes(=e)  45-46. 

(「 し も （の 端)」 の關 f 糸 を ^は す 格お' は 1 
の 形式） 

kes(c)-amp.i /  III.'    Q7,  181. 

kes(cVk.()r    rlllJ  97. 
-k】 iFllHid 法 ji^)tl 辭 i65. 
ko: 指 相 接 i/a 辭 I04-I06. 
ko    Ujj  ,"；„■]  147. 
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koeramno 助, "ij しに;, 
kokusui    iljj  ,inj    1 48. 
koohanepo    adr.    i  ^2. 
kopak(«s)  42. 

(「ノ/」 の 關 係 を 《はす 格 jfi'iftt の 形式) 
kopak-sam(-a)  4-- 
kori な i 格 人 代 名 (あ III 人稱? 複) 

kor2 助 jj  ，れ迎 行 Si)  115- 
koH 助 >M  (條件 接 給） 146. 

=kor  suj. 

1)  動 ま fj 法 117. 

2)  形容る (1 法 いふ 

korachi 編"] 141. 

sem-koracni    Itjj  guj    1 02. 

u-korachi Ujj  ^nj  141. 
korka 删 "J  148. 

-kosanu  {pi.  kosampa)  -  •  [u] }^ ,!/{• /t  1 1 1 . 
kot=    prej.    1 60. 

kotcha(-kc)  44. 

kotpok(-c)  160. 
kotcba(=ke)  44. 

(「前」 の關係 を^ はす 格 類似の 形式 1 
kotom(no)    lyjijiij  148. 
ku=    personal  affix.  (  口  j/j 第 I 人稱 主 

m  66. 

(名訶 及第 I，  II  j^lPiliinJ に 接頭し 第 ni 
類 動 訶に接 中す） 
kuani 人稱代 名 umJ け1；(?^第1人稱^) 
52. 

kunak 助; 149- 
kuni 助 《M  (豫期 法） 192-193.  _ 
kuni-ne    1 93- 


kuni-j)  nc     i  gj. 

kunne  ]] 力,", J リ i. 

kur-    pref.  160. 
kurka(sni ) 42. 

kurpok(i)  44. 

kur-toni >- kuttom^o)  41. 
=kuri    siif.    (^finJUc)  50. 
-kur2    Old. け,'; Ijii"] 法） 199- 200. 
kurka(shi)  42. 

^上」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形式) 
kurpoK(i)  44- 

(「下. j の 關係を iia よす 格烦 似の 形式) 
kusui (原 山關 係） 
kusu2 助 H"]  (1'： 志 法） 143，  149 - 15。. 

kus(u)-nc    1 0^-1 00. 
ku(tom(o)  41. 

(「巾」 の 關係を i?C はす 格 類似の 形式) 

M 

=ma  cfid. 

1)  名; i> ^法 i66. 

2)  mm\^  118. 

3)  形^詞 法 1 66. 
inak  56. 

mak-an  56. 

inak-an-ak  56. 

mak-an-ak-an  56. 
manu 删 iij  149. 
mashkino    adr. 1 32. 
=mat    (女性 人名 接/ 辭） 28. 
matasui    adi'.  130. 
matkanaune    adr.    130,  8. 
moire  H 力 「…する や 否や」. 

hotkc-i  moire  nani  mokor. 
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mompok(=i)  44. 

^下」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形式） 
monak    adv.  133- 

I  monak-ka,  monak-ka-un,  monak-ka- 
un-sui) 
moshma 層,'] 143. 
moteki    adr.    1 33. 

(moteki-ka,  motcki-ka-un.  motcki-ka- 

un-sui) 

N 

=n 助數 50-51,  63. 
na 助 g"]  152. 

=nai 「方」 の 關係を 表 はす 語お 42. 
=na2 副詞 法語 尾 130. 
=nak 形容詞 法 接お 辭 127- 
nakka 助 i-"]  142. 
nam    adr.  133. 

I  nani-ka,     nani-ka-un.  nani-ka-sui, 
nani-ka-un-sui) 
nankor 助 （想像） ！ジ. （柔 かき 命 

令） 176. 
=natara 持 績態語 hL  113. 
nei 疑問詞 54-56.  2^ 

ne-i  55. 

ne-kon(a)  55- 

nc-n  55. 

ne-p  55. 
ne2    tg 示 59- 

nc-a  59. 

nc-an  59. 

nc-okai  59. 

nc-rok  59. 
ne'    JVj^mJ    37，  1 39— 14 に 


=ne  snj. 

1)  動詞 法 117. 

2)  形容詞 法 126-12：. 

3)  副詞 法 129- 130. 
nek 助詞 144，  154- 
neko(n)na 疑問お J    55，  130. 
neno 助詞 （副詞） mi- 
nepekor 助詞 （曰 高 方言） mi- 
nepkor 助詞 （瞻 振 方言） 141. 
neshi 助詞 i44- 

neshi-un  ^  nesun  144- 
newa 助詞 36，  140. 
neyakka 助詞 1 42. 
nisa 助詞 （完了 態、 115. 
nisatia    adf.    1 29. 
no-    pref.  160. 
=no  suf. 

1)  形容 法 127-128. 

2)  副詞 法 I32. 

noioe 應 ifj  148. 
noshki(>ke)  41. 

(「まん 巾」 の 關係を 表 はす 格 類 W の 
形式） 
=nu  suf. 

1)  動詞 法 II 8. 

2)  形？ さ^ 語お 126. 

0 

0'=  ^n^\i^m\^  103-104. 

02- 副 i 司の 接頭 g き 135-136. 

o-chupKa-un    (id に 1 3S- 
o-chupDok-un    aar.    1 35. 
o-harkiso-nc    adv.    1 35. 
o-harKiso-un    adf.     1 35. 


) 


o-kim-nc    adv.     1 35. 
o-kim-un    adv.     1 35. 
o-koika-un    ad に 1 36. 
o-koipok-un    ad に 1 36. 
o-pcsh-nc    "d に 1 36. 
o-pish-nc    adf.     1 35. 
o-pish-un    adv.  i". 
o-ror-nc  ">  oronnc    ad i' .     1 35. 
o-ror-un    adv.    i  35. 
o-shiso-ne    adv.     1 35. 
o-shiso-un    adv.  135. 
o-soi-un    adv.    1 35. 
n-utui-ne  ">  outunnc    adv.     1 35. 
o-utur-un    adv.  135. 
stij. 

1)  動 I^I 法 117. 

2)  形容 法 I26. 

=o2    end, (他動詞 法） フフ- 79，  88-90. 
o-aiau-sakno    adv.    102,  131. 
oar=    pref.  160. 

oar-shik(-i)    n. 160. 

oar-tek  〉  oattek(-c)    n.  160. 
oarar=  — oar-  161. 

oarar-isam    rll.i  192. 
oashi 助 g'Tj  (始動 態 V  114. 
o^ikkeU'Sakno    adf.  mi. 
oka\=ke)  45. 

(「後」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形式） 
oka2 (り 人 代 名 gSJ  (第 III 人 稱複） 52. 
oka3 (り 助 あで （願 紫） 154. 
okai=ne 助詞 154. 
okamkino    adr.  132. 
okari 助 g,7J  (ま S は i 格） 36. 
okere 助 gvg  (完了 態） ns- 


onnaikC'ta    ad に ？ o. 

onon    adv. 1 36. 

opittano 助ん (J •    洞 142，  ii5. 

or-    prcj.  161. 

or(-o)  39-40. 

に 「内」 の關係 を- i?^ はす 挤 類似の 形式） 
()r-kc(-hc)    39  -  40- 
o=re=  64. 

orkeshne    adv.    1 20. 
orota    a(h'.  40. 
orowa    llji^iij  35- 
orun    adv.  40. 
osh(=l,  =ke)  41. 

(「内」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形式） 
oshi    adv.  186. 
o-shik=sakno    adv.  i 
=oshma 瞬間 態 接 hi 辭 113- 1  M. 
oshnrnk い e)  45. 

(「後」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形式） 
=0t    !1?|)^«^1法接/11辭 32. 

otta 助; 39-40. 
o4ek=saKno    adr.  103. 
o4u=  64. 

o=tuitna=un    adv.    1 03. 
otutanu 觸 ,,] 64. 
ouse    adv.  {only). 
oyachiki    adv.  161. 

P 

=P    f^ii'il 法語 W  49-50. 
pa(.ke)  45. 

(「かみ (の 端 ち の關係 を 表 は す 格 類似 
の 形式） 
=pa  end. 
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1)  動詞 主格^; n 複数 語/ tlSo- 8i,66. 

2)  動詞 ri 的 格 活用 複數 語/も 77-80. 

3)  敬 相,: f^/tl 81. 

pakno 助 gfl] (副詞） 37，  Mo. 

or-pakno 屬 ,,;！ （副詞） 37- 
patek    iyjE":i( 副詞） 142. 
=pe 名詞 法語 尾 49-50. 
peka 助; 河 （經 lii/tU  36. 
pekor 助 M  (曰 高 方言） 148. 
=pish    end.  Oi. 
pishkan(-ike)  102. 

(「周 K も 又は 「ゆ HHij」 の 關係を 表 は 
す） 

pi= prcf.  161. 

pishno    lyjliii]    63,  115, 

=pO    siij.  (dimifiiitive)  167-168. 

pok(=i)  43. 

(「下.」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形式) 
poka 助詞 142. 
pokor 助^  (BC! 振 方言） 148. 
ponno    adr. 1 12. 
poo    aai'. 曆一暦 

<)run-])oo 

poo-hcnc 
poronno    adv.  132, 
puincpo    adv.  132. 

R 

rai    adr.  131. 
raike 11  力 んリ 152. 
=ram    suj.    ( f,  ,；„] )  168. 
ranke 助,; リ （反 fllJ^)  116. 
re き J  60. 
rc-liot    61 . 


re-n    63.  . 
rc-n-nc     131.  » 
rc-p  62. 
re-p-pish  63. 
rerko  64. 
rc-sui  63. 
rc-otutanu  64. 
=re  end. 

n 使役 相 121. 
2) 他動 gig 法 121. 

ro 助 ひ ""ぶ…） 151- 
rok  {sing,  a) 助詞 （確說 法） 183. 
=rok  {sing,  -rok) (分詞） 形^ g'^ 接/ tl 辭 
i83,  59. 

=rok ... … rok  {sing.  -a. ..-a) ネ. H 台 態 を 表 

はす 接 M 辭 113. 
rok"  {sing,  a-i) 助詞 49. 
rok=kusu  ]J 力ん,;!  148. 
rak-okai  {sing,  a  wan)   jyjgiif. 1 84. 
rok=pe  {sing,  a-p) 助^  50. 
ror(=ke)  45. 

(「上座」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形 
式） 

rototke 維； 態;; な/ I に. 
=rototo 鎖, lii 態 け d    I に. 
ru=    pi'cf.    1 01 . 
rusui  il 力 ふ, J 151. 
ruwe 助 SiU  (確 3^ 法） 179- 18(). 

ru\vc-an  [pL  i uwc-okai)  181-182. 

ru\vc-nc     i  80-1  81. 

ru\vc-ia-an  182. 

ru  u  c-tajvan     1 82. 


s 

'sak  suf. (形 f ^も, J 法） にフ. 
sakno 助 gig  (不 所す/格） 37- 
sam(<a)  44, 

(「側」 の 關係を 表 はす 格]^ 似の 形式） 

sam(a)-eanasap    t\\\}  97. 

S3m(a)-epash    rlll.'  97. 

sama-shik-sakno    adv.  131. 
san^    pref.  161. 
■se 励 詞法 語尾 iiS-iig. 
sekor 助詞 （日 高 方言） 148-149- 
sem-    ^定 161-162. 

senne  <i  scm-ne  177. 

(senne-ka,    senncka-sui,  senncka-un, 
scnneka-un-sui)  133. 
sermak(=a)  45. 

(「後」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形式) 
shi°  pref. 

1)  美稱 

shi-chupka  no. 
shi-chupDok    n.  no. 
shi-mompet(-i)    n.    6i . 
shi-pet(-i)    n,  no. 
shi-so(-ho)    tu    1 10. 

2)  augmentative 
shi-soya    n.  no. 
shi-apka    n.  no. 

3)  再歸相 iio-iii. 

4)  中； fn    66，  1 10 - III. 
=shi 强意接 M 辭 i68. 
shine 數言 g  60. 

shine-n  63. 
shine-n-nc    ad  v.  131. 


shinc-n-nc-i)()    adv,     \ リ. 

shinc-p  62. 

shinc-to  64. 
shinepesan 數 60. 

sliincpcsan-iu  63. 

shincpcsan-pc  62, 
shinne  1 44. 

shino    adv.    1 32. 

shinuma 人 代 名; (第 III 人稱 5 二 
shir-    prej,    1D2-163,  184-180. 
shiri 助 g お （il, お 法） i84-i87. 

sniri-an  {pi.  shiri-okaO    1 8S. 

.shiri-nc  187-188. 
shirko    adv.    1 30. 
shiroma    shinuma  52. 
soi(=ke)  44. 

(「外」 の關係 を: はす 格お i 似の 形 人） 

sorao    'fff^iifj    133,  177- 

(somo-ka,    somoka-sui,  somoka-un, 
somokaun-sui)  133. 
somun 顯 lij  144. 
sonno    adv.    1 32. 
sui    adt'.    1 29. 
>sui    numerate.    6  3. 

T 

tai 指示 代 名 (屮稱 ） 57- 

ta-an  58. 

ta-okai  58. 

ta-ta  otta  58. 
ta2 助詞 （格） 34,  137- 138- 
ta3    —(okai) 助詞 （願望） i37-i3«.  154. 
-ta  sttj. 

n 形^き 法 137- 
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2) 副詞 法 i29，  138. 

4) 感嘆詞の 接お 辭 13 フ- リ8，  154. 
takup(i) 助 gig  142. 
tampota    adv.  132. 
tane(po)    adv.  132. 
tannenopo   adv.    1 32. 

tap 助訶 144. 
tapka(shi^  43. 

(「上」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形式） 
taptap 助；^,リ 144. 
tapne 助詞 i44- 
tashi 助- 詞 144. 
te 指示代名詞 （近 稱） 57. 

te-or(-o、    n.  57. 
=te  stij. 

1)  使役 +11 に I -に2. 

2)  他動詞 法 79. 
teeta   adv.    1 20. 

tek 助詞 （北部 方"? V)  I45-I-16. 
-tek  s"f. 

O  ^微； 1 114. 

2) 形お 訶接 /il 辭 i68. 
tex 助詞 （樺 太 方 甘） 146. 
to 指示代名詞 （遠 稱） 57. 

to-an  sS. 

tonoKai 58. 
lOiko    adv.  130. 
toni(=o)  44. 

(「巾 j の關係を— ^！^はす格類似の形式) 

tom(())-kokanu    till.'    9 フ. 
tomi  o  )-()itak    /III.'  97. 
tomo-tuyc    t\.  74. 

tii-hot  62. 


tu-n  63. 

tu-n-ne    adv.  131. 
j       tu-p  62. 
I        tu-p-pish  62-63, 
I       tu-sui  63. 

tutko  64. 

tu-\van  65. 
I    tui=    pref.  163, 

tui-ka(-shi)  43. 

tui-pok(-i)  44. 

tui-sam(-a)  163, 
I    tukari(=ke)  44. 

！      (「手前」 の 獮 係 を 表 はす 格 類似の 形 

' 式） 
！    tuinf=u)  41. 

(「中」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形式） 

tum(u)-ourcpuni f  III.^  go. 
tupesaa 數 60. 

tupcsan-iu  63. 

tupesan-pe  62. 
tura(no) 助 g" ，（共 格） 35. 
turashi 助 經由 格） 36. 

u 

II,  pref. 

I)    W«i 数 33. 
4) 冗 相 106-107. 
u(\v)e-  108. 
uko-  107. 
■u    end. (他動 giO 法） 77-79- 
ukorachi  1 00. 

i    un-    personal  pref. 

I 1 ) 雅, (神 謠） ^  I 人稱71"^.複 n 的 格 
I  67. 
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2)  u     II 人 稱ぬ数 對立形 n 的 格 

67. 

un    ]t)j,inj  (格） ,^4.  138-130. 
,un  siif. 

1)  形お 法 13«. 

unno  lljj"=5J  142. 
upish  adv.  63. 
upsor(-o)  40. 

(「内」 の 關係を ます 格 類似の 形式） 
=iish  s"f. 

O 動詞 法 3  二 

2)  形容詞 法 125-126. 

utar 名^1^1複數 30. 
utur(-u)  41-42. 

(「|H】j の關係を^！^はす格類似の形式） 
utur(=ke)  45- 

(「下 I お」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形 

-式） 

W 


0 霜 ； 5. 

2)  im り 5-146. 

wan-iu  63. 
wan-jK"  62. 
wan-sui  63. 

Y 

ya  (fecf?!J)    151,  178. 

yai=  \mkmm'(  108-109, 82. 

yaiko-  i  og-i  lo. 
yaikota  iidr.  109. 
yak 1! 力 ふ';） 147. 

yak-a-yc    5，  67. 
yakka    lljj  ； ji7J  148. 
yakne 編' J 147- 
yakun 助 147- 
yan  {sing,  hani)    JJIj^iiJ    151,  176. 
=yar 使役お I 複数 接 ftl 辭 I22. 


wa 助 M 


II. 事 

あ 

「l!i】j の 關係を 表 はす 格 類似の 形式 41- 
42. 

utur(-kc,  -u)  (-ta,  -un ) 
ァク セン ト （"tre"/)    1 ,  4  一  6. 
1¥ニ 眞 (方 25. 
虻田 (方" it)  25. 

い， ゐ 

以格 [instrumental]  35- 

am    1 4,  35. 140- 

im 14,  35, 140. 

c-  62,  1 00-1 02. 

ko-     1 04. 
- -|CiJ 態 {V aspect  moment ane^  1 1 1. 

-kosanu  (p/.-kosampa) 
意志 法—〃 -moo め 179,  194-196. 
石 狩 (方-き） II. 

瞻振 (方- H-)    7,  II,  52,66,68,83,85.86, 
91， 1 14,  146，  148. 

「上」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形式 42-- 
43. 

ka(-shi,  -shikc)  ( -ta,  -un) 
cnka(-shi,  -shikc)  ( -ta,  -un ) 
kurka(-shi,  -shike)  (-ta,  -un ) 
tapka(-shi,  -shikc)  (-ta,  -un) 
tuika(-shi,  -shike)  (-ta,  -un) 


「後」 の關 f 糸 を 表 はす 格 類似の 形式 45. 
mak(-a,  -akc'l  (-ta,  -un ) 
oka(-ke)  (-tj,  -un) 
oshi    1 86. 

oshmak(-e)  (-ta,  -un ) 
.scmpir(-kc)  (-ta,  -un)  198. 
'  sermak(-a)  (-ta,  -un) 

ぉ珠 （プ ゾ,？ ）  25. 

「【勺」 の 關係を 表 はす 格麵 似の-お-形式 
39-41- 

'  onnai(-k.c)  ( -ta,  -un ) ス o. 

or い kc，  -o)  ( -ta,  -un ) 

osh(-kc)  (-ta,  -un) 
I  tuyor(-o)  (-ta,  -un ) 

'  up,sor(  -o)  ( -ta,  -un) 

え， ゑ 

英 iJ; いど" g.)  53- 

お， を 

H  tfii  [phoneme]     i,  2,  3. 
音韻， 化 6-15. 

' 昔 Ei 互換 

m  < n  14. 
I  n  < ~ >  r  14. 

音 ffii 轉化 

c    —  i  15. 
m  ―  p  14-15. 
o  — >  u  15. 
p  — >  ch  14. 
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s  ~ »  h  14. 
u        i     1 5. 
音韻 挿入 8-10. 

h 昔の  9- 

m  -晉 の"  1 0. 

n 音の  9-10，  58. 

W 音の  9，  10. 

y 音の  9- 

音韻 脫落 6-8. 
母音の  6- フ. 

同 母音 重出せ る 時の —— 6. 

異母 音 重出せ る 時の^ —— 6. 

重母音の 末 音の  7. 

無萆化 母音の —— 7- 
子音の —— 8. 

h 音の  8. 

y 音の  8,  1 22. 

長子 音の 短音 化 8. 
音韻 轉倒 {metathesis) 13. 

昔 韻 同ィヒ ("ぶ""〃 7" な 10-12. 

先取 的 (溯 行) 一 10. 
破裂音の —— II. 

n の  1 1 . 

r の-" —— 】 0,  28. 
t の  II. 

前迪的 (順行) —— 2, リ. 

母 まやの —— 13. 

S の  I  I  . 

W の  1 I  . 

m,  n に 給 く  k，  t,  p の iia,' や 化 
昔韻不1^(1化は軻匕） {dissimilaiton)  1 

n の  12-13. 

r の  12. 

昔 t« 無聲化 (屮 化） I  二 


. 音韻論 1-15. 
： 音節 3  -  4. 

3 や 

m —— I，  3，  5,  9，  80. 

某 本 的な —— 数の 限度 4- 

m —— 3,  5，  9,  19—22，  8-. 

か 

開 音節 I,  3,  5，  9，  79,  80. 

—— の單辍 語と 母音の 長さ 
—— の單辍 語と アクセント 
—— の ¥ 線 語と ぼき 极 79. 
—— と具體 形の 作 リブ ゾ I7-I 
—— と 他動 g^jj  80. 
格 （贿） 

代名詞の —— 
,  「は」 の 絕對 格） 53. 

「の」 のす? K 領格） 54. 
名詞の —— 
！  以格 35. 

I  「へ」 の 格 34- 

'  化成 格 37. 

jm  35-36. 
mium  36-37. 

呼 格 33- 
上 格 33. 
：  .'t 格 34- 

I  mm  33- 
>         mm  33. 

二        '  お 格 34-J5- 

- 】3.  不所仃 格 37. 

j  「まで」 の 格 37. 

與格 33. 
'よ リ J の 格 37- 
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—— 翅似の；；^形式 36-45- 
確說法 179-184. 

a  183. 

a  wan    1 84. 

rok  183. 

rok-oka(i)  184. 

ruwe    150，  153,  179-180. 

ruwe-an    152-153,  181-182. 

ruwe-ne    1"，  1 80-181. 

ruwc-oka(i)    152-153,  181-182. 
過去 i83. 

 分詞 69，  70. 

下降 式 {descending)  i. 
ィ匕成 格 {translative)  36. 

ne 

「かみ （の は づれ) J の 關係を 表 はす 格 類 
似の 形式 44. 
pa(-ke )  (-ta,  -un 1 

「上座」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形式 
44. 

rorf-ke)  1  -ta,  -un) 
樺 太 (方言） 2，  I2,  ！3，  52,  83，  146，  I77. 
感說法 190-192. 

humi I  so,  190-191- 

humi-an    153，  191  一  192. 

hum(iVash    153，  192. 

humi-ne    153,  192. 
完全 自動詞 フ 3. 

感歎 (感動） ISS,  139,  150,  152,  153- 

 M 155-156. 

 の 助詞 138，  139，  150. 

—— 文の 形式 1フ8. 
願望 137,  151，  154. 
完了 態 {perfective  aspect)    1 1 5. 


nisa 
okcrc 
wa isam 

さ 

擬聲 fn*  {onomatopoeia)     1 12,  i  i  M,  i  19, 
174. 

^'^un  {tertnc  cxprcssif)     1 1  9,  120，  174. 

北 見 (方 首） II- 

規定 言 司 {Besttmmungswort)  5- 
共 格 {comitative)  35-36. 

turai -no)    35>  i40. 

ko-    36,  104-105. 
强 勢!^  [intensive  aspect)    1 14. 
强: {intensive)    132,  158,  161,  163. 
强調 17，  174. 
禁止 (打消の 命令） 177. 

釧路 (方 W)  II- 

異體形 [concrete  form )    16-26,  32,  36. 
け 

繼起態 [sticcesstt  e  aspect) 1 12. 

-roloto,  -rototke 
楚辭 （copula)    123,  182. 
敬稱 53. 
敬 相 8i，  197. 
輕微態 リ filial  aspect)  114. 

-tek 

經山挤 36-37- 

akkari 36,  141. 
ekari    36,  141. 
cpesh 
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csor    37,  141. 
kama    36,  141 . 
kari    36,  141 . 
okari    36,  141. 
opesh  ' 
pcka    36,  141 . 
pesh    37,  141. 
turashi    37,  141. 

形お^ 123-128. 

— の活） n  92, 123-124. 

—— の 語 fiF^  196. 
~~ の 語 M  124-128. 

-a    59，  183- 


-an 

55，  56，  57，  58，  59，  124-125 

-ash 

-atki 

206. 

-kc 

127. 

-ko 

128. 

-kor 

127. 

-ma 

166. 

-na 

42. 

-nak 

127. 

-no 

】 27 -に 8. 

-nu 

126. 

-0  ] 

26. 

-ot 

32.  . 

-sak 

127. 

-tck 

i68. 

-un 

138. 

-ush 

I  25-126. 

- —— の 副詞 法 （-no)  131-132. 

 の 法 123. 

MP'l   54,  55,  56，  57- 

ォ旨示  58,  59. 


分詞  68-69,  70. 

chi- 

現在 分詞 68，  69，  70. 
見說法 iS4- 188. 

shin    150-151，  184-187. 

shiri-an    154,  188. 

shin-nc    154，  18 フー 188. 

shiri-okai    154,  188. 

口蓋 ィヒ (/^なな/な/ ん"/ ん") 2. 

喉頭 破裂音 （g/o〃"/ め I. 
I 呼 格 {vocative)  33- 
j    ilfpf"  {word-order)  190-197. 

'o'JM  {composition)  170—171. 

 語の ァ ク セント 5. 

 動詞 フ 3，  74,  93-99- 

互 相の 接辭 io6- io8. 
u-    33，  106-107. 
u-c  (〉  uwc)  108. 
u-ko  107. 
极言可 {Sta?nmwort)  88. 

さ 

W 歸扣 loS-iii. 
shi-     I lo-i  1 1, 

yai-    108 - 1 10. 

沙流 (方 首） 6. 

し 

思' W: 法 {thought-mood)  170. 
子音 I  -  3. 
顔 音 r  2-3. 

破裂 昔 k(g:)，  t(cl)， P ゆ） 1-2. 
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破 始^  ch(j\  t.s(clz)  3- 
'乂リ V  m，  n,  ng  2. 

c，  F，  h,  s,  sh,  y，  、v,  X  2. 
使役 相 i^i- 122. 

-C      1 22. 

-ka に I. 
-rc     121  —  122. 
-tc  122. 
-yar  122. 

指示 形容 58-59- 
iki-a  「例の」 
iki-rok    「间 j-.  — 1 
ne  59. 
ne-a    59,  1 83. 
ne-an  59. 
ne-okai  59. 
nc-rok    59,  1 83. 
ta-an  58. 
ta-okai  58. 
tan  58. 
tanokai  58. 
tap-an  58. 
to-an  58. 
tonokai  58. 

指示代名詞 57. 

辜實法 （Ja"-moo め 179. 

指 相 {applicative)    99 - 108，  197- 

e-  99-103- 

ko-  104-106. 

o-  103-104. 
f 下」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形式 
一 44- 

chorpok 、- 1， -ike)  (-ta.  -un) 


cmp()k(-i,  -ikc)  (-ta,  -un、 
kotpok(-i,  -ikc)  ( -ta,  -un) 
kurpok い 1, -ikc)  (-ta,  -un、 
mompok(-i,  -ikc)  (-t;i,  -un) 
tuipok い 1， -ikc)  (-ta,  -un j 

「 下 卜 K」 の 關係 を - は す 格 似 の 形 式 

45. 

1    '      utur い k しつ (-ta,  -un) 

I    M\3yM^  \inchoattve  aspect)  114. 

！  「しも （の はづれ )j の 關係を 表 はす 格; 

' 似の 形式 45-46. 

kes い e，  -eke)  1  -ta,  -un) 

-  {^poly-synthesis  )     iqy  -:oi . 
' — 相の —— 198. 
' W 歸 相の  198. 

指 相の —— 198. 

副詞の"  199-200. 

名 の  200-201. 

充^^：相 {applicative) (指 相 の 條參ル :(） 
I 重母音 i，4，5，7，i8. 

 と アクセント 5. 

！  —— と 具體形 i8. 

—— と 音節 4. 
j 一一 末 音の 脫 客 7- 
j 王 格 {nominative)    33，  54,  60,  70,  71, 
72，  74，  80,  197. 
主ネ リ H  {stiojecttve  cotijugcilion) フ 5， 
I  99- 

I    zh^  {subject)  196-197- 

瞬間 ,"2^  {instantaneous  aspect) 1 1  x. 
I  -oshma 

43 將然, 態 114,195. 

ankc    1 14,  175. 

;i n  k  i  114. 
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etokoiki    1 14. 
ctokush  114. 
kusu-ne     1 95. 
處挤 {locative)  34, 
nc  139. 
ta  34. 
じ- 34- 
ko-  34- 
()- 34- 

腸" 3    33-39,63， - ii6，  137-154， 

I フ 6，  178-196. 
所お I  {pcissive  voice)    68，  35. 

a- 

a-e- 

a-cchi- 

a-en- 

n-i- 

a-un- 

e- … -an 

cchi-  ...  -an 

cn-  ...  -an 

i- … -an 

un- … -an 

迎 行 115. 

kor-an 
kor-okai 

す 

{nu 772 her)    29 —ス 3. 

名詞の  2  9-33. 

數 HiU  {ntivjcral)  60-6^. 

せ 

Jj^Mi'h'ic  (  tcoffl-forrnafion)     i  <; フー i  75 


I 聲門|ぉ止 ^ん〃"/>^/0タ） I. 

桉辭 0 がぶ'' 】57- 169. 
I  人稱  (personal  ) 66-72. 

j 接頭 辭 O び ガズ） 157-163. 

接 中 (jnfix、  73- 

！ 接 辭 （ぶ"^ ズ） 163-169. 

I    ，：音 {vihrante)  2-3. 

i  そ 

74, 想像 

ま 貢 音 {continuant)  4- 

屬格 {genitive)  33- 

： 「外」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形式 44- 

soi(-ke)  (-ta,  -un) 

「侧」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形式 44> 


sam(-a. 

-ke)  (-ta,  -un) 

た 

[aspect] 

I 】 卜 I  I ん 

完了一 

― 115- 

始 if カー 

― J 14. 

將然ー 

—- 1 14- 

進行一 

― I IS. 

- -N  ― 

- 111—112. 

强勢 一 

114- 

微一 

― 114. 

瞬 lifj 一 

-- 113- 

im- 

一 113，  173—174 

き】 一 

I  I 2-1 13- 

ぼ^ 一 

― ii6,  171-173 

ま >J. キ&  {accusal lie)  33- 
體— li"  137. 


( 

疑 Pfj —— 54-57- 

10  /r? —  57- 

人稱  52-54- 

不定 —— 55- 

や A' 格 —— 54- 
第一 人稱 i6,  52，66. 
第一 類 動 i>g    72,  75-86. 
第二 人稱 i6,  52，66. 
第二 類 動詞 73，  86-92. 
第三 人稱 i6，52,  66. 
第三 類動訶 73,  93-99. 
多囘態 {mtdtitudious  aspect)     112 — ii ん 

-atki 

^^音 2. 

奪格 {ablative)  34-35. 
短音 I. 

ち 

{abstract  form )  10-26. 
中 相 ( niiddle  voice)     67-68,  69,  108, 
110. 

a-    07-68,  69. 
chi- 6q. 
shi-    69,  1 1  o. 
yai-  108. 
近 文 (方言） 52，  54,66. 

長音 2，  17. 

て 

「手前」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形式 
44- 

tukari  -1, -iKe)  ( -ta,  -un) 

轉成 

—— 名詞 46-48. 
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 Vi\M  129-132. 

ド ィ ッ 語 (Ger.) 

ein-und-zwanzig  61. 
irgend-was  55. 
irgend-welcher 
irgend-wie  55. 
irgend-wo    5  5. 
.  irgend-wonin  55. 

k^aujen  9. 
man  sagt,  daR  5. 
Seine  Mutter  ist  [sci)tot  179. 
verkaujen  9. 
z  wet- ti  n  d-  d  rei?sig    6 1 . 
頭 音 {initial)    I,  3,  173. 
動作 態 {Aktionsart) (態の 條參 照） 

動詞 66-122. 

—— の 活用 75-96. 

 の 語/ S      III- 122. 

 の禾麵 72-74- 

—— の 接頭 辭 99- III. 
—— の 接尾 辭 ii6- 122. 
十 勝 (方言） II. 
浦 (方 t)  25. 

な 

I  「巾」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形式 41. 
i  hontom(-o )  (-ta,  -un) 

,  kuttoni(-o)  ( -ta,  -un) 

j  kuttum(-u)  (-ta,  -un) 

；  tom(-o)  (-ta,  -un) 

i  tum(-u)  (-ta,  -un) 

啼萆 
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赤兒の —— 1 1 8. 

犬の  119- 

鬼の  119- 

狼 (山犬) の  119. 

狐の  119. 

熊の —— 119- 
猫の —— 119- 
南部 方言 II，  14. 

に 

入聲昔 {im plosive)  2,3. 
日本; 1, 67. 

人稱 

—— 接辭 i6，  53,  66-72. 
主格 —— 接辭 66. 
口 的 格 一一 接辭 66. 
—— 代名詞 52-54- 
—— 代名詞の 格 53  - 54. 
一一 代名詞の; n 法 53. 

は 

破 擦 昔 {affrkatci)  3. 

{aerivation)  157—170. 
反復 {gemination,    reduplication^  31 
171-175. 

 IB.  {iterative  aspect)     116，  173- 

174- 

破裂音 {plosive)  1-2. 
Tlnvi    143，  144，  154,  178. 

 文 lys. 

 の 助;; lil 144- 

沉稱 {universal  person)    07,  69. 

ひ 

募 音 、薦め 2,  II. 


—— 化 II. 

否定 177- 

—— 文の 形式 177. 

ふ 

不完 仝き 動詞 73. 

複合語 (complex  word)  88. 

副詞 129-136. 

 の 形態 129-136. 

—— の 語 序 196. 

 の轉合 199  一  200. 

—— 法語 尾 129-136. 
不 所有格 {abessive)  37. 

sakno 

不>1^ 稱 {indefinite  person)  07, 

a- の  oy. 

chi- の  6q. 

分詞 法 68-69,70. 

a- の  68-69. 

chi- の  70. 

文章 法 （ひ "なぶ） 176-201. 
聞說法 179，  i88-i8o. 

hawc    150,  153.  188  - 180. 

haw(c)-an ドん 189-19"- 

ha\v(e  i-ash    i ヌん 1 89. 

hawc-nc    153,  189. 
文の 形式 176-178. 
フランス語 (Fr.) 

II  ny  a  rtcn  a  fairc.  4q. 

；>  sais.  53- 

誦 i  53- 

on  dit,  que  67. 
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へ 

I 羽 昔 節 0 ん "ff 〃ひ〃"々 ん) 3- 

 と アクセント 5. 

—— と；; 體形 5，9，19-22. 
—— と 他動 訶 80. 


母音 


ほ 

—— の音價 13. 

- "~ の 前進 同化 13. 

—— の脫落 6-7. 

 の 無聲化 12. 

重 —— 1，4,  5,  7，i8. 

m —— 1,4. 

法 {rnood)  178-IQO. 

意志 —— 194-196. 

確說 —— 179-184. 

感說" ~  190-192. 

見說 —— 184-188. 

思 他 —— 179. 

事赏 —— 179. 

聞說 —— 188-190. 

豫期  192-194' 

抱 合 的 活用 I  incorporating  conjugation) 

81  - 86，  93-99- 
北部 方言 8,  II, 12,  14, 136,  145- 
幌別 (方 "HO  25. 

「方」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形式 42- 
or(-o)  ( -ta,  -un) 
kopak(  -e)  ( -ta,  -un、 

ま 

「前」 の 關係を 表 はす 格 類似の 形式 44 


-45- 

kotcha(-kc)  ( -ta,  -un) 

ctokf-o)  (-ta,  -un、 
麼擦昔 （/nV"/" で） 2. 
「迄」 の 格 37. 
末 音 （/?""/)    2,  3,  4,  7- 
「まん 中」 の關係 を 表 は す格烦 似の 形式 
41. 

noshkif-kc) 1 -ta,  -un 1 


む 


無聲 


—— 化 7， 
室 蘭 (方言） 25. 


め 


名詞 i6 - 51. 

 の 格 33-37- 

—— の 具體形 16-27. 

 の輯合 200-201  . 

 の數 29-33. 

 の 性 27-29. 

—— の 抽象 形 i6- 27. 
—— の 人稱別 16-17. 
—— 法語/ 48-51. 
抽象—— 32，  i68. 
物質 一 一 32. 
合成  23,  170- 171 


命令 


-文の 形式 176-177- 
-の 助詞 

ham  151, 1 76. 
kuni-p  nc 170. 
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kusu-nc    1 76. 
nankon  na.  176. 
ro  151. 
yan    151,  176. 

ち 

0 的 語 （o みか ぐり 73,  196,  197- 
El 的 格 ' objective  case) 

—— の 人 稱接辭 67. 
0  A 勺 1=^5 "活用 {objective  conjugation) 
- つつ' 


つら 


ゆ 


有萆 I,  2. 


化 


よ 

顿音 3. ' 

與格 （ぬな Ve)  33. 

豫期法 179，  192-194- 
kuni  149- 
kuni-ne  103. 

用言 M5. 


呼びかけ 24-25. 
「ょリ J の 格 37. 

akkari(no)    37，  141. 

kasuno    37,  14 し 


テン 語 [Lat.) 
ego  53- 
scio  53- 
tenebrae  32. 


I 


領格 {possessive  case) 

—— 代名詞 54. 
兩數 {dualism)  33. 

れ 

：？は 音 {liaison)  3. 
連語 {phrase)  23. 

わ 

ヮタ リの音 {glide-sound)  9， 
話者 {speaker ヽ 1フ8. 
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